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序文

財団法人千葉県文化財センターは，埋蔵文化財の調査研究，文化

財保護思想の緬養と普及などを主な目的として昭和49年に設立さ

れ，以来，数多くの遺跡の発掘調査を実施し，その成果として多数

の発掘調査報告書を刊行してきました。

このたび，千葉県文化財センター調査報告第486集として，日本

道路公団の東関東自動車道(千葉・富津線)建設事業に伴い実施した

木更津市笹子城跡の発掘調査報告書を刊行する運びとなりました。

この調査では，中世城館跡の大規模な土木工事による堀跡などが

調査され，また大量の中世陶磁器が出土するなど，この地域の歴史

を知る上で貴重な成果が得られております。

刊行にあたり，この報告書が学術資料として，また埋蔵文化財の

保護に対する理解を深めるための資料として広く活用されることを

願っております。

終わりに，調査に際し御指導，御協力をいただきました地元の

方々を初めとする関係の皆様や関係機関，また，発掘から整理まで

御苦労をおかけした調査補助員の皆様に心から感謝の意を表しま

す。

平成16年3月

財団法人千葉県文化財センター

理 事 長 清 水 新 次



例

1 本書は，日本道路公団による東関東自動車道(千葉・富津線)建設事業に伴う埋蔵文化財発掘調査報告

書である。

2 本書は，下記の遺跡を収録したものである。

笹子城跡 千葉県木更津市笹子字裏北409ー 1ほか(遺跡コード206-005) 

3 発掘調査から報告書作成に至る業務は，日本道路公団の委託を受け，財団法人千葉県文化財センター

が実施した。

東関東自動車道(千葉・富津線)建設に伴う埋蔵文化財の調査遺跡は本文中に掲載している。

4 発掘調査及び整理作業の組織，担当者及び実施期間は，第 1章に記載したとおりである。

5 本報告書の執筆・編集は，主席研究員相京邦彦が担当し，上席研究員伊藤智樹の協力を得た。

ただし，第 1章第 2節 3は柴田龍司が執筆した。

6 発掘調査から報告書の刊行に至るまで，千葉県教育庁教育振興部文化財課，木更津市教育委員会，国

立歴史民俗博物館小野正敏氏，財団法人瀬戸市埋蔵文化財センター藤津良祐氏の御指導，御協力を得た。

また，カワラケの分類等については，千葉市立加曽利貝塚博物館築瀬裕一氏の御教示をうけた。

なお，千葉県立房総風土記の丘研究員井上哲朗氏には貿易陶磁についての教示を，また，房総におけ

る城館跡報告に関する全般的な助言・協力を得た。

特に，陶磁器に関する分類作業は井上氏が行った作業を基本に，整理作業の進捗による変更があった

ために最終年度に再度実施した。

7 本書で使用した地形図は，下記のとおりである。

第1図 国土地理院発行 1/50，000 地形図「富津」

国土地理院発行 1/50，000 地形図「木更津j

国土地理院発行 1/50，000 地形図「千葉」

国土地理院発行 1/50，000 地形図「姉崎J

(NI -54 -26 -1 ) 

(NI -54 -25 -4 ) 

(NI -54-19-15) 

(NI -54 -19 -16) 

第2図 国土地理院発行 1/25，000 地形図「上総横田J (NI -54 -19 -16 -4) 

国土地理院発行 1/25，000 地形図「木更津J (NI -54 -25 -4 -2) 

第3図 参謀本部陸軍部測量局作製 1/20，000 迅速図の縮尺改変後転載

(明治15年測量・明治20年発行)

第4図 国土地理院発行 1/200，000 地勢図「千葉」 (NI-54-19) 

国土地理院発行 1/200，000 地勢図「大多喜J (NI -54-20) 

国土地理院発行 1/200，000 地勢図「東京J (NI -54-25) 

国土地理院発行 1/200，000 地勢図「横須賀J (NI -54-26) 

8 周辺航空写真は，京葉測量株式会社による昭和42年に撮影のものを使用した。

9 本書で使用した図面の方位は，すべて座標北であり，日本測地系に基づいている。また，座標値は平

成3・4年度に実施した基準点測量の数値に基づいている。

10 本書で使用した遺構番号は基本的には調査時のものを使用したが，遺構の性格が明らかに誤りのもの

は，番号はそのままにし，遺構の略称のみを付け替えた。詳細は遺構一覧に記載しである。



11 遺物の色調については，農林水産省・(財)日本色彩研究所監修，日本色研事業株式会社発行「新版標

準土色帖J1988年掲載の用語を使用した。

12 本書で使用した遺構の略称は以下のとおりである。

SK : 土坑 SD : 溝 P : ピット.柱穴
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5 平場 7 SK011 

6 瀬戸美濃窯・緑粕小皿出土状況

図版22 1 平場 8 調査状況(東から)

図版23

図版24

図版25

図版26

2 平場 8 B.C面完掘状況(東から)

3 平場 8 最終時完掘状況(東から)

1 平場 8 堀 1. J完掘状況(北から)

2 平場8 堀 I土層断面(北西から)

1 平場 8 調査状況(西から)

2 平場8 西側完掘状況(東から)

3 平場8 堀L完掘状況(東から)

1 平場8 堀 I士層断面(北から)

2 平場8 堀 J土層断面(北から)

3 平場8 堀K土層断面(北から)

1 平場 8 堀K土層断面(北東から)

2 平場 8 堀 J. K土層断面

(北東から)

3 平場8 堀 J. K土層断面遠景

(北東から)

図版27 1 平場 8 堀K北端部完掘状況

(北東から)

2 平場8 堀K中央部完掘状況

(北西から)

3 平場 8 堀K北側完掘状況

(南から)

図版28 1 平場 8 D面遺物出土状況

(北東から)

2 平場 8 D面遺物出土状況(西から)

3 平場 8 SK049 遺物出土状況

図版29 1 平場 8 SK005・006完掘状況

2 平場8 SK012遺物出土状況

3 平場8 染付出土状況

4 平場 8 カワラケ出土状況

5 平場 8 硯・カワラケ出土状況

6 平場8 鎌出土状況

図版30 1 平場 9・10 調査前現況(北西から)

2 平場 9・10 完掘状況(北西から)

図版31

図版32

図版33

3 平場10 西側調査前現況はじから)

平場10 調査前現況(東から)

2 平場10 完掘状況(東から)

3 平場10 SK001木材片出土状況

4 平場10 SKOO1完掘状況

1 平場11 完掘状況遠景(南西から)

2 平場11 完掘状況(北東から)

3 平場11 調査前現況(東から)

1 平場12・13 調査開始時現況

(西から)

2 平場12・13 西側完掘状況

(北西から)

3 平場12・13 西側完掘状況

(西から)

図版34 1 平場12 西側調査開始時現況

(北東から)

2 平場12 西側調査現況(北西から)

3 平場12 西側完掘状況(北西から)

図版35 1 平場12 西側調査開始時現況

(西から)

2 平場12 西側完掘状況(西から)

3 平場12 東側完掘状況(西から)

図版36 1 平場12 堀Q.S士層断面(西から)



2 平場12 完掘状況(北東から) 図版41 1 平場14 完掘状況(南西から)

3 平場12 東端部完掘状況(北西から) 2 平場14 堀T土層断面(西から)

図版37 1 平場13 調査開始時現況(南東から) 3 平場14 堀V土層断面(西から)

2 平場13 調査途中現況(西から) 図版42 1 平場15 調査途中状況(南西から)

3 平場13 土層断面(南から) 2 平場15 001 

図版38 1 平場12・13 西端部完掘状況 図版43 出土遺物縄文土器・弥生土器・土師

(西から) 器・磨製石斧・紡錘車

2 平場12 SK002 図版44 出土遺物 白磁・青磁・染付・瀬戸美濃

3 平場12 SK007 産鉄紬皿・灰紬碗・カワラケ

4 平場12 SK010 図版45 出土遺物 瓦質土器摺鉢・瀬戸美濃産天

5 平場 8 SK012 目茶碗・その他・摺鉢

図版39 1 平場 6. 8・12 接合部完掘状況 図版46 出土遺物摺鉢

(西より) 図版47 出土遺物 常滑・東海系羽釜・内耳鍋

2 平場 6・8・12 接合部完掘状況 図版48 出土遺物 土錘・万子・釘

(北から) 図版.49 出土遺物小礼・鎌・火打金・環状鉄製

3 平場 6・8・12 接合部完掘状況 ロロ日

(北から) 図版50 出土遺物銅製品・硯

図版40 1 平場 6・8・12 接合部完掘状況 図版51 出土遺物砥石

(真上から) 図版52 出土遺物 石臼・挽臼・宝箆印塔・五輪

2 平場6・8・12 接合部完掘状況 塔

(真上から) 図版53 出土遺物五輪塔

3 平場6・8・12 接合部完掘状況 図版54 出土遺物 五輪塔・現地説明会の様子

(北西から) 図版55 現地説明会の様子



第 1章はじめに

第 1節調査の概要

1 調査の経緯

日本道路公団は千葉市から富津市に至る高速自動車道である東関東自動車道を計画した。そのうち千葉

市から木更津市まで、の約35kmの区間について事業化され，東関東自動車道(千葉・富津線)として，建設が

進められることになった。

建設用地内には多くの遺跡が所在することから，千葉県教育委員会と日本道路公団はその取扱いについ

て協議を進め，現状保存が困難な部分については，やむをえず発掘調査を実施することとし，発掘調査を

(財)千葉県文化財センターが担当することになった。

発掘調査は，平成元年 1月から開始され，平成 6年6月にはすべての発掘調査が終了した。その後，平

成5年からは本格的に整理作業が進められた。整理作業の終了した遺跡の報告書は順次刊行され，すでに

13冊が刊行されている。本報告書は14冊目となり，東関東自動車道(千葉・富津線)建設の千葉・木更津区

間事業の発掘調査に関わる発掘調査報告書はこれですべて刊行されたこととなる。(表26・27，第173図)

笹子城跡の資料紹介や資料はすでに多くの研究者によって利用されている。そのことから本報告書では，

笹子城跡の研究的な解釈は極力さけることとし，発掘調査で得られた資料を出来るだけそのまま提示する

ことにつとめた。

笹子城跡の調査によって提起された問題点は，

1 笹子城跡に代表される中世城跡の発掘調査によって明らかにされた遺構の解釈

2 出土貿易陶磁器の出土量の多さとその流通

以上の 2点に集約できる。本報告書ではなるべく詳細なデータを提供し，遺構と遺物の関係，また，遺

物の出土状況から房総に流入した貿易陶磁器と国産陶磁器との伴出関係の資料を提供することに重点を置

いた。

発掘調査及び整理作業の担当者と事業内容は以下のとおりである。

平成 3年度発掘調査

調査期間平成 3月4月1日~平成 4年3月27日

調査の対象対象面積 9.900rri 

発掘調査上層B面 9.900rri 

(組織)市原事務所班長郷田良一担当職員 柴田龍司，加藤正信，小林清隆

平成 4年度発掘調査

調査期間平成 4年4月1日~平成 5年2月26日

調査の対象対象面積 9.900rri 

発掘調査上層B面 9.900rri 

(組織)市原事務所班長郷田良一担当職員 柴田龍司，大谷弘幸，半津幹雄，四柳隆

平成11年度整理作業

調査期間平成11年4月1日~平成12年3月31日

整理作業の対象 記録整理の一部まで
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(組織)南部調査事務所長高田博担当職員 副所長小久貫隆史

平成12年度整理作業

調査期間平成12年 4月 1日~平成13年 3月31日

整理作業の対象 記録整理の一部から実測の一部まで

(組織)南部調査事務所長高田博担当職員 副所長小久貫隆史井上哲朗

平成13年度整理作業

調査期間平成14年2月1日~平成14年3月31日

整理作業の対象 実測の一部から原稿執筆の一部

(組織)南部調査事務所長高田博担当職員 副所長小久貫隆史，高梨友子

平成14年度整理作業

調査期間平成14年 4月 1日~平成15年 3月31日

整理作業の対象 原稿執筆の一部から編集まで

(組織)南部調査事務所長鈴木定明 担当職員 副所長柴田龍司(第 1章第 2節 3執筆)

平成15年度整理作業

調査期間平成15年 4月 1日~平成15年 5月31日

整理作業の対象 編集の一部から報告書刊行

(組織)南部調査事務所長鈴木定明 担当職員 主席研究員相京邦彦

第 1表周辺遺跡一覧

遺跡名 備考 遺跡名

l 笹子城跡 本報告書 28 永藤城跡

2 中尾城跡 29 椎津城跡

3 椿古墳群 館山道 30 正坊山城跡

4 大坪城跡 31 妙経寺館跡

5 滝ノ口向台遺跡 32 姉崎城跡

6 上ノ原城跡 33 畑木城跡

7 大竹砦跡 34 天羽田稲荷山遺跡

8 中台谷遺跡 35 山谷遺跡

9 小坪館跡 36 七人堀込遺跡

10 高谷館跡 (1) 37 内屋敷 1遺跡

10 高谷館跡 (2) 38 内屋敷2遺跡

11 荒久遺跡 39 丹過遺跡

12 野里城ノ越遺跡 40 沢間 1遺跡

13 文脇遺跡 41 沢間 2遺跡

14 北口城跡 42 重二台遺跡

15 芝野遺跡 館山道 43 根岸古墳群

16 菅生遺跡 44 根岸小妻遺跡

17 大寺廃寺 45 林遺跡(1)

18 有吉城跡 46 林遺跡 (2)・中世城館跡

19 境遺跡 47 林遺跡 (3)

20 向山野遺跡 48 林遺跡

21 向萩原遺跡 49 猪尻遺跡

22 寒沢遺跡 50 上宮田台遺跡

23 蔵波砦跡 51 下谷遺跡

24 神田遺跡 52 吉野田遺跡

25 久保田城跡 53 新開 1遺跡

26 椎津中林遺跡 54 新聞 2遺跡

27 百枚田砦跡 55 御祈祷谷古墳群

2 

備考

館山道

圏央道

圏央道

圏央道

圏央道

圏央道

圏央道

圏央道

圏央道

圏央道

圏央道

圏央道

圏央道

圏央道

圏央道

圏央道

圏央道

圏央道

圏央道

圏央道
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第2図 遺跡周辺の地形図(現在)
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第 3図 遺跡周辺の地形図(迅速図)
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2 調査の方法(第 7図)

調査範囲は笹子城跡の北端の一部，北郭と呼ばれる一角で，事業範囲は斜めに軸線を持ち，東西に長い

形状であった。そこで調査に先だち，西側から東側にむかつてアルファベッドでA ・ B~ J . K区を，北

側から南側に向かつて 1 ・ 2~5 ・ 6 区の一辺20mの大グリッドを設定し，西北隅の大グリッドを 11 AJ 

区と呼称した。さらに，この大グリッド内に一辺 2mx2mの小グリッドを100個設定し遺構の図化，及

び出土遺物の記録に使用した。

調査時に検出された遺構は，土坑，ピット，溝の 3種に大まかに分類し，おのおのに遺構番号を付した。

従って，土坑，ピット，溝のそれぞれに同じ番号が付されており，そのうえ，土坑とピットとの分類基準

が暖昧で，図面による形状確認では土坑かピットか不明であった。さらに，遺構の整理を困難にしたこと

は，研究連絡誌や県史に「堀Jが「堀AJから「堀VJ として掲載され，かつ説明されているが，発掘調

査段階にはこの名称はなく，研究連絡誌の執筆段階で初めて付したものであったことから，図面整理およ

び遺物整理の段階で番号の振替作業が必要となり 混乱を生じてしまった。さらに，土坑が調査の進捗に

より堀になったり，平場ごとに「堀AJがあったりと，調査担当者でなければ分からないことが多々あっ

た。また，笹子城跡では大規模な埋め立てや，整地作業により，同ーと目視される平場が別々の平場であ

ったり，別個の平場と推定されたものが実は同一の平場であったりと，調査の進捗にともなって，平場の

性格や検出された遺構の性格が変更され，遺構の性格の把握が難しかったことがあった。

発掘調査は調査前の地形の検討から，平坦な地形及び人的な平場に番号を付与し(例，平場 6，平場 7)， 

平場ごとにあるいは複数の平場にトレンチを設定し，両者の関係の把握につとめた。

平場によっては，視覚的には単独の独立した平場として確認できたが，調査の過程で後世の耕作による

改変のために分かれていた平場もあり，調査開始時の平場番号が消滅したところもあった。

第 2節遺跡の位置と環境

1 遺跡周辺の地形(第 1~ 3図)

笹子城跡は小植川中流域の左岸に位置する。小橿川はその源を清澄山系に発し，北流しながら流下し，

笹子城跡の所在する本地域の上流で流れを西方向へ取り，東京湾に流入する。西方向に蛇行しながら東京

湾に流入する小植川は両岸に沖積平野を形成するとともに，小植川に流入する小河川によって開析された

舌状の小台地を形成している。笹子城跡はこのような北側に延び，小植川によって形成された沖積地をの

ぞむ小台地に所在している。本地域にはこのような小植川に向かつてのびる台地は多くみられるが，笹子

城跡のある台地はその中でも規模の大きいものである。同様の台地は多くあり，けっして笹子城跡の所在

する台地が特に城館として適しているとはいえない。むしろ，両側の台地がより小橿川に近くまでのびて

おり，けっして眺望的にも良好とはいえない。台地は全体に北方向，つまり小植川に向かつて傾斜してお

り，笹子城はもっとも北側の今回調査された部分にまず城館が造成され，その後次第に南側(南郭)に城館

自体が移っていったものと推定されている。

参考文献
千葉城郭研究会編「千葉城郭研究」第 1号1989・第 2号1992
市村高男「房総における中近世城館跡の地域的時代的分布とその特質J(1千葉県所在中近世城館跡詳細分布調査報告書rrJ
1995) 
井上哲朗「研究紀要J20(財)千葉県文化財センター 2000 平成12年
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小笠原長和 11笹子落草子」にみる戦国の映像 上総武田氏とその内争一J(中世房総の政治と文化)1985 吉川弘文館
小野正敏「出土陶磁よりみた十五・十六世紀における画期の素描JIMUSEUMJ 416 東京国立博物館 1985 
笹生傷，柴田龍司「小植川流域における中世遺跡の変遷J(研究連絡誌37号)(財)千葉県文化財センター 1993 平成 5年
柴田龍司「中世城館の画期 館と城から館城へ」新人物往来社 1991 
柴田龍司「掘跡や曲輪から出土する石塔J1中世城郭研究」第 6号 中世城郭研究会 1992 
柴田龍司「笹子城跡の概要J(研究連絡誌37号)(財)千葉県文化財センター 1993 平成 5年3月

第 2表堀新旧対照表

遺構番号 旧遺構番号・調査時 備考

堀A 平場 2 

堀B 堀(新) 平場 5 

堀C 堀(古) 平場 5 

堀D 堀A，溝003 平場 6 

堀E 堀B 平場 6 

堀F 土坑014 平場 6 

堀G 土坑016 平場 6 

堀H 堀C 平場 6 

堀 I 堀C 平場 8 

堀 J 堀B 平場 8 

堀K 堀A 平場 8 

堀L 堀D 平場 8 

堀M 堀A 平場 10 

堀N 堀B 新 平場 11 

堀O 堀A 旧 平場 11 

堀P 堀A 平場 12 

堀Q 堀B 平場 12 

堀R 堀D 平場 12 

堀 S 堀C 平場 12 

堀T 平場 14 

堀U 堀B 平場 14 

堀V 堀A 平場 14 

第 3表笹子城跡の層位関連表

I層 上位
堀との

表土層 下位 関係

I期 A層 A面直上 I①直上 堀RQTV
A-l = 1層最下面

中世盛土面
A面 E期(新) 掘DIPの

A-2 新しい階段
堀Dの中位

AB'=面面E直②上
A面下層 A面下

面 掘 S
-・・・・・・・・・...・ー. B層
E期(古) 堀CIDP
A-3 (= II③④⑥) の古い階段

B面 E期 B面 1 B面2 堀BGFE]
P 

B面下層 B面下 堀は原則なし
W期

C層 この階段は日
II II③層 常的な性格が

C面 強い

C層下盛土層 C面下盛土 堀A
V期 H 

D層 K 
D面 E⑦ D面直上 L 

=C面下 が同時

Dに VI期 E層 堀Hに先行す

先行 最も古い 中世地山面 旧表土黒色土 旧表土 る堀(堀Hの
地山面 障子掘かフ)

-・・・・・ 4・・ 4除毒 4 ・..
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柴田龍司「考古学からみた房総の中世城館の構造」 東総文化財センター・光町教育委員会 1995 
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2 周辺の城館跡(第 4図第 1・4表)

本報告書では，笹子城跡の存続した時代の城館跡のすべてを図示するつもりであったが，当センターの

~ 

第 4図 安房国・上総国主要城館跡
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第4表周辺城館跡一覧
番号 県遺跡分布地図 研究紀要NO.遺跡名 所在地 備考
l 56 221 187 笹子城跡 木更津市笹子字北裏作
2 56 101 192 中尾城跡 木更津市中尾字小門
3 53 156 139 榎本城跡 長生郡長柄町榎本
4 52 204 140 立鳥城跡 長生郡長柄町立烏
5 53 80 141 本納城跡 茂原市本納
6 53 20 142 真名城跡 茂原市真名字小諸
7 59 162 143 石神城跡 茂原市石神
8 53 37 144 小林城跡 茂原市小林

9 59 170 145 上永吉城跡 茂原市上永吉

10 53 138 146 真名宿谷城跡 茂原市真名

11 53 174 147 鞘戸城跡 茂原市本納

12 58 18 148 長南城跡 長生郡長南町長南字中城他

13 59 23 149 利根里城跡 長生郡長南町坂本字利根里川間他

14 59 88 150 根小屋城跡 長生郡長南町下小野田

15 59 94 151 下芝野城跡 長生郡長南町下芝野

16 59 34 152 城ヶ谷城跡 長生郡長南町中原字城ヶ谷

17 59 3 153 勝見城跡 長生郡睦沢町勝見城之内他

18 59 14 154 冨喜楽城跡(大柳城跡) 長生郡睦沢町寺崎字城之内

19 59 65 155 提城跡 長生郡睦沢町大上字城之内

20 59 8 156 高藤山城跡 長生郡一宮町高藤山

21 59 9 157 一宮城跡(城内遺跡) 長生郡一宮町一宮城ノ内

22 64 47 158 大多喜城跡 夷隅郡大多喜町大多喜

23 65 66 159 万喜城跡 夷隅郡夷隅町

24 65 74 160 大野城跡 夷隅郡夷隅町大野

25 65 50 161 権現城跡 夷隅郡夷隅町松丸字向台

26 66 44 162 鶴か城跡 夷隅郡岬町中原字古地他

27 65 63 163 矢竹城跡 夷隅郡岬町桑田字矢竹

28 65 72 164 中滝城跡 夷隅郡岬町中滝字熊ノ山

29 65 34 166 城谷城跡 夷隅郡大原町山田

30 71 90 165 布施殿台城跡 夷隅郡大原町上布施

31 71 58 167 金山城跡 夷隅郡大原町長志

32 66 37 168 日在城跡 夷隅郡大原町日在字大山他

33 71 22 169 最明寺裏城跡 夷隅郡御宿町須賀

34 77 103 170 吉尾城跡 勝浦市吉尾

35 77 105 171 勝浦城跡 勝浦市勝浦字郭内

36 74 76 172 興津城跡 勝浦市興津字要害

37 58 132 173 佐是城跡 市原市佐是宅丞城

38 51 316 174 椎i章城跡 市原市椎津字城山

39 58 154 175 真ヶ谷城跡 市原市真ヶ谷宿要害

40 52 666 176 犬成城跡 市原市犬成字湯武倉

41 58 92 177 池和田城跡 市原市池和田字城廻

42 51 433 178 分目要害城跡主要部 市原市分自字要書

43 52 998 179 犬成向山城跡 市原市犬成字湯武倉

44 58 54 180 平蔵城跡 市原市平蔵城山地先

45 58 52 181 吉沢城跡 i市原市吉沢字榎台

46 58 81 182 雀ケ崎城跡(御園生館跡) 市原市薮字外部回

47 58 1040 183 域部回城跡 市原市平蔵

48 57 496 184 高谷堀ノ内城跡 袖ケ浦市高谷字堀ノ内

49 57 337 185 高谷館跡 (2) 袖ケ浦市高谷字平台

50 57 223 186 高谷館跡 (1) 袖ケ浦市高谷字平山

51 57 402 188 真里谷城跡 木更津市真里谷字真地

52 56 55 189 真武根陣屋跡 木更津市請西字堰の上他

53 57 368 190 要害城跡 木更津市真夏谷字要害他

54 57 375 191 天神台城跡 木更津市真里谷字天神台他

55 63 306 193 久留里城跡 君津市久留塁字内山

56 63 316 194 千本城跡 君津市千本

57 62 206 195 秋冗城跡 君津市西粟倉字古城 青鬼城・小糸城

58 63 402 196 岩室城跡 君津市向郷字岩室

59 62 56 197 一直城跡 君津市一直字宇曽貝

60 61 31 198 飯野陣屋 富津市下飯野字本丸他

61 62 145 199 佐貫城跡 富津市佐貫字城山・城跡

62 68 282 200 峠上城跡 富津市上後字

63 67 326 201 造海城跡 富津市竹岡字城山 百首城

64 73 342 202 金谷城跡 寓津市金谷字御代岱 明鐘城

65 67 300 203 天神山城跡 富津市海良字天神台

66 73 6 204 下ノ坊館跡 安房郡鋸南町保田字下ノ坊

67 74 15 205 富山城跡(周回要害減) 安房郡富山町平久里中字用回

68 78 20 206 岡本城跡 安房郡富浦町豊岡字聖山・要害他

69 78 43 207 宮本城跡 安房郡富浦町大津字要害

70 79 15 208 石堂城跡 安房郡丸山町石堂

71 76 38 209 西郷氏館跡(東条陣屋跡) 鴨川市東町字宝性寺

72 75 57 210 藤四郎台館跡 鴨川市主基西字嶺岡東上牧

73 75 56 211 山之城城跡 鴨川市主基西空嶺関東上牧

74 76 24 212 葛ケ崎城跡 安房郡天津小湊町天津字引土

75 81 63 213 館山城跡 館山市館山字城山

76 82 42 214 稲村城跡 館山市稲

77 82 71 215 山本城跡 館山市山本字堀ノ内

78 82 58 216 |字国城跡 安房郡千倉町宇田字本郷
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研究紀要番号と重複する部分が多分に生じるため，村田川以南の安房困，上総国の一部について図示する

にとどめた。笹子城跡を含む本地域は，戦国時代末期には北条氏と里見氏の勢力の括抗する地域で，境目

の城として里見氏側の重要な城として位置づけられていたものと考えられる。このように，笹子城跡は木

更津へ出る交通路を押さえるための武田氏の支城のひとつであったと考えられる。

3 笹子城跡の構造(第 5・6図)

笹子城跡は，南から北に延びる支丘陵の全域を城域としている。城域は南北850m，東西400mを測り，

県内に所在する約1.000か所の中世城館跡の中でも有数な規模である。

城域の構造は，城館中央部よりやや北寄りに位置する堀 1(第 6図参照，以下同じ)を境いに，北側(以

下「北半部」と記す)と南側(以下「南半部」と記す)では現状の構造は全て様相を異にしている。すなわ

ち，極論すれば北半部には城郭のメルクマークとなる堀や土塁といった明確な城郭遺構がほとんど認めら

れないが，逆に南半部においては堀や土塁が至るところに認められることが最大の特徴である。

このような北半部と南半部での構造上の大きな違いの要因として以下の点が考えられるであろう。

① 北半部の構造は，南半部の構造に比べて先行するものととらえる考え方で，具体的には北半部は16世

紀前半の構造を，南半部は16世紀後半の構造を，各々が示していることである。この場合，北半部と南半

部は全く別々の城郭とみるか，元々は南半部も含めて16世紀前半の城郭が築かれていたが， 16世紀後半に

なって南半部のみ改築を受けたためとみるか， 2説が考えられる。

② 北半部と南半部は当初から一体の城郭として築かれ始め，南半部は構造的に完成したが，北半部は何

らかの事情により未完成に終わった，とする考え方である。

以上， 2点の考え方はあくまでも現状の観察によってのものであり，現に後述する発掘調査の結果から

②の考え方は否定される。

発掘調査は北半部のうち北端部のみ実施されたが，当初斜面中段部に設けられた腰曲輪状の平場と想定

されたところから，ほとんどの平場の下から人為的に埋め戻された堀跡が検出されたことから北半部にお

ける現状の構造は，城郭が機能していた最終段階の構造に大規模な破壊を加えた結果形成されたものと明

らかになった。

このため，北半部については全域にわたって破壊作業が行われていることが確実といえることから，本

章では現状においても城郭構造が多く残されている南半部の構造について述べることとする。

南半部の構造

南半部の城域は丘陵頂部に位置し，両端をそれぞれ堀によって画されている郭が8か所(第 6図の郭 I

~郭咽)と11条の堀跡(堀 1-堀11)などで構成されている。北から順に個々の遺構について説明する。

堀 1は城域の北半部と南半部を画するもので，現在城跡を東西に横断する切り通し道として使われてい

る。このため本来の構造や規模は留めていないものと思われるが，全長約100m，上幅10m程の規模を有

していたものと想定される。

郭 Iは南半部地域のうち北端に位置する郭である。南北100m，東西20m-30mの規模で，平面はL字

型を成す。内部は段差でもって 4区画に分けられ(Ia-Id)，標高は46.5m-52.4mで、ある。郭内は平

坦である。土塁の痕跡は認められない。郭の東西両側下には，他の郭でも同様で、あるが， 3-4段にわた

って腰曲輪状の平場が取り付いている。どの平場までが城郭遺構でしかも本来の形態を留めているかどう

11 
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か，判断がつきかねるが，発掘調査の成果を考慮して標高20m以上の平場について城郭遺構の可能'性があ

るとして図化した。 I郭の東側は大手の可能性が高いところである。現在①の屈曲した小道を経て郭 1a 

に取り付いているが，現状では大手道として唯一とらえられるところである。

堀 2は郭 Iと郭Eを画する堀で，上幅 7m-13m，郭Hから深さ3.5m-6 m，全長25mの規模を有し，

東端は平場状に広がっている。また中央部に土橋状に高まり②が認められる。

郭Hは，南北35m，東西 7m-15mと小規模で，しかも北端が標高47.5m，南端が45mと南に向かつて

緩斜面地形となっている。また郭Eの最高所でも郭 1aよりも 4m程低位で、ある。郭Eは堀 2と堀 3によ

って画されていることから，明確に郭ととらえられるが，郭が小規模なこと，郭内が緩斜面で多分に自然

地形が残されていること，郭 Iより低位であること，の 3点から他の郭とは性格を異にしている可能性が

ある。一つには，郭Eの位置が東西両側から入り込む浅い谷によって丘陵頂部としては最も狭小な地形で

あることが基因していると思われる。この箇所は当城にとって最も防御的に弱点となるところから，この

視点で郭Eの性格をとらえる必要がある。すなわち，先述した郭Eの形態からみて，郭Eは郭 Iに従属す

ることは明らかである。そして郭Eが堀 2と堀 3によって画されていることを考慮すれば，郭Eは郭 Iの

南側の防御を強化するために設けられた馬出し郭とみることができる。そして，郭Hを馬出し郭ととらえ

るとすると，郭 Iと郭Eからなる郭群は，後述する郭III-郭VIからなる郭群とは向かい合う位置関係とな

り，堀 3を境いに互いに独立した関係となる。

堀 3は郭Eと郭皿を画する堀で，上幅 7m，深さは郭H側から1.5m-2 m，郭E側から3.5m，全長13

m，を各々測る。現在堀底は，堀 3が位置する地点が東西両方向から入り込む 2つの谷地形が最も接近し，

かつ丘陵頂部が最も狭まり低位となることから，城跡内を走る小道が交わり，小道として利用されている。

このため，堀底はかなり削平を受けている感があり，本来の形態を留めていないようである。堀の規模だ

けみれば，小規模で、あり防御的に強固とはいえないが，郭Eでもふれたように，堀 3が設けられた位置が

本来の自然地形に左右されて，南半部の城域の性格を大きく二分する起点となる城郭施設と位置づけられ

る。

郭Eは，北西端を一段の平場を介して堀 3と，東端を③に平場を堀 4と，南西部を郭町と堀 5で，それ

ぞれ画されている。長軸(北西一南東方向)40m，短軸25m-35mの規模を有し，郭内は南西から北東方向

に標高57m-50mと緩斜面地形となっている。中央部あたりで 2m程の段差があり，郭内は郭IIIaと郭E

bとに二分される。郭内にある④の神社によって，その周囲も含めて改変が認められるものの，全体的に

は遺存度は良好といえる。郭Eの性格については，郭町との関連性が強いことから，郭町のところで一緒

に説明することとしたい。

堀 4は郭Eと③の平場を画する堀で，上幅13m，深さは郭E側から 5m，③の平場側から2.5m，全長

15mプラス竪堀部分15mを，それぞれ測る。この堀は東側から入り込む谷津の南側斜面や③の平場の東側

斜面方向からの侵入に対して設けられた最初の本格的な防御ラインととらえることができる。換言すれば

堀4から内側がこの地区では狭義の城域といえるであろう。

郭町は堀 5で郭Eと，堀 6によって郭Vと，それぞれ画される。平面形態はほぼ長方形で，東西12m，

南北23mの規模を有する。郭内はほぼ平坦で、標高は61m前後である。郭町の性格は前面を堀 5に固まれ，

背後は堀 6によって遮断されていることと，後述するように郭Vが当域の主郭にあたることから，馬出し

郭とみて間違いないであろう。そうすれば，郭皿も郭町と同様に前面を堀 3と堀 4によって画され，背後
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を堀 5によって遮断されているとみることができる。郭町ほど明確な馬出しとはいえないが，郭皿も基本

的には馬出し的性格の強い郭といえるであろう。

堀 5は上幅 5m，深さは郭町側から 5m，郭E側から1.5m，全長は郭町の北面から東面を囲むように

弧状に40m，をそれぞれ測る。ほぼ中央部に土橋状の高まりが認められる。また，堀 5の南端は⑤の平場

へと続き堀としては消滅している。ただ，⑤の平場の南端では堀 9が南より延び途中で途切れていること

を考慮すると，あるいは本来は堀 5と堀 8は接続していた可能性も考えられる。

堀 6は上幅 4m，深さは郭V側から1.5m，郭町側から0.5m，全長11mと，規模的には極めて小規模な

堀といえる。

郭Vは逆L字型に近い平面形態を呈し，堀 6で郭町と，堀 7で郭VIと，それぞれ画される。規模は東西

25m-40m，南北60m-75mを測り， 8か所の郭の中では郭珊に次ぐ面積を有する。郭内はほぼ平坦で標

高は62m前後を測る。東辺部中央に12mx 6 mの楕円形プランで，高さ 2m程の⑦のマウンド状遺構が認

められる。古墳を再利用したものかどうかは判然としないが，いずれにせよ櫓台として使われたものであ

ろう。また，南辺部には堀 7に接して⑧の土塁が認められる。全長20m，下幅 6m，郭面からの高さ1.5

m，最高所標高62.5mをそれぞれ測る。郭の性格については郭羽のところでふれることとする。

堀 7は郭Vと郭VIを画するもので，平面形態は東西方向に郭を横切る堀と堀中央部東寄りで南北方向に

郭VIに入り込む堀 9から構成される。上幅は東西方向では 4m-6 m，南北方向では 3m，深さは郭面か

ら両方とも 1m -1.5m，全長は前者で、28m，後者で、12mを，それぞれ測る。

郭羽は堀7，堀8，堀 9で三方を画されている。東西28m，南北50m-65mを測り，長方形に近い平面形

態となる。郭内は平坦で標高は60m前後である。堀 7に面する北辺に⑩と⑪の 2か所の土塁が認められる。

⑩の土塁は全長11m，下幅 3m，高さ最大0.7m(標高60.7m)の規模で残存している。⑪の土塁は全長15m，

下幅 3m-6 m，高さ最大1.4m(標高61.4m)の規模である。また南辺から南東コーナーにかけても⑫の大

規模な土塁が認められる。全長40m，上幅 3m-8 m，下幅 6m-10m，高さは最大で1.9m(標高62m)

を測る。また東辺部直下には⑬の土塁と井走する堀 8が全長95mにわたって認められる。当城跡では唯一

認められる横堀である。上幅は⑬の土塁面で 4m-5 m，深さは郭羽から 6m，⑬の土塁から 1mを測る。

先述したように堀 8は堀 5と本来は連続していた可能性がある。⑬の土塁は堀 8が掘られたために必然的

に形成されたものであるが，上幅が広いところで 6mもあり，かなり念入りに造られたことがみて取れる。

堀 9は郭羽と郭刊を画する堀で，上幅 7m-13m，下幅 3m-4 m，深さは郭VIから11m，郭刊から

3.5m，全長35mをそれぞれ測る。上幅と深さを基準にすれば，城跡内では最大規模の堀といえる。後述

する郭刊が北から南へ順次標高を上げていることからも明らかなように，堀 9のあたりが鞍部になること

から，鞍部の北側に位置する郭V'VIを絶対的に守り切るために設けられたものである。

郭四は大きく 3か所に区分される。郭四は元々は南から北に行くにしたがい高くなる緩斜面地形であっ

たことから，段差をもって細分割されたのである。郭四 aは最高所の区画で東西30m，南北15m-40mの

規模で標高60m-63mで，頂面はそれなりに平坦で、はあるが，縁辺部以下は自然地形の残った緩斜面とな

っている。堀10に面した南辺に下幅 6m，高さ 1m，全長18mほどの規模で土塁が認められる。郭四 bは

標高56m-57m，東西20m，南北30m，を測る。郭Wcは標高53m-54m，東西27m，南北13mを測る。

郭Wb . cとも郭内は平坦面となっている。当郭の郭内はいずれも平坦化はされてはいるが，各郭聞の段

差に人為的な処理が施されておらず，また土塁は 1か所(土塁⑭)しか認められないことを考慮すれば，郭

。。



としてとらえられることは間違いないが，機能としては南方から攻撃してくる敵に対して，郭内に龍って

戦う面的な防御空間ではなく，堀10と⑭の土塁で防御する線的防御の足場的なものとみることができる。

堀10は郭四 aと郭咽を画する堀で，堀切り部分と竪堀部からなる。堀切りは上幅10m-12m，下幅 3m，

深さは⑭の土塁から3.4m，郭四側から3.5m，全長50m，をそれぞれ測る。堀切りの西端部からは33mに

わたって標高60mから標高45m聞を竪堀となっている。

郭珊は城域の最南端に位置する郭で，東西22m-30m，南北100mで，郭Vと並んで城内では最大規模

の郭である。標高は北から南に順次低くなり， 62m-65mを測る。当郭は郭面はしっかりと平坦化されて

おらず，また土塁が認められず，腰曲輪群との関連も弱いことから，郭としての防御性は決して高いとは

いえない。しかし，城内で最大規模の郭であることを考えると，単に「捨て曲輪」と簡単に決めつけるこ

とは跨踏する。最終的には放棄されることが前提になってはいるが，当郭は警戒線的な機能よりも一時的

にせよ郭内を使った面的な防御空間の機能を備えていたとみられる。

堀11は城域南端を画する堀で，ここより南は城外となる。上幅10m-15m，下幅 3m，深さは郭咽側か

ら4.4m，城外から3.3m，全長40mをそれぞれ測り，上幅および深さからみれば最大規模の堀である。ま

た，東半部は竪堀状となっている(標高50m-55m)。

以上，Ji陵頂部に展開する 1-珊の郭と堀11条を中心に説明してきたが，次に郭Vの下から北西方向に

派出する支尾根部(北西支尾根地区と記す)と腰曲輪状平場についてふれておく。

北西支尾根地区は，⑮と⑮の高まりを基点に北西方向に260m程延びた支丘陵である。位置的には確実

に城域に含まれる地区である。そして先端部を除く斜面部には腰曲輪状の平場が数多く造り出されている。

しかし，尾根上に目を向けると，そこは自然地形のままで人為的な平坦化の処理がなされていないことが

みてとれる。当然なことであるが，この地区には尾根筋を遮断する堀は認められない。このような無防備

に近い状況でありながら，重要な防御拠点となる郭Vの直下につながっていることは，他の地区における

防御面での工夫を考えると理解しにくい。そこで，あくまでも何らかの防御施設があったと仮定するなら

ば，⑮と⑮の高まりの存在が注目される。⑮の高まりは長軸22m，短軸13m，高さ3.6mの規模を持つ楕

円形プランの高まり。⑮は長軸12m，短軸 7m，高さ1.7mの高まりで，それぞれ一見して古墳である感

を有する。古墳の是非は別として，郭Vの直下に位置するこの場所に， 2か所の高まりが置かれているこ

とは，防御性を考える上で注目する必要がある。そのような視点で⑮，⑮をみた場合，⑮は巨大な櫓台を，

⑮は土塁の残存部，⑫が北西支尾根地区から郭Vの下に通じる虎口とすることが可能であろう。

斜面上に造り出された腰曲輪状の平場については，多数見い出されることもあって個々にはふれていな

い。ただ，概念図作成の段階で，水田化されていないことと水田面よりも最低でも 2m-3mは高位であ

ることを条件に，城郭遺構として可能性がある平場とみて図化している。

以上，現状の表面観察でとらえられる笹子城跡の南半部城域の構造について記してきた。この部分の城

域は 8か所の郭(郭 1-郭咽)から構成されていることが明らかとなった。ただ，郭IT，郭m，郭町は馬出

しかそれに近い機能を持った空間であることから，厳密にいえば郭とはいえない。このことから，狭義の

郭としては郭 1(a - cの三区画から構成)，郭V，郭VI，郭四 (a- cの三区画から構成)，郭咽と， 5か

所の郭が該当することとなる。

次に 5か所の郭のうち，どの郭が当城の中心となるか考えてみる。まず，郭四と郭四については，城域

の南端でしかも丘陵基部に位置していること，他の郭に比べ腰曲輪状平場が郭と一体化していないこと，
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郭面が他の郭に比べ平坦化されていないこと，郭縁辺部に土塁がほとんど認められないこと，などから面

積は大規模ではあるが，郭Vおよび郭羽を守るための防御機能を担った郭群といえる。では郭 Iと郭v.
郭VIとの関係はどうかというと，堀 3のあたりが元々鞍部地形であったため，地形に規制されて郭 Iと郭

Vは防御的には一体化しておらず，互いに独立した防御空間といえる。このことは郭Iに付属する馬出し

郭的な郭Eと郭Vに付属する馬出し郭的な郭Eが，堀 3を挟んで互いに正面を向き合い相対峠しているこ

とからも明らかである。そして，郭 Iと郭V・郭VIのそれぞれの独立性を重視するならば，当城の南半部

の城域では核となる郭が2か所あり，郭 Iは周囲の腰曲輪状平場群と一体化となって北半部全域および大

手筋を防御するための拠点と位置づけられる。しかし郭V・郭VIと対比した場合，全く対等の関係とは以

下の点でいえない。

まず郭の面積を比べてみると，郭 Iと郭V・郭刊では後者の方が倍近い面積となり大きな違いが認めら

れる。次に郭縁辺に注視すると，郭 Iには土塁，櫓台の防御施設は全く認められないが，郭V・郭VIには

⑥，⑦，⑧，⑩，⑬，⑫の土塁や櫓台が認められ，郭縁辺部の防御性にも大きな差が認められる。このこ

とから，郭 Iと郭Vを対比した場合，郭V・郭VIが当城の中核となる地区であることは明らかである。

次に郭Vと郭VIの2か所の郭のうち，どちらの郭がより中心(近世城郭の本丸に相当)なのか検討してみ

る。郭Vと郭VIは堀 7によって画されているが，この地区が郭間の優位差を表わしているとするならば，

V郭側の土塁⑧の最高所が標高62.5m，百郭側の土塁⑩が最高所の標高60.7m，同じく櫓台⑪が61.4mを測

り，堀 7を挟んで向きあう土塁で、は郭V側の方が1.8m高いことになる(あくまでも当時の形状に近いとす

る前提において)。次にそれぞれの郭が他の郭とどう画されているのかをみてみると，郭Vは郭Eおよび

郭町の馬出し郭を界して郭 Iと接し，郭VIは堀 9によって郭刊と画されている。問題は郭V側の馬出し郭

群と郭VI側の堀 9のどちら側に防御性をより認めるかであろう。また馬出し郭は攻撃(反撃)性も兼ね備え

た機能も有しているが，堀切である堀 9は大規模なこともあって防御一辺倒の機能であり，性格の違いも

考慮に入れる必要がある。ここでは，中世城郭ではより後出の防御施設ととらえられている馬出しの有無

と，郭V側の士塁の方が郭VI側よりも高いことから，郭Vの方が郭Uよりも優位で、あったとしたい。

改めて笹子城跡南半部の構造の特色についてまとめてみると以下のようになる。

1.城域は大きく郭 Iを中心とした北部地区，郭V・郭VIを中心とした中央部地区，郭四・郭四を中心と

した南部地区の 3か所の地区に分けられる。機能的には北部地区は地域北半および大手筋の防御，中央部

地区は城郭の中核部であり最終の防御拠点，南部地区は中央部地区防御のための一時的な防御拠点，とす

ることカまで、きる。

2.城域内に馬出しおよび馬出し状の郭が3か所あることは特筆される。なかでも，郭町は前面の堀 5が

半田状をなす典型的な丸馬出しである。いまのところ県内の城跡では唯一の遺構である。また，郭IT，郭

Eを広義の馬出し郭とすれば，一つの城跡内に 3か所馬出しが認められることと，郭Eと郭町からなる連

続馬出しの存在は，やはり県内では他に類例はない。

3.郭V・郭羽からなる主郭群を防御するために，堀 9・堀10・堀11の大規模な堀切が3条も掘られ，正

陵基部側に対して強固な防御を施していることは注目される。通常であれば大規模な堀切は 1条，あるい

は多くても 2条の事例がほとんどであるが，当城跡のような 3条の事例は希有である。それだけ郭V・郭

羽の主郭群の防御に気が配られていた証しとなる。

4.郭VIの東辺直下に所在する直線的な横堀である堀 8の存在も注目される。直線的な横堀をもっ城跡は
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県内でもそれほど多くはない。なかでも上総，安房地区のE陵部に占地した城郭では極めて事例は少ない

といえる。この点からいえば，当城の構造には大規模な地形改変を伴う当時としては最新の築城技術が導

入されていたとみることができる。

5. 当城の中核となる郭V ・郭VIの主郭群は，上記の 2-4でみたように周囲を厳重な防御施設で守られ

ている。しかも郭Eおよび郭町からなる連続馬出し郭ととらえられる施設や堀 8の直線的な横堀と，中世

城郭では最新の技術が導入されている。そして，馬出し郭の存在から主郭群は防御一辺倒ばかりでなく，

攻撃性を兼ね備えた機能を有していたといえる。

6.郭 Iから郭咽までの 8か所の郭から構成される当城南半部の城郭構造は，いつ頃の段階に機能してい

たかであるが，この点は中世城郭遺構のなかでも普遍化するのがかなり後出ととらえられている馬出しと

直線的な横堀がメルクマールとなる。これらの遺構は確実なところで16世紀後半代，強いていえば早くて

1560年代の永禄期以降，遅くても 1580年代の天正期とみるのが妥当であろう。何れにせよ後述する発掘調

査の成果によって，当城の北半部の城域が1530-40年頃に廃城となり，以後城郭として機能していなかっ

たことが明らかにされていることから，南半部の城域は北半部の城域を使っていた勢力とは別の勢力が保

持していたといえる。ただ，南半部の城域が既に北半部の城域と同様に16世紀前半代から機能していて，

16世紀後半代に大規模な改築を受けた結果なのか，あるいは北半部にあった16世紀前半代までの城郭の外

に16世紀後半に入って新城を築いたのかは現段階では不明で、ある。なぜならば，北半部は発掘調査の成果

によって導き出された時期，南半部は表面観察による城郭構造の最終形態から導き出された時期と，同質

の資料で対比できないためである。

7.北半部の城域については，前章で述べた歴史的環境と後述する発掘調査の成果からみて，真里谷武田

氏関連の城郭であったとしてまず間違いないで、あろう。しかし，真里谷武田氏は遅くとも 1540年代初めに

は滅亡していることから， 16世紀後半代の構造を留めている南半部の城域には真里谷武田氏の関与は全く

考えられないこととなる。真里谷武田氏滅亡後の16世紀後半の西上総地域は小田原北条氏と里見氏の勢力

が一進一退を繰り返すが，当城の周辺は里見氏の勢力下にあったことから，当城南半部の城域は里見氏勢

力によって築かれ維持されたものであろう。

8.南半部の城域についてなぜ築城され維持されたのか，その目的はいま一つ不明確である。なぜならば，

北半部の城域が占地する正陵先端部は東西の丘陵がさらに北に延びていることから，挑望の点で決して良

好な場所でないにもかかわらず，南半部の城域はさらに奥に占地し，眺望は全くきかない場所となってい

るからである。では，南半部城域の正面は南側を向いていたのかというと，南端は郭四・郭咽から構成さ

れる郭群はあくまでも一時的な防御拠点で、あることと，郭 Iの存在から城の正面は北側と想定されること

から，やはり城の正面は北側に向いていたとせざるを得ない。眺望を全く無視した場所に上総・安房地区

では希有ともいえる当時の最新の築城技術が取り入れられた城郭が築かれ，しかも臨時的な築城ではなく

大規模な土木工事を伴う'恒久的な城を築いていることは，城郭が築かれる場所の選定，里見氏の戦術，な

どの問題に関わってくるが，現段階では課題として残される。

以上，笹子城跡南半部の城郭構造について，現状での地表面観察から得られた知見をまとめてみたが，

発掘調査でも明らかになったように，近世以降現代まで、にわたって地形の改変が行われてきたことも事実

であり，現状での構造が廃城時の姿を完全には留めていないことは十分注意する必要がある。ただ，丘陵

頂部に展開する郭 1-郭珊の郭群については後世の改変は最小限に留まっていると認識している。
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第2章各平場の構造と遺構

第1節各平場の概観(第 8・9図第4-6表)

各平場から検出調査された遺構の数は膨大な数になる。そこで，遺物の出土した遺構，特異な性格をも

っと思われる遺構を重点的に図化し，他の遺構は全体図で図示することにした。「遺構一覧」の「遺構の

深さ」は，遺構検出面からの深きである。また，欠番になった遺構から遺物が出土している記録(あきら

かな誤り)があるので，あえて一覧にも欠番を掲載している。遺構の名称については，以下のような付し

方で遺構番号を付している。 iA001号跡」は iA面に属する001号遺構」と言う内容であるが，遺構全て

にアルフアベットによる検出面の記載がないので，これらアルファベットの記載はすべて省略し，遺構一

覧の「所属面」欄に記載した。また，重複して遺構番号のついてしまった遺構については，遺物の出土し

ている遺構は番号をそのままとし，他方の遺構には新規に番号を付けた。新規に番号を付した遺構につい

ては，遺構一覧の当該平場の最後にいれた。

第 5表遺物・出土層位凡例一覧
コード番号 大別 注BU

1 白磁

2 貿易陶磁器 a‘ 青磁

3 染付

4 褐柑陶器

5 灰粕碗

6 灰粕皿

7 鉄軸皿

8 瀬戸・美撮 • 天目茶碗

自 指鉢

10 鉄紬掘り鉢

11 鉄軸盤

12 その他

13 常滑 口 握ね鉢

14 壷・聾

15 瓦質土器 • 摺鉢

16 その他

17 カワラケ

18 土器 。 東海系羽釜

19 内耳鍋

初 近世磁器

21 近世 A 近世陶器

22 近世土器

23 近世その他

110 土製品 A 土錘

115 B 土器片を転用した硯(砥石)

120 C 鉄製品

130 D 刀子

140 金属製品 * E 環状製品

150 F 鉄釘

Iω G 銭貨

170 H 銅製品

180 石製品 。 硯・茶臼・砥石・水晶製五輪塔

185 J 五輪塔・宝陸印塔

195 木製品

* K 建築材

出土層位面凡例
略 説明 略 説明

A A面 I I層

B B面 E E層

C C面 E 皿層

D D面 I① I層①

E 

上 上層

中 中層

」一一 下 下庖
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(1 )平場 1(第10図)

城跡北半部地区では最も高所であり，かつ最大規模の平場で，近世城郭では本丸に相当する郭である。

標高は北端部と中央東端部で 2m-3.5mの段差をもって高くなるため43m-48mを測るが，大部分は44

m-45mで平坦で、ある。規模は長軸(南北方向)180m，短軸(東西方向)16m-92mを測る。北西端部で確

認された土塁と盛り土整地層が検出されたのみで，他の遺構は検出されなかった。土塁は，調査区内に21

mにわたって残されていた。上幅0.5m-l.lm，下幅2.0m-5.0m，高さ0.8mを測る。土塁の構築方法は，

断ち割り調査の結果(第 9図SPB-B')，地山層である黄灰褐色砂喋層を上幅2.0m，下幅3.5m，高さ0.6m

程削り残し，その上に0.2m程に地山層を多量に含んだ土を盛り土している。土塁内側裾部には溝跡が併

走するが，溝跡底面近くで地山層を主体とした人為的堆積土層が認められたことから，土塁が造成されて

いたのは中世まで遡ると推定される。盛り土整地層は，調査区北東辺に沿って幅 3m-4 m，最大厚さ

0.8mの規模で認められた。盛り土は焼土粒と炭化物粒を含む明灰褐色土と暗灰褐色土とで施されている

が，特に固くたたき締められてはいない。

城跡北半部においては本丸に相当する郭であったが，建物跡や土坑等の遺構は全く検出されなかった。

このことは，調査区が郭の北端に位置するため，元々建物などの施設は存在しなかったのか，あるいは廃

城時かそれ以後に大きく削平を受けて遺構が消滅したことが考えられる。平坦面で検出された地山層がハ

ードローム層であることと，削り残しを主体とした土塁の残存状態を考慮すれば，築城時および改築時の

改変以後は大きな削平はなかったと思われる。つまり，平場 1の北端部(調査区内)は城郭が機能していた

段階でも居住空間としては利用されていなかったと考えられる。平場 1からの遺物出土は少ないが，白磁

片が出土している

(2)平場 2・3(第11図)

調査区のもっとも東側に位置し，現道と平場6・7の間に位置する。土壌やピットなどの遺構は検出き

れなかった。平場 2は東西60m，南北 9m-11m，標高16m-17.5mを測る平坦な平場である。平場の北

側は 2m程下に城跡裾部を巡る道路が通り，さらに 1m-1.5m下位は水田面となる。このことから平場

2は調査区内の平場群の中では最も低位の平場に位置する。平場 3は平場 2より1.5m上位に位置する。

東西42m，南北10m，標高18m-19mを測る。

調査方法は土層観察用のトレンチを手掘りで掘り下げたほかは，すべて地山整形面まで重機で掘り下げ

ている。このため検出遺構の構造や新旧の遺構検出面の把握は行っておらず，土層断面からの観察のみし

かできなかった。

平場 2・3は，廃城後も大きく改変されず，腰曲輪としてとらえて調査に着手した。ところが土層断面

の観察から，平場 2と平場 3を画する段差よりも下位から1707(宝永 4)年に噴火した富士山の火山灰(宝

永テフラ)が層位的に検出された。このことから平場 2および平場 3は城郭遺構とは全く関係ないもので

あったことが考えられる。さらに宝永テフラ層より下位から堀跡とそれに先行する盛り土整地層が検出さ

れた。

堀Aの山側は岩盤層である灰黄白色軟質泥岩を掘り込み，沖積地側は盛り土層を掘り込んでいる。堀A

は，上幅3.5m，深さ1.2m-1.8mを測る。覆土はローム土を主体とした人為堆積である。堀Aの走向およ

び全長は調査区外に延びているため不明であるが，少なくとも山裾に沿って約14mlま確認された。
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@ 

-+05 口掘A

。 (1/200) 10m 

第11図 平場2・3 全測図・土層断面図

(3)平場4・5(第12・13図)

調査区の最も北に位置する。現況地形図から平場4と平場 5を設定したが，調査範囲の確認によって平

場 4は事業地外となり，平場5のみ調査を実施した。遺構としては堀Bと堀Cが確認された。堀Bは調査

時点では「堀古」として遺物取り上げや図化されている。また，堀Cは調査時点では 「堀新」 として扱わ

れていた。堀BとCは切りあっており，堀Cが古く，堀Bが新しい。東西67m，南北10m，前後の細長い

平場で，標高は24m-25mを測る。水田面との比高は11m程で、ある。

調査は平場 5の東半部を対象とした。しかし，調査期間の制約から手掘りでの調査は土層堆積現況の観

察および遺構の有無を確認するために入れた 3本のトレンチのみで，残りは重機を使って堀跡肩部の検出
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を実施した。

平場 5の現況では，土層堆積の観察から表土層直下に宝永テラフ層 (1707年噴火)が面的に認められたこ

とから，廃城時の形状とあまり大きな違いがないことが判明した。ただ，城が築城，改築，廃城された

各々の段階では大規模な改変が常に行われており，現況はあくまでも廃城後の形状に近かったことを示し

ているにすぎない。検出された遺構は新旧関係を有する堀跡(堀B，堀C)と，堀が掘られる前に構築され

た盛り土整地層である。

堀Bは， トレンチ 2(T 2)の土層断面SPB-B'(第13図)，およびトレンチ 3(T 3)の土層断面SPC-C'

(第13図)で確認できる。堀の上幅はトレンチ 3で6m，深さはトレンチ 2・3の状況から1.5m-2 mで、

ある。法面は45度に近く緩やかな傾斜となる。なお，法面はトレンチ 2(T 2)では山側(左手)は不明だが，

裾側(右手)は下側を盛り土整地層造成時以前の旧表土層を掘り込み，上位を堀Cの覆土を切り込んでいる。

T3では山側を地山層である褐色砂層を掘り込み，裾側は上位を堀Cの覆土を，下位は盛り土整地層をそ

れぞれ切り込んでいる。

堀Bの覆土はトレンチ 2とトレンチ 3とでは堆積状況は異なるが，いずれもソフトローム・ハードロー

ム・灰白色粘土の粒子やブロックを含んだ土を人為的に埋め戻している。なお， トレンチ 1(T 1 )では堀

跡にあたる部分の掘り下げが浅かったため，堀B，堀Cの断面は明確にすることはできなかった。

堀Cは， トレンチ 2では裾部側(右手)の法面が明確でない。堀の規模は堀Bによって切られているため

本来の規模は不明であるが，上幅は 4m-6mと想定される。深さはトレンチ 3では0.8mと浅い。法面

はトレンチ 2の山側では堀Bと同様45度に近い緩やかな傾斜であるが， トレンチ 3の裾部側は70度近い傾

きで立ち上がる。法面はトレンチ 2の山側下位では地山層を掘り込んでいる他は，すべて盛り土整地層を

掘り込んでいる。また堀Bより先行して堀Cは掘られている。城郭が機能していた段階の平場4は，大規

模な盛り土層によってまず平場が造成された。なかでもトレンチ 1(SPA -A')の裾部側では 2m以上の厚

さの盛り土整地層面となっている。

(4)平場 6・7と周辺の造成(第14-41・62-65・69図)

平場 6・7は，現状の地形では別々の平場であったが，調査が進むにしたがって堀が掘削されていた関

係で，後世になって整地され段がついたものと確認され，もとは同じ平場であったことがわかった。

平場 6・7からは，堀 5条，虎口 2か所，竪穴状遺構 5基，土坑240基，溝10条と多数のピットが検出

された。その他として盛り土整地層 3面，地山整地層が 1面検出されている。

笹子城跡の調査では，城跡全体が削平，造成が繰り返されており，おぼろげながら整地面による城使用

時期が推定されている。発掘調査ではA面， B面， C面， D面が記録されており，各土坑，溝なども所属

面が遺構一覧のとおり把握されている。特に遺物の取上げについては，個々に出土面の記載が在り，遺物

一覧に記載しである。特に平場 6・7においては土坑，ピットが非常に多く検出されており，個々の遺構

の同時代性を出すのにこの「面」の把握に努めた。しかし，整理作業によって矛盾も生じており，遺構一

覧及び遺物一覧に記載した程度にとどめた。これらの成果は，第172図のとおりに，出土層位との関係が

認められる。

堀は，堀D，堀F，堀G，堀Hの4条が確認されている。堀Gと堀Hは別々の名称が付けられているが，

内析形遺構によって分けられているだけで本来は同ーの遺構である。
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堀Dは，調査時点、では「堀AJとして調査をしている。堀Dの南側法面，平場 1に近い側は斜面になる

ため完全に表土層を除去していない。堀Dの覆土は自然堆積の後に，再掘削されている。この堀Dの覆土

中位の平坦面から五輪塔・宝陸印塔の部材が出土している。これは平場 1から捨てられた状況であった。

このことは，落城によって過去を否定する一般的行動を考えれば， I戦いに勝利→敵・前任者の墓を破壊

→墓石を廃棄Jということになり，この時期に笹子城跡に大きな変化があったものと推定される。このこ

とは堀Pでもみとめられることで，後述するように切り合い関係のない堀の同時代性を示す根拠となる。

時期は E期の新段階と推定されるため， n期古段階は落城前と考えられる。

堀Eは調査時点では「堀BJと呼ばれていた。堀Eは発掘調査の所見からC面から掘削されていること

がわかった。堀Fは調査時点では「土坑014Jと，また，堀Gは調査時点では「土坑016Jと呼ばれていた。

研究連絡誌執筆時に「堀」に付け替えられている。

堀Hは調査時点では「堀CJと呼ばれていた。土層断面の観察から堀Hには障子堀が掘られていたこと

が分かる。

次に特徴的な遺構について触れたい。調査時 IA003号跡」は「土坑003Jに遺構番号を付与した。覆土

中から骨片，石塔，揺鉢，鉄製品が出土している。骨片は第 1層から出土しているが，全体に散乱してい

る。石塔類はーか所にまとまっている。中央部からは喋石が認められる。 IH7 -018号跡」は「平場 7の

土坑018Jで， A面から検出された。人骨の歯と古銭が出土している。土坑墓としては規模が小さいので

火葬墓か再葬墓と思われる。

土坑421と土坑422は3F -82から検出された。人の頭骨片が出土している。遺構の性格は不明である。

人骨の下に小土坑がある。また，周辺からは銭貨が出土している。

虎口が 2カ所確認された。 1カ所は堀Fと堀Gによって構成されており，堀FがL形に屈曲し，内舛形

虎口を呈している。また，堀Eには階段虎口があり，堀Eから階段状に整地面に移動できるような構築に

なっている。

平場6・7の調査によって， A面からD面の区別，および堀の切り合い状態から， V期の変遷が認めら

れた。(第24表)

I期上位盛土整地層面

E期 中位盛土整地層面

E期下位盛土整地層面

町期 地山整地層面+縁辺部盛土整地層面

V期 自然地形面

nu 
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(5)平場 8と周辺の造成(第42-50・70図)

(1/50) 

.鐙ム

2m 

平場8は笹子城跡の調査で数少ない面的な遺構把握ができた平場である。堀 1，堀J，堀K，堀Lの4

条と土坑，ピットが検出された。

堀 Iは調査段階では「堀CJとされていた。平場6・7の堀Dと同時に存在していたと思われる。堀 I

は人為的に埋め戻された堀 Jを切っている。堀 Jは調査段階では「堀BJとされていた。平場6・7の堀

Eと同時に存在していたと思われる。堀Kは調査段階では「堀AJとされていた。平場6・7の堀Hと同

時に存在していたと思われる。堀Lは平場8の最も西側に所在し，堀 1. J . Kとは別の意図を持って構

築された堀である。調査段階では「堀DJとされていた。堀H'Kは同時に存在していたと思われる。平

場8は調査の所見から I期から羽期にわけている。

I期は堀 Iが人為的に埋めもどされた時期で，遺構は検出されていない。平場6・7のI期に相当する。

E期は新期上位盛土整地層面に相当し堀 Iが機能していた段階で，堀 I以外の遺構は検出されていない。

平場6・7のE期に相当する。

E期は古期上位盛土整地面で，堀 Jが機能していた段階である。堀Eとは掘り込み面がほぼ同じで，当

該期の遺構も確認されなかったので， II期よりも若干古い時期と思われる。平場 6・7のW期(II-皿期

か?)に相当する。

町期は中位盛土整地面で，堀は伴わないが，土坑およびピットが多数検出された。出土遺物も多く，居

住空間として機能していたものと考えられる。平場 6・7の町期に相当する。

V期は堀Kを版築状に埋め戻し平坦化した面(下位盛土整地層面)と地山整地層面からなる時期であるo

w期と同様に堀を伴わないが，遺構・遺物とも多数検出されており，居住性の高い空間として機能してい

たと思われる。平場 6・7の町期に相当すると思われる。

VI期は堀Kが機能していた時期である。地山面から検出された遺構が伴うか否かは不明である。堀Lは

長さが3.2mしか残存していないことから平場10側から台地が削平された可能性がある。このことから堀

Lは堀Kよりも古い可能性がある。平場6・7のV期に相当する。

平場8では東海系羽釜の出土はみられない。
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(6)平場 9(第8図)

標高約31m。盛土整地層面と地山整地層面だけが検出された。

イ6D-O。

.笠旦90

④ 
ート

。

第50図 平場9 全測図・土層断面図
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(7)平場10(第51-53図)

盛土整地層面と地山整地層面の 2面が確認された。標高約29m。盛土整地層面から直径2.4m，深さ 2

mの素堀の井戸 1基，土坑 7基，溝 3条が確認された。調査区域外につづく堀Mが所在する。堀Mは調査

時は「堀AJと名称、が付されていた。深さは 2m以上で人為的に埋め戻されていた。

(8)平場11(第54・55・62・66図)

全体に地山を削りだして作られている。標高26.5m。平場8側から堀Nと堀Oを検出した。堀以外の遺

構は検出されなかった。堀Nは調査時点では「堀BJとして，堀Oは「堀AJ として調査された。堀Nは

上幅 7m，深さ1.8mで，人為的に埋め戻されている。堀Oは堀Nに先行している。堀Nは人為的に埋め

戻されていた。堀Oも埋め戻されていたが，埋め戻しが不十分で郭I内で唯一調査段階で窪み状の堀跡と

して確認出来た遺構である。

(9)平場12・13と周辺の造成(第56-62・66-67図)

標高は平場12が約14mをはかり，平場13は同じく約23mを計る。平場12と13は同じ一体の傾斜した平場

であったが，堀によって別々の平場に画されている。堀p，堀Q，堀R，堀 Sの4条の堀が検出された。

堀Pは調査時点では「堀AJ，同じく堀Qは「堀BJ，堀Rは「掘DJ，堀 Sは「掘CJ と呼ばれていた。

堀Pは埋め戻しをされている。その他の遺構としては，土坑11基，溝 2条，ピットが検出された。

出土遺物については，堀Pの下層出土の遺物が平場6のピット41内出土遺物と接合し，堀Pの下層出土

の遺物が平場6のピット41(B・C面からの検出)出土の遺物と接合している。大窯 1(前)の遺物が主体で，

大窯 1(後)も若干出土している。また，堀Pの下層出土遺物は大窯 1(前)に属し，堀Pの埋め戻し前と後

も大窯 1(前)に属しており，ほほ同時期に埋め戻しを行っていたことが分かる。

平場12・13の平場は，調査の結果から 3時期にわけられた。

I期は堀Pと堀Qが人為的に埋め戻され，平場12と平場13がもともとは同じ台地であったものが2つの

平場に分離された時である。城郭としては機能していない段階で，盛土整地層面から10基の土坑が堀込ま

れていた。

E期は堀p，堀Q，堀Rが機能していた時期である。堀Pと堀Qは切りあいがないため前後関係の把握

はできないが，両者がほぼ平行して掘削されていることから同時に作られたものと考えている。堀Pは西

側端が開口しているため堀自体が通路あるいは排水溝としての機能を持っていたとも考えられる。堀Qを

築くときに堀 Sを埋め戻している。

E期は堀Sが機能していた時期で，旧表土層から堀込まれていた。

。。平場14(第8・54・55図)

調査区の南西側に位置する。現地表下1.2mのところから1707年(宝永 1)の富士山からの噴出物である

「宝永の火山灰」層が確認された。そのため，平場14は近世の屋敷地造成のためにかなり改変されている

ものと思われる。火山灰の下は中世段階の生活面で，盛土整地層面と地山整地層面の二面が確認された。

盛土整地面から遺構の検出はなく，盛土層下でそれぞれ切り合い関係をもっ堀T，堀U，堀Vの3条が検

出された。これらの堀は，すべて堀の一部分の調査であったため，その方向や全体の規模は不明である。
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堀Tと堀Vは，堀Uよりも新しい。堀Uと堀Vは前後関係をもち，堀Uが古く，堀Vが新しい。堀Uは平

場15方向へ続くと推定されるが，削平されており不明である。堀Uは簡単に埋め戻されており，笹子城跡

で埋め戻しのされている他の堀との関係で， 1期(古)の段階と推定される。また，堀Vも他の堀との関係

から I期(新)の段階と推定され，笹子城跡ではもっとも新しい段階の堀と推定される。

平場14からの出土遺物は殆どが大窯 1期の前半に属するものであった。

同平場15(第8図)

標高約17.5mで、隣接する水田面との比高差は約2.5mを計る。今回の調査区内では平場 2についで低位に

所在する。現地表下約 1mで，近世後期の土坑 1基と近世陶磁器を検出したが，中世の遺構・遺物は検出

されなかった。この近世後期の面からさらに2.5m下からは濃緑青色砂質粘質土層が堆積していた。その

ため中世段階では標高約17mまでは深田のような状況であったと思われる。
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第 6表遺構一覧(1)

種確別定 調旧査種別時 書号 所時属期 検底i采出面まから平場 面での 位置 備考
さ m

1 平場 1 土塁

2 平場 2 掛 A

3 平場 5 堀 B 姻(新)

4 平場 5 堀 C 堀(古)

5 平場 6 ピット ピット l A 0.53 3H-83 

6 平場 6 ピット ピット 2欠番 欠番

7 平場 6 ピット ピット 3欠番 欠番

8 平堤 6 ピット ピット 4欠番 うて番

9 平場 6 ピット ピット 5欠番 欠番

10 平場 6 ピット ピット 6欠番 欠番

11 平場 6 ピット ピット 7欠番 欠番

12 平場 6 ピット ピット 8欠番 欠番

13 平場 6 ピット ピット 9欠番 欠番

14 平場 6 ピット ピット 10欠番 欠番 刀子

15 _-'f填 6 ピット ピット 11 ? 

16 平場 6 ピット ピット 12 B.C 0.72 2E-63 

17 平場 6 ピット ピット 13 B.C 0.52 2E-63 

18 平場 6 ピット ピット 14 B.C 0.32 2E-64 

19 平場 6 ピット ピット 15 B.C 0.69 2E-65 

20 平場 6 ピット ピット 16 B.C 0.55 2Eー74

21 平場 6 ピット ピット 17 A 0.58 2E-95 

22 平場 6 ピット ピット 18 A 0.37 2E-96 

23 平場 6 ピット ピット 19 A 0.70 2E-85 

24 平場 6 ピット ピット 20 A 0.18 2E-75 

25 平場 6 ピット ピット 21 B.C 0.59 2F-98 

26 平場 6 ピット ピット 22 B.C 0.14 2E-64 

27 平壊を 6 ピット ピット 23 B.C 0.34 3E-07 砥石

28 平場 6 ピット ピット 24 B.C 1.07 3E-08 

29 平場 6 ピット ピット 25 B.C 0.32 2E-78 

30 平場 6 ピット ピット 26 B.C 0.74 2E-73 

31 平場 6 ピット ピット 27 B.C 0.50 2E-62 

32 平塩 6 ピット ピット 28 B.C 0.77 2E-72 

33 平場 6 ピット ピット 29 B.C 0.55 2E-52 

34 平場 6 ピット ピット 30 B.C 0.43 3F-90 

35 平場 6 ピット ピット 31欠番 欠番

36 平場 6 ピット ピット 32 B.C 0.27 2E-90 

37 平場 6 ピット ピット 33 B.C 0.28 2E-81 

38 平場 6 ピット ピット 34 B.C 0.93 2E-91 

39 平場 6 ピット ピット 35 B.C 3F-98 

40 平場 6 ピット ピット 36 B.C 3F-98 

41 平場 6 ピット ピット 37 B.C 3F-86 

42 平場 6 ピット ピット 38 A 0.31 3G-42 

43 平填 6 ピット ピット 39 A 0.55 3G-42 

44 平場 6 ピット ピット 40 B.C 0.65 3F-76 

45 平場 6 ピット ピット 41 B.C 0.43 3F-76 

46 平場 6 ピット ピット 42 B.C 0.72 3F-77 

47 平場 6 ピット ピット 43 B.C 0.31 3F-88 

48 平場 6 ピット ピット 44 B.C 0.41 3F-89 

49 平場 6 ピット ピット 45 B.C 0.14 3F-88 

50 平場 6 ピット ピット 46 B.C 0.13 3F-76 

51 乎塩 6 ピット ピット 47 B.C 0.21 3F-87 
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遺構一覧 (2)

種確別定 調旧査種時別 遺番構号 所時属期
検底出面まから

平場 面での 位置 備考
深さ m 

52 平場 6 ピット ピット 48 B'C 0.15 3F-97 

53 平場 6 ピット ピット 49欠番

54 平場 6 ピット ピット 49欠番

55 平場 6 ピット ピット 50 A 0.21 3G-33 

56 平場 6 ピット ピット 51 A 0.10 3G-33 

57 平場 6 ピット ピット 52 B'C 0.40 3F-57 

58 平場 6 ピット ピット 53 B'C 0.45 3G-41 

59 平場 6 ピット ピット 54欠番 欠番

60 平場 6 ピット ピット 55 B'C 0.53 3F-29 

61 平場 6 ピット ピット 56 B'C 0.27 3F-28 

62 平場 6 ピット ピット 57 B'C 0.26 3F-28 

63 平場 6 ピット ピット 58 A 0.36 3F-21 

64 平場 6 ピット ピット 59 B'C 0.12 3F-53 

65 平場 6 ピット ピット 60欠番 欠番 銭貨

66 平場 6 ピット ピット 61 B'C 0.58 3G-31 

67 平場 6 ピット ピット 62 B'C 0.62 3G-12 

68 平場 6 ピット ピット 63欠番 欠番

69 平場 6 ピット ピット 64欠番 欠番

70 平場 6 ピット ピット 65欠番 欠番

71 平場 6 ピット ピット 66欠番 欠番

72 平場 6 ピット ピット 66欠番 欠番

73 平場 6 ピット ピット 67 B'C 0.55 3Fー78

74 平場 6 ピット ピット 68 B'C 0.42 3F-88 

75 平場 6 ピット ピット 69 B'C 0.08 3F-78 

76 平場 6 ピット ピット 70 B'C 0.13 3F-89 

77 平場 6 ピット ピット 71 B'C 0.07 3G-80 

78 平場 6 ピット ピット 72 B'C 0.12 3G-80 

79 平場 6 ピット ピット 73 B'C 0.08 3G-80 

80 平場 6 ピット ピット 74 B'C 0.09 3G-80 

81 平場 6 ピット ピット 75 B'C 0.16 3G-80 

82 平場 6 ピット ピット 76 B'C 0.21 3G-80 

83 平場 6 ピット ピット 77欠番 欠番

84 平場 6 ピット ピット 78 B'C 0.43 3G-70 

85 平場 6 ピット ピット 79 B'C 0.42 3G一70

86 平場 6 ピット ピット 80 B'C 0.04 3G-70 

87 平場 6 ピット ピット 81 B'C 0.13 3F-87 

88 平場 6 ピット ピット 82 B'C 0.14 3F-87 

89 平場 6 ピット ピット 83 B'C 0.51 3F-88 釘

90 平場 6 ピット ピット 84 B'C 0.71 3E-01 

91 平場 6 ピット ピット 85 B'C 0.40 3E-OO 

92 平場 6 ピット ピット 86 A 0.24 2E-92 

93 平場 6 ピット ピット 87欠番 欠番

94 平場 6 ピット ピット 88欠番 欠番

95 平場 6 ピット ピット 89欠番 欠番

96 平場 6 ピット ピット 90欠番 欠番

97 平場 6 ピット ピット 91欠番 欠番

98 平場 6 ピット ピット 92欠番 欠番

99 平場 6 ピット ピット 93 A 0.03 3F-58 

100 平場 6 ピット ピット 94 B'C 31.26 3E-69 

101 平場 6 ピット ピット 95欠番 欠番

102 平場 6 ピット ピット 96欠番 欠番

103 平場 6 ピット ピット 97欠番 欠番
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遺構一覧 (3)

種確別定 調旧査種時別 遺番構号 所時属期 検底深出面まから平場 面での 位置 備考
さ m

104 平場 6 ピット ピット 98欠番 欠番

105 平場 6 ピット ピット 99欠番 欠番
106 平場 6 ピット ピット 100欠番 欠番

107 平場 6 ピット ピット 101 C 0.56 3G-20 

108 平場 6 ピット ピット 102 B'C 0.37 3F-29 

109 平場 6 ピット ピット 103 B'C 0.21 3F-29 

110 平場 6 ピット ピット 104 B'C 0.41 3F-29 釘

111 平場 6 ピット ピット 105 B'C 0.48 3F-29 

112 平場 6 ピット ピット 106 A 0.24 3F-21 

113 平場 6 ピット ピット 107 B'C 0.26 3G-12 

114 平場 6 ピット ピット 108 B'C 0.13 3F-38 

115 平場 6 ピット ピット 109 B.C 0.06 3F-28 

116 平場 6 ピット ピット 110欠番 3F-28 

117 平場 6 ピット ピット 111 B'C 0.34 3F-49 

118 平場 6 ピット ピット 112 B'C 0.43 3F-18 

119 平場 6 ピット ピット 113 B'C 3G-ll 

120 平場 6 ピット ピット 114 A 0.72 3D-38 

121 平場 6 ピット ピット 115 A 0.56 3D-48 

122 平場 6 ピット ピット 116 A 0.45 3D-48 

123 平場 6 ピット ピット 117 B'C 0.51 3D-47 

124 平場 6 ピット ピット 118 B'C 0.36 3D-49 

125 平場 6 ピット ピット 119 B 0.61 3E-56 鋲金具

126 平場 6 ピット ピット 120 B 0.08 2E-55 

127 平場 6 ピット ピット 121 B 0.43 3E-45 

128 平場 6 ピット ピット 122 B 0.47 3E-25 

129 平場 6 ピット ピット 123 B 0.10 3E-37 

130 平場 6 ピット ピット 124 B'C 0.36 3D-18 

131 平場 6 ピット ピット 125 B'C 0.36 3D-19 

132 平場 6 ピット ピット 126 B.C 0.18 3F-63 

133 平場 6 ピット ピット 127 A 1.49 3D-38 

134 平場 6 ピット ピット 128 A 0.39 3D-48 

135 平場 6 溝 土坑 1 A 3H-00 銭貨

136 平場 6 溝 溝 1 a 1.55 2G-95 

137 平場 6 溝 溝 1 b 0.84 2F-89 

138 平場 6 溝 溝 1 c 0.80 2G-80 

139 平場 6 溝 土坑 18 B'C 0.21 3G-47 銭貨

140 平場 6 溝 土坑 19 B'C 3G-00 

141 平場 6 溝 i葬 19 A 3G-08 

142 平場 6 溝 土坑 42 A 0.29 4G-08 

143 平場 6 溝 j茸 43 A 0.10 3G-54 

144 平場 6 溝 溝 44 A 0.24 3G-73 

145 平場 6 溝 溝 51 B'C 0.57 3G-24 釘

146 平場 6 j存 溝 56 B'C 0.17 3G-53 

147 平場 6 溝 土坑 64 A 0.78 2E-60 

148 平場 6 溝 溝 113 B'C 0.09 3E-05 

149 平場 6 構 溝 118 B'C 0.21 2F-90 

150 平場 6 ifIt 土坑 168 B'C 0.13 2E-91 

151 平場 6 溝 溝 179 B'C 0.11 3E-42 

152 平場 6 i鷺 土坑 189 B'C 0.14 3D-90 

153 平場 6 i誇 j薄 190 B'C 0.15 3D-08 

154 平場 6 溝 j薄 191 B'C 0.05 3D-05 

155 平場 6 i誇 溝 195 B'C 0.26 3E-54 

156 平場 6 溝 溝 196 B'C 0.05 3E-03 

157 平場 6 i葬 i茸 197 B'C 0.11 3E-04 
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遺構一覧 (4)

種確別定 調査種時 遺番構号 所時属期
検底出面まから

平場 面での 位置 備考
!日別

深さ m 

158 平場 6 i奔 i茸 205 0.20 3E-31 

159 平場 6 溝 i奔 206 A 0.14 3E-40 

160 平場 6 i禽 j奔 247 0.14 3E-90 堀D(A)覆土上位面

161 平場 6 i奔 土坑 248 B.C 0.32 3D-15 

162 平場 6 土坑 土坑 2 A 0.27 3H-81 
墓出，土万)装具(銅製品

163 平場 6 土坑 土坑 3 A 0.17 3H-62 

164 平場 6 土坑 土坑 4 A 0.37 3H-63 

165 平場 6 土坑 土坑 5 A 0.49 3G-34 

166 平場 6 土坑 土坑 6 A 0.32 3G-78 

167 平場 6 土坑 土坑 7 A 0.22 3G-84 

168 平場 6 土坑 土坑 8a A 0.25 3H-44 

169 平場 6 土坑 土坑 8b A 0.30 3H-54 

170 平場 6 土坑 土坑 9 A 0.14 3H-73 

171 平場 6 土坑 土坑 10 A 0.54 3H-43 

172 平場 6 土坑 土坑 11 A 0.47 3H-53 銭貨

173 平場 6 土坑 土坑 12 

174 平場 6 士坑 土坑 13 A 0.14 3H-33 

175 平場 6 土坑 土坑 15 A 0.93 3H-62 

176 平場 6 土坑 土坑 17 A 0.41 3G-74 

177 平場 6 土坑 土坑 20 A 0.64 2E-90 

178 平場 6 土坑 土坑 21 A 0.52 2E-80 

179 平場 6 土坑 土坑 22 A 0.25 2E-79 銭貨

180 平場 6 土坑 土坑 23 A 0.88 2D-76 

181 平場 6 土坑 土坑 24 A 0.29 2E-60 

182 平場 6 土坑 土坑 25 A 0.70 2E-63 

183 平場 6 土坑 土坑 26 A 0.72 2E-97 

184 平場 6 土坑 土坑 27 A 0.79 3E-02 

185 平場 6 土坑 土坑 28 A 0.40 2E-86 銭貨

186 平場 6 土坑 土坑 29 A 0.70 2E-87 

187 平場 6 土坑 土坑 30 A 0.35 2E-78 

188 平場 6 土坑 土坑 31 A 0.40 2E-68 

189 平場 6 土坑 土坑 32 B.C 0.14 2E-77 

190 平場 6 土坑 土坑 33 A 0.18 2E-96 

191 平場 6 土坑 土坑 34 A 0.24 2E-92 

192 平場 6 土坑 土坑 35 A 0.38 2E-55 

193 平場 6 土坑 土坑 36 A 0.84 2D-86 

194 平場 6 土坑 土坑 37 A 0.22 3E-03 

195 平場 6 土坑 土坑 38 A 0.29 2E-71 

196 平場 6 土坑 土坑 39 B.C 0.20 2E-98 切羽

197 平場 6 土坑 土坑 40 A 0.54 3H-31 

198 平場 6 土坑 土坑 41 A 0.23 3G-52 

199 平場 6 土坑 土坑 45 A 0.35 4G-15 

200 平場 6 土坑 土坑 46欠番 欠番

201 平場 6 土坑 土坑 47 A 0.34 3G-83 砥石

202 平場 6 士坑 土坑 48a C 0.13 3G-93 
203 平場 6 土坑 土坑 48b C 0.09 3G-93 

204 平場 6 士坑 土坑 49 C 0.72 4G-93 
205 平場 6 土坑 土坑 50 A 0.21 3H-31 

206 平場 6 土坑 士坑 52欠番 欠番

207 平場 6 土坑 土坑 53 A 0.23 3H-70 墓， 130は入口か?

208 平場 6 土坑 土坑 54 A 0.19 3H-80 

209 平場 6 土坑 土坑 55 A 0.71 3H-80 

210 平場 6 土坑 土坑 57 A 1.64 3G-64 



遺構一覧 (5)

種確別定 調旧査種別時 書号 所時属期 検底深出面まから平場 面での 位置 備考
さ m

211 平場 6 土坑 土坑 58 A 0.47 3G-43 
212 平場 6 土坑 土坑 59 B'C 0.21 3G-44 
213 平場 6 土坑 土坑 60 A 0.05 2E-97 
214 平場 6 土坑 土坑 61 A 0.07 2D-88 

215 平場 6 土坑 土坑 62 A 0.18 2E-79 

216 平場 6 土坑 土坑 63 A 0.26 2E-70 

217 平場 6 土坑 土坑 65 A 0.26 3E-01 

218 平場 6 土坑 土坑 66 B'C 0.09 3E-01 

219 平場 6 土坑 土坑 67 B'C 0.07 2F-84 

220 平場 6 土坑 土坑 68 B'C 0.19 2F-73 

221 平場 6 土坑 土坑 69 B'C 0.48 3F-02 

222 平場 6 土坑 土坑 70 B'C 0.21 3F-04 

223 平場 6 土坑 土坑 71 B'C 0.13 3F-05 

224 平場 6 土坑 土坑 72 B'C 0.34 3F-06 

225 平場 6 土坑 士坑 73 B 0.16 2F-86 

226 平場 6 土坑 土坑 74 B 0.13 2F-77 

227 平場 6 士坑 土坑 75 B 0.31 2F-98 

228 平場 6 土坑 土坑 76 B 0.44 3F-09 釘

229 平場 6 土坑 土坑 77 B 0.35 3F-07 

230 平場 6 土坑 土坑 78 B 0.44 3F-38 

231 平場 6 土坑 土坑 79 B 0.53 3F-26 

232 平場 6 土坑 土坑 80 A 0.11 3F-35 

233 平場 6 土坑 土坑 81 A 0.24 3F-36 

234 平場 6 土坑 土坑 82 B'C 0.57 2F-62 銭貨

235 平場 6 土坑 士坑 83 A 0.20 3F-25 

236 平場 6 土坑 土坑 84 A 0.17 3F-24 

237 平場 6 土坑 土坑 85 A 0.23 3F-34 

238 平場 6 土坑 土坑 86 A 0.12 3F-44 

239 平場 6 土坑 土坑 87 A 0.12 3F-44 

240 平場 6 土坑 土坑 88 A 0.22 3F-56 

241 平場 6 土坑 土坑 89 A 0.10 3G-50 

242 平場 6 土坑 土坑 90 A 0.17 3G-40 

243 平場 6 土坑 土坑 91 A 0.23 3G-40 

244 平場 6 土坑 土坑 92 A 0.29 3G-30 

245 平場 6 土坑 土坑 93 A 0.14 3F-35 

246 平場 6 土坑 土坑 94 A 0.87 2E-73 砥石

247 平場 6 土坑 土坑 95 A 0.24 2E-85 

248 平場 6 土坑 土坑 96 A 0.17 2E-75 

249 平場 6 土坑 土坑 97 B'C 0.36 2E-55 

250 平場 6 土坑 土坑 98欠番 欠番 砥石

251 平場 6 土坑 士坑 99 A 0.30 2E-74 

252 平場 6 土坑 土坑 100 B'C 0.43 2F-64 

253 平場 6 士坑 土坑 101欠番 欠番

254 平場 6 土坑 土坑 102 B 0.70 3F-13 墓， 162は入口か?

255 平場 6 士坑 土坑 103 B 0.36 3F-03 

256 平場 6 士坑 士坑 104 B 0.17 3F-16 

257 平場 6 土坑 士坑 105 B 0.44 3F-47 

258 平場 6 土坑 土坑 106 B 0.63 3F-44 

259 平場 6 土坑 土坑 107 B'C 0.11 2F-64 

260 平場 6 土坑 土坑 108 A 0.48 3F-18 

261 平場 6 士坑 土坑 109 B 0.21 3F-32 釘

262 平場 6 土坑 土坑 110 A 0.76 2E-54 砥石

263 平場 6 土坑 土坑 111 a B'C 0.48 2E-89 墓，銭貨

264 平場 6 土坑 土坑 111 b B'C 0.37 2E-89 墓
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遺構一覧 (6)

平場 種確別定 調旧査種時別 遺番構号 所時属期 検底面出面まかでのら 位置 備考
深さ m 

265 平場 6 土坑 土坑 112 B'C 0.25 2E-70 

266 平場 6 土坑 土坑 114 B'C 0.30 2E-54 

267 平場 6 土坑 土坑 115 B'C 0.46 2E-87 

268 平場 6 土坑 土坑 116 B'C 0.11 3F-Ol 

2河39 平場 6 土坑 土坑 117欠番 欠番

270 平場 6 土坑 土坑 119 B'C 0.24 2E-91 

271 平場 6 土坑 土坑 120 B'C 1.07 2F-64 

272 平場 6 土坑 土坑 121 B'C 1.28 2F-64 

273 平場 6 土坑 土坑 122欠番 欠番

274 平場 6 土坑 土坑 123欠番 欠番

275 平場 6 土坑 土坑 124 A 0.50 3G-41 刀子

276 平場 6 土坑 土坑 125 B・c 0.68 3G-52 分銅

277 平場 6 土坑 土坑 126 A 0.81 3G-30 

278 平場 6 土坑 土坑 127 A 0.63 3G-31 切羽

279 平場 6 土坑 土坑 128 A 0.38 3G-31 銭貨，火打金

280 平場 6 土坑 土坑 129 A 0.21 3G-21 釘

281 平場 6 土坑 土坑 130 B'C 0.54 2F-92 墓，挽き臼

282 平場 6 土坑 土坑 131 B'C 0.91 2F-95 

283 平場 6 土坑 土坑 132 B'C 0.30 2F-94 万子

284 平場 6 土坑 土坑 133欠番 欠番

285 平場 6 土坑 土坑 134欠番 欠番

286 平場 6 土坑 土坑 135欠番 欠番

287 平場 6 土坑 土坑 136欠番 欠番

288 平場 6 土坑 土坑 137欠番 欠番

289 平場 6 土坑 土坑 138欠番 欠番

290 平場 6 土坑 土坑 139欠番 欠番

291 平場 6 土坑 土坑 140 A 0.84 3F-79 釘

292 平場 6 土坑 土坑 141 A 0.41 3F-89 

293 平場 6 土坑 土坑 142 A 0.32 3F-88 

294 平場 6 土坑 土坑 143 A 0.38 3F-87 

295 平場 6 土坑 土坑 144 A 0.46 3F-86 

296 平場 6 土坑 土坑 145 A 0.79 3F-87 

297 平場 6 土坑 土坑 146欠番 欠番 茶臼

298 平場 6 土坑 土坑 147 B'C 0.46 3F-77 小竪穴

299 平場 6 土坑 土坑 148 B'C 0.41 3F-76 

300 平場 6 土坑 土坑 149 A 0.81 3Fー77 鉄鎌

301 平場 6 土坑 土坑 150 B'C 0.65 2F-88 

302 平場 6 土坑 土坑 151 B'C 0.34 3F-07 

303 平場 6 土坑 土坑 152 B'C 0.36 3F-07 

304 平場 6 土坑 土坑 153 B'C 0.67 2F-83 墓

305 平場 6 土坑 土坑 154欠番

306 平場 6 土坑 土坑 155欠番 欠番

307 平場 6 土坑 土坑 156 A 0.83 3G-02 

308 平場 6 土坑 土坑 157欠番 欠番

309 平場 6 土坑 土坑 I回 B'C 0.38 2G-72 

310 平場 6 土坑 土坑 159欠番 欠番

311 平場 6 土坑 土坑 160 B'C 0.69 2F-72 

312 平場 6 土坑 土坑 161 A 1.14 3E-47 

313 平場 6 土坑 土坑 162 B'C 0.23 3F-22 

314 平場 6 土坑 土坑 163 B'C 0.25 3E-27 

315 平場 6 土坑 土坑 164 B'C 0.21 

316 平場 6 土坑 土坑 165 A 0.93 3E-49 

317 平場 6 土坑 土坑 166 A 0.78 3E-35 

318 平場 6 土坑 土坑 167 B'C 0.36 2E-90 
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遺構一覧 (7)

種確別定 調旧査種時別 遺番構号 所時属期 検底i采出面から平場 面までの 位置 備考
さ m

319 平場 6 土坑 土坑 169 B'C 0.18 3E-02 

320 平場 6 土坑 土坑 170 B'C 0.14 3F-98 

321 平場 6 土坑 土坑 171 B'C 0.13 3F-97 

322 平場 6 土坑 土坑 172 A 0.30 3G-35 砥石，釘

323 平場 6 土坑 土坑 173欠番 欠番

324 平場 6 土坑 土坑 174 C 0.70 2G-92 墓?

325 平場 6 土坑 土坑 175 B 0.21 3F-43 

326 平場 6 土坑 土坑 176 B 0.09 3F-42 墓墳

327 平場 6 土坑 土坑 177 B'C 0.16 3E-44 墓嬢

328 平場 6 土坑 土坑 178 B'C 0.40 3E-33 

329 平場 6 土坑 土坑 180 A 0.29 3E-21 

330 平場 6 土坑 土坑 181 A 0.40 3E-11 

331 平場 6 土坑 土坑 182 A 0.13 3E-32 

332 平場 6 土坑 土坑 183 A 0.24 3E-27 ピットが伴う

333 平場 6 土坑 土坑 184 A 0.24 3F-39 

334 平場 6 土坑 土坑 185 B'C 0.10 3G-60 

335 平場 6 土坑 土坑 186 B'C 0.20 3G-50 

336 平場 6 土坑 土坑 187 B'C 1.07 3F-43 

337 平場 6 土坑 土坑 188 A 0.14 3F-40 

338 平場 6 土坑 土坑 192 B'C 0.42 3D-18 

339 平場 6 土坑 土坑 193 A 0.19 2E-78 

340 平場 6 土坑 土坑 194 B'C 0.04 2E-82 

341 平場 6 土坑 土坑 198 C 0.71 3E-33 墓

342 平場 6 土坑 土坑 199 B'C 0.12 3F-29 

343 平場 6 土坑 土坑 200 B'C 0.17 3E-53 

344 平場 6 土坑 土坑 201 B'C 0.28 3F-29 

345 平場 6 土坑 土坑 202 C 0.13 3F-28 

346 平場 6 平場 土坑 203 B'C 0.87 3G-22 

3H-05を中心とした
347 平場 6 土坑 土坑 204 3H-05 遺物出土地

348 平場 6 土坑 土坑 207 B'C 0.76 2G-94 

349 平場 6 土坑 土坑 208 A 1.00 3F-23 

350 平場 6 土坑 土坑 209 B'C 0.18 3F-18 

351 平場 6 土坑 土坑 210 C 0.04 3G-21 

352 平場 6 土坑 土坑 211 B'C 0.25 3G-20 

353 平場 6 土坑 土坑 212 B 

354 平場 6 土坑 土坑 213 C 0.08 2F-99 

355 平場 6 土坑 土坑 214 C 0.15 2F-78 

356 平場 6 土坑 土坑 215 C 0.52 2F-76 

357 平場 6 土坑 土坑 216 C 0.40 2F-84 

358 平場 6 土坑 土坑 217 C 0.20 2F-65 

359 平場 6 土坑 土坑 218 C 0.01 2F-65 

360 平場 6 土坑 土坑 219 C 0.57 2F-75 

361 平場 6 土坑 土坑 220 B'C 0.70 2F-97 

362 平場 6 土坑 土坑 221 B'C 0.07 2F-97 

363 平場 6 土坑 土坑 222 C 0.53 2F-81 小竪穴，墓?

364 平場 6 土坑 土坑 223 B 0.13 3F-62 鉄鍋

365 平場 6 土坑 土坑 224 B 0.47 3F-74 釘

366 平場 6 土坑 土坑 225 A 0.69 3F-73 

367 平場 6 土坑 土坑 226 D 0.28 3G-62 

368 平場 6 土坑 土坑 227 B 0.13 3F-55 

369 平場 6 土坑 土坑 228 a B'C 0.25 3D-47 

370 平場 6 土坑 土坑 228 b B'C 0.23 3D-38 

371 平場 6 土坑 土坑 229 B'C 0.25 3D-37 
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遺構一覧 (8)

種確別定 調査時別 喜号 所時属期
検底出面まから

平場 旧種 面での 位置 備考
i采さ m 

372 平場 6 土坑 士坑 230 B.C 0.18 3D-49 

373 平場 6 土坑 土坑 231 B.C 0.37 3D-39 

374 平場 6 土坑 土坑 232 C 0.11 3D-28 

375 平場 6 土坑 土坑 233 C 0.10 3D-29 

376 平場 6 土坑 士坑 234 C 0.33 3D-37 

377 平場 6 土坑 土坑 235 C 0.70 3F-64 

378 平場 6 土坑 土坑 236 B.C 0.43 3D-47 

379 平場 6 土坑 土坑 237 B.C 0.34 3D-19 

380 平場 6 土坑 土坑 238 B 0.59 3F-50 

381 平場 6 土坑 土坑 239 B.C 0.16 3E-64 

382 平場 6 土坑 土坑 240 B.C 0.46 3G-32 

383 平場 6 土坑 土坑 241 0.34 3G-42 

384 平場 6 土坑 土坑 242 B.C 3G-22 銭貨

385 平場 6 土坑 土坑 243 C 0.48 3F-74 銭貨，環状製品，釘

386 平場 6 土坑 土坑 244 C 0.61 3F-75 

387 平場 6 土坑 土坑 245 B.C 0.25 3G-23 

388 平場 6 土坑 土坑 246 B.C 0.26 3F-51 

389 平場 6 士坑 土坑 249 B.C 0.13 2E-69 

390 平場 6 土坑 土坑 250 B.C 0.76 3F-09 

391 平場 6 土坑 士坑 251 B.C 0.83 3G-00 墓，釘

392 平場 6 土坑 土坑 252 C 1.16 2F-89 猿手金具

393 平場 6 士坑 土坑 253 B.C 0.78 2F-88 銭貨

394 平場 6 士坑 土坑 254 C 1.02 2F-78 釘

395 平場 6 土坑 土坑 255 B.C 0.74 3G-15 

396 平場 6 土坑 土坑 256 B.C 0.44 3G-13 

397 平場 6 土坑 土坑 257 B.C 0.45 2G-71 

398 平場 6 土坑 土坑 258 B.C 0.24 2G-72 

399 平場 6 土坑 土坑 259 A 0.13 3G-36 

400 平場 6 土坑 土坑 260 A 0.07 3G-65 

401 平場 6 土坑 土坑 261 3H-05 

402 平場 6 堀 D 堀A 0.21 
403 平場 6 堀 E 堀 B

404 平場 6 堀 F 土坑 14 A 1.83 4G-17 

405 平場 6 堀 G i奪 16 A 2.18 3G-68 
A016塔，虎口状遺構，
五輪

406 平場 6 堀H 堀 C

407 平場 7 i誇 i葬 30 C 0.15 4F-27 

408 平場 7 士坑 土坑 1 a A 0.69 4F-09 

409 平場 7 土坑 土坑 1 b B 0.17 4F-19 

410 平場 7 土坑 土坑 2 A 0.41 4F-19 

411 平場 7 土坑 土坑 3 A 0.31 4G-21 五輪塔

412 平場 7 土坑 土坑 4 A 0.32 4G-21 

413 平場 7 土坑 土坑 5欠番 欠番

414 平場 7 土坑 土坑 6 A 0.60 4F-04 

415 平場 7 土坑 土坑 7 A 0.13 3F-83 

416 平場 7 土坑 土坑 8 A 0.12 3F-82 

417 平場 7 土坑 土坑 9 A 0.34 4F-17 

418 平場 7 土坑 土坑 10 A 0.07 4F-28 

419 平場 7 土坑 土坑 11 A 0.18 3F-28 墓，灰紬，五輪塔

420 平場 7 土坑 土坑 12 B 0.22 4F-05 

421 平場 7 土坑 土坑 13 0.52 3F-38 

422 平場 7 土坑 土坑 14 0.17 3F-08 

423 平場 7 土坑 土坑 15 0.38 3F-18 
424 平場 7 士坑 土坑 16 A 0.24 3F-06 
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遺構一覧 (9)

確種定別 調旧査種時別 署警 所時属期 検底深出面まから
平場 面での 位置 備考

さ m

425 平場 7 土坑 土坑 17 A 0.17 3F-07 
426 平場 7 土坑 土坑 18 A 0.l7 3F-93 
427 平場 7 土坑 土坑 19 A 0.16 3F-84 

428 平場 7 土坑 土坑 20 A 0.20 3F-83 

429 平場 7 土坑 土坑 21 A 0.19 3F-92 

430 平場 7 土坑 土坑 22 B 0.25 3F-91 

431 平場 7 土坑 土坑 23 B 0.l4 3F-72 

432 平場 7 土坑 土坑 24 B 0.27 3E-89 

433 平場 7 土坑 土坑 25 0.41 4F-07 

434 平場 7 土坑 土坑 26 B.C 0.42 4F-05 

435 平場 7 土坑 土坑 2フ B.C 0.20 4F-05 

436 平場 7 土坑 土坑 28 C 0.27 4F-08 

437 平場 7 土坑 土坑 29 C 0.21 4F-29 

438 平場 7 土坑 土坑 31 0.18 3F-96 

439 平場 7 土坑 土坑 32 B 0.60 4G-20 

440 平場 7 土坑 土坑 33 B 0.68 3G-90 

441 平場 8 ピット ピット 1 C 0.39 5C-06 

442 平場 8 ピット ピット 2 C 0.58 5C-06 

443 平場 8 ピット ピット 3 C 0.48 5C-06 砥石

444 平場 8 ピット ピット 4 C 0.41 5C-28 

445 平場 8 ピット ピット 5 C 0.30 4D-80 

446 平場 8 ピット ピット 6 C 0.22 4D-92 

447 平場 8 ピット ピット 7 C 0.25 4D-81 

叫8 平場 8 ピット ピット 8 C 0.30 4D-81 

449 平場 8 ピット ピット 9 C 0.34 4D-72 

450 平場 8 ピット ピット 10 a C 0.29 4D-53 

451 平場 8 ピット ピット 10 b C 0.49 4D-71 

452 平場 8 ピット ピット lla C 0.l1 4D-63 

453 平場 8 ピット ピット llb C 0.07 4D-81 

454 平場 8 ピット ピット 12 C 0.51 4D-82 

455 平場 8 ピット ピット 13 C O.ω 4D-82 

456 平場 8 ピット ピット 14 C 0.37 5D-Ol 

457 平場 8 ピット ピット 15 D 0.61 5D-13 

458 平場 8 ピット ピット 16 a D 0.33 5D-35 

459 平場 8 ピット ピット 16 b D 1.41 5D-Ol 

460 平場 8 ピット ピット 17 C 0.29 5D-12 

461 平場 8 ピット ピット 18 C 0.l2 5D-55 

462 平場 8 ピット ピット 19 C 0.29 5D-14 

463 平場 8 ピット ピット 20 a C 0.28 5D-14 

4臼 平場 8 ピット ピット 20b 0.42 5D-24 

465 平場 8 ピット ピット 21 C 0.42 5D-24 

466 平場 8 ピット ピット 22 C 0.26 5D-23 

467 平場 8 ピット ピット 23 C 0.63 5D-24 

468 平場 8 ピット ピット 24 C 0.26 5D-22 

469 平場 8 ピット ピット 25 C 0.33 5D-13 

470 平場 8 ピット ピット 26 D 0.l5 5D-Ol 

471 平場 8 ピット ピット 27 D 0.69 5D-Ol 

472 平場 8 ピット ピット 28 D 0β6 5D-Ol 

473 平場 8 ピット ピット 29 D 0.52 5D-02 

474 平場 8 ピット ピット 30 D 0.33 5D-13 

475 平場 8 ピット ピット 31 D 0.l1 5D-14 

476 平場 8 ピット ピット 32 D 0.l9 5D-14 

477 平場 8 ピット ピット 33 D 0.l7 5D-24 

478 平場 8 ピット ピット 34 D 0.60 5D-24 
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遺構一覧 (10)

確種定別 調査種時 書号 所時属期
検底出面まから

平場 面での 位置 備考
!日別 深さ m 

479 平場 8 ピット ピット 35 D 0.37 5D-24 

480 平場 8 ピット ピット 36 D 0.l1 5D-25 

481 平場 8 ピット ピット 37 D 0.20 5D-02 

482 平場 8 ピット ピット 38 D 0.l3 4C-99 覆土炭化物

483 平場 8 ピット ピット 39 D 0.l5 4C-99 

484 平場 8 ピット ピット 40 D 0.l3 4D-90 覆土炭化物

485 平場 8 ピット ピット 41 D 0.39 4C-89 

486 平場 8 ピット ピット 42 a D 0.l5 4D-91 

487 平場 8 ピット ピット 42 b 0.l2 5D-01 

488 平場 8 ピット ピット 43 D 0.l4 4D-91 

489 平場 8 ピット ピット 44 D 0.l5 4D-82 覆土炭化物

490 平場 8 ピット ピット 45 D 0.44 4D-83 覆土炭化物

491 平場 8 ピット ピット 46 D 0.29 5D-43 

492 平場 8 ピット ピット 47 a D 0.24 5D-43 

493 平場 8 ピット ピット 47 b C 0.10 5D-13 

494 平場 8 ピット ピット 48 D 0.12 5D-43 

495 平場 8 ピット ピット 49 D 0.06 5D-33 

496 平場 8 ピット ピット 50 D 0.22 5D-33 

497 平場 8 ピット ピット 51 D 0.09 5D-33 

498 平場 8 ピット ピット 52 D 0.32 5D-34 

499 平場 8 ピット ピット 53 D 0.29 5D-34 

500 平場 8 ピット ピット 54 D 0.53 5D-35 

501 平場 8 ピット ピット 55 D 0.36 5D-35 

502 平場 8 ピット ピット 56 D 0.12 5D-35 

503 平場 8 ピット ピット 57 D 0.37 5D-45 

504 平場 8 ピット ピット 58 D 0.39 5D-45 

505 平場 8 ピット ピット 59 D 0.l4 5D-45 

506 平場 8 ピット ピット 60 D 0.49 5D-54 

507 平場 8 ピット ピット 61 D 0.41 5D-54 

508 平場 8 ピット ピット 62 D 0.35 5D-54 

509 平場 8 ピット ピット 63 D 0.41 5D-54 

510 平場 8 ピット ピット 64 D 0.53 5D-56 

511 平場 8 ピット ピット 65 D 0.07 5D-56 遺物多量

512 平場 8 ピット ピット 66 D 0.l2 5D-55 

513 平場 8 ピット ピット 67 D 0.l5 5D-55 

514 平場 8 ピット ピット 68 D 0.36 5D-55 

515 平場 8 ピット ピット 69 a D 0.l5 5D-66 

516 平場 8 ピット ピット 69 b D 0.59 4D-80 

517 平場 8 ピット ピット 70 D 0.17 5D-20 

518 平場 8 ピット ピット 71 D 。目12 5D-20 

519 平場 8 ピット ピット 72 D 0.32 5D-21 

520 平場 8 ピット ピット 73 D 0.28 5D-22 

521 平場 8 ピット ピット 74 D 0.l8 5D-22 

522 平場 8 ピット ピット 75 D 0.25 5D-22 

523 平場 8 ピット ピット 76 D 0.l8 5D-32 

524 平場 8 ピット ピット 77 D 0.35 5D-31 

525 平場 8 ピット ピット 78 D 0.34 5D-31 

526 平場 8 ピット ピット 79 D 0.42 5D-31 

527 平場 8 ピット ピット 80 D 0.40 5D-31 

528 平場 8 ピット ピット 81 D 0.29 4C-99 覆土炭化物

529 平場 8 ピット ピット 82 D 0.70 5C-09 

530 平場 8 ピット ピット 83 D 0.l7 5C-09 

531 平場 8 ピット ピット 84 C 0.06 4D-73 

532 平場 8 ピット ピット 85 C 0.l9 4D-73 



遺構一覧 (11)

確種定別 調旧査種時別 事事 所時属期 検底深出面まから平場 面での 位置 備考
さ m

533 平場 8 ピット ピット 86 C 0.19 4D-83 
534 平場 8 ピット ピット 87 C 0.44 4D-93 
535 平場 8 ピット ピット 88 D 0.32 5D-OO 
536 平場 8 ピット ピット 89 D 0.31 5D-56 

537 平場 8 ピット ピット 89欠番 4D-62 

538 平場 8 ピット ピット 90 D 0.45 5D-34 

539 平場 8 ピット ピット 91 D 0.30 5D-17 

540 平場 8 ピット ピット 92 D 0.22 4C-89 

541 平場 8 ピット ピット 93 C 0.52 5D-24 

542 平場 8 ピット ピット 94 D 0.24 5D-01 

543 平場 8 ピット ピット 95 D 0.39 5D-11 

544 平場 8 ピット ピット 96 D 0.12 5D-11 

545 平場 8 ピット ピット 97 D 0.10 5D-02 

546 平場 8 ピット ピット 98 D 0.14 5D-02 

547 平場 8 ピット ピット 99 D 0.28 5D-11 

548 平場 8 ピット ピット 100 D 0.36 5D-11 

549 平場 8 ピット ピット 101 D 0.36 5D-22 

550 平場 8 ピット ピット 102 D 0.57 5D-24 

551 平場 8 ピット ピット 103 D 0.09 5D-24 

552 平場 8 ピット ピット 104 D 0.21 5D-12 

553 平場 8 ピット ピット 105欠番 欠番

554 平場 8 ピット ピット 106 D 4D-73 石

555 平場 8 ピット ピット 107 D 0.31 4D-90 

556 平場 8 ピット ピット 108 D 0.31 5D-12 

557 平場 8 ピット ピット 109 D 0.31 5D-22 

558 平場 8 ピット ピット 110 D 0.31 5D-22 

559 平場 8 ピット ピット 111 D 0.31 5D-11 

560 平場 8 ピット ピット 112 D 0.31 5D-ll 

561 平場 8 ピット ピット 113 D 0.31 5D-03 

562 平場 8 溝 溝 61 0.03 4D-92 

563 平場 8 溝 溝 62 D 0.07 4D-80 砥石，環状製品

564 平場 8 土坑 土坑 l C 0.25 5C-23 

565 平場 8 土坑 土坑 2 C 0.73 5C-15 

566 平場 8 土坑 土坑 3 C 0.44 5C-26 

567 平場 8 土坑 土坑 4 C 0.14 5C-16 

568 平場 8 土坑 土坑 5 C 0.30 5C-27 

569 平場 8 土坑 土坑 6 C 0.14 5C-27 

570 平場 8 土坑 土坑 7 C 0.33 5C-05 

571 平場 8 土坑 土坑 8 C 0.40 4C-96 

572 平場 8 土坑 土坑 9 C 0.21 5C-04 

573 平場 8 土坑 土坑 10 C 1.05 5D-10 土錘

574 平場 8 土坑 土坑 11 C 0.62 5D-Ol 万子

575 平場 8 土坑 土坑 12 a C 0.73 4D-81 砥石，土錘

576 平場 8 土坑 土坑 12 b D 1.25 4D-81 

577 平場 8 土坑 土坑 13 C 0.35 4D-91 

578 平場 8 土坑 土坑 14 C 0.67 4C-79 

579 平場 8 土坑 土坑 15 C 0.26 4C-79 

580 平場 8 土坑 土坑 16 C 0.59 4D-81 

581 平場 8 土坑 土坑 17 C 0.44 4D-71 

582 平場 8 土坑 土坑 18 C 0.91 5D-44 046と重複

583 平場 8 土坑 土坑 19 C 0.61 5D-22 

584 平場 8 土坑 土坑 20a C 0.60 4D-82 

585 平場 8 土坑 土坑 21 C 0.39 5D-13 土錘

586 平場 8 土坑 土坑 22 C 0.41 5D-01 土錘
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遺構一覧 (12)

確種定別 調査時 遺番構号 所時属期
検底出面から

平場 |日種別 面までの 位置 備考
深さ m 

587 平場 8 土坑 土坑 23 C 0.36 4D-91 

588 平場 8 土坑 土坑 24 C 0.19 4D-81 

589 平場 8 土坑 土坑 25欠番 欠番 砥石，士錘

590 平場 8 土坑 土坑 26 C 0.57 5D-32 砥石，土錘

591 平場 8 土坑 土坑 27 C 0.30 4D-82 

592 平場 8 土坑 土坑 28 C 0.28 4D-70 

593 平場 8 土坑 土坑 29 C 0.18 4D-51 

594 平場 8 土坑 土坑 30 C 0.39 5D-Ol 

595 平場 8 土坑 土坑 31 C 0.46 4D-91 

596 平場 8 土坑 土坑 32 C 0.12 4D-92 宝匿印塔

597 平場 8 土坑 土坑 33 D 0.57 4D-50 

598 平場 8 土坑 土坑 34 D 0.06 4D-92 

599 平場 8 士坑 士坑 35 D 0.48 4D-71 

600 平場 8 土坑 土坑 36 D 0.01 5D-ll 

601 平場 8 土坑 土坑 37 D 0.22 5D-43 

602 平場 8 土坑 土坑 38 D 0.40 5D-53 

603 平場 8 土坑 土坑 39 D 0.40 5D-32 銭貨，士錘

604 平場 8 土坑 土坑 40 D 0.37 4D-62 

605 平場 8 土坑 土坑 41 D 0.34 5D-02 土錘

606 平場 8 土坑 土坑 42 D 0.44 4D-50 

607 平場 8 土坑 土坑 43欠番 欠番

608 平場 8 士坑 士坑 44 D 0.13 4D-62 

609 平場 8 土坑 土坑 45A C 0.34 5D-55 Aと重複

610 平場 8 土坑 土坑 45B C 0.34 5D-55 Bと重複

611 平場 8 土坑 土坑 46 C 0.54 5D-34 018と重複

612 平場 8 土坑 土坑 47 C 0.60 5D-54 

613 平場 8 土坑 土坑 48 C 0.39 5D-65 

614 平場 8 土坑 士坑 49 D 0.26 4C-89 

615 平場 8 土坑 土坑 50 D 0.18 5D-00 

616 平場 8 土坑 土坑 51 D 0.59 5D-30 

617 平場 8 土坑 土坑 52 D 0.17 5D-ll 

618 平場 8 士坑 士坑 53 D 0.39 5D-44 

619 平場 8 土坑 土坑 54 D 0.33 4C-59 

620 平場 8 土坑 土坑 55 D 0.33 4D-60 

621 平場 8 士坑 土坑 56 D 0.45 4D-51 砥石

622 平場 8 土坑 土坑 57 D 0.39 4C-79 

623 平場 8 土坑 士坑 58 D 0.32 4C-99 

624 平場 8 土坑 士坑 59欠番 D 欠番

625 平場 8 土坑 士坑 60 D 5C-07 土錘

626 平場 8 士坑 士坑 61欠番 D 欠番

627 平場 8 士坑 士坑 63 D 0.12 4D-71 

628 平場 8 土坑 土坑 64 D 0.59 4D-92 土錘

629 平場 8 土坑 土坑 65 C 0.21 5D-07 土錘

630 平場 8 土坑 土坑 66 D 0.22 4D-80 砥石

631 平場 8 土坑 士坑 67 D 0.36 4D-91 カワラケ

632 平場 8 士坑 土坑 68 D 0.80 4D-93 茶臼

633 平場 8 士坑 土坑 69 a D 0.23 5D-12 砥石

634 平場 8 土坑 土坑 70 D 0.78 4D-92 

635 平場 8 土坑 士坑 71 D 0.84 4D-92 

636 平場 8 土坑 土坑 72 D 0.69 4D-80 土坑66の完掘後検出

637 平場 8 士坑 土坑 73欠番 欠番

638 平場 8 土坑 土坑 74欠番 欠番

639 平場 8 士坑 土坑 75欠番 欠番

640 平場 8 土坑 土坑 76欠番 欠番
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遺構一覧 (13)

確種定別 調旧査種時別 喜号 所時属期
検底出面まから

平場 面での 位置 備考
深さ m 

641 平場 8 土坑 土坑 77欠番 欠番

642 平場 8 土坑 土坑 78欠番 欠番

643 平場 8 土坑 土坑 79欠番 欠番

644 平場 8 土坑 土坑 80欠番 欠番

645 平場 8 土坑 土坑 81欠番 欠番

646 平場 8 土坑 土坑 82欠番 欠番

647 平場 8 士坑 土坑 83欠番 欠番

648 平場 8 士坑 土坑 84欠番 欠番 覆土炭化物

649 平場 8 土坑 土坑 85欠番 欠番 ピットか?

650 平場 8 土坑 土坑 86欠番 欠番 ピットか?

651 平場 8 土坑 土坑 87欠番 欠番 ピットか?

652 平場 8 土坑 89新規 D 0.19 5D-18 

653 平場 8 土坑 90新規 D 0.14 5D-Ol 

654 平場 8 堀 I 堀C

655 平場 8 堀 J 堀B

656 平場 8 堀K 堀A

657 平場 8 堀L 堀D

658 平場 10 井戸 士坑 A 1.73 5C-68 茶臼，五輪塔

659 平場 10 溝 士坑 6 B 0.23 5C-63 

660 平場 10 j糞 士坑 12 B 0.24 5C-67 

661 平場 10 i溝 土坑 16 A 

662 平場 10 j奔 土坑 17 A 

663 平場 10 柱穴 土坑 7 A 0.42 5C-61 盛り土層から掘り込み

664 平場 10 土坑 士坑 2 A 0.24 5C-67 

665 平場 10 土坑 土坑 3 B 0.38 5C-66 

666 平場 10 土坑 土坑 4 B 0.26 5C-62 

667 平場 10 土坑 土坑 5 B 0.42 5C-63 

668 平場 10 土坑 土坑 8 A 0.14 5C-53 盛り土層から掘り込み

669 平場 10 土坑 土坑 9 A 0.24 5C-42 方形土抗凪り新，盛り土層から掘り込み

670 平場 10 土坑 土坑 10 A 0.09 5C-43 堀より新，盛り土層から掘り込み

671 平場 10 土坑 土坑 11 A 0.97 5C-41 斜面部掘り込み

672 平場 10 土坑 土坑 13 A 0.81 5C-41 斜面部掘り込み

673 平場 10 土坑 土坑 14 B 0.32 5C-60 方形土坑

674 平場 10 士坑 士坑 15 B 0.28 5D-70 

675 平場 10 堀M 堀A 1.13 

676 平場 11 堀N 堀B

677 平場 11 堀O 堀A

678 平場 12 i葺 士坑 6 0.54 4B-16 

679 平場 12 溝 士坑 12 4B-51 

680 平場 12 士坑 士坑 l 0.33 4B-07 

681 平場 12 土坑 土坑 2 0.32 4B-09 砥石

682 平場 12 土坑 土坑 3 0.28 4B-39 

683 平場 12 土坑 土坑 4 0.64 4C-40 

684 平場 12 土坑 土坑 5 0.15 4B-36 

685 平場 12 土坑 土坑 7 0.67 4B-27 

686 平場 12 土坑 土坑 8 0.61 4B-67 

687 平場 12 土坑 士坑 9 0.30 4B-42 

688 平場 12 土坑 土坑 10 0.34 4B-42 

689 平場 12 土坑 土坑 11 0.33 4B-51 

690 平場 12 土坑 土坑 13 0.37 4B-24 

691 平場 12 土坑 士坑 14 0.69 4B-08 

692 平場 12 堀P 堀A

693 平場 12 堀Q 堀B

694 平場 12 堀R
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遺構一覧 (14)

確種定別 調種査時 遺番構号 所時属期
検底出面から

平場 面までの 位置 備考
|日別

深さ 町l

695 平場 12 堀 S 堀C

696 平場 14 堀T

697 平場 14 堀U 堀B
698 平場 14 堀V 堀A

第 2節検出された遺構

(1)堀(第 9・70・図) 堀は全部で22条が調査された。それらのうち，堀Fと堀Gは内析形虎口によって

二分されているだけで本来は同一の堀である。また，堀Dと堀 Iは，平場 7と平場 8でそれぞれ調査され

別々の堀として認識されているが，本来は 1条の堀と推定される。このように整理すると，第165図から

第170図に図化したように，笹子城跡から検出された堀は 6期区分される事が分かる。

笹子城跡の堀に関して特記すべき事に，障子堀(第70図)の検出がある。堀Kで調査されているほか，堀

Hの断面図(第63図のA-A')の最下層にも障子堀らしきものがみとめられるが，明確ではない。

(2)溝跡 各平場から多くの溝状遺構が検出調査された。しかし，それらの多くが，笹子城の存続時に使

用されていたとの積極的な根拠はない。むしろ，近世に入ってから，耕作に伴う根切り溝や畑地の区画の

ための溝として掘られていた可能性が高い。笹子城跡の堀跡が，耕作に伴う根切り溝などに再利用されて

いたことは，平場 1の土塁脇から検出された溝の覆土の観察から推定されている。それは，覆土中位から

宝永の火山灰が検出されたが，覆土下層からは中世遺物だけが出土しており，溝が掘られたのは土塁が造

られた時とほぼ同時であったことが推定されている。

(3)掘立柱建物跡

調査中に掘立柱建物跡の確認作業も行っていたが，柱穴覆土の記録に柱穴特有の記載があるだけで，確

認はほとんどされなかった。整理作業段階でも掘立柱建物跡の復元に努めたが，明確な根拠の無いままに

個々の柱穴を関連づけることには一抹の不安があり，あえて図化しなかった。

(4)門跡 堀Fと堀Gによって形作られている内析型虎口をおおうように門跡が確認でき，これが唯一の

門跡である。(図版13)

(5)竪穴状遺構 平場 6・平場 7，特に平場 6の北側に竪穴状遺構が見られ，平場 6の検出面B・C面に

属すると思われる。特徴は一辺 5m~6mのほぼ方形を呈し，検出面からの深さは0.6m~0.8mで，壁に

そって小柱穴が囲周する。入口状の施設を伴っているものが多い。平場 6の士坑102，土坑111，土坑130，

土坑160，土坑174，土坑222号が該当し， 6基ほどが確認調査されている。(図版14-2・3) 

(6)土坑 多数の士坑が検出されている。平場 6・7・8・10からは特に多数の土坑，ピットが検出され

ている。これらの遺構の性格は不明であるが，一部は掘立柱建物跡の柱穴になるものと思われる。伴出遺

物としては人骨および五輪塔などが出土している土坑や，鉄鍋が出土した土坑223などがあり，墓墳と推

定されるものがある。
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(7)盛土整地面

笹子城跡で確認された平場には，堀，土坑，ピットなど，堀込まれた遺構以外にも多くの遺構があるが，

それ以外に整地造成がされており，大規模な地形改変がなされていることがわかる。特に，平場 6・7に

おいては「盛土整地層 3面，地山整地層 1面の計4面の生活面」が調査されており， I 1期=上位盛土整

地層面， n期=中位盛土整地層面， m期=下位盛土整地層面，N期=地山整地層面+縁辺部盛土整地層面，

V期=自然地形面」の 5時期にわたる変遷がとらえられている。平場6・7以外の平場においても，数面

の整地層面があり，遺物の出土状況や遺構の帰属時期がとらえられている。平場8からは，これら整地面

の調査によって， A面からD面までの変遷が確認されている(第42・43図)。

-+∞ ④ 

第69図階段虎口実測図
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ザ20

。 (1/200) 10m 

第70図障子堀実測図
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第 3章笹子城跡出土の遺物

笹子城跡から出土した遺物については，可能な限り図化し，調査時のデータを一覧表という形で提示し

た。陶磁器類の施紬の種類・色調については多種みられるので，遺物観察表で省略した部分もある。

第 1節 笹子城跡築造以前の遺物(第71・133図)

縄文土器，弥生土器と土師器と石製品が出土しているが，遺構は確認できなかった。

第71図 1から19は縄文土器片でである。 1. 5は縄文時代早期の回戸下層式土器である。 1は深鉢の胴

部の破片である。横方向に細い沈線が施され，その細沈線帯の下にややはばのある縦方向の沈嫌がヲlかれ

る。内面には縦方向の丁寧なミガキが施される。 5は斜行する沈線文と，横方向の沈線文が，器面の乾燥

がやや進んだ段階に施文されている。内面は縦方向のミガキが施される。 2. 6・10・13・16・18は縄文

時代中期の阿玉台式土器である。 2は阿玉台式土器の前半に属する。胴部の破片で，胎土に雲母を含む。

6は隆帯に沿って 2列の有節沈線文が施されている。胎土に雲母を含み，阿玉台E式近辺に比定できる。

10は隆帯に沿って 2列の有節沈線文が施されている。胎土に雲母を含み，阿玉台E式に比定できる。 13は

阿玉台式土器の古手に属する。 1列の有節沈線文が連弧状に施される。胎土にわずかに雲母を含む。 16は

輪積痕を残す土器片で詳細は不明である。 18は阿玉台式土器と推定される。断面カマボコ形の隆帯が施さ

れる。胎土に長石粒・石英粒を多く含む。 3・4・11・17は縄文時代中期の加曽利E式土器である。 3は

加曽利E式段階の連弧文系土器とみられる。地文に撚糸文が用いられる。内面調整はミガキ調整である。

4は胴部全体に縦方向の条線を施した深鉢の一部とみられる。加曽利E式に伴うと考えられる。 11は胴部

破片であるが詳細は不明で、ある。 17は摩滅しており詳細は不明であるが，加曽利E式段階の土器片と思わ

れる。 7は連弧文系土器片で，地文に撚糸文を施す。 8は三戸式段階の土器片で，細沈線によって格子目

状の文様が描かれる。内面はやや粗いミガキを施す。 9は沈線文系土器の胴部破片とみられるが断定はで

きない。 12は撚糸文系土器片で，口縁部の肥厚は発達せず，口唇部直下から撚糸文が施文されている。稲

荷台式に近い段階の土器と思われる。 14は勝坂式土器か中峠式土器片で，隆帯の上に刻みが施されている。

胎土に長石粒を僅かに含む。 15は加曽利B式土器片で，精製の深鉢の口縁部である。口縁と並行する 4本

の沈線が施され，沈線間に斜行縄文が施される。 19は不明土器片である。

第 7表縄文，弥生，古墳時代の土器観察表

図版 掲載 出土遺構番号 遺物
単位白咽 は檀耳髄 整形・調整 色調

時代・時
番号 番号

器種
平場 番号

遺存度
口径 底径残器存高高・ 外面 内面

胎士 焼成
外面 内面

備考
期

71 1 受口縁部 6 160 38口縁部 端ヘ部ラナに竹デ管，刺口縁突 ヨコミガキ 密 良好 明褐色 明赤褐色1残節存文部下端に S字結 弥生後期

71 2 壷口縁部 6 160 36口縁部 口よ縁る棒押状圧工，具に ミガキ
砂粒を含

良好 赤糧色 赤樫色 口縁部は受口状 弥生後期キザミ むが密

71 3 責口縁部 6 113 口縁部 口縁羽状縄文 ヘラミガキ 砂む粒が密を含 良好 赤樺色 赤糧色 羽縁状部縄は文粘以土外貼赤り彩付，け口 弥生後期

71 4 鉢形土器 6 3267 
ほほ完

13.5 7.4 9.2 ミガキ ミガキ
砂粒を含

良好 黄糧色 黄櫨色 対面角赤位彩置に 2孔， 全 弥生後期
形 む

71 5 高杯脚部 7 122 
脚部の

8.4 ヘラナデ ナデ 密 普通 内外面瞳色 貼屈曲りf部t外I土面に粘土帯 |量生古
み残

71 6 高杯脚部 6 2921 脚み部残の 8.6 5.1 ヘラナデ ナデ 密 普通 内外面事帯 古墳後期

71 7 杯形土器 7 469 20%残 (15.0) 3.8 ヘラナデ ナデ 密 良好 浅黄糧色 黄樺色 内外面に黒斑あり 古墳後期

71 8 杯形土器 8 1154 
ほ11'完

10.6 3.8 
ナデ，口縁部横

ナデ 密 良好 淡黄色 古墳後期形 ナデ

71 9 
ミニチュ

6 2966 完形 5.4 1.8 2.8 ヘラナデ ナデ
砂粒を含

良好 授色 明赤褐色 輪積成形 弥墳生~古
ア土器 む
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石製品では，紡錘車と片刃石斧が出土している(第133図)0121は扇平片刃石斧である。 122は紡錘車で

滑石製である。

第 2節平場出土の遺物の概観

次に各平場の遺物の出土状況を概観する。出土遺物数は実測図を掲載したものと，接合はしたが図化で

きなかった破片を集計し掲載している。たとえば白磁皿 3(5 )は，図化ができて本書に掲載したのは 3点

であるが，接合はしたが図化しなかった破片を含めると 5点の破片が出土していることを意味している。o
のないものは，完形品かあるいはそのままで図化できたものである。図化できなく，接合もできない小破

片は数えていない。

( 1 )平場 1の出土遺物の概観

遺物の出土層位は，表土層(I層)および盛り土層 (II層)からである。内訳は中国製磁器13点で白磁皿 3

( 5 )点，青磁皿 2(2)点，染付皿 5( 7 )点である。国産陶磁器は瀬戸美濃窯灰軸丸碗 1( 1 )点，同灰柚卸

皿 1( 1 )点，同鉄紬小皿 1( 1 )点，同鉄粕小壷?1 ( 1 )点，同錆紬播鉢 2( 2 )点，カワラケ 1( 1 )点であ

る。第85図234の鉄紬小壷の底部片は初山窯産と思われ， 293の播鉢とともに大窯 3(後)で，笹子城跡とし

ては最も新しい段階の遺物である。

( 2 )平場 2・3の出土遺物の概観

瀬戸美濃窯産の灰軸挟み皿・端反皿が 1( 1 )点，常滑壷・斐片が 2点出土しているが，小破片で図化は

できなかった。出土層は表土層である。平場 2・3の調査は，士層断面観察用のトレンチ部分は手掘りで

行ったが，ほかは重機によって掘削を行ったため，平場全体の出土遺物の組成，数量は不明である。瀬戸

美濃窯産灰粕皿(156)は堀Aから出土し，大窯 1期(前)に属している。平場 2・3出土の遺物はすべてA

面(A.表土層)からの出土である。

( 3 )平場4・5の出土遺物の概観

手掘りで掘り下げを行った部分は 3 本のトレンチ (T1~T3) のみで，あとはすべて重機による掘削の

ため，平場 4・5から出土した遺物のすべてがトレンチ内からの出土である。このため本書に収録した出

土遺物の組成および数量が平場4の様相を示しているとは言えない。出土遺物は白磁盃 1( 1 )点，染付皿

1 ( 1 )点で， i章州窯産と思われる。瀬戸美濃窯産の灰粕挟み小皿 1( 1 )点，同錆軸播鉢 1( 1 )点，カワラ

ケ2( 2 )点が出土している。常滑窯産大要片が 3点出土したが図化はできなかった。錆粕播鉢は大窯E期

(前)が出土している。 130の染付はj章州窯製と思われる。

( 4 )平場 6・7からの出土遺物の概観

平場 6からは多くの遺物が出土している。まず特記すべきは，中国製褐軸茶入が 3(4)点出土している

事である(第72・151図)。その他に，白磁皿 6(11)点，割り高台小皿 3( 5 )点，端反皿 4(4)点，袋物 1

( 1 )点，盃 3( 3 )点である。青磁は，稜花皿20(55)点，端反皿 2(8)点，内湾系 2(2 )点，折縁盤 2(3 ) 

点，盤 1(3)点，碗 1( 1 )点，染付皿18(20)点，端反皿 6(11)点，高台付皿 1( 1 )点，分類名なし 2( 3 ) 

点，碗 1( 1 )点，端反碗 1( 1 )である。瀬戸美濃窯産は灰軸丸碗 2( 7 )点，灰柚皿 1( 1 )点，卸皿 1( 1 ) 

点，片口碗 1( 1 )点，挟み皿 3(22)点，腰折皿22(91)点，端反皿 1(10)点，灰紬灯明皿 3( 3 )点，灰粕小

皿 8(23)点，鉄紬縁紬小皿 3(12)点，天目碗 9(18)点，錆柚播鉢47(313)点，香炉 2( 6 )点，双耳小壷 1

( 6 )点，鉄柑小壷 3( 6 )点，盤類 1( 1 )点，大皿 1( 1 )点，却目付大皿 1( 1 )点，瓶子 2(3 )点，常滑産
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蓋・査 4( 5 )である。瓦質土器の揺鉢 3(4 )点，筒型香炉 1(3)点，袴腰形香炉 2( 2 )点，カワラケ65

(108)点，耳カワラケ 1( 1 )点，東海系羽釜 5(10)点，茶釜 1(2)点，内耳鍋 2( 2 )点，常滑産担ね鉢0

( 2 )点である。 133の染付皿はi章州窯産と推定される。 347の双耳小壷は笹子城跡出土の唯一のものである。

501のカワラケは柱状高台である。その他に図化は出来なかったが担鉢の破片が2点出土している。

平場 7からも多くの遺物が出土している。白磁皿 2( 2 )点，端反皿 2( 2 )点である。青磁は，稜花皿 1

( 2 )点，碗 2(4)点，染付皿 4( 9 )である。瀬戸美濃窯産は灰軸丸碗 1( 1 )点，片口碗 1( 1 )点，腰折皿

1 ( 1 )点，端反皿 1(2)点，端反皿or丸碗 1( 1 )点，天日碗 3( 3 )点，錆紬播鉢4(12)点，鉄粕三足盤 1

( 2 )点，常滑産棄・壷 1( 1 )点である。瓦質土器の播鉢 1( 1 )点，カワラケ 4( 6 )点である。染付には草

花文のあるもの(第78図108)，唐草文のあるもの(第78図109)，渦巻文のあるもの(第78図110)がある。 132

は樟州窯産と推定される。

( 5 )平場8からの出土遺物の概観

平場8からも多くの遺物が出土した。白磁皿 2( 2 )点，割り高台小皿 6(22)点，端反皿 1(5)点，高台

付盃 1(5)点である。青磁は，皿 1(4)点，稜花皿 5(7 )点，染付皿 4(10)点，碗 1( 1 )点，レンツ・碗

1 ( 1 )点である。瀬戸美濃窯産は灰紬皿 2( 2 )点，灰紬縁紬小皿 6(26)点，腰折皿11(89)点，鉄粕縁粕小

皿2( 5 )点，天日碗 6( 8 )点，錆柚播鉢12(41)点，大皿 1(1 )点，卸目付大皿 1( 1 )点，盤類 1( 1 )点，

鉄紬査 1( 1 )点，常滑産費 2(52)点である。カワラケ37(117)点である。第90図270は志戸日窯産と推定さ

れる。

( 6 )平場10からの出土遺物の概観

平場10からも多くの遺物が出土している。白磁皿 3(4)点，瀬戸美濃窯産は灰軸平碗 1( 1 )点，腰折皿

4 ( 7 )点，灰軸縁軸小皿 1( 1 )点，端反皿 1( 1 )点，錆粕揺鉢4(29)点，卸目付大皿 1( 1 )点，常滑産壷

1 (31)である。瓦質土器の播鉢 1( 5 )点，カワラケ 3( 4 )点である。白磁はB類に，瀬戸美濃灰軸皿は後

期町新に属する。播鉢は大窯 1期(後)が多い。

( 7 )平場11からの出土遺物の概観

平場11からも遺物が出土している。青磁碗 1( 1 )点，染付皿 1( 1 )点，瀬戸美濃窯産灰軸平碗 1( 1 )点，

錆柑播鉢 1(13)点，常滑聾 4( 4 )点，近世陶器内耳鍋 1( 1 )点が出土している。第79図123の染付皿には

渦巻文と十字文が見られる。

( 8 )平場12からの出土遺物の概観

平場12からは，中国製天目碗 1( 1 )点が出土している。他に白磁の割高台小皿が 1( 1 )点，青磁稜花皿

( 8 )点，染付皿 1( 1 )，瀬戸美濃産灰紬碗 1( 2 )点，灰紬腰折皿 1( 1 )点，灰柚縁粕小皿 6( 9 )点，灰紬

端反皿or丸碗 1(1)点，鉄軸縁軸小皿 1( 1 )点，錆柚播鉢 6(43)点，大皿 1( 1 )点，常滑聾 3(3)点，瓦

質土器播鉢 1( 1 )点，カワラケ 4( 6 )点，東海系羽釜 1( 2 )点，内耳鍋 3( 3 )点で他に近世陶器等が出土

している。第105図375の常滑聾は五輪塔と伴出している。また，瀬戸美濃窯産の揺鉢は E類に属するもの

で，第114図523は織部向付である。

( 9 )平場13からの出土遺物の概観

平場13からは常滑棄 1( 1 )点，内耳鍋 1( 1 )点，近世陶器鉄粕小壷 1( 1 )点が出土している。

(10)平場14からの出土遺物の概観

平場14からは，白磁割高台付小皿 1( 1 )点，青磁端反皿 1( 1 )点，稜花皿 1( 1 )点，染付皿 1( 1 )点，
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瀬戸美濃窯産灰紬稜花皿 2( 5 )点，天目碗 3( 3 )点，錆軸播鉢11(25)点，東海系羽釜 1( 1 )点，内耳鍋 1

( 1 )点が出土している。

(11)平場15からの出土遺物の概観

平場15からは，近世陶器の内耳鍋 2( 2 )点が出土しているだけで，中世に遡る遺物は出土しなく，図化

出来る遺物の出土はなかった。

以上が各平場出土の遺物の概観である。

第 3節貿易陶磁器

笹子城跡は，城館跡としての重要度とともに，出土した貿易陶磁器の数量が大変重要で、あった。そこで，

可能な限り出土遺物の図化と，出土位置および出土面の状況把握，それに出土遺物の伴出関係が理解出来

ように配慮した。

( 1 )中国製褐紬陶器(第72図 1-4) 掲載した遺物は次のとおりである。褐紬茶入が 3点出土している。

1・2・4で，胎土は級密で， 1の断面は褐色をしている。3は天目碗で 1点のみ出土している。出土B

面に帰属している。

( 2 )白磁(第73-75図) 掲載した遺物の器種と点数は次のとおりである。皿 1点，割高台付小皿11点，端

反皿 9点，袋物 1点(31)，盃 4点，高台付盃 1点が出土している。殆どがB群に属するもので， C 1群も

若干見られる (28・30・39・42)029は口縁部に鉄紬がかかっているもので， 15世紀中頃と思われる。31の

袋物は青白磁である。32は底部外面に朱書きがある。34・35の端反皿は古いタイプに属するものである。

44の盃は八角形に面取りされているもので貫入りである。

( 3 )青磁(第76-77図) 掲載した遺物の器種と点数は次のとおりである。皿 1点，端折皿 5点(うち 1点

は稜花皿)点，内湾系皿 2点，稜花皿31点，盤 1点，折縁盤 2点，碗4点が出土している。91の碗は口縁

部に雷文がみられ， C 2類である。90はB3類である。

( 4 )染付(第78-80図) 掲載した遺物の器種と点数は次のとおりである。レンツ・碗 3点，皿33点，高台

付皿 1点，端反皿 6点，分類名なし皿 2点，碗 2点，端反碗 1点が出土している。全部で48点が図化でき

た。染付の文様は実測図としては図化しないで，写真を挿図に入れて出来るだけ掲載することとした。

132， 133は中国福建省津州窯産の製品である。B1・C3類が多い。135の碗は高台が高く，古い体部に

属するもので，貫入りである。
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第4節 国産陶磁器

( 1 )瀬戸美濃窯(第82-103図)

掲載した遺物の器種と点数は以下のとおりである。片口碗2点，丸碗3点，平碗 2点，碗 2点，卸皿2

点，挟み皿4点，挟み皿・端反皿 1点，腰折皿38点，皿 3点，双耳小壷 1点，端反皿 5点，灯明皿 3点，

稜花皿 2点，縁軸小皿21点，鉄粕小皿 7点，天目碗21点，錆紬播鉢88点，鉄軸三足盤 1点，鉄軸小査 5点，

鉄紬壷 1点，盤類 2点，大皿3点，卸目付大皿 3点，瓶子 2点，香炉 2点が出土している。

a 灰紬碗(第81図141-144)

141・142は碗， 143・144は丸碗， 145・146は片口碗と思われる。 147・148は平碗で，瀬戸美濃後期町

(新)段階のものである。

b 灰粕皿(第82-84図149-227)

156-159・224は挟み皿で，卸皿(152・155)，腰折皿(153・154・160-195)，端反皿(196・197)，稜花

皿(201-202)などが見られる。 198-200は灯明皿， 203-234は縁紬小皿で，口縁に軸が施され，小さい皿

である。 235は鉄軸小壷で，底部の破片であるが初山窯製品と推定される。。

c 天目茶碗(第86図236-256) 後期W期(新)-大窯 1期の段階のものである。

d 摺鉢・鉄軸播鉢 (第87-102図257-344)

第90図270は志戸呂窯製品と思われる播鉢が出土している。平場 8と平場10から破片が出土し，接合し

ている。 A面， B面， c面の各面からの出土であり， c面の使用時期を推定するのに重要な遺物である。

340・341は平場12・14から出土したもので，播鉢E類に属するものである。

ヒ弓ーメ 子→ヒマー-v

主主;(1判 )J禍

、ミ寸 J J伺

。 (1/3) 10cm 

第81図 瀬戸・美濃灰粕碗
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e その他(第103図345~362)

345は袴腰形香炉で， 346は筒形香炉である。 348~350は大窯期の鉄軸小壷である。 351は盤類で底部外

面を硯に転用している。 355~357は卸目付大皿で，後期N(新)段階のものである。

( 2 )常滑

掲載した遺物の器種と点数はつぎのとおりである。査し聾15，担ね鉢片 2が出土している。

a 担鉢(こねばち) 図化は出来なかったが，担鉢と思われる土器片が2片出土している。

b 壷・聾(第104~106図363~378) 367は9型式で15世紀前半に， 365・366・・ 368・372は10型式で15

世紀後半に， 363は平場10から出土し，平場12の堀Pの覆土から五輪塔と一緒に出土した375とともに11型

式で16世紀前半の遺物と推定される。

( 3 )瓦質土器

掲載した遺物の器種と点数は次のとおりである。播り鉢5，袴腰形香炉 2，筒型香炉 1が出土している。

a 香炉形土器袴腰形香炉 2点(385・386)，筒形香炉 1(384)が出土している。 385は外面上位にスタン

プ状の文様があり，下位には蓮弁文が押圧施文されている。

b 摺鉢(第107図379~382) オリーブ灰色あるいはオリーブ黒色を呈している。胎土は長石，石英粒を

多量に含む。

( 4 )カワラケ(第108~111 ・ 171 図)

最も多量に出土した遺物である。皿116点，耳カワラケ 1点が出土している。全遺物破片数のうち

43.8%， 2.207点を数えることができた。大部分は細片で，盛土整地層中から出土しているが，盛土整地層

中から出土したものもあり， 6枚.8枚重ねの状態で出土したものもあった。

耳カワラケは図化出来た物 1点と，図化できなかったものが2点出土している。千葉市生実城跡の調査

によってカワラケの編年がなされたが，その成果を援用すると，笹子城跡出土のカワラケは第171図のよ

うな変遷がみられる。

近年，県内各地で中世城館跡の調査が行われ，多くの所見と新資料が提出されており，笹子城跡の調査

実施時とは隔世の感がある。とくに，千葉市生実城跡の調査，最近では光町城山遺跡の調査がその代表的

な例である。それら調査の中で特にカワラケの編年的研究が行われきている。ここでは，千葉市生実城跡

の成果を元に笹子城跡出土のカワラケを概観したい。以下は千葉市立加曽利貝塚博物館築瀬氏の教示に若

干手を加えたものである。

笹子城跡のカワラケは，いずれもロクロ整形によるもので，静止糸切りによる町類以外はいずれも右回

転の糸切りによって底部が切り離されている。カワラケは，大小幾種かのサイズのセットによって使用さ

れることが多いが，同時期のものでも大きさによりその形態にも若干違いがみられるものが存在する。本

来であれば，遺構の共伴遺物で一つのセット関係を検討することが必要である。ここでの分類は，大きさ

を含めた形態と製作技法および胎土などによって分類した。

(分類)

I類:体部に丸みをもち，やや大ぶりで体部と底部の境目がなく，内湾型のもの。柱状高台や内黒の資料

が各 1点ずつ検出されている。

E類:体部が直線的に外反するもので，いずれも内面見込みには，横ナデが加えられており，皿類よりも

強いナデのものが多い。
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II -1類は，黄白色の粉っぽい胎土で器壁が薄手につくられ，体部中部に屈曲を有するものもある。ロ

クロ目がやや粗いものが多い。大型と中型の 2種がある。

II-2類は，体部下半に屈曲があるもの。胎土が赤みを帯びたものが多い。大型と中型の 2種がある。

II-3類は， II -1類と同じ胎土で，小型のもの。

II-4類は， II -2類の小型のもの。

II -1類と 3類， II -2類と 4類はそれぞれセット関係にあるものと思われる。

II-2類は，胎土や形態がII-1類と次のE類との中間型ともいえるものである。

E類:全体に器高があまり高くなく，口唇部が肉厚になるものが多い。大きさは大中小の 3タイプあるが，

大型は少なく，中小の 2タイプセットが主である。内面見込みにナデ調整が加えられるが，軽く加えられ

るものが多く，不明瞭なものも多い。

m-1類は，口唇部が若干外反するもので，やや深いタイプと浅めで皿に近いタイプの二種がある。大

型と中型の 2種がある。

m-2類は，外反せずまっすぐに立ち上がるものである。大型と中型の 2種がある。

m-3類は小型のもので，体部はやや丸みを持ち底径が大きい。

m-4類は小型のもので，体部はやや丸みを持ち底径が小さい。

町類:赤褐色のレンガ色を呈し，胎土のキメがやや粗いものである。外底は静止糸切りによって切り離さ

れ，内面見込みには横ナデは加えられない。製作技法や胎土が他のものと大きく異なる特徴的な一群であ

る。おそらく他のタイプとは製作地が異なると思われる。

町一 1類は，体部が直線的に外反するもの。

町一 2類は， 1類の小型のもの。

1 . 2類は，いずれも口唇部が角張っており，これは口唇部を糸切りによって整形した痕跡とみられる。

町一 3類は，体部上半部が少し丸みをもって内側に屈曲するもの。

N-4類は，小型のもの。

N-5類は，体部が大きくラッパ状に外反するもの， 1点のみ出土している。

町一 6類は，小型の皿状のもので，体部が丸みをもって底部に連続し，体部と底部の境がないか，ほと

んどないものである。

町一 7類は 1点のみであるが，底部が少し突出し，口唇部がやや外反するo

N類は，真里谷城跡で確認されているものに類似資料がある。

耳カワラケは図示した 1点(平場6出土・第111図503)以外に，平場6・7で1点確認できた。その他，

図示はしていないが，底部がやや厚手で突出するものが平場 6・7に2点確認できた。これは，大多喜城

跡など東上総方面に分布が見られるものに近い。

(時期)

I類は15世紀中葉以前のもので，古代末~中世初期。

E類は古瀬戸後期町期新段階に伴う場合が多く， 15世紀後半

m-1・3類は千葉市生実城跡で，瀬戸大窯 1段階に伴っているものと同タイプで， 15世紀末から16世

紀第 1四半期。

m-2・4類はその後の16世紀第 2四半期
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W類は，時期を特定しきれていないが，少なくとも16世紀以降，笹子城跡では最も新しい時期。

笹子城のカワラケは，全体的には15世紀の後半から16世紀の中頃までのものが大部分をしめ，共伴して

いる瀬戸製品などの陶磁器の年代観とも一致する。

(分布)

E類は，千葉市の猪鼻城跡や生実城跡で検出例があるように，千葉市内には分布のまとまりがあり，市

原市白船城跡や袖ヶ浦市荒久遺跡でも確認されており，東京湾東岸北部に分布域があり，笹子城跡はその

南限に近い。

E類は，千葉市生実城跡にまとまった資料が検出されており，木更津市真里谷城跡や金谷城跡まで， n 

類と同じく東京湾沿いに分布が確認できる。

W類は，下総にはないタイプで上総南部に分布域があり，真里谷城跡に類似資料が認められる。

( 5 )東海系羽釜(第112図504-511)

掲載した遺物の器種と点数は次のとおりで，羽釜 7，茶釜肩?1が出土している。

口縁部が直立に立つものと若干内湾するものがみられる。 507・508は茶釜と推定される。

( 6 )内耳鍋(第113図512-518) 7点が出土しており，すべて小片である。

( 7 )近世陶磁器(第114図523・524)

掲載した遺物点数は次のとおりで，大皿片，内耳鍋4，鉄軸小壷 1，織部向付け 1などが出土している。

a 内耳鍋(第113図520-522)

b 鉄軸小童(第114図523) 瀬戸美濃産の鉄粕小査であ。

c 織部向付(第114図524) 織部向付の破片で，唯一 1点が出土している。

第5節その他の遺物

( 1 )土製品

a 土錘(第115-118図) 平場 6，平場8，平場12から出土している。特に平場8から多量の土錘が出土

した。平場8の土坑65，土坑39からは多量の土錘が出土した。形態的な特徴として，平場6と平場12から

出土した土錘はややずんぐりした形状をしており，一方，平場8の多くのものは細く，小型であることが

特徴と言える。

b 土器片を転用した砥石(第119図) 多量の破片のなかで整理作業中に確認出来たもの。他にも転用砥

石がある。周囲は摩滅しており，砥石として多用されたことが伺われる。

( 2 )金属製品

a 刀子 (第120図) 18点が図化できた。 1は束部分が残存している。 15は刃部に竹状のものが巻かれ

た痕跡が確認できる。

b 鉄製品(第121図) 21点が図化できた。 1・2は小札である。 3は鞍金具か鎧の締め金具と思われる。

6-8は鉄鎌で， 6は茎部の断面が六角形をしている。 7. 8も大変遺存度がよく，良品である。 9-16 

は火打ち金で残存状態は良好である。

c 環状製品(第122図) 1-14は環状の鉄製品である。 1は断面が平らで， 5 -12は断面が長方形を呈

する。他の製品は断面が丸形である。

d 鉄鍋(第122図15 図版19)
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平場 6の土坑223内から出土した。平場 6のE期にあたる面からの出土である。初期保存処理が不充分

で，本書に掲載した実測図は遺物出土状況図から図化した。そのため，側面・断面図は図化できなく，類

例として鹿島前遺跡出土の鉄鍋を参考として一部改変して掲載した。口径36cm，高さ19cmを計る。

e 鉄釘 (第123図) 鉄釘は35本が図化出来た。平場 6の土坑から出土したものが多く，ピットからも

出土している。

f 銭貨 (第124-130図)

多くは中国銭で，永楽通宝を含くんでいる。各銭貨の枚数は以下のとおりである。永楽通宝が最も多く

27枚，元豊通宝が26枚，元祐通宝と洪武通宝18枚，開元通宝15枚，寛永通宝14枚，皇宋通宝と照寧元宝12

枚，天聖元宝 7枚，聖宋元宝と紹聖元宝 5枚，嘉祐通宝 4枚，治平元宝・大観通宝・政和通宝・宣和通宝

3枚，和同開弥・成平元宝・祥符元宝・明道元宝 2枚，元福元宝・宋通元宝・太平通宝・淳化元宝・至道

元宝・景徳元宝・天稽通宝・景祐元宝・元符通宝・正隆元宝・大定通宝・至元通宝・至大通宝・朝鮮通宝

が各 1枚で他に不明銭貨が17枚出土している。

特記すべき事に和同開弥が2枚出土している。和同開首、は平場11の上層から出土している。遺物番号は

25-1-3で銭貨は 3枚が出土している。そのなかで25-1と25-3の2枚が和同開弥， 25-2が聖栄元

宝である。研究連絡誌では 15枚が付着した銭貨のなか」から確認された旨の記載があるが，遺物番号か

らは 5枚のうち和同開弥 2枚を含む 3枚が確認でき，他の 2枚の銭貨については不明で、ある。 211-213は

洪武通宝で，背文字銭で「一銭Jの文字が確認できる。

g 銅製品・独鈷杵(第131-132図)

1は分銅で平場 6から出土した。重さは58gで1gを0.26匁とすると約15匁の重さである。 2は独鈷杵

で平場 6から出土した。長さは15.2cmで、ある。遺物番号は1145で，調査者は「鉄鍋(第12図15)と独鈷杵は

近接して同一面(注:平場 6のE期， B又はC面)から出土し，さらに瓦質香炉(第107図384)が脚部のみ欠

損して逆位の状態で近接して出土している。これら 3種の遺物はセットであり，儀礼行為にともなうもの

と考えjているが，鉄鍋は明らかに土坑223から出土しており，独鈷杵および瓦質香炉との伴出関係は不

明である。

( 3 )石製品(第133図 1-7・122)

a 硯・磨製石斧・紡錘車

1-7は硯である。 121は磨製石斧で， 122は滑石製の紡錘車である。

b 水晶製五輪塔(第133図123)

水晶製の五輪塔で，高さ3.2cmを計る。地輪部は六角形を呈し幅1.8cm，水輪部の径は1.6cmを計る。火輪

と水輪部分の内側はくり抜かれており，舎利容器として使われたものと推定される。火・水・地輪部分の

み残存しており，蓋にあたる空・風輪部分はなかった。水晶製五輪塔の類例はない。平場8からの出土で

町期またはV期の盛土整地層からの出土である。

c 茶臼(第134・135図)

8から31は茶臼で， 8 -10， 23は上臼で， 11-22， 24-31は下臼である。 34は平場 7から出土した遺物

番号169と平場12の堀P東側覆土から出土した破片が接合したものである。第134図8は花弁の文様が彫ら

れており，丁寧なっくりである。

d 挽き臼(第136図)



32-37挽き臼である。 32-35・37は上臼， 36は下臼である。

e 砥石(第137-143図)

砥石は全体に小型で，よく使いこなされている。 46と89の上部に孔が穿がかれており，下げ砥石として

使用されていたものと考えられる。残存の形状からすると元は断面が5cmx5cmほどのものと推定される。

f 宝陸印塔・五輪塔(第144-147図)

石塔類は多量に出土している。遺構からの出土は平場 6の堀G，平場 7の土坑3から五輪塔が，平場 7

の土坑11，平場 8の土坑32から宝陸印塔が，平場10から五輪塔が，堀Dと堀Pの東端部からの出土に限定

される。平場 6の堀Gの覆土中位からの出土と，平場10の堀P東側覆土中位からの出土は，両者の同時性

と，笹子城跡の廃棄および堀の改変を示す貴重な資料になると思われる。

( 4 )木製品(第148-150図)

木製品は，平場10の井戸10および平場12の堀Pの覆土から出土している。

a 漆器椀等 漆器が出土しているが，調査段階で既に取り上げられる状況になく図化できなかった。 1

は，板状の製品である。長方形の薄板で，径2.5cmの孔が2個ある。全体に黒漆の塗布が認められる。 2

も全体に黒漆の塗布が認められる。 3は目盛り状の刻線があり，定規の可能性がある。 4は中央に柄穴状

の孔がある。

b 木筒状木製品 10・14はくびれ部が加工され，木筒状の形状をしている。

c 加工材 6は一端が斜めに加工され，中央からやや端寄りに径4凹ほどの孔が穿孔されている。 8・

9は用途が不明であるが面取りされている。 11は一部は欠損しているが丁寧なっくりである。 12・13は板

状を呈し木釘の穴がある。

d 杭 5は杭状で両端を加工しており，一部に樹皮が認められる。 7は建築材と思われ，端は斜めに切

断されている。 15は断面長方形で一端が焦げており，他の一端には細かな加工が施されている。杭として

使用したものか。 16は一端に孔があり他の一端は加工され杭先に使用されたものと思われる。
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第 8表土器観察表(1) 掲載遺物(1)
※ 帰属複数片が別平場から出土した現金の厩位置の事場番号

図番版号 掲事警議
分 類 造物 実測 接合 接合 遺物 造物台帳 時期編年 器形等の特徴

大分類 中分類 小分類 帰平場属 車事 遺構番号 調N査a時 害警 番号 番号 のみ 所属面 記載面 カワラケよはる築翻氏に
-印は藤樺氏による

72 1 中国褐柚某入 褐軸茶入 某入 6 6 1504 l B B 
l 6 6 随 G 116 1517 l 

2 中国褐紬茶入 褐(鉄?)粕茶入 図書入 6 6 1566 2 B B 

3 中国天目某碗 天日 腕 12 12 31 115 B E①直上一括

4 |中国褐輸事入 褐(鉄1)粕茶入 茶入 6 6 l関5 3 B B 

5 瀬戸美濃 その他 鉄紬小壷 8 8 11 4 A I上 古瀬戸後期

73 6 白磁 皿 I I 3 B群

7 白磁 皿 |割り高台小皿 6 6 檎 18 241 1 2 A 中 B群

7 6 LJi:揮 18 91 1 2 A 中

7 6 6 蹄 18 101 1 2 A 中

8 白磁 皿 崎反皿 6 6 l:t坑 116 31 8 BC I BC群 15C空堕 端反皿り古いタイプ

9 白磁 皿 6 6 2132 2 3 B B B群

9 6 6 2529 2 3 A A 
9 6 6 2548 2 3 A A 

9 6 6 2779 2 3 A A 

10 白磁 皿 6 6 9臼 5 B A下 B群

11 白磁 皿 6 6 l桜拘 6 4 B B B群

11 6 6 坑 76 31 6 4 B I 

11 6 6 1381 6 4 B B 

12 白磁 皿 6 6 1683 7 C C B群

13 l白磁 皿 8 8 573 7 B群

73 14 |白磁 皿 8 8 1291 8 D D B群

73 15 白磁 皿 10 10 109 l 12 B B B群

15 10 10 581 1 12 B B 
73 16 |白磁 皿 10 10 坑 1 1I 141 2 B B群

73 17 |白磁 皿 10 10 121 3 B B群

73 18 |白磁 血 i割り高台小皿 12 12 801 1 14 B s (盛土上層 B群 内面に 2か所重ね焼き

18 12 6 8回 l 14 B A下 の跡が見られる

73 19 白磁 皿 割り高台小皿 6 6 士坑 109 21 3 B I B群

底部外商に漆記号あり

73 20 白磁 皿 割り高台小皿 6 6 土坑 105 61 4 B I B群

74 21 |白磁 皿 割り高台小皿 8 8 1249 1 5 D D B群

21 8 8 l岨 l 5 B E 
21 8 8 土坑 10 日8 l 5 C 

21 8 8 士坑 36 1006 1 5 D 

21 8 8 1210 l 5 D D 
74 22 |白磁 皿 |割り高台小皿 8 8 1511 2 9 D D B群

22 8 8 土坑 12bllO 617 2 9 C 

22 8 8 士坑 12bll2 684 2 9 D 

74 23 白磁 皿 1り高台小皿 8 8 8田 3 8 D E B群

23 8 8 370 3 8 C C直上

23 8 8 666 3 8 C C直上

幻 8 8 870 3 8 C C直上

23 8 8 872 3 8 C C直上

74 24 |白磁 皿 割り高台小皿 8 8 301 4 7 B E B群

24 8 自 土坑 39 1011 4 7 D 

24 8 日 1136 4 7 A 

24 8 8 1137 4 7 D 

74 25 白磁 皿 割り高台小皿 8 8 1700 5 D D下 B群

74 26 |白磁 皿 |割り高台小皿 8 8 1329 6 10 D 上 B群

26 8 8 964 6 10 D C下

26 8 呂 987 6 10 D C下

26 8 8 1542 6 10 D D 

75 27 白磁 皿 |割り高台小皿 14 14 1951 1 A A B群

75 28 |白磁 皿 l端反皿 I 11 1 l A I C 1群

28 I 21 1 I A I 

75 29 白磁 皿 端反皿 8 8 859 10 13 D C下 C群・ 15世紀頃 口頃縁に鉄紬， 15世紀中

29 8 14 11 1 13 A 表土下部一括

29 8 14 271 1 13 B B 

29 邑 14 212 l 13 A A 

29 8 14 225 1 13 A A 

75 却 自磁 皿 |端反皿 1 l 21 2 11 B E C 1群 端氏皿の典型

初 1 I 31 2 11 A [-s 

75 31 白磁 |袋物 袋物 6 6 構 l 31 12 A I 青白磁，袋物だが不明

CB群 15-16C前 底部外面に朱書きあり
75 32 白磁 盃 高台付坪 8 8 1518 9 6 D D 

32 8 8 241 9 6 B E中

32 8 8 9ヲl 9 6 D C下

32 8 8 1164 9 6 D D直上

32 8 8 11白 9 6 D D直上

75 33 白磁 盃 4 4 691 1 A A B群

75 34 白磁 血 |端反皿 6 6 お臼 9 B B BC群 15C中頃 端反皿の古いタイプ

75 35 l白磁 皿 |端反皿 6 

端反皿の古いタイプ

6 61 10 A I BC群 15C中頃
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掲鰐議 遭存度 単位 cm， ( )は復元値，現存値 掘り目 整形調整 胎土 焼成 色調 ( )は施軸部分

% 破片 口径 底径 器高残存高 (本Icm) 外面 内面 外面 内面 断面

胴を下究損部から底部
2.3 

とても練密 普通 褐色 褐色 褐色

l 回 4.2 

1517 

25 (2.6) 
とても綾密 普通 色内外面柚部は黒褐 無紬部は暗灰色 暗灰色

2 口辺部のみ残存 1.0 
回り転へら削 差粒を含む 良好 暗灰褐色 紬 暗灰褐色

3 破片

30 (2.6) 
底切部り回転糸 とても綾密 普通 紬部は黒褐色 褐内外色面(小と豆も色無粕)都は

褐色(小旦色)

4 胴以下残存 2.6 

害告を少量 普通 褐内外色商とも暗褐色~淡褐色

5 20 肩部残存 1.2 

6 底部片 密 普通 内外面白色 淡褐色

7 'iO (~h) 4.6 2.0 密 良 内外面白色 白色

7 
7 

8 口縁部片 密 普通 内外面青白色 白色

9 25 9.0 4 密 普通
色色内外，面露軸胎部部はは乳淡褐白

淡褐色

9 

9 
9 

10 口縁部片 曹 普通 内外商乳白色 淡褐色

1 口縁部片 曹 普通 内外面白褐色 淡褐色

II 

II 
密 普通

露内外胎面部紬は部淡褐は色白色，
白褐色糠褐色

12 口縁部片

密 普通 紬は部白褐白色色， 露胎部 白色

13 口縁部片

4 口縁部片 淡褐色，密 普通 内外面とも乳白色 淡褐色

15 20 口縁部片 9.0 1.5 曹 普通 内外面とも乳白色 白褐色

15 

16 口縁部片 密 普通 内外面とも白色 白色

17 口縁部片 密 普通 内外面とも白色 白色

lR “) 4.0 1.6 陳トヲ部けはず回り転 密
普通 内外面軸部は黄白色， 淡褐色

'" 
露胎部は横褐色

司E 普通

色部色内外~ は 乳書院白
白褐色~淡褐色

19 底部片 4.0 1.4 

回り転へら削 密 普通
色部内外~は面乳黒紬褐白色色部は，灰露胎白

淡褐色

20 底部片 4.4 1.6 

21 80 11.7 4.2 2.2 回り転へら削 白色で曹 普通 E色F親書li鵠 白色

21 

21 

21 

21 

22 回 11.6) 4.2 2.3 回り転ヘラ削 白色で密 普通 露内外胎面部とも白色， 白色

22 
は白褐色

22 
2.~ 組 8.8 4.2 2.4 回り転ヘラ削 白色で密 普通 磁EE緒 豊 は

白色~事褐色

23 

23 
安q

23 

24 40 9.6) 3.5 2.7 回り転ヘラ削 白色で密 普通 露内外面とも紬色部・ 白色

24 
胎部は白

24 
24 

25 (9.4) (4.2) 
回り転ヘラ削 白色で密 普通

色内外，面露紬胎部部はは乳黒色白
白色

25 
42Z2 0 

26 5目見 (，ミ6ミ〕 4 回り転ヘラ削 白色で密 普通 内外面とも軸部は 白褐色

26 員EL擁壁は黒
話

ク4ミ

(4.4) 
密 普通 内白外色面。とも軸部は 黒白色褐色~淡褐色

27 20 1.0 

28 4.1 1.3 密 普通 内外面白色 白色

28 

29 30 底部欠損 (19.6) 2.6 密 普通 口唇部のみ褐色， 白褐色

29 あ白色とは内外面とも

29 
含Q

29 
初 破片 密 普通 内外面白色 白色

30 

31 体部片 密 普通 青白色 海水色 白色

(7.4) 
白~白褐色 普通

み内外が面かっとたもや白色や青 白~白褐色
32 45 底部欠損 3.1 で密

32 

32 

32 

32 

33 印
外ラ面商Ij回り転Pヘ 密 普通 淡褐色黒褐色 黄白色 淡褐色

底部片 3.8 J.l 

34 口縁部片 密 普通 内外面青白色 白色

密 普通 口内外唇部面の青み白黒色褐色， 白色

35 日縁部片
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土器観察表 (1) 掲載遺物 (2)
当昆 帰属 複数片が別平場から出土した場合の原位置の平場番号

事耳 掲事殺専
分 類 過物 実測 接合 接合 遺物 造物台帳 時期編年 器形等の特徴

大分類 中分類 小分類 帰平属場 車毒 遺構番号 調査時 事宅 番号 番号 のみ 所属薗 記韓面 カワラケよはる築瀬氏に 印は藤樽氏によるNo 

75 36 白磁 皿 端反皿 6 6 ピット 17 11 13 BC I B群

75 37 白磁 盃 6 6 61 18 

75 38 白磁 皿 6 6 3294 19 B群

75 39 白磁 皿 6 6 1099 20 C 1群

75 40 白磁 皿 7 7 関7 1 日 B B群

75 41 白磁 皿 7 7 姻 D 梱A 266 2 上 B群

75 42 白磁 皿 端反皿 7 7 関2 3 B B C 1群

75 43 白磁 皿 端反皿 7 7 144 4 C群

八貫角入形が入に面っ取ていりるした盃，

75 44 白磁 盃 6 6 651 16 B群

露胎部に赤の印あり

75 45 白磁 盃 6 6 878 17 

76 46 青磁 皿 稜花皿 6 6 却65 13 4 C C 

46 6 6 820 13 4 B A下

46 6 6 2855 13 4 B 日

76 47 青磁 皿 稜花皿 6 6 922 14 3 B A下

47 6 6 253 14 3 A A直上

47 6 6 871 14 3 B A下

76 48 青磁 血 稜花皿 6 6 2230 19 18 B B 

48 6 6 276 19 18 A A直上

76 49 晴磁 皿 稜花皿 6 6 1461 却 l B B 

49 6 6 堀 F 114 108 却 l A A直上

49 6 6 F 114 166 却 I A A直上

49 6 6 揃 F 114 181 却 1 A A直上

49 6 6 F 114 お4 20 1 A A直上

49 6 6 1003 却 I A A 

49 6 6 l岨3 20 1 B B 

49 6 6 1403 20 1 B B 

76 50 青磁 皿 8 8 8お l 10 D C下

50 8 8 3品 l 10 C C直上

印 8 8 367 1 10 C C直上

50 8 8 制9 1 10 D 

76 51 青磁 皿 稜花皿 8 8 949 3 13 D D直上

51 8 8 899 3 13 D E 
51 8 8 921 3 13 D C下

76 52 青磁 皿 稜花皿 8 8 堀 L ID 21 2 

76 53 青磁 盤 6 6 121 24 8 A I 15世紀頃 盤の小さい物

53 6 6 432 24 8 A A直上

53 6 6 647 24 8 A A直上

76 54 情磁 皿 端折(稜花)皿 l I 31 2 A I 

76 55 青磁 皿 端反皿 I 11 I A I 
碗C2類に伴う折縁皿

76 56 情磁 皿 端反皿 6 6 1278 B A下

76 57 青磁 皿 端反皿 6 6 1762 2 5 C C 

57 6 6 F 114 391 2 5 A A直上

57 6 6 1759 2 5 C C 

57 6 6 ピット 30 I1 2 6 BC I 

57 6 6 1739 2 6 B B 

57 6 6 1773 2 6 BC B 

57 6 6 お84 2 6 BC B 

76 58 青磁 皿 端医皿 14 14 61 1 A A 

76 59 青磁 皿 内湾系 6 6 開 F 114 1721 26 A A直上

76 印 青磁 皿 内湾系 6 6 731 30 A A直上

76 61 青磁 皿 稜花皿 6 6 陶 F 114 1361 3 A A直上

76 62 青磁 皿 稜花皿 6 6 2850 4 7 B B 

62 6 6 お4 4 7 A A直上

62 6 6 901 4 7 B A下

62 6 6 1276 4 7 B A下

62 6 6 比坑 112 1846 4 7 BC 覆土

62 6 6 2回。 4 7 B B 

76 63 青磁 皿 稜花皿 6 6 土坑 216 11 5 2 C I Z次焼成予

63 6 6 楓 F 114 1491 5 2 A A直上

76 64 青磁 皿 稜花皿 6 6 379 6 A A直上

76 65 青磁 皿 稜花皿 6 6 1864 7 21 C C 

前 6 12 361 7 21 盛土上層

76 同 青磁 皿 稜花皿 6 6 陶 G 116 981 8 22 B A下
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25 
量存度 単位.岨. ( )は復元値，現存値 掘り目 盤形・調整 胎土 焼成 色調 ( )は施軸部分

% 破片 口径 底径 器高・残存高 (本Ic皿) 外商 内面 外面 内面 断面

密 普通 内ぽ外い面白や色や灰色っ 白色
部 口縁部片

37 口縁部片 密 普通 内外蘭とも乳白色 乳白色

密 普通

E機F構E色聖書信25
機褐色白褐色

38 ロ縁郡片

密 普通 内外薗軸部は白色 略語草灰白色
39 底部片

岨 ロ縁部片 密 普通 内外面とも乳白色 決褐色

41 口縁部片 密 普通 内外面とも乳白色 機構色

白色で密 普通
内能外聞・露と胎も紬部部は灰は

白色

42 25 底部片 (7.8) 1.5 
43 口縁部片 密 普通 内外面白色 白色

密 普通

や露喝胎赤事味郁望かは号淡か褐民る色自)号， 

2褐色~淡赤禍

44 底部残存 3.6 2.4 
密 普通 開F鵠

旗掲色

45 底部鷹存 3.7 1.3 
46 初 底部 5.2 1.5 密 普通

説色書官能空襲・
灰色灰褐色

46 
46 
47 破片 詰粧白色を町含微む 普通 内外面とも灰緑色 灰色

47 
47 
48 破片 t~を少量 普通 内外面勇武は褐色 明褐色

岨

49 却 (1l.6) 2.4 
縦号2管

普通
内(透外明面感とのもあ灰る緑軸色) 

灰色

49 
49 
49 
49 
49 
49 
49 
切 却 (10.0) (5.2) 3.0 密 普通

色内外，面露胎と部も暗暗灰灰緑色 灰色

回

回

50 4.8 1.6 
51 15 (1l.2) 1.8 31tZ霊

普通 内外面とも灰緑色 灰色

51 
51 

続 舘 管
普通 色内外面とも暗灰緑 暗灰色

52 12.6 1.9 
日 田 (4，8) 1.6 

宮官崎む皇官

普通 内く外す面んだと黄も軸緑色郁は 灰色灰褐色

回

日

乳細粒白色を含町微む 普通 灰緑青色 灰緑青色 灰白褐色
54 破片

乳細含粒白む色を町少微量
普通 灰緑色 灰緑色 灰色

弱 破片

官施績紬で部な前連に〈L弁には沈文高施
双あタ魚ンり文プ('ス)密

且 青緑~灰緑色 自室内部は灰褐色~灰色

弱 却 (1l.4) (5.4) 3.2 
57 却 (13.4) (邑.4) 3.0 密 普通 灰緑色 灰部緑は色灰，色高台郎露胎 灰色~黒褐色

57 
57 
57 
57 
57 
57 

警告を少量 普通 色内外面とも暗黄緑 淡褐色
関 破片

密含町微，む乳細粒白色を
普通 青内外緑色面とも軸部は 灰色

59 破片

ω 破片 司E 普通 灰緑青色 灰褐色

車柏確台町認し厚部て出お来はさ矢はなり. 
写真車部ま 白をを色含少繊む量細青砂粒む

普通 暗灰緑色
都宮告陪書室部は

暗灰色

61 。 (13.0) 
u、

6.0 3.0 

62 ω (13.4) 5.3 2.9 砂粒 砂に粒含むを僅か 普通
暗内だ外部い面水分軸色あ部.り黄はやばやん

露胎部は暗褐色 灰色

62 
62 
62 
62 
62 
回 m (14.0) 2.5 乳細位白色を町含微む 普通 内外面は暗灰緑色 灰色~暗灰色

63 

観怒号
普通 内外面とも灰緑色 灰色

制 破片

融22警
普通 内外面とも灰緑色 灰色

65 (1l.6) (2.5) 

65 

詰皇態管
普通 内外面とも灰青色 灰色

伍 (12.6) (2.3) 
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土器観察表 (1) 掲載遺物 (3)
m F世平崎・唱見嵩止月 H・8リ寸叫胃M・り W ...Ll.，../";.Ij厨百 V.lJ.凧 ULI且 V1寸ー哩胃世r守

悶番版号 書写
分 類 遺物 実測 接合 接合 造物 造物台帳 時期編年 器形等の特徴

大分類 中分類 小分類 帰平属場 車毒 遺構番号
調査時 遺番物号 番号 番号 のみ 所属面 記識面 カワラケよはる築翻氏に 印は藤揮氏によるNo. 

77 67 青磁 皿 稜花皿 6 6 酷6 9 22 B A下

77 曲 青磁 皿 稜花皿 6 6 21叩 10 22 B B 

77 69 青磁 皿 稜花皿 6 6 用車 113 21 11 22 BC I 

77 70 青磁 皿 稜花皿 6 6 81 12 22 A I 

77 71 青磁 皿 稜花皿 6 6 1378 16 20 B B 

71 6 6 楓 G 116 201 16 20 A I 

77 72 青磁 皿 稜花皿 6 6 2903 18 14 A A 

77 73 青磁 皿 稜花皿 6 6 胸 G 116 227 15 20 A A直上

77 74 青磁 皿 稜花血 6 6 l槌9 17 14 B B 

77 75 青磁 皿 稜花皿 6 6 姻 G 116 218 22 A A直上

77 76 青磁 皿 稜花皿 6 6 坑 130 281 23 BC A直上

77 77 青磁 皿 稜花皿 7 7 349 1 9 B B 

77 7 7 D 随A 472 9 A A上

77 78 青磁 皿 稜花皿 8 8 21 4 A I下

77 79 青磁 皿 稜花皿 8 8 11 5 A I上

77 卸 青磁 皿 稜花皿 8 8 坊6 6 B E③ 

77 81 青磁 皿 稜花皿 12 12 41 1 17 B E最上面一括
内2ド外状次焼面，柑成とがかも器未，面溶ケかロ，イ

81 12 12 371 1 17 盛士上層

81 12 12 391 1 17 盛土上層

77 82 青磁 皿 稜花皿 12 12 印 2 11 B s (盛土)上層

82 12 12 2 11 A I①一括

77 83 青磁 皿 稜花皿 12 12 お 3 12 盛士上層

お 12 12 311 3 12 盛土上層

77 84 青磁 皿 稜花皿 12 12 631 4 B s (盛土)上層

77 85 青磁 皿 稜花皿 14 14 1581 2 A A EEF毒事喜~~浮化
77 86 青磁 盤 折縁盤 6 6 土坑 102 21 29 B I 盤折録

77 87 青磁 盤 折縁盤 6 6 2233 28 19 B B 15世紀

87 6 6 2207 28 19 B B 

77 鎚 青磁 噛且 7 7 初3 25 8 B4 

77 88 7 7 304 25 

77 89 青磁 碗 11 11 姻 。塑主 1171 1 上 B4 

77 90 青磁 腕 7 7 541 2 24 A A直上 B3 

90 7 7 D A 216 2 24 下
口縁に雷文あり

77 91 t育磁 碗 6 6 土坑 242 11 21 BC A直上 C2 

78 92 染付 皿 端反皿 6 6 864 12 4 B A下 B 1 

92 6 6 61 12 4 A I 

78 93 染付 皿 端反皿 6 6 412 14 8 A A直上 B 1 

93 6 6 471 14 8 A A直上

93 6 6 491 14 8 A A直上

78 94 染付 皿 端反皿 6 6 開 F 114 1991 15 A A直上 B 1 

78 95 |染付 凪 端反皿 6 6 開 F 114 1631 16 A A直上 B 1 

78 96 l染付 皿 端反皿 6 6 2980 17 15 B B B 1 高の付台の着外物面が見にゴらマれ粒る状
96 6 6 1021 17 15 A A 

78 97 染付 皿 端反皿 6 6 却61 18 7 C C B 1 

97 6 6 2050 18 7 B B 

78 98 除付 皿 高台付 6 6 9271 29 B A下 E群

78 99 染付 皿 分類名なし 6 6 1199 4 B B C群

78 100 染付 皿 分類名なし 6 6 2517 6 14 C C C群

100 6 6 3411 6 14 A A直上

78 101 染付 皿 6 6 土坑 42 11 22 5 A I B 1 唐草文'

101 6 6 2143 22 5 B B 
唐草文

78 102 染付 皿 6 6 1621 23 B B Bl 

78 103 染付 皿 6 6 711 24 13 A A直上 B 1 唐草文

103 6 6 陶 G 116 1514 24 13 A 
唐草文

78 l倒 染付 皿 6 6 陶 F 114 1521 25 A A直上 B 1 
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掲鰐栽
遺存度 単位 cm. ( )は復元値，現存値 揺り目 整形・調整 胎土 焼成 色調 ( )は施紬部分

% 破片 口径 底径 器高・残存高 (本/c皿) 外面 内面 外面 内面 断面

細乳粒白色を町含微む 普通 内外商とも灰青色 灰色
67 破片

乳細粒白色を青の徴む 普通 内外面とも灰青色 灰褐色
同 破片

乳細粒白色をの含微む 普通 内外面とも灰青色 灰色

69 破片

乳細粒白色を含の微む 普通 内外面とも灰青色 灰褐色

70 破片

砂含粒むを少量 普通 灰緑色 灰 色 黒 褐 色
71 破片

71 

乳細粒白色を含の微む
普通 明るめの灰緑色 灰色

72 破片

2粒青む切を少 普通 露内外胎紬部部は明は灰褐緑色色， 灰色~灰褐色

73 破片

砂含粒むを少量 普通
部色内ん外)だは面灰黒緑褐勇武色色，は(露鉄く紬す胎

黒~褐灰色色~暗灰色
揮，

74 30 5.0 1.2 

詰含粒む白色をの少微量
普通

色褐内外，色面無軸軸部部はは灰暗緑灰
暗灰色

75 底部の剖 底部片 (6.9) 1.7 

乳細粒白色をの含微む 普通 内色外面柚部は灰緑 無紬部は暗青灰色 灰色
76 底部の回 破片 (6.2) 1.3 

77 底部片 高官臨にもら部れ骨る的 乳粒灰を色少の量融含細む 普通 外内外面面の髄とも軸部li灰輯色l
灰色

77 に軸が見 軸部li匹構色

離を少量 普通 内だ外灰緑面色ともくすん 灰色
78 破片

砂含粒むを少量 普通 内外面とも灰青色 灰色
79 破片

砂含粒むを少量 普通 内外面とも灰緑色 淡褐色黒褐色
ω 破片

81 20 (12.2) 1.8 乳粒白を色含微む細 普三成通次予焼? 
灰内外緑面褐色とも軸部は 暗灰色~黒褐色

81 

81 

82 25 (12.2) 1.9 乳粒白を色含微む細
普通 暗内外灰面緑色とも軸部は 灰色

82 

銘 破片 乳植匝を告の量世告細b 普通 内外面とも青緑色 灰色

関

留を少量 普通 明内外感面あると灰も緑やや色透 灰色

84 破片

砂含粒むを少量 普通 褐内外色面とも軸部は 明るい肌色

85 20 (5.2) 1.8 

86 破片 密 普通 青灰色 白褐色

87 破片 細乳粒白色を含町微む
普通 内外薗とも青緑色 灰色

87 

槌 (12.0) 4.2 曹 普通 内く外す面んだと黄も柚緑部色は
田

乳細含灰粒む色をの少微量
普通 色内外面とも暗灰褐 暗灰色

89 体部片

回 破片 乳細粒白色を含の微む
普通 色内外面とも灰緑褐 淡褐色

90 

乳細粒白色をの含微む 普通
灰2緑無色施紬，部高台は灰内褐部

灰色

91 30 5.1 2.5 

曹 普通
紬藍た部半色透は青明味，呉が巣かはっ

白色

92 10 (8.4) 1.8 

92 

93 15 (11.6) (5.8) 2.7 密 普通
軸淡た部半藍は灰色がかっ

淡褐色

93 透色明，呉巣は

93 

黒を色少微量細含粒む
普通

軸濃た部半藍透色は青明味，が呉か須っは
白色

94 底部片

黒鰐細粒 普通
紬っは部淡た藍半は青透色灰明色。が呉か須

白色

95 10 (19.4) 3.0 

96 25 (11.6) (5.4) 2.8 曹 普通 軸半部遭は青匝色がかった 白褐色

96 
明，県壇は出E色

97 10 (8.6) 1.5 曹 普通 軸半道部明は青昧がかった 白色

97 
，県彊は藍色

宮 普通
鮮軸藍た藍色部半透色は青明~色，くが呉すか須んだっは

白褐色

98 20 (7.6) 0.7 

密 普通
軸糠た部半通は青明味かか須っは

灰白色

99 15 (96) (6.6) 1.6 
いめの藍呉色

100 25 (9.0) (4.4) 2.1 黒を色少微量含細粒む
普通

軸罰臨I量Ii(産色色刷晶抽勺師たは半植量暗眠暗時色
灰白色

100 

101 破片 密 普通 型2i城色がかっ自 白褐色

101 
明，呉掴1;1藍

微陶棄か器地細に粒の，含様黒をむ色僅な

普通

紬外たのあ部半商みと透は灰唇明色藍，部ぽが呉の色い須藍か界っ

淡褐色

黒口は淡っ 線は色，

102 破片

103 破片 密 普通 f透自由明i。t県青彊匝li色;が藍か色っ~た藍半色 灰白色

103 

密細か粒。に黒青を色わむ微ず
普通

紬淡た部半麓通色は灰明色，か呉須かっは
灰白色

104 破片
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土器観察表 (1) 掲載遺物 (4)
調恥 1!OI._""'-fJ'明 "胃'1I"'-....，..... I....L.. ... 〆 1'_ 'IIiV """J'~ "，ι 睦ヨ，，，_， I .胃市宮町

望号
掲韓載

分 頬 遺物 実測接合接合遺物 遺物台帳 時期編年 器形等の特徹

大分類 中分類 小分類 帰平属場 車毒 遺構番号 調N査0，時 事警 番号 番号 のみ 所属面 記載面 カワラケよはる築樹氏に 印は藤樺氏による

唐草文

78 105 染付 皿 6 6 1425 26 B B B 1 
唐草文

78 106 染付 皿 6 6 5021 27 A A直上 B 1 
唐草文?

78 107 染付 皿 6 6 2754 28 B B B 1 

78 108 染付 皿 7 7 4171 1 9 C C B 1 草花文

108 7 6 1117 6 

108 7 6 2106 I 6 

108 7 6 2110 1 6 

108 7 7 4151 1 9 C C 

108 7 12 41 1 6 
唐草文'櫛子文

78 109 染付 皿 7 7 4311 2 B B B 1 
渦巻文?

78 110 染付 皿 7 7 381 4 A A直上 B 1 
唐草文，獅子文

79 111 染付 皿 8 自 1508 l 10 D B 1 
唐草文 9草花文

79 112 染付 皿 8 8 8551 2 B 1 

79 113 染付 皿 8 8 1143 4 12 D D直上 B 1 童画成は'つ)や消し(2次
113 8 8 お11 4 12 A B直上

113 8 8 回71 4 12 B E⑨ 

113 8 8 5751 4 12 C 

113 8 8 部41 4 12 C D直上一括

79 114 染付 皿 8 8 5431 5 11 n-①下 B 1 2次燦成?

114 B 8 5381 5 11 E ⑦下

114 8 8 土坑臼 1田5 5 11 0臼号覆土
唐草文

79 115 染付 皿 12 12 11 1 A I①一括 B 1 

79 116 染付 皿 6 6 1017 l A A BIVI 草花文

116 6 6 1019 1 1 A A 

79 117 染付 皿 6 6 1028 2 B B BIVI 

79 118 染付 皿 6 6 ピット 19 11 7 BC I BIVI 

79 119 染付 皿 6 6 1ω8 3 2 B A下 B 1四 かつま士十字架文

119 6 6 闘 G 116 1151 3 2 A A直下

御る子文，火を受けてい

79 120 染付 皿 6 6 1308 21 B A下 B 1咽

獅着使子在用文かり仁接断着面剤に漆とのし付て

79 121 染付 皿 14 14 2001 1 A A B 11官
• B 1咽'

79 122 染付 皿 6 6 曲 8 A A直上 Bl四

渦巻文，十字文

79 123 染付 皿 11 11 悌 o陶A 91 1 上 B 1咽

欠番 9

79 124 染付 皿 6 6 ¥土坑却4 641 9 B A直上 Bll唖

79 125 染付 皿 6 6 お37 10 3 B B BI咽 2次機成 9

125 6 6 2196 10 3 B B 

79 1:ぁ 染付 血 6 6 9451 11 B A下 BI咽

79 127 染付 皿 I 1 ? 1 7 A I B2群 9

剖 128 染付 皿 1 l 21 3 A I C3 

欠番'

80 129 染付 皿 l I 4 A I C3 
樟州窯 9

80 130 染付 皿 4 4 531 1 A A C3 
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掲鰐載
遺存度 単位 cm， ( )は復z値，現存値 揺り目 整形・調整 胎土 焼成 色調 ( )は施軸部分

% 破片 口径 底径 器高田残存高 (本Icm) 外商 内面 外面 内面 断面

密細須に，粒含は黒淡むを色僅藍，微か呉色

普通
紬部淡たは青透色灰明色が須か

白褐色

はっ 輩半 ， 呉

105 破片

密 普通

軸呉部た部透須は青淡に味近藍探緑が色い軸か~色， 一っ

白褐色

106 破片

に明淡はい

密 普通
軸淡た部半藍透色は青明~味，藍色が五井かっは

白色

107 破片

I曲 40 (11.4) 6.2 2.8 
高台ぎL部，ら紬は

宮 普通
軸部半藍透色は青味がかっ

白褐色淡褐色

106 た淡 明，呉須は

106 
なはしてい器るざ面ら

106 

106 

108 

車細，粒乳白を色含
普通

型淡部車藍はE色灰F褐，外色芸面者露胎言
白褐色

109 15 6.4 2.0 

密 普通
軸たに部半ぷ透はい灰淡明色，藍が呉色須かはっ

白褐色

110 15 (12.6) 2.3 

細密含粒，む黒を色少微量
普通

紬色灰色呉部須，白を外色はおは面びくくすす露た半胎んん部で透だ灰藍明は， 

灰白色

111 40 (11.8) 6.4 2.7 

密 普通
紬藍た部色半が透は青明部る昧分，呉的を帯須に黒ぴは

白色

112 25 (8β) 3.1 
みか

113 15 (13.8) 2.2 密 普通 紬部半色は青味がかっ 灰白色

113 壷た 透明，呉須は

113 

113 

113 

114 10 (12.8) 2.3 密 普通 柚部は青灰色がか 白色

114 っは淡た半藍透色明・，黒呉色須

114 

密 普通

型明車る員い紺自民色主主言
自褐色

115 破片

116 3日 (11.8) (6.2) 2.5 
車25f細

普通 鵠は青味かかった 白色

116 明，県壇は藍色

乳粒白を色含微む細
普通 紬か部っはたや半や透灰明色が 白褐色

117 20 (9.4) (5.4) 2.4 

密 普通

軸呉議て部透須藍緑明はは青感淡色味が藍が色あか一る，部つ

白色

118 15 (10.4) (4.6) 2.0 

119 20 6.6 1.3 とても密 普通 糊部半遥は青色かかっ 白色

119 
た明

密 普通
紬味呉色部が須かははっくくすすたん半ん透でだ青明藍， 

白色

120 10 (7.6) 1.2 

密 普通
紬た部半ぷ透はい灰明淡色藍，が呉匙須か一っは

自褐色~灰白色

121 破片
部黒っぽい

曹 普通
紬たと部半て透はも淡青明味，いが呉藍色須かっは

白色

122 10 (5.8) 1.4 

黒を色歩微量細含粒む
普通

紬須か部っは色や半や透青明味，が呉
白褐色

123 (8.8) 1.4 
は藍た

密 普通
軸呉が部かはっやや半色青透灰明色， 

白色

124 15 (7.4) 2.5 
須は藍た

lお 却 (8.2) 2.9 奮 普通 軸半酷量は青味がかった 白色

125 明，県巣は藍色

曹 普通
軸藍た色部半透は青明味，呉が須かっは

白色

126 破片

密 普通
軸た明部半藍透色は青明味，呉か須かはっ

白褐色

127 底部片

iZ欝
普通

軸半ぶ透はい灰明淡色，藍が呉色か須っはたに
灰褐色

128 10 (10.4) 2.4 

鰐陶か器にの含静むよう

普通
紬淡た褐半は青透色灰明色.が呉か須っは

淡褐色

129 破片

流陶な器黒を色含の微むよ細う
普通

柚胎色た部半部透はは灰明淡色褐，外色かか面~露褐っ
決褐色~灰褐色

I却 底部片 (4.2) 1.5 

p
h
v
 



土器観察表 (1) 掲載遺物 (5)
習量 帰属 植盤片が別平場から出土した場合のEl位置の平場番号

皇軍
分 類 遺物 実測 接合 接合 遺物 遺物台帳 時期編年 器形等の特億

大分類 中分類 小分類 帰平属場 車毒 遺構番号 調N査。時 事宅 番号 番号 のみ 所属面 記韓面 カワラケよはる襲踊氏に -印は藤樽氏による

こけ底

血 131 染付 皿 6 6 掴 F 14 101 5 B A下 C群

樟州縄県

回 1招 染付 皿 7 7 4描 3 16 B A覆土上層 C群

初 133 染付 皿 6 6 2904 13 A A C群 樟州鱒系

133 6 6 61 13 A I 

Z次焼成'

田 134 染付 明 6 6 姻 F 14 168 初 A A直上 B 

て高んい入台るりがの(高ひが〈ぴ特古わ徴いれタ)イプ，か

腕
が入っ

80 135 染付 8 自 14岨 3 B 

宮島 136 染付 碗 端反碗 6 6 2246 19 A A B 

加 137 染付 レンツ・碗 l 21 1 17 A E一括 C5 蓮#の菱化

137 l 11 1 17 A I 

137 7 441 1 17 A A直上

80 138 染付 レンツ・碗 8 8 5切 6 l C5 

ω 139 染付 レンツ・碗 l 21 6 A I C欝

81 1岨 繭戸・美濃 灰軸 丸碗 6 6 坑 1ω 31 1 l B 下 大鶏I

l岨 6 6 坑 1ω 41 1 l B 下

1岨 6 6 坑 102 91 1 l B 中

1岨 6 6 坑 102 121 1 l B 下

140 6 6 l印。 1 l B B 

81 141 顕戸・美漉 阪紬 同 7 7 姻 D 184 1 c 
81 142 翻戸・美歳 阪紬 同 12 12 151 1 1ω B E下

142 12 12 11 1 108 A I①括

81 143 編戸・美麗 灰紬 丸碗 1 1 31 114 A I 

81 144 掴戸・美漉 阪紬 丸腕 6 6 1555 2 75 B B 大窯 I

144 6 6 1∞6 2 75 

81 145 甑戸・美撮 碗片口' 6 6 姻 G 16 Z岨 耳)6 A A直上

81 146 横戸・美撮 碗片口' 7 7 D A 318 盟国 中

81 147 翻戸・美温 灰軸 平椀 10 10 911 1侃 後W新

81 148 調戸・美穂 l灰軸 平碗 11 11 791 106 上~中 後町新

飽 149 甑戸・美撮 灰軸 皿 6 6 1121 36 37 B B 稜花皿を真似ている?

149 6 6 釘0 36 37 A A直上

且2 l関 瀬戸・美雄 恢軸 皿 8 8 1504 I D D 

且2 151 瀬戸・美漉 灰軸 皿 8 8 l印3 2 D D 

82 152 楓戸・美漉 灰軸 卸皿 6 6 1岨O l B B 

飽 153 楓戸・美議 灰紬 腰折皿 8 8 1270 4 鴎 D D 

153 8 8 ヒt坑 12 798 4 関 D 

153 8 8 ヒt坑 36 l∞o 4 国 D 

153 8 8 l:t坑 36 1世田 4 58 D 

l回 8 8 l:t坑 36 l四H 4 58 D 

1日 8 8 比坑 36 1005 4 指 D 

I回 8 8 1244 4 団 D D 

l臼 8 8 1245 4 回 D D 

1臼 s E 12招 4 国 D D直上

153 8 8 I誕泊 4 認 D D 

m 154 稲戸・美濃 灰軸 腰折皿 8 8 l臼1 5 57 D D下

154 8 8 14曲 5 57 D E直上

154 8 s 1557 5 57 D D 

82 155 調戸・美浪 灰紬 卸皿 l l 107 A I 後町新

盟 156 調戸・美披 灰紬 挟み皿，端反皿 2 2 11109 D 表土層 大窯 I前

82 157 調戸・美漉 阪紬 挟み皿 4 4 271 1 A A 大黛 I前半

82 1鵠 瀬戸・美様 灰軸 挟み皿 6 6 1773 31 35 B B 大窯I

1招 6 6 1171 31 35 B B 

H泡 6 6 I酷鴻 31 35 A A 

1回 6 6 1902 31 35 A A 

回 1回 掴戸・美議 灰軸 挟み皿 6 6 富122 m 16 B B 大潟I

1関 6 6 2鎚却 16 B A直上

15官 6 6 盟強却 16 

l鴎 6 6 政問 20 16 

159 6 6 政均 20 16 B A下

159 6 6 1153 m 16 

159 6 6 1153 初 16 B B 
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掲事t専軍
遣存度 単位 cm， ( )は復耳値，現存値 揺り目 整形調整 胎土 構成 色調 ( )は施軸部分

% 破片 口径 底径 器 高 残 存 高 (本/cm) 外面 内面 外面 内面 断面

襲五dE普通

紬藍たっ部色半If透uはで、青部明味分，が呉的須かに黒っは

白色

131 IO (5.2) I.l 

黒を色少微量細含粒む
普通

軸た淡部半藍透色は灰明色，が呉須かっは
自褐色

132 底部片 4.4 1.5 

133 10 (4.8) 1.4 密 普通
軸半部透i明I青，庇呉色舗がはか樺藍った色 白褐色

133 10 (4.8) 1.4 密 普通

黒を色含微む細粒 普通
紬藍た部半色透~は灰淡明色，青呉灰が須色かっは

白色灰白色

l担 破片
官 普通

軸呉を部帯須はびは藍やたや半色灰透色明味
白色

135 20 (5.6) 3.3 

黒を色少微量細含粒む
普通

軸た明部半る透はい青明藍味，色呉が須かはっ
白褐色

136 10 11.6 1.9 

137 15 (50) 2.8 
細密含粒，む黒を色少微量

普通
糊明た部半る透はめ青明の色藍，が呉色須かっは

白色白褐色

137 

137 

曹細含粒，む黒を色少微量
普通

軸た明部半る透はい青明藍色色， が呉か須っは
白褐色

138 破片

密 普通
軸っは部淡た半藍は青透色灰明色，呉かか須

白褐色

139 破片

140 60 (11.5) 4.9 5.9 黄子密褐を色含町む粒， 柔や感やら，か 暗内白外緑色色面・黒，と部色も軸分が部的あはにる
白褐色

140 いじ
l胡

140 

140 60 (11.5) 4.9 5.9 
密 普通 緑内外色面の糊部は灰 灰褐色~淡褐色

141 20 口縁部 (10.6) 4.2 

142 関 底部片 (4.6) 1.8 密 普通 i真暗褐色~淡褐色 暗緑色の灰糊 色淡暗褐色~淡褐 l 

142 
全面磨滅 密 普通

喜色詰臨抗議'
淡褐色

143 口縁部片

144 25 高台部のみ 4.8 2.2 密 普通 内t科目細t川h軸叫制釧は舵盛の4ある悦輔 褐色~黒褐色

144 
全面灰紬密 普通

灰内白外緑褐色薗色，とそも紬の他部はは
淡褐色

145 破片

146 破片 全面灰糊密 普通 暗白褐色 灰緑色 淡褐色

全面灰軸密 普通
光内そ外沢の面他のなはとい白も灰軸褐緑色部色は， 

灰緑色 暗灰白色

147 口縁部片 (13.8) 4.1 

148 破片 全面灰紬曹 普通 紬の付着ない 暗灰緑色 暗灰白色

149 破片 2.4 内外面灰軸 密 良 緑内外色面灰軸で， 灰 淡色褐)色 (やや糧

149 

底部ケ回ズ転リヘ 全面灰秘密 普通
時内外面字とも軸部詰は

白褐色

150 100 ほほ完形 II.l 4.9 2.2 

思り出し高

底部ケり回ズ転リL ヘ
全面灰軸密 普通

灰他内外緑は面色白，褐と外色も軸面部そはの
白褐色

書出高

151 100 完形 11.2 4.7 2.3 
密 普通

内は(灰外白紬褐面)色，とそも暗れ緑以色外
白褐色

152 70 (12.5) 5.2 2.7 

l臼 90 11.3 52 2.6 底部回転へ 全面灰紬密 普通

特外色面Eそとも紬駐灰褐

白褐色~淡褐色

153 gラケりズ出リL.i高 ので他，暗は

153 

153 

153 

153 

153 

153 

153 

I臼

154 100 ほIf完形 11.5 6.0 2.2 底部回丈転へ 全面灰紬密 普通

他臨はE淡褐?緒色戦
灰褐色

154 

154 
密 普通

内は(灰外白軸褐面)色，とそも暗れ緑以外色
淡褐色

155 口縁部片

砂粒を古む

~ÌIl I… μ川陣U丙孟、耳暗町鎗醐盲緑色E色色芯雇れそ:の以4陥

156 口縁部片

子半1透を含明3皿のむ粒の
普通 す他 暗褐黄色褐色から淡

157 15 底部欠損 (13.0) (7.4) 2.1 

158 15 底部を欠損 (11.8) 1.6 底ヘ部ラはケ回ズ転リ 全面灰紬 曹 普通 外は 淡褐色

158 

158 

158 

159 30 (12.6) 5.5 3.1 
底ヘ部台ラLはケ回ズ転， 書官を少量

普通

内そは白外褐のう他面す色いはと暗淡も灰緑褐紬色色部-
淡褐色~白褐色

159 高だ は削 1り1 
159 

159 

159 

159 

159 
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土器観察表(1) 掲載遺物 (6)
'9< ""'1'崎・ T究官，円"司I1'JT奇聞"司ワt.U_L 1...-/，-噌柑口""司、，~匝主"...，... 柑 E園『ワ

望号 書草
分 類 遺物 実測接合接合遺物 遺物台帳 時期編年 器形等の特徴

大分類 中分類 小分類 帰平属場 平出土場 遺構番号 調N査a時 事警 番号 番号 のみ 所属面 記載函 カワラケよはる築瀬氏に 印は藤滞氏による

159 6 6 1675 20 16 

159 6 6 1675 初 16 B B 

159 6 6 I曲4 20 16 B B 
159 6 6 1同4 初 16 

159 6 6 1773 20 16 B B 
159 6 6 1773 20 16 

159 6 6 2曲4 20 16 

159 6 6 2ω4 20 16 B B 

82 1曲 瀬戸・美浪 灰軸 腰折皿 6 6 1657 6 B B 桂町新

82 161 瀬戸・美浪 灰紬 腰折皿 6 6 1371 32 3 E 地山面 後町新

161 6 6 土坑 78 191 32 3 B 

161 6 6 32 16 

161 6 6 土坑 105 41 32 3 B I 

161 6 6 1230 32 3 

82 162 瀬戸・美濃 灰紬 腰折皿 6 6 791 7 24 B A 後町新
窯高台印のあ近りくに r J の I 

162 6 6 陶 F 114 1531 7 24 

82 163 瀬戸・藁浪 灰紬 腰折皿 6 6 1237 8 26 B B 後町新

163 瀬戸・美浪 灰紬 腰折皿 6 6 434 8 26 A A直上

82 164 瀬戸・美議 灰紬 腰折皿 6 6 1557 9 2 B B 後町新

164 6 6 1215 9 2 B B 

82 165 瀬戸・美濃 灰粕 腰折皿 6 6 2500 10 30 C C 後町新

165 6 6 土坑 127 11 10 30 A B 

165 6 6 士坑 140 41 10 初 A 

165 6 6 741 10 30 A A直上

165 6 6 253 10 30 A A直上

165 6 6 1046 10 30 B B 

165 6 6 1089 10 30 B A下

165 6 6 I冊。 10 30 B A下

165 6 6 1401 10 30 B B 

82 166 瀬戸・美濃 灰粕 腰折皿 6 6 1053 11 31 B B 植町新

166 6 6 土坑 124 41 11 31 A 

166 6 6 土坑却3 141 11 31 BC 

82 167 瀬戸美浪 灰軸 腰折皿 6 6 1040 18 6 B B 後町新

167 6 6 ピット 53 11 18 6 BC C 

167 6 6 土坑 128 191 18 6 A I 

82 I曲 瀬戸・美浪 灰紬 腰折皿 6 6 2629 19 12 C C 後W新

166 6 6 臼5 19 12 A A直上

168 6 6 2628 19 12 C C 

82 169 瀬戸・美濃 灰紬 腰折皿 6 6 2743 21 l B B 後W新

169 6 6 241 21 I A A直上

169 6 6 251 21 l A A直上

82 170 瀬戸・美濃 灰軸 腰折皿 6 6 坑 108 231 22 11 B 後W新 底の部窯高印台あきりわに r 11 J 
170 6 6 851 22 11 A 下

170 6 6 G 116 1311 22 11 A 上

170 6 6 G 116 1671 22 11 A 上

82 171 瀬戸・美濃 灰軸 腰折皿 6 6 1765 お 22 C C 桂町新 底印部，底中央部外に面「にー」朱書の窯9 

171 6 6 坑 149 11 23 22 A 上

171 6 日 土坑位 5 幻 22 BC 

171 6 6 土坑 160 301 23 22 BC 

171 6 6 3481 23 22 A A直上

171 6 6 1127 23 22 B B 

82 172 瀬戸美濃 灰紬 腰折皿 6 6 1729 24 17 C B下 後町新

172 6 6 6381 24 17 A A直上

172 6 6 9201 24 17 B A下

172 6 6 1968 24 17 B B 

172 6 6 1972 24 17 B B 

172 6 6 2373 24 17 B B 

172 6 6 23剖 24 17 B B 

82 173 瀬戸葺波 灰軸 腰折皿 6 6 1802 お 73 C C 後町新

173 6 6 61 25 73 A I 

82 174 開戸・美換 灰軸 腰折皿 6 6 1556 26 13 B B 後町新

174 6 6 4131 26 13 A A直上

174 6 6 9451 26 13 B A下

174 6 6 1549 26 13 B B 

174 6 6 2お9 26 13 A A直上

174 6 6 2岨2 26 13 A A 

82 175 瀬戸・美濃 灰紬 腰折皿 6 6 1732 27 34 B B 後町新 底印部あ中り央に flJ の窯

175 6 6 土坑 169 11 27 34 BC 中

175 6 6 土坑 75 21 27 34 B 

175 6 6 楓 F 114 3681 27 34 A 下

175 6 6 8931 27 34 B A下

175 6 6 1300 27 34 B A下

175 6 6 1365 27 34 E 地山面

82 176 瀬戸・美濃 灰軸 腰折皿 6 6 1773 28 15 B B 後町新

176 6 6 1161 28 15 B B 

176 6 6 1651 28 15 B B 

176 6 6 l白4 28 15 B B 

176 6 6 初'76 28 15 B B 

82 177 瀬戸・美識 灰紬 腰折皿 6 6 1020 29 8 A A 後町新
高とり台思部われにる「ヘ11Jラの記窯号印あ

177 6 6 土坑 124 61 29 8 A I 

177 6 6 土坑 124 71 29 8 A I 

177 6 6 土坑 124 81 29 8 A I 

164 



掲鵠載
遺存度 単位 cm. ( )は復瓦値，現存傭 掘り目 整形調整 胎土 焼成 色調 ( )は施紬部分

帖 破片 口径 底径 器高・残存高 (本/cm) 外面 内面 外面 内面 断面

159 

159 

159 

159 

159 

159 

159 

159 

底ら部ケ回ズ転リへ 全面灰紬 堅苦をタ量 普通
暗内外緑他面色と外褐も紬商色部のそは

淡褐色

1ω 95 10.9 5.0 1.9 のは淡

161 20 (1].0) 5.1 1.7 底部回転へ 全面灰柚 半透を明の小含 普通
色外内褐外面軸部は暗緑

淡褐色~白褐色

161 台らし自は1)削り，り 高だ 石む 少量 色，面斑のそ占状の他に白は色淡， 

161 

161 

161 

底はら部削削iりりt，回だ転高しへ台
密 普通 灰細部は白褐色 灰軸で，暗緑色 白褐色

162 100 完形 10.5 5.5 2.0 

162 

1臼 9告 ほIf完形 10.8 5.2 2.1 底高部告はは回目転へら聞り 1 砂含粒むを少量 普通 部白褐色，縁辺の一 内外面紬部は暗緑色 白褐色

163 
りだし に媒が付着

164 回 11.5 5.1 2.3 留を少量 普通
輯なす色が，いそめの也ん軸は部出蝿li暗色 淡褐色 淡褐色

164 

165 70 11.8 5.4 2.3 底ヘ部ラはケ回ズ転リ
全面灰紬 砂青粒むを少量 普通 内外暗面とも灰紬部 白褐色

165 そはの緑他色は，白外褐面色の

165 

I白

165 

165 

165 

165 

165 

166 田 10.9 5.2 2.4 底ヘ部ラはケ回ズ転リ 全面灰軸雷 普通

褐の内は外他色白面色，は，淡一と外褐部も灰灰面色柚の~白色部そ白

灰褐色

166 

166 

167 40 底部を欠損 10.9 1.6 底部は回転 全面灰糊密 普通 内外面とも灰紬部 やや暗い淡褐色
ヘラケズリ

はそ淡暗の褐緑他色色は，や外や面暗のい
167 

167 

168 30 (11.4) 5.1 2.3 底べ部ケはズ回リ転 全面灰糊密 普通
内外暗の面緑他とも灰軸部 白褐色

168 そは 色は，淡外褐面色の

I同

169 30 (10.7) 5.0 2.3 
底ヘ高だ部台ラしはケは削回ズ転リり ， 

全面灰紬 離を少量 普通
外内は担外暗面緑面そ色のと他かも灰はら紬淡白部色褐， 

白褐色

169 

169 

170 40 底部は完存 (10.8) 4.5 2.3 底部は回転 全面灰軸密 普通 内外国とも軸部は 自褐色

170 ヘラケズリ 11E:錦li富
170 

170 

171 40 (12.0) 5.1 2.6 
底部ぞフは削回ス転

全面灰軸密 普通
暗面内外緑そ面色の他~と白はも軸色淡褐部，外色は

白褐色~淡褐色

171 ヘ望 ケは リり ， 

171 

171 

171 

171 

172 25 (12.0) 5.1 2.9 
底部は間期I[り

全面灰紬密 普通
他内暗緑外は面色淡とも紬部は

白色から白褐色

172 ヘ高だ台ラしケは ， 褐外色面その

172 

172 

172 

172 

172 

173 25 (10.6) (4.6) 2.5 底'1部!高1回自転uヘ国ラケ1 全面灰軸密 普通 外内外面面そとも軸酷は暗輯色 色白褐色から淡褐

173 りだし の植は揖褐色

174 35 (11.2) (4.7) 2.2 底部は回転 全面灰紬密 普通

暗他内事り外緑み)は面色淡が褐，かと外色るも柚面部(部そや分はのやあ

白褐色~淡褐色

174 ヘ高だ台ラしケは削x，り1. 
174 

174 

174 

174 

175 30 (10.6) 4.4 1.9 底部は回転 全面灰柚密 普通
内外色そ面とも軸色淡部，褐外色は

淡褐色~白褐色

175 ヘ高だ台ラしケは削x，り!. 面白 ~の他暗緑は
175 

175 

175 

175 

175 

176 30 (10.8) 4.2 2.1 底部は回転 全面灰紬密 普通
暗他内緑外は面色淡とも紬部は

淡褐色~白褐色

176 ヘ南に台ラしケは削ズリり 。 褐，外色面その

176 

176 

176 

177 25 (11.4) (5.2) 2.3 
底部は回ズ転リり

全面灰軸密 普通
外内色は外暗面緑面そ色のと他~も灰白は軸色淡部褐， 

淡褐色~白褐色

177 ヘ南た台ラLケは削 ， 
177 

177 
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土器観察表(1) 掲載遺物 (7)
※ 帰属 複数片が別平場から出土した場合の原位置の平場番号

皇軍
分 額 遺物 実測 接合 接合 遺物 遺物台帳 時期編年 器形等の特徴

大分類 中分類 小分類 帰平場属 平出場土 遺構番号 調N査o時l 事宅 番号 番号 のみ 所属面 記載面 カワラケよはる壌調氏に 印は藤滞氏による

177 6 6 土坑 126 12 却 8 A 

177 6 6 土坑 127 151 29 8 A I 

177 6 6 土坑 128 201 29 8 A I 

82 178 猶戸・曇識 灰軸 腰折皿 6 6 F 114 911 33 90 B 上 桂W斬

178 6 6 F 114 461 33 90 A A直上

178 6 6 362 33 90 A 上

178 6 6 378 33 90 A A直上

82 179 瀬戸・美濃 灰軸 腰折皿 6 6 土坑 131 71 34 7 BC I 桂W新

179 6 6 土坑 226 21 34 7 D 

179 6 6 士坑 125 31 34 7 BC I 

179 6 6 土坑 226 41 34 7 D 

82 1鉛 瀬戸・美濃 灰紬 腰折皿 6 6 1364 35 32 C 地山面 後町新

180 6 6 土坑 124 31 35 32 A 

I回 6 6 土坑 78 8 お 32 B 

180 6 6 G 116 127 35 32 A 

1剖 6 6 G 116 161 35 32 A 

1剖 6 6 1052 35 32 B B 

82 181 瀬戸・莞披 灰糊 腰折皿 7 7 319 I A A 桂町新

82 182 瀬戸・美漉 灰紬 腰折皿 8 8 坑 56 1659 3 曲 D 桂町新

182 8 8 562 3 同 C C直上

182 8 8 563 3 60 C C直上

182 8 8 時4 3 印 C C直上

182 8 8 565 3 60 C C直上

182 8 8 567 3 60 C C直上

182 8 8 時8 3 曲 C C直上

182 8 8 569 3 60 C C直上

182 8 8 土坑 41 1176 3 60 

182 8 8 1346 3 60 D C下

82 183 編戸・聾浪 灰糊 腰折皿 8 8 1638 6 62 D D 桂町新

183 8 8 317 6 62 B E② 
l回 8 8 333 6 62 B E② 

183 8 8 499 6 62 D E⑨ 

183 8 8 520 6 62 D E⑦層下層

183 8 8 1141 6 62 D D直上

183 8 8 1452 6 62 D D 

183 8 8 1453 6 62 D D 

183 8 8 1454 6 62 D D 

183 8 8 14出 6 62 D D 

183 8 B 1457 6 62 D D 

183 8 8 1問。 6 62 D D 

183 8 8 1506 6 62 D D 

83 184 瀬戸美識 灰紬 腰折皿 8 8 1246 7 61 D D 桂町新

184 8 8 519 7 61 D E⑨ 

184 8 8 520 7 61 D E⑦層下層

l剖 8 8 土坑 10 639 7 61 C 

184 8 8 土坑 12b 112 781 7 61 D 

184 8 8 7叩 7 61 D C 

184 8 8 953 7 61 D D直上

l制 8 8 土坑 36 開2 7 61 D 

184 8 8 土坑 36 994 7 61 D 

184 8 8 土坑 36 1001 7 61 D 

184 8 8 土坑 36 1007 7 61 D 

83 185 瀬戸・葺糠 灰紬 腰折皿 8 8 1497 8 59 D D 桂町新

185 8 8 531 8 59 D E①層下層

83 186 甑戸・莞濃 灰糊 腰折皿 8 8 1106 9 54 D D直上 桂町新 高あ台り部に fLJの窯印

186 8 8 500 9 54 D 

186 8 8 5821 9 54 D D直上

186 8 8 5831 9 54 D D直上

186 8 8 1103 9 日 D D直上

186 8 8 土坑 41 1186 9 54 D 

186 8 8 1540 9 54 D D 

83 187 調戸・莞設 灰軸 腰折皿 8 8 土坑 12b 112 回，31 10 51 D 横町新

187 8 8 土坑 12b 110 6121 10 51 C 

187 8 8 土坑 47 1415 10 51 C 

187 8 8 土坑 47 1416 10 51 C 

83 188 瀬戸・美濃 灰柚 腰折皿 8 8 1815 11 印 D D下 桂町新 高の台窯部印内あ面りに f 1I J 梯

188 8 8 土坑 10 6011 11 50 C 

188 8 8 土坑 10 6021 11 m C 

188 8 8 土坑 10 6031 11 50 C 

188 8 8 七七坑 10 曲81 11 50 C 

I田 8 8 土坑 12 制01 11 50 D 

83 189 瀬戸聾設 灰軸 腰折皿 8 8 比坑 36 9961 13 52 D 桂町新

189 8 8 8761 13 52 D C下

189 8 8 四81 13 52 D 

189 8 8 四91 13 52 D 

189 8 8 1247 13 52 D D下

189 8 8 1250 13 52 D D 

189 8 8 1251 13 52 D D 

189 8 8 1252 13 52 D D下

189 8 8 12曲 13 52 D D 

189 8 8 12田 13 52 D D 

83 190 瀬戸美濃 灰紬 腰折皿 8 8 1285 14 42 D D 後町新

190 8 8 11 14 42 D 

190 8 8 11 14 42 D 

190 8 8 952 14 42 D D 
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掲喜栽望
遺存度 単位・四. ( )は復元値，現存値 掘り目 整形・調整 胎士 焼成 色調 ( )は施軸郎分

% 破片 口径 底径 器高・残存商 (本/cm) 外面 内面 外面 内面 断面

177 
底へ高だ台部ラしはケは削回ズ転1りJ. 12258i13; 177 全面灰紬密 普通 談褐色~白褐色

177 

178 20 (11.4) 5.2 2.2 

底高だラ部台ケし回1は転削'Jヘ. り
日色謀長喋

178 
企画灰紬密 普通 灰色~灰褐色

178 

178 

179 15 底部欠損 (11.8) 2.1 

底高だラ部台ケし回1は転削'Jヘ. り179 
企画灰軸密 普通

富他詰はE灰?色緒~暗灰戦色 灰褐色
179 

179 

lω 15 底部欠損 (10.8) 1.8 
180 

底部台ケL回ズ転削リヘ 3面の!そよ?のう?他な状?は?況淡議.褐外色

1ω 
淡褐色~白褐色

180 高だラ は ， り 企画灰軸密 普通

180 

180 

底部は野
喜の1-半子む透を2皿明少大の量 13iii富堅苦ヘ高だ台ラLケは削 ， 企画灰軸 普通 淡褐色

181 70 11.7 52 2.9 

182 90 ほほ完形 11.0 5.2 22 

182 

l飽

182 

底削台ラ部ケり回ズ出転リしヘ， 高 灰や他内外緑やは商透灰色明禍と札値感も軸面の部あそのはる182 
全面灰軸 害告を少量 普通 淡褐色

182 

182 

182 

182 

182 

183 ω 11.7 6.3 2.2 
lお

183 

183 

183 

1お
底部ケり回ズ転リしヘ ifiiFZ 183 企画灰軸密 普通 白褐色~淡褐色

183 

lお

lお

183 

183 

183 

184 70 底部部欠損 11.6 4.8 2.6 

184 

l制

184 

l制
底台削ラ部ケり回出ズ転リしへ目高

協他はE淡?褐A色苦戦184 全面灰紬密 普通 白褐色~淡褐色

l制

184 

184 

1剖

184 

l邸 100 112 5.8 2.8 
直リ面，回嗣転りヘ曲ラLケ高官1 全面灰細密 普通 賭F掛理常色， 自褐色~機禍色

185 

186 加 12.0 4.8 3.2 

186 

1槌
底部ケり回ズ転リしヘ 全表めな面面いら灰かは紬でな. 由簡 i色謀議警護

l酷 普通 灰色~漉褐色

l筋

l踊

l酷

187 同 底部全体遺存 (11.8) 5.0 旦2
底部ケり回ズ転リL ヘ1釘

躍内詰は蘭議褐?緒色戦
187 思出高

全面灰輸審 普通 機構色

187 

l飽 回 (10.8) 4.8 2.1 
l邸

底Eラ部ケり回1出転1L1ヘ. 高11描
全面灰紬密 普通 様iiFZ 灰褐色~機構色

l邸

188 

l槌

l駒 国 (11.6) 4.8 2.8 
1的

189 

1卸

l朗 底2ラ部ケり回出ズ転リしヘ. 高 企画灰軸 む子白2色皿をの大少量町1粒~ 青 やや甘
状内面白外色そに面の暗(とは軸L灰い)班，部褐点外色は 淡褐色

189 b‘ 
1邸

Iω 

189 

189 

I伺 2白 底部大損 (11.8) 1.8 
I鈎

1ω 

l卯
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土器観察表 (1) 掲載遺物 (8)

'‘ 
帰属国 複数片が別平場から出土した場合の原位置の平場番号

害事 I1 
分 類 遺物 実測 接合 接合 遺物 遺物台帳 時期編年 器形等の特徴

大分類 中分類 小分類 軍量 平出場土 遺構番号 調N査s時 害警 番号 番号 のみ 所属面 記融面 カワラケよはる襲甑氏に -印は藤樺氏による

1関 8 8 比坑お 型!11 14 42 D 
190 8 8 土坑 36 l∞o 14 42 D 
l叩 8 B 坑 36 1003 14 42 D 
190 8 8 1245 14 42 D D 
190 8 8 1247 14 42 D 
1田 8 8 1担7 14 42 D D 
I叩 8 8 1248 14 42 D 
1叩 8 8 1252 14 42 D D 
1伺 自 自 1256 14 42 D D 

83 191 源戸・美撮 灰紬 腰折皿 10 10 151 1 A A 後町新

関 192 瀬戸・英機 灰軸 腰折皿 10 10 921 2 64 C c 後町新

192 10 10 21 2 64 A 

192 10 10 回 2 64 c C 

192 10 10 邸 2 64 c C 

83 193 瀬戸・英語 灰軸 腰折皿 10 10 251 3 A A 後W新

且3 194 瀬戸・美漉 灰軸 厩折皿 10 10 141 4 A A 後W新

腰折(小)皿'

且3 195 頑戸・美扱 灰紬 腰折皿 12 12 楓 P 楓A 124 6 B 下 後町新

83 l田 掘戸・美漉 灰軸 端反皿 6 6 耳fl3 30 21 C C 大黛 I 良入質るかな製9品.16世紀に
l蝿 6 6 F 114 84 却 21 A A直上

196 6 6 お5 初 21 A A直上

196 6 6 627 却 21 A A直上

l蝿 6 6 sη 30 21 B A下

196 6 6 1349 30 21 B 地山面

196 6 6 1誕恒 30 21 B B 

196 6 6 27ω 却 21 E A 

196 6 6 2761 30 21 B A 

196 6 6 29曲 初 21 C C 

83 197 欄戸・美漉 灰軸 端反皿 7 7 楓 D 掴A 型車 2 41 B 上 大窯 I

197 7 7 ヒt坑 11 21 2 41 中

着口唇物郁品にりタ ル状の付

83 198 掴戸・美漉 灰紬 灯明皿 6 6 ピット 22 11 4 BC I 後町新

83 l鈎 顕戸・美浪 灰軸 灯明皿 6 6 1319 5 D 地山面 後W新

83 300 瓶戸・美議 灰軸 灯明皿 6 6 934 16 B A下 後W新

83 201 甑戸・美歳 灰軸 稜花血 14 14 1741 1 74 A A 大寓 I前

却 1 14 14 227 l 74 A A 

回 盟沼 甑戸・美議 灰軸 稜花皿 14 14 却1 2 72 A A 大黛I前 墨色、書、晶り f壷Jr全」
202 14 14 1151 2 72 A A 

初2 14 14 1431 2 72 A A 

且3 加3 瀬戸・美穂 灰軸 緑馳4、皿 6 6 1320 2 D 地山面 後町新

83 204 瀬戸・美浪 灰紬 緑柑小皿 6 6 18日 12 却 c c 後W新

却4 6 6 71 12 却 A I 

釦4 6 6 3281 12 29 A A直上

耳H 6 6 お31 12 却 A A直上

耳)4 6 6 3451 12 m A A直上

加4 6 6 9311 12 m B A下

回 205 瀬戸・美漉 灰紬 緑糊小皿 6 6 8窃 13 28 B A下 後町新

耳目 6 6 比坑 128 却 13 28 A 

83 置施 嶺戸・美議 灰軸 緑糊IJ、皿 6 6 13弱 14 27 D 地山面 後町新

206 6 6 21 14 27 A I 

却6 6 6 比坑お 31 14 27 A 

耳陥 6 6 岨 14 27 A A直上

83 加7瀬戸・美揖 灰軸 縁紬小皿 6 6 陶 F 114 1841 3 A 中 後W新

83 2偲 編戸・美議 灰軸 緑糊小皿 6 6 2514 15 36 c C 後町新

208 6 6 欄 F 114 1011 15 20 B 上

208 6 6 掴 G 116 お81 15 20 A 上

耳描 6 6 1147 15 36 B B 

回 耳目 編戸・美漉 灰紬 緑軸IJ、皿 6 6 ピット 12 11 17 19 BC 中 後町新

耳目 6 6 お65 17 19 B B 

2曲 6 6 2408 17 19 B B 

盟四 6 6 2449 17 19 B B 

回 210 稲戸・美議 灰軸 緑軸IJ、皿 8 8 1728 16 46 D D下 後W新

210 8 8 坑街 1741 16 46 c 
飽 211 甑戸・美議 灰軸 緑柑小皿 8 8 11岨 12 E晶 D D直上 後町新

211 8 8 坑 2 981 12 55 中

211 8 8 3421 12 55 c C直上

211 8 8 3431 12 55 c C直上

211 自 8 4671 12 55 D E⑨ 
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掲事号議
遺存度 単位 cm， ( )は復冗値，現存値 掘り目 整形調整 胎土 焼成 色調 ( )は施紬部分

判 破片 口径 底径 器商・残存高 (本Icm} 外面 内面 外面 内面 断面

190 

190 
190 

190 

190 

190 

190 

190 

190 

|卜同底ラl部ケり回1だ転1しjへ， 高
企画灰軸 砂青粒むを少量 普通

色褐内外色， 面そ紬れ部以外は暗は灰緑
淡褐色~白褐色

191 回 (11.2) 5.3 2.1 

192 初 底部中央大損 (12.2) 2.2 底部回転へ 全面灰紬
町少I量~白色含4皿粒む大を

普通
タ内色い外~ま面軸部は暗緑

淡褐色

192 ラケズリ 灰白色褐色， それ以

192 

192 

底ラ部ケ回ズ転リヘ 全面灰糊密 普通
内色赤外褐面そ色軸れ部以外は暗は緑淡

淡褐色

193 20 底部中央欠損 (11.8) 1.5 
全面灰軸雷 普通

内色褐外色， 面そ粕れ部以外は暗は緑灰
淡色暗褐色 i高褐

194 25 底部中央矢損 (11.4) 1.5 

底ラ部ケ回ズ転リヘ 全面灰糊密 普通
内面う外すそ面いの暗他と緑はも柚色淡部褐，外色は

淡褐色

195 20 底部中央欠損 (11.6) 2.2 

196 20 底部欠損 (12.2) 2.2 とても轍曹 内外面とも透明感 淡褐色

196 のある青緑色

196 

196 

196 

196 

196 

196 

196 

196 

底部台ケL回ズ転削リへ
全面灰紬

半子む透を明少の量粒含
普通

感外色内外面の面あそ紬る他部暗緑は透色淡明
淡褐色

高だラ は9 り のは褐

197 30 底部大損 (11.8) (6.4) 2.4 

197 

底糸切部はり回転 密 普通

軸色が淡付褐部，部着色は分~白黒色的褐かに色油ら煤灰， 富す褐すは白け色~て.黒黒部褐色色分的紬に

198 100 10.6 5.3 2.3 
砂粒を含む 普通

内暗半面外緑面が面色がすとも紬の部他は

199 100 ほほ完形 11.5 4.2 2.8 

淡す褐そけ色て，黒半色は

底部は回ズ転リ 密 普通
内鵠外面とれも紬以詰部は 灰褐色

ヘラケ
色かそら灰 色は

別0 30 (9.4) (3.5) 3.1 
初I 15 底部欠損 (12.6) 1.8 密 普通 暗内輯外面色lとも軸閣はうすい 淡褐色

201 その曲Iliil!掴色

202 15 底部のみ残存 (5.4) 1.9 底部回転糸 全面灰紬密 普通 内外面とも紬部は 淡褐色

202 切り 淡淡褐褐色色， その他は

202 
砂粒を含む 普通

軸色褐部色， そは暗れ緑以外色は淡白
淡褐色

初3 100 完形 10.5 3.6 2.6 

204 100 9.3 4.9 2.6 底部は回転 曹 普通
内外緑淡面褐色とも紬部以外は

204 ヘラケズリ 暗は 色，それ

204 

204 

204 

初4

初5 80 9.8 4.9 2.8 底ヘ部ラはケ回ズ転リ 密 普通 内外面t も暗揃色から自~，そ 淡褐色~白褐色

初5 れfj岬の外面1I匝暗色、里担色

初6 曲 9.9 4.3 2.6 底部は回転 密 普通
暗外内外緑面面色はとも紬部は

i高褐色~灰褐色

206 へラケ丈 'J
か淡灰ら灰褐色色

206 

お6
砂粒を含む 普通

間淡暗褐，は暗色そ緑れ色褐色か~ら
淡赤褐色 i斑褐色 白褐色

207 95 ほぽ完形 10.6 4.1 2.6 

208 30 底部を大損 (8.6) 2.3 脅 普通 内外面とも納部は 淡褐色~灰褐色

208 暗は緑淡褐色，色そ~灰れ以褐外色

初8

208 

砂含粒むを少量 普通
軸以褐部外色はは淡白褐色色.そ~黒れ 軸E部そは暗褐れ緑色以色外かは淡ら褐白

淡褐色~黒褐色
209 20 底部を大鍋 (11.2) 2.2 

209 ~黒褐

209 

初9

210 50 (9.6) (3.6) 2.1 底部回転糸
全(灰面紬縁)軸

l皿大の半量明 普通 内外面 t も軸臨 1I自~-暗黄自 i克褐色 淡褐色，底部付

210 切り の粒子を古む 色昨面は農相色車部I黒色

211 60 底部は全遺存 12.1 5.8 2.5 
書紬面外(灰灰面縁紬糊) 

半透明の 1 やや甘
内外淡は褐面淡軸色褐部は白色

淡褐色~白褐色

211 小青~石む2 醐を大うレ量の
し、 ~ それ以

211 
外色

211 

211 
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土器観察表 (1) 掲載遺物 (9)
※ 帰属。複数片が別平場から出土した場合の Z位置の平場番号

図番版号 掲害殺警
分 類 遺物 実測 接合 接合 遺物 造物台帳 時期編年 器形等の特徴

大分類 中分類 小分類 帰平属場 平出場土 遺構番号 調N査o時， も宅 番号 番号 のみ 所属商 記覗面 カワラケよはる築瀬氏に -印は藤揮氏による

21J 8 8 468 12 55 D E⑨ 
21J 8 8 土坑 12bllO 626 12 55 c 

回 212 瀬戸美識 灰紬 緑軸小皿 8 8 329 18 45 B E② 後町新

212 8 8 531 18 45 B E上

83 213 瀬戸・葺漉 灰紬 緑軸小皿 8 8 1537 15 56 D D 桂町新

213 8 8 土坑 56 1658 15 56 D 
213 8 8 士坑弱 1662 15 56 D 

関 214 瀬戸美漉 灰紬 緑紬小皿 8 8 36日 17 49 C C直上 桂W新

214 8 8 253 17 49 

214 8 8 253 17 49 B E② 

214 8 8 355 17 49 

214 8 8 355 17 49 C C直上

214 8 8 593 17 49 C E③ 

214 8 8 593 17 49 

84 215 瀬戸・美濃 灰紬 緑糊小皿 8 8 877 19 48 D C下 後町新

215 8 8 516 19 48 D E⑨ 

215 8 8 829 19 48 D C下

215 8 8 溝 62 1682 19 48 
215 8 8 溝 62 l倒3 19 48 

制 216 瀬戸・美濃 灰柚 緑紬小皿 10 10 941 5 C C 後町新

制 217 瀬戸・美濃 灰軸 緑軸小皿 12 12 51 1 67 C E中 後W新

217 12 12 P A 1011 1 67 B 下

84 218 瀬戸・葺漉 灰軸 緑紬小皿 12 12 堀 F 堀A 871 2 106 B 上 後町新

84 219 瀬戸・美濃 灰紬 緑紬小皿 12 12 31 3 106 B E①直上一括 後W新

84 220 瀬戸・美濃 灰糊 緑軸小血 12 12 201 4 65 盛土上層 後町新

220 12 12 41 4 65 B E最上面括

84 221 瀬戸美濃 灰軸 緑軸小皿 12 12 掘 P A 1711 5 65 B 上 能町新

221 12 12 31 5 同 B E①直上括

84 222 瀬戸美浪 灰職 緑紬小皿 12 12 381 7 105 B B 後町新

灯明皿'

84 223 瀬戸・美濃 灰紬 縁紬小皿 6 6 211 37 80 A E 桂町新

84 224 瀬戸美議 灰軸 挟み皿 6 6 7臼 110 4 A A直上 大窯 I

224 6 6 560 1J0 4 A A直上

224 6 6 576 1J0 4 A A直上

84 225 瀬戸美総 灰紬 端反皿 10 10 土坑 14 11 IJI 大窯 I前

84 226 瀬戸田英機 灰紬 端反皿or丸碗 7 7 主基 lJ 11 108 大窯 I-n

剖 227 瀬戸美濃 灰紬 端反皿or丸碗 12 12 251 1J3 1J0 盛土上層 大窯 I-n

85 228 調戸美濃 鉄紬 縁紬小皿 8 8 864 101 C C f量W新

85 229 瀬戸・美濃 鉄軸 縁紬小皿 6 6 2181 1 3 B B 後町新

229 6 6 1057 I 3 B B 
229 6 6 1061 l 3 B B 

229 6 7 506 I 3 B B 
85 230 瀬戸・美濃 鉄軸 縁軸小皿 6 6 2鎚2 3 2 C C 後町新

230 6 6 141 3 2 A I 

230 6 6 701 3 2 A A直上

230 6 6 831 3 2 A A直上

230 6 6 1J41 3 z B A下

85 231 瀬戸美濃 鉄粕 縁紬小皿 12 12 陶 P 掘A 1331 1 B 中 桂町新

85 232 瀬戸美議 鉄軸 縁軸小皿 6 6 1472 2 1 B B 後W新

232 6 6 811 2 I A 

232 6 6 1J51 2 l A A直下

85 233 瀬戸美漉 鉄紬 縁柚小皿 8 8 687 4 D C下 後町新

233 8 8 305 I 4 B E② 

233 8 8 896 l 4 D C下

233 8 8 912 4 D C下

85 234 瀬戸美濃 鉄紬 縁紬小皿 I 21 1 A I 大窯 n-m

初山黛製品，底部片

85 235 瀬戸藁漉 その他 鉄糊小壷? 1 1 31 2 A I 大窯m (後)

鉛 236 瀬戸美濃 天目 碗 6 6 却29 8 C C 

86 237 瀬戸美濃 天日 碗 14 14 11 2 A 表土下部一括

86 幻8 瀬戸・美浪 天目 碗 8 8 284 5 A B直上 B 

86 239 瀬戸・美濃 天日 碗 6 6 1303 3 5 B A下 後W新

239 6 6 661 3 5 A A直上

86 240 禰戸・美濃 天目 碗 6 6 2791 4 I B B 後町新

2岨 6 6 土坑 76 51 4 I B 
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遺存度 単位:cm. ( )は復z値.現存値 掘り目 整形・調聾 胎土 焼成 色調 ( )は施U軸部分

審理 % 破片 口径 底径 器高残存高 (本!c皿) 外面 内面 外面 内面 断面

211 島ケ毎ズし回高リ転，台ヘ削ラり 外全{眠面面軸灰幅〉軸軸内 半を2皿過少明大量のの含小む1-石 やや甘 |外内~畑揖は蝿槙軸色褐酷色， ぞはれ白色以 淡褐色~白褐色
211 b‘ 

212 m 底部欠損 (10.4) 2.2 

212 
内{灰外糊面)縁柚 嘩冒 普通 内そ外れ面以軸外部は能は暗揖緑色色， 淡褐色

213 100 9.4 4.2 2.9 
切底部り回転品 全(灰面軸緑)軸 量の1-小青石む4皿を大少 内色匝掴略，面そ色のの(軸曲や陣同や面事1Iみ白1I色農が相町か暗色る輔ー) 213 普通 淡い赤褐色 淡褐色

213 
214 回 (12.2) 5.4 2.2 
214 
214 

ま切部はり回転 内(灰外軸面)縁軸 君l回事大鍔町Z半 褐淡内外褐色面色，の~ぞ柚れ黒部以褐外色は誠は214 普通 機構色

214 
214 
214 
215 30 底部中央欠損 (11.0) 2.1 
215 

底ラ部ケ回ズ転リヘ 警告を歩量 iFF概要書215 全面灰軸 普通 議褐色~灰褐色

215 

215 

切底部り回転品 震諦糊密 普通 淡褐色
216 20 底部欠損 (13.0) 1.8 
217 75 底部部欠損 10.0 5.4 2.0 切底部り回転品 全(灰面紬縁)紬 由四 普通 内ら外白面色軸，部舛面は暗1;1躍黒色色か 灰褐色
217 

底切部り回転品 全(灰面紬縁)紬 普通 色内に外ぷ面い費と褐も軸色部~l白I 灰色~灰褐色

218 m 底部一部先損 (10.0) (5.4) 1.8 

回ズだ転リしヘ高削台ラケり 内(灰外軸面)縁紬 容を少量 普通
賠色内外警面告と韻も軸語部褐は

機暗褐色~黒色

219 却 底部中央を欠損 (10.0) (邑4) 2.1 
220 古島 底部中央を欠損 (12.8) (邑4) 2.1 副回転りヘだラしケ高台~'J. 官軍緑軸密 普通 隅目繍配E帥l押蹴事伽酬m吐t働幅釧制曲 淡褐色
220 
221 加 底部中央を欠損 (12.0) (5.2) 2.3 醐回転りヘだラしケ高台~'J. 寝酒酬密 普通 内色，外面外面とそも軸の聞曲は1I畳うれ間色蝿 淡褐色
221 

底切部り回転品 遣内は外存な面師いにと軸も 密 普通 機淡褐赤褐色色， 口縁部は 縮E色，口縁部は 白褐色

222 25 (11.4) (4.6) 2.1 

半透明の大少量の1 tailFIF 痕回転晶晶り切り 全面灰柚 ii雪
普通 被褐色

223 m 底部欠損 (且6) (5.4) 2.4 
224 (且6) 2.6 韓E?品君臨224 高だ台しは削り 砂粒を含む 普通 暗白褐色 暗白褐色

224 

2お 破片 綴密 普通 内暗外黄褐面色と~も軸暗部白色は 暗白褐色

226 底部片
前は削り 徹密 良好 内淡外緑色面とも軸部は 機褐色

全高だ面台し磨は誠削，り 砂粒を含む 普通 内暗外白面色とも軸部は 暗白褐色
227 (6.2) 1.2 

含明白色のむ粒~子半透を 普通 内こ外げ面茶色とも糊都は 淡褐色
228 口縁部片 (10.2) 2.4 
229 曲 10.4 5.0 2.5 
229 底切部り回転糸 官自宮む詳警 普通 茶口は緑淡色の褐(鉄駒色郡紬は).こ他げ 機褐色 決褐色で白っぽ
229 u、

229 
230 曲 10.5 4.8 2.5 
230 

底切部り回転車 某淡口緑褐(色町鉄糊恥~部黒).褐は他色こげは 議は褐や色やだ頃がっ芯ぽ部い2却 密 普通 淡褐色~赤褐色
E如

E犯

切底部り回転品 密 普通
F口縁軸軸)郁他ははこ糊げ茶

糠褐色
231 15 (10.2) 1.9 
232 30 10.2 2.1 

自合営む語学雪 某披口緑褐(色町鉄満暗~証部明).褐は他色こげは232 普通 明褐色 淡褐色

232 
お3 20 (10.2) 1.9 
お3

司E 普通 柚紬部色.は黒他はっ灰ぽ褐し‘鉄色 糠褐色~灰褐色
Zお

2お

密 普通 E内外色面，部と分も軸的でに黒き 決褐色
お4 15 (12.0) 2.3 

底周ラ部囲即l~回り底転部ヘ 砂粒を含む 普通 他内ぽ外はい面暗き制赤ぴ色褐部色は黒そのっ 暗褐色
お5 (6.0) 1.5 

全面柚 全面紬 少占色~量粒含5干むのを 普通 褐官話色E?絹鵠 灰褐色
幻6 破片

全面軸 持を含品む霊平 普通 決褐色 褐色 淡褐色
主回 底部残存 4.6 1.3 

2謁 破片
全面軸 全面紬 密 普通 状内外に国黒褐色色が入に班品点 機構色

Z却 初 (11.2) 4.3 
全面柚 密 普通 胎内外部面1I軸揖畠掴色1I暗~帽暗色闇色露 続褐色

239 
240 破片

240 
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土器観察表 (1) 掲載遺物 (10)
望峰 婦属 複数片が別平場から出土した場合の l位置の空墨量量

害事 掲署穂警
分 額 遺物 実測 接合 接合 遺物 遺物台帳 時期編年 器形等の特徴

大分類 中分類 小分類 事E車毒 遺構番号 調N査a時 害警 番号 番号 のみ 所属面 記穂面 カワラケよはる襲繭氏に -印は藤樽氏による

240 6 6 1470 4 1 B B 

Z岨 6 6 初74 4 1 B B2 

筋 241 順戸美雄 天目 碗 6 6 2573 5 A A 後W新

86 242 稲戸・美濃 天目 碗 6 6 722 7 A A直上 後町新

筋 243 楓戸・美濃 天目 碗 7 7 陶 D 同A 241 3 C 上 後町新

86 244 瀬戸・美浪 天目 碗 8 8 1322 2 B C上 後町新

師 Z岨 瀬戸・美穂 天目 碗 8 8 1027 3 D D宜上 後町新

踊 246 甑戸・美漉 天目 碗 8 8 ω3 4 D C下 後町新

師 247 瀬戸・美畿 天目 碗 6 6 2905 6 B B 大黛 I

86 248 噸戸・美漉 五目 碗 6 6 161 9 6 A I 大黛 I

246 6 6 61 9 6 A I 

246 6 6 121 9 6 A I 

86 249 瀬戸・美濃 天目 碗 7 7 お4 1 2 B B 後W新

部 Z印 瀬戸・美議 天目 碗 7 7 701 2 A A直上 大窯 I

踊 251 瀬戸・美濃 天目 碗 8 8 11 I 3 A I上 大潟I

251 8 10 251 I 3 A A 

86 252 瓶戸・美濃 天目 碗 8 8 1543 6 4 D D 大窯I

252 8 8 315 6 4 A B直上

部 お3 編戸・美撮 天目 碗 14 14 1161 I A A 大窯I

回 254 瀬戸・英語 天目 碗 14 14 1271 3 A A 大黛 I

86 Z日 瀬戸・美揖 天目 碗 6 6 1侃5 2 B B 大穂 I後半

86 256 瀬戸・美損 天目 碗 6 6 坑 224 11 I 2 B 大窯 I

2邸 6 6 446 1 2 A A宜上

Z弱 6 6 1184 l 2 B B 

256 6 7 D 嗣A 1871 I 2 c 底面直上

87 257 額戸・美撮 掴鉢 6 6 官977 17 25 C c 
官157 6 6 坑 102 81 17 25 B 中

お7 6 6 1m  17 25 B B 

お7 6 7 3481 17 25 B B 

お7 6 7 376 17 25 B B 

87 Z弱 瀬戸・美濃 摘鉢 錆軸 6 6 1623 19 24 B B 

Z拐 6 6 471 19 24 A A宜上

258 6 6 1611 19 24 A A直上

2国 6 6 岨4 19 24 A A直上

2関 6 7 且31 19 24 A A直上

宮I 259 甑戸・美濃 掴鉢 6 6 1岨2 お 32 E B 

259 6 6 坑 20 21 23 32 A 中

2関 6 6 坑 20 31 23 32 A 中

259 6 6 1371 23 32 A A直上

259 6 6 3701 23 32 A A直上

259 6 6 1004 お 32 A A 

259 6 6 1080 n 32 B B 

Z四 6 6 1081 n 32 B B 

2田 6 6 1悦担 23 32 B B 

87 割却 瀬戸・美浪 指鉢 錆紬 8 8 121描 6 岨 D 古甑戸後期w(新)

盟抱 8 8 1210 6 岨 D D 

87 261 瀬戸・美浪 揺鉢 錆柑 12 12 F A 1291 3 67 下 大寵 I期(前) -大 1b 
261 12 8 41 3 67 B E中

261 12 6 ピット 41 21 3 67 BC B-C 

261 12 6 ピット 41 21 3 67 

261 12 6 Z却 3 67 

261 12 6 8お 3 67 

261 12 6 師 11 3 67 

261 12 6 1287 3 67 B A下

261 12 6 お94 3 67 B B 

261 12 B 11 3 67 A I上

261 12 B 11 3 67 

261 12 8 41 3 67 

261 12 10 721 3 67 

261 12 11 却 3 67 
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掲署穂警
遺存度 単位 :c皿. ( )は復元値，現存値 掘り目 整形・調整 胎土 焼成 色調 ( )は施軸部分

% 破片 口径 底径 器高残存高 (本Icm) 外面 内面 外面 内面 断面

Z咽

2岨

底焼台し3部かはか事所の削に重痕，り跡ね高だ

全面紬 密 普通iiiffR5: 灰色

241 加 (4.1) 2.7 

全面紬 密 普通
ロ色詰E?品量管草 灰色~灰褐色

242 10 (11.6) 1.8 
全面紬 企画軸 密 普通 色内外~蘭明褐と色も暗赤褐 淡褐色

243 磁片

器ザは商なラはいLザ光沢ラ
全面軸

tl 透少~明量1.5粒含皿子むの
普通 EFE君臨i賠 灰色~明淡褐色

244 20 (12.4) 5.4 

全面軸 企画軸 密 普通 i詰EP鶴ii富 灰色

245 25 (10.6) 3.3 
全面柑 全面軸 密 普通

黒目話色題色も報告
灰色

246 破片

全面紬 密 普通
黒色色，商品

続赤褐色

鉄紬は色
のあ

247 (4.3) 2.3 

248 破片 全面軸 全面軸 密 普通 黒褐色

2岨

248 

高品台切にり痕回転島
全面軸 砂粒を含む 普通

色自の立，あ離露る胎鉄器糊部星色は空光告沢' 

灰色淡褐色

249 底部残存 4.2 2.6 

全面軸 全面軸 密 普通
褐内は外褐色面色~黒，と体色も部口縁は部暗

被暗褐色

型却 破片

251 30 底部欠損 (12.6) 5.7 全面紬 密 普通 EF2211331F 暗灰褐色

251 

252 破片 全面柚 全面軸 密 普通 ~~臨ZEき22・ 灰褐色

252 li畳Z「割次け〈焼焼れてけあ成いひをるり， 

全面軸 密 普通 黒色 褐色，部分的に白色 灰色~灰褐色

お3 底部残存 4.0 1.4 

全面紬 全面軸 密 普通 噌Eとも暗褐色 灰色~灰褐色
254 破片

全面軸 司E 普通
制褐色部色，は露や胎や黒部は目褐的

漉褐色

255 初 底部先損 (11.2) 5.3 
お6 初 底部欠損 (12.6) 6.0 企画軸 司E 普通

内自は外色褐っ面色でぽ，い~と日，暗も軸韓露赤部褐色は部は

法褐色

お6

2弱

2弱

257 却 (且6) 邑4 13/3 ロクロ 普通 鉄あ紬り. ややてかり 灰白色~糠黄色

257 

257 

257 

257 

2招 20 底部残存 9.6 3.5 9/2.5 ロクロ 普通 鉄紬 灰白色

Z指

Z弱

2弱

2到B

お9 30 底部残存 8.2 72 14/3 ロタロ 普通 鉄軸 灰白色

お9

お9

Z回

お9

259 
2弱

2回

お9

盟加 10 (30.0) 4.1 ロクロ 普通 鉄紬，てかりあり 淡黄色

割却

261 30 (312) 10.0 10.且 15/3 ロクロ 普通 鉄か軸り.あ部り分的にて 灰白色~淡黄色
261 

261 

261 

261 

261 

261 

261 

261 

261 

261 

261 

261 

261 
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土器観察表 (1) 掲載遺物 (11)
事象 帰属。 複数片が別平場から出土した場合の原位置の平場番号

図番版号 掲事設専
分 類 遺物 実測 接合 接合 遺物 遺物台帳 時期編年 器形等の特徴

大分類 中分類 小分類 帰平属場 平出土場 遺構番号 調N査o時! 害警 番号 番号 のみ 所属面 記載面 カワラケよはる築瀬氏に 印は瞳揮氏による

261 12 12 81 3 67 上

261 12 12 掘 P 姻A 851 3 67 上

261 12 12 堀 F 堀A 941 3 67 中

261 12 12 姻 P 堀A 102 3 67 下

261 12 12 堀 F 堀A 111 3 67 下

261 12 12 掘 P 姻A 112 3 67 下

261 12 12 掴 P 姻A 127 3 67 下

87 262 瀬戸・美濃 掴鉢 8 8 120 5日5 生焼け

88 2ω 瀬戸・美濃 指鉢 6 6 2971 2 印 C C 古瀬戸後期町(新) -大 1• 

2臼 6 8 11 2 日 A I上 -大 1• 

お3 6 8 21 2 50 A I下 -大 1• 

2臼 6 8 士坑 3 791 2 50 上 -大 1• 

2臼 6 8 土坑 3 曲 2 50 上 -大 1• 
2日 6 8 322 2 50 A B直上 -大 1• 

263 6 8 土坑 12bllO 611 2 50 C -大 1• 

263 6 8 土坑 12bllO 614 2 回 C -大 1• 

263 6 8 土坑 12bll0 623 2 50 C -大 1• 

263 6 8 633 2 50 D -大 1• 

263 6 8 土坑 12.112 臼3 2 50 D -大 1• 

263 6 8 土坑 12a112 645 2 50 D -大 1• 

263 6 8 士坑 12.112 651 2 50 D 大 1• 
2臼 6 8 土坑 12.112 656 2 50 D -大 1• 

2日 6 8 7お 2 50 D C下 -大 1• 

2臼 6 8 833 2 50 D C下 -大 1• 

263 6 8 860 2 50 D C下 -大 1• 

2日 6 8 891 2 50 D C下 -大 1• 

2日 6 8 的8 2 50 D C下 -大 1• 

2臼 6 8 930 2 50 D D直上 -大 1• 

263 6 8 934 2 50 D D直上 -大 1• 

263 6 8 955 2 50 D C下 大 1• 

263 6 8 土坑 38 1018 2 50 D -大 1• 

263 6 8 土坑 38 1019 2 50 D 大 1• 

263 6 8 1059 2 回 D D直上 -大 1• 

2回 6 8 1142 2 50 D D直上 大 1• 

263 6 8 1147 2 印 D D直上 -大 1• 

263 6 8 1398 2 50 C C -大 1• 

263 6 12 土坑 13 11 2 50 A 下 大 1• 

2臼 6 12 41 2 50 B E最上面一括 大 1• 

88 2臼 瀬戸美濃 揺鉢 6 6 お42 6 3 C C 古瀬戸後期N(新)

2幽 6 6 堀 G 116 1581 6 3 A 上

2臼 6 6 堀 G 116 213 6 3 A 中

2臼 6 6 堀 G 116 215 6 3 A 中

2同 6 6 堀 G 116 224 6 3 A 中

264 6 6 掘 G 116 230 6 3 A 中

2臼 6 6 掘 G 116 232 6 3 A 中

2臼 6 6 堀 G 116 2担 6 3 A 中

2臼 6 6 掘 G 116 239 6 3 A 上

264 6 6 2日 6 3 A 中

2臼 6 6 1397 6 3 B B 

89 265 瀬戸美議 摘鉢 6 6 1951 12 28 A A直上 古瀬戸後期町(斬)

265 6 6 431 12 28 A A直上

265 6 6 掘 F 114 354 12 28 A A直上

265 6 8 12n 12 28 D D 

2日 6 8 1330 12 28 D D 

89 266 瀬戸美漉 摺鉢 錆軸 6 6 却闇 15 4 D D 

266 6 6 堀 G 116 1031 15 4 B 下

Z剖 6 6 堀 G 116 1961 15 4 A 中

2剖 6 6 姻 G 116 205 15 4 A 中

主品 6 6 1487 15 4 B B 

266 6 6 1495 15 4 C B 

266 6 6 1501 15 4 C 上

89 267 瀬戸・美濃 揺鉢 錆軸 6 6 2518 16 8 C C 古瀬戸後期町(新)

267 6 6 451 16 8 B B 

267 6 6 1163 16 8 B B 

267 6 6 1179 16 8 B B 

267 6 6 1180 16 8 B 日

お7 6 6 1201 16 8 B B 

267 6 6 1676 16 8 B B 

267 6 6 1679 16 8 B B 

267 6 6 l飽O 16 8 B B 

267 6 6 同槌 16 8 B B 

267 6 6 1鴎9 16 8 B B 

267 6 6 1700 16 8 B B 

267 6 6 2092 16 8 B B 

89 288 瀬戸・美濃 揺鉢 錆紬 8 8 1163 I 55 D D直上 古瀬戸後期N(新)

268 8 7 1971 1 55 B 下

2曲 8 8 土坑 49 1580 1 55 D D 

お8 8 8 士坑 49 1593 l 55 D D 

2曲 8 8 土坑 49 1594 1 55 D D 

90 269 瀬戸・美濃 播鉢 錆柚 6 6 幻42 21 5 B B 

269 6 6 士坑 78 61 21 5 B 

269 6 6 堀 F 114 1971 21 5 A 中

26自 6 6 堀 F 114 2821 21 5 A 

269 6 6 I犯O 21 5 B B 

269 6 6 1670 21 5 B B 
志戸呂黛製品

90 270 瀬戸・美濃 捕鉢 錆糊 8 8 5槌 2 56 C C直上 大黛 I期(前)

幻0 8 8 21 2 56 A I下 -大 1• 
幻0 8 8 お81 2 56 B E③④⑥ 

270 8 B 2861 2 56 B E② 
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掲書哉聖
遺存度 単位叩. ( )は復耳値，現存値 掘り目 整形調整 胎土 焼成 色調 ( )は施紬部分

特 破片 口径 底径 器高・残存高 (本/c皿) 外面 内面 外面 内面 断面

261 

261 

261 

261 

261 

261 

261 

262 l破片 8/1.9 ロクロ 不良 暗褐色 暗褐色

お3 50 28.2 9.0 11.2 18/3 ロクロ 普通 鉄軸，部分的に樟 灰白色

263 色

2臼

263 

263 

263 

263 

263 

2臼

2臼

263 

2臼

263 

263 

263 

263 

2ω 

263 

263 

2日

2臼

263 

263 

263 

2ω 

263 

263 

2ω 

263 

263 

264 40 9.4 7.9 11/'2.5 ロクロ 普通 鉄軸，テカりあり にぶい糧色

264 

264 

264 

2臼

264 

264 

2制

264 

2臼

2剖

2白 20 (29.6) (9.6) 12.7 同り目不明 ロクロ 普通 鉄紬 浅黄色褐灰色|

265 

2臼

265 

265 

2師 15 (30.4) 5.2 9/2 ロクロ 普通 鉄軸 灰白色

266 

266 

266 

266 

266 

2晶

267 20 (28.0) (8.6) 12.2 9/2.5 ロクロ 普通 鉄紬 灰白色

267 

267 

267 

267 

267 

267 

267 

267 

267 

267 

267 

267 

2曲 60 30.2 (9.0) 11.7 10/2.5 ロクロ 普通 鉄紬 灰白色

268 

268 

268 

268 

269 15 (29.0) 6.1 ロクロ 普通 鉄紬 灰白色

269 

269 

269 

269 

269 

医戸iJ' ロクロ 普通 鉄糊 浅黄櫨色
270 50 志戸呂か? (28.6) 9.0 10.0 

270 

270 

270 

-175-



土器観察表 (1) 掲載遺物 (12)
議 帰属国 複数片が別平場から出土した場合の原位置の平場番号

皇軍 ii 
分 類 遺物 実測 接合 盤台 遺物 遺物台帳 時期編年 器形等の特徴

大分類 中分類 小分類 軍E車毒 遺構番号 調N査。時 事耳 番号 番号 のみ 所属商 記韓面 カワラケよはる築瀬氏に -印は藤博氏による

270 自 8 お7 2 56 B E② 

Z初 B 8 叫8 2 56 c E⑧ 

270 8 8 岨2 2 56 C E⑨ 

270 8 8 13(描 2 56 B E中

270 8 10 171 2 56 A A 
270 8 10 国 2 56 B B 

ω 271 編戸・美撮 摘鉢 錆軸 6 6 2105 7 13 B B 後町新

271 6 6 61 7 13 A I 
271 6 6 I関 7 13 A A直上

271 6 6 制3 7 13 B A下

271 6 6 町田 7 13 B A下

271 6 1日 却 7 13 A A 
91 宮町 編戸・美浪 指鉢 錆軸 6 6 士坑 153 61 9 39 BC 後町新 大l後予

官立 6 6 139 9 39 A A直上

91 273 瀬戸・美撮 摘鉢 錆軸 10 10 51 1 ω A A 後町新

273 10 6 247 1 ω A A直上

273 10 8 掴 L ID 2 

273 10 10 土坑 9 21 1 印 A A 
273 10 10 土坑 9 61 1 同 A A 
273 10 10 士坑 9 71 1 ω A A 
釘3 10 10 土坑 9 91 1 回 A A 
273 10 10 101 1 ω A A 
釘3 10 10 土坑 9 1111 回 A A 

273 10 10 121 1 印 A A 

273 10 10 171 1 60 A A 
273 10 10 221 1 ω A A 

273 10 1日 371 1 血 A A 

273 10 10 391 1 60 B B 
273 10 10 崎 1 ω B B 
273 10 10 761 1 ω C C 
273 10 10 811 1 ω C C 
273 10 10 邸 l 曲 C C 
273 10 10 101 1 ω c c 
273 10 1日 1151 1 同 B B 
273 10 10 116 1 60 B B 
273 10 1日 122 1 回 B B 
273 10 10 123 l ω B B 
273 10 10 124 l 曲 B B 
273 10 14 11 1 ω A 表土下部一括

273 10 14 222 l ω A A 
92 274 編戸・美議 指鉢 錆軸 12 12 41 1 70 B E最上面括 後W新

274 12 12 151 1 70 盛土上層

274 12 12 弱 1 70 盛土中層

274 12 12 掴 P 姻A 911 1 70 上

274 12 12 掴 P 掴A 971 1 70 下

274 12 12 掴 P 姻A 981 1 70 下

274 12 12 欄 P 梱A 四 l 70 下

274 12 12 堀 F 掴A 1ω l 70 下

274 12 12 堀 P 姻A 104 l 70 下

274 12 12 堀 P 堀A 1侃 l 70 下

274 12 12 掴 F 掴A 1221 1 70 中

274 12 12 掴 F 掘A 1251 1 70 下

274 12 12 姻 P 掴A 126 l 70 下

274 12 12 掴 P 掴A 130 1 70 下

274 12 12 楓 P 掴A 139 1 70 上

虫2 275 編戸・美漉 指鉢 6 6 1510 n B B 後町新~大熊 I

93 276 瀬戸・美漉 調鉢 鋪柚 6 6 民由。 18 33 B B 後町新~大黛E
276 6 6 土坑 116 11 18 33 BC 中

276 6 6 61 18 33 A I 

276 6 6 411 18 33 A A直上

276 6 6 421 18 33 A A直上

276 6 6 掴 G 116 1971 18 33 A 中

276 6 6 475 18 33 A A直上

276 6 6 沼田 18 33 A A 

276 6 6 忽鎚 18 お A A 

276 6 12 31 18 33 B E①直上一括

93 277 甑戸・美雄 指鉢 錆柚 6 6 1328 5 26 B 地山面 大窯I

幻7 6 6 61 5 お A I 
2作 6 6 土坑 25 71 5 26 A 下

277 6 6 堀 G 116 711 5 26 A 下

277 6 6 掘 G 116 821 5 26 A 下

277 6 6 姻 G 116 931 5 26 B 下

94 278 掴戸・美漉 掴鉢 錆柚 6 6 沼18 4 27 B B 大潟 I期(後) -大 1b 

278 6 6 構 206 21 4 27 A 下

278 6 6 土坑剖 51 4 27 A 中

278 6 6 61 4 27 A I 

278 6 6 堀 H 堀C 91 4 27 A 

278 6 6 1301 4 27 A A直上

278 6 6 型抱 4 27 A A直上

幻自 6 6 1125 4 27 B B 
278 6 6 1773 4 27 B B 
278 6 6 2169 4 27 B B 
278 6 6 2730 4 27 B B 
278 6 6 幻'31 4 27 B B 

94 279 瀬戸美濃 摘鉢 錆柚 6 6 草加l 却 2 c C 大窯 I期(後)

279 6 6 姻 G 116 1351 20 2 A 中

279 6 6 お3 却 2 

279 6 6 396 却 2 A A直上
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掲草議署
遺存度 単位四. ( )は復瓦値，現存値 揖り目 整形・調整 胎土 焼成 色調 ( )は施紬部分

% 磁片 口径 底径 器高残存高 (本/cm) 外面 内面 外面 内面 断面

270 

270 

270 

270 

270 

幻0

271 30 8.6 6.3 9〆2.5 普通 鉄あ紬り， ややてかり 灰白色

271 

271 

271 

271 

271 

272 70 28.7 8.9 10.5 10/2.5 ロクロ 良好 鉄色紬""" 部分り的あに糧 医白色

272 
てか り

273 回 29.7 8.2 10.8 12/2.5 ロクロ 普通 鉄軸 浅黄櫨色

273 

273 

273 

273 

273 

273 

273 

273 

273 

273 

273 

273 

273 

幻3

幻3

273 

273 

273 

273 

273 

273 

273 

273 

273 

273 

274 曲 (30.5) 8.6 11.5 12/2.5 ロクロ 普通 鉄軸 灰白色

274 

274 

274 

274 

274 

274 

274 

274 

274 

幻4

274 

274 

274 

274 

275 30 底部残存 9.2 6.9 12/2.5 ロクロ 普通 鉄紬 i量黄糧色

276 30 (31.6) 12.8 10/2 ロクロ 普通 鉄軸 灰白色

276 

276 

276 

276 

276 

276 

276 

276 

276 

277 70 9.3 10.6 9 /2.8 ロクロ 普通 鉄紬 灰白色

277 

277 

277 

277 

幻7

278 50 28.2 9.0 10.3 10/1.8 ロクロ 鉄紬，一部灰白色 鉄軸，部分的に明貫 灰白色

278 褐色

278 

278 

幻8

278 

278 

278 

278 

278 

278 

278 

279 15 (25.6) 5.3 11〆2.4 ロクロ 普通 鉄紬 差糧配色白色~浅黄

279 

279 

279 
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土器観察表(1) 掲載遺物 (13)
※ 帰属複数片が別平場から出土した場合的原位置の平場番号

図番版号

分 類 遺物 実測 接合 接合 遺物 遺物台帳 時期編年 器形等の特徴

大分類 中分類 小分頬 帰平属場 持 遺構番号
調査時 事警 番号 番号 のみ 所属面 記議面 カワラケよはる築瀬氏に 印は藤津氏によるN仏

279 6 6 蝿6 20 2 B B 

279 6 6 2172 2日 2 B B 

279 6 6 2431 20 2 C C 

279 6 6 2997 20 2 B B 
279 6 7 255 20 z 
279 6 7 265 加 2 

279 6 7 332 20 2 

279 6 7 396 2畠 2 

94 280 瀬戸・葺浪 揺鉢 錆紬 10 10 土坑 I 111 2 中 大黛 I期(桂)

95 281 緬戸・美扱 摘鉢 7 7 堀 D 姻A 240 l 44 B 上 大窯 I期(前) 大 1b 

281 7 7 堀 D 掘A 121 1 44 

281 7 7 堀 D 堀A 131 1 44 

281 7 7 271 1 44 B 中

281 7 7 109 l 44 A A直上

281 7 7 堀 D 堀A 232 I 44 B 上

281 7 8 1392 l 38 C C 

281 7 8 1240 l 44 D D 

95 282 瀬戸・美椴 摺鉢 錆紬 6 6 初99 I 38 D D 大窯 I期(前)

282 6 6 土坑 45 11 1 38 A 

282 6 6 堀 G 116 142 l 38 A 上

282 6 6 堀 F 114 144 1 38 A 下

282 6 6 堀 G 116 184 1 38 A 上

282 6 6 堀 G 116 189 I 38 A 上

282 6 6 姻 G 116 316 l 38 A 中

282 6 6 351 1 38 A A直上

282 6 6 989 I 38 B B 

282 6 6 1189 l 38 B B 

282 6 6 1崎9 l 38 C B下

282 6 6 1~叩 1 38 C B下

お2 6 6 1491 1 38 C B 

282 6 6 1492 1 38 C B 

羽2 6 6 1493 1 38 C B 

沼2 6 6 1494 1 38 C B 

282 6 6 1496 l 38 C B下

282 6 6 14田 38 C 上

282 6 6 1515 38 B 

282 6 6 1518 I 38 A A 

282 6 6 1997 38 B B 2 

282 6 7 堀 D 姻A 258 l 38 B 上

282 6 7 堀 D 堀A 259 38 B A直上

282 6 7 堀 D 姻A 275 38 B 上

282 6 7 455 l 38 B A上

282 6 8 お0 1 38 B B直上

282 6 8 士坑 10 637 I 38 C 

282 6 8 Iお9 1 38 D D直上

282 6 8 lお6 38 D C下

282 6 14 191 1 38 A A 

282 6 14 191 1 38 

96 283 瀬戸・美濃 揺鉢 錆紬 6 6 1814 3 29 C B下 後町新

お3 6 6 土坑 79 31 3 29 B I 

283 6 6 土坑 104 51 3 29 B I 

お3 6 6 士坑 160 151 3 29 BC I 

283 6 6 堀 F 114 1931 3 29 A A直上

283 6 6 叫6 3 29 A A直上

283 6 6 724 3 29 A A直上

283 6 6 1却2 3 29 B B 

お3 6 6 I却3 3 29 B B 

283 6 6 1214 3 29 B B 

お3 6 6 1227 3 29 B B 

283 6 6 1232 3 29 B B 

283 6 6 l日8 3 29 B B 

2お 6 6 1720 3 29 B B 

お3 6 6 1736 3 29 B 日

2お 6 6 1744 3 29 B B 

283 6 6 I掛 l 3 29 B B 

283 6 6 2382 3 29 B B 

283 6 6 2391 3 29 B B 

283 6 6 2401 3 29 B B 

283 6 6 2岨2 3 29 B B 

お3 6 6 2404 3 29 B B 

283 6 6 2422 3 29 B B 

Zお 6 6 2叫6 3 29 B B 

96 2剖 瀬戸・量減 摘鉢 錆紬 6 6 1498 11 l C 上 大窯 I期(前) -大 1a 
2制 6 6 11 11 l A I 

284 6 6 土坑 20 21 11 I A 中

2幽 6 6 61 11 l A A下

284 6 6 1101 11 A A直下

お4 6 6 1731 11 A A直上

お4 6 6 1801 11 l A A直上

2加 6 6 1831 11 1 A A直上

284 6 6 1901 11 l A A直上

284 6 6 堀 F 114 2151 11 I A 上

284 6 6 2891 11 A A直上

284 6 6 7261 11 1 A A直上

284 6 6 8941 11 l B A下

284 6 6 9901 11 I A A 

お4 6 6 1174 11 I B B 

284 Ll___.&. 1418 11 l 日 B 

。。
円

i



遺存度 単位 c皿. ( )は復元値，現存値 捕り目 整形・調整 胎土 焼成 色調 ( )は施軸部分

% 破片 口径 底径 器高・残存高 (本Ic皿) 外面 内薗 外面 内面 断固

幻9
幻9

釘9

279 

訂B

宮河

幻9
釘9

車泊 40 陸部片 8.6 7.8 2/2.5 ロクロ 普通 鉄軸 灰白色

281 50 (25.6) 9.2 11.7 4/3.5 ロクロ 普通 鉄軸，底部軸な〈 浅黄櫨色

281 浅黄橿色

281 

281 

281 
281 

281 
おl

お2 70 282 92 11.5 13-14/3 ロクロ 良好 鉄紬を含みテカ旬 浅黄糧色

282 ある

お2
お2
沼2

型抱

282 
282 
282 
282 
お2

お2

282 
望阜

主位

2極

2置邑

沼2

282 
お2

耳担

お2
2畠邑

お2

282 
282 
お2

282 
勉2

お2

盟詔

お3 岨 (30.1) 10.0 11.0 10/1.7 ロクロ，底 鉄紬，部分的に糧 浅黄橿色

沼3 部の穿に焼成後 色，部分的にテカ

盟沼
孔あり り晶る

怒3
型抱

却3
型詔

型沼

型抱

型招

盟問

型抱

型泊

泊3

勉3

認3
お3
型犯

お3
型犯

渇3
お3

お3

認3
お4 40 (耳).0) (9.6) 10.6 15-16/3 ロクロ 普通 鉄軸，部分的に橿 淡黄色

富岡 色

お4
お4

お4

お4
お4

お4
お4
沼4

沼4
お4
お4
お4

お4
お4
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土器観察表 (1) 掲載遺物 (14)
※ 帰属複数片が別平場から出土した場合の原位置の平場番号

図番版号 掲製靴
分 類 遺物 実測 接合 接合 遺物 遺物台帳 時期編年 器形等の特徴

大分類 中分類 小分類 帰平属場 平出場土 遺構番号 調N査o時， 害警 番号 番号 のみ 所属面 記報面 カワラケよはる築繭氏に 印は麟揮氏による

284 6 6 1435 11 1 B B 
284 6 6 1574 11 l B B 

284 6 6 29刷 11 l B B 

お4 6 7 堀 D 姻A 483 11 I B 上

97 285 瀬戸美浪 揺鉢 錆軸 6 6 土坑 2 221 8 34 B F 大窯 I期(前)

285 6 4 31 8 34 A I 

285 6 6 土坑 2 121 8 34 A 上

285 6 6 土坑 2 131 8 34 A 下

285 6 6 士坑 2 141 8 34 A 上

お5 6 6 土坑 2 161 8 34 A 上

285 6 6 土坑 2 181 8 34 A 下

2邸 6 6 土坑 2 191 8 34 A 上

お5 6 6 土坑 2 201 8 34 A 下

285 6 6 土坑 2 211 8 34 A 下

2お 6 6 姻 G 116 107 8 34 B 下

285 6 6 471 8 34 A A直上

お5 6 6 印0 8 34 A A直上

97 お6 瀬戸・美濃 揺鉢 6 6 1663 14 36 B B 大窯 I期(前)

286 6 6 ピット 18 11 14 36 A 
286 6 6 61 14 36 A I 

286 6 6 堀 F 114 159 14 36 A 下

286 6 6 849 14 36 B A下

286 6 6 918 14 36 B A下

お6 6 6 1336 14 36 B 地山面

286 6 8 11 14 36 A I上

286 6 8 1387 14 36 C C 

286 6 10 t坑 1 21 14 36 中

98 287 瀬戸・美挽 播鉢 鋪紬 6 6 土坑 162 51 24 6 BC 中 大窯 I期(前)

287 6 6 士坑 162 I1 24 6 BC 上

287 6 6 土坑 162 31 24 6 BC 上

98 288 瀬戸・美濃 揺鉢 錆軸 11 11 堀 N 姻 B 851 1 66 中 大窯 I期(前) -大窯 I期(揖)

288 11 11 楓 N 掘B 311 1 66 上中

288 11 II 堀 N 堀 B 341 1 66 上~中

288 11 11 堀 N 掘B 361 1 66 上~中

2回 11 11 掴 N 堀 B 411 1 66 上~中

288 11 11 摺 N 堀 B 591 1 66 上~中

288 11 11 期 N 掘B 741 1 66 上中

288 11 11 堀 N 堀 B 761 1 66 上~中

288 11 14 361 1 66 B A下

288 11 14 堀 U 堀 B 1251 1 66 A 下

288 11 14 126 1 66 A A 
288 11 14 150 1 66 A A 
お8 II 14 1971 1 66 A A 

98 289 瀬戸美濃 揺鉢 錆紬 8 8 土坑 12bl12 670 3 49 D 大窯 I期(植) -後町新

289 8 8 土坑 12al12 655 3 49 D 
289 8 8 土坑 12bl12 674 3 49 D 
お9 8 8 土坑 12bl12 682 3 49 D 

289 8 8 700 3 49 

289 8 8 土坑 12bl12 701 3 49 D 
289 8 8 1459 3 49 

289 8 12 31 3 49 B E①直上一括

99 290 瀬戸美濃 揺鉢 錆軸 12 12 31 2 68 B E①直上一括 大窯 I期(前)

290 12 12 11 2 68 

お0 12 14 11 2 68 A 表土下部一括

290 12 14 214 z 68 A A 

99 291 瀬戸美濃 描鉢 錆紬 6 12 堀 R 堀D 1901 10 35 底面直上 大議 I期(前) 大 1a 

291 6 6 お81 10 35 B B 

291 6 6 61 10 35 A I 

291 6 6 81 10 35 A I 

291 6 6 1321 10 35 A A直上

291 6 6 256 10 35 A A直上

291 6 6 2剖 10 35 A A直上

291 6 6 294 10 35 A A直上

100 292 瀬戸美識 播鉢 錆紬 14 14 幻 I 73 B B 大窯 I期(前)

292 14 12 191 1 73 

292 14 14 1141 1 73 A A 
292 14 14 1211 1 73 A A 

292 14 14 1281 1 73 A A 

292 14 14 1811 1 73 A A 
292 14 14 1821 1 73 A A 
292 14 14 1831 1 73 A A 

292 14 14 1841 1 73 A A 
292 14 14 1851 1 73 A A 

292 14 14 1861 1 73 A A 
292 14 14 1921 1 73 A A 

100 293 瀬戸・美波 摘鉢 錆軸 14 14 2101 2 A A 能町新

100 294 瀬戸美漉 描鉢 錆紬 6 6 1766 13 37 C 大窯E期(後) 大窯E前予

294 6 6 土坑 153 31 13 37 BC I 

却4 6 6 士坑 153 91 13 37 BC I 

294 6 6 2781 13 37 A A直上

294 6 6 3421 13 37 A A直上

294 6 6 8141 13 37 B A下

294 6 6 8321 13 37 B A下

加4 6 6 1157 13 37 B B 

294 6 6 1259 13 37 B B 

294 6 6 1269 13 37 B A下

294 6 6 1331 13 37 B 地山面

180 



遭存度 単位・ cm， ( )は復元値，現存値 揺り目 整形調整 胎土 焼成 色調 ( )は施紬部分

喜号 % 破片 口径 底径 器高残存高 (本Ic皿) 外面 内面 外面 内面 断面

284 

284 

認4

284 

お5 ω 29.4 8.6 12.5 8/2.7 ロクロ 普通 鉄糊，部分的に樟 灰白色

お5 色

285 

お5

285 

285 

285 

285 

お5

285 

お5

285 

285 

286 初 (30.0) 9.0 10.9 12/2.5 ロクロ 鉄紬 灰白色~淡黄色

お6

お6

286 

お6

286 

Z部

286 

お6

286 

287 10 (29.0) 5.6 7/1.8 ロクロ 普通 鉄紬 淡黄色

お7

287 

288 20 (30.6) 5.3 鉄軸 普通 鉄紬 灰白色

お8

288 

288 

288 

お8

お8

Z田

お8

お8

お8

お8

お8

289 70 28.5 8.4 10.8 12/2.5 

お9

289 

289 

289 

289 

犯9

289 

290 50 8.8 9.1 8/2.5 ロクロ 普通 鉄糊 灰白色

2叩

2叩

290 

291 60 28.2 9.4 10.2 13/3 ロクロ 普通 鉄軸 灰白色

291 回 28.2 9.4 10.2 

291 

291 

291 

291 

291 

291 

292 回 28.4 9.6 10.4 12/2.5 ロクロ 普通 鉄軸 浅黄樺色

292 

292 

292 

292 

292 

292 

292 

292 

292 

292 

292 

293 25 肱部残存 9.0 4.8 11/3 ロクロ 普通 鉄糊 i圭貫笹色

2倒 20 却 5 5.7 5/1 ロクロ 普通 鉄紬，部分的に糧 淡黄色

却4 色

却4

294 

294 

294 

294 

294 

2倒

294 

2倒



土器観察表 (1) 掲載遺物 (15)
※ 帰属。複数片が別平場から出土した場合の原位置の平場番号

番図号版 斡掲載
分 類 遺物 実測 接合 接合 遺物 遺物台帳 時期編年 器形等の特徴

大分類 中分類 小分類 帰平属場 平出場土 遺構番号 調N査a時 事耳 番号 番号 のみ 所属面 記報面 カワラケよはる築瀬氏に -印は藤博氏による

294 6 6 1333 13 37 B 地山面

294 6 6 1836 13 37 BC 上

294 6 6 1845 13 37 

294 6 6 184B 13 37 BC 上

294 6 6 1850 13 37 BC 上

294 6 6 18日 13 37 BC 上

294 6 6 2117 13 37 B A 

294 6 6 2748 13 37 B B 

294 6 6 2794 13 37 B B 

294 6 6 2819 13 37 B B 

294 6 6 2829 13 37 B B 

294 6 6 2836 13 37 B B 

294 6 6 お45 13 37 B B 

294 6 6 2846 13 37 B B 

294 6 6 2847 13 37 B B 

294 6 6 3066 13 37 E E 

101 295 瀬戸美雄 指鉢 錆紬 1 I 11 214 A I 大窯E期(後)

101 却6 瀬戸美識 播鉢 錆紬 6 6 2413 240 B B 古瀬戸後期町(新)

2鉛 6 6 土坑 79 21 2岨 A I 

296 6 6 土坑 104 21 2岨 B I 

296 6 6 7211 2咽 A A直上

296 6 6 1225 240 B B 

2田 6 6 1538 240 B B 

296 6 6 姻 F 114 240 A 

101 297 瀬戸美濃 指鉢 錯紬 6 6 堀 F 114 301 241 A A直上 古瀬戸後期町(斬)

297 6 6 嫡 F 114 291 241 A A直上

101 298 瀬戸美濃 摘鉢 錆柚 14 14 1411 342 A A 古瀬戸後期町(新)

101 2開 瀬戸・美瀧 指鉢 錆軸 14 14 1541 343 A A 古瀬戸桂期町(新)

101 300 瀬戸美濃 播鉢 錆紬 14 14 991 344 A A 古瀬戸桂期町(新)

101 301 瀬戸美濃 播鉢 錆紬 6 6 1606 201 11 B B 大窯 I期

301 6 6 881 201 11 

101 302 瀬戸美浪 播鉢 錆紬 6 6 土坑 27 91 202 A I 大窯 I期

101 303 瀬戸美濃 摘鉢 錆紬 6 6 士坑 176 61 203 B I 大窯 I期

101 304 瀬戸襲棋 播鉢 錆軸 7 7 土坑 4 11 204 A 大窯 I期

101 305 瀬戸・美総 揺鉢 錆紬 8 8 1387 205 C C 大窯 I期

ぬ5 8 10 士坑 l 21 205 

101 却6 瀬戸・美濃 福鉢 錆軸 6 6 堀 G 116 521 228 A A直上 大黛 I期(後)

101 307 瀬戸・美濃 指鉢 錆紬 6 6 2121 229 B B 大窯 I期(後)

101 308 甑戸・美浪 揺鉢 錆紬 6 6 土坑 143 11 230 A I 大窯 I期(桂)

101 309 瀬戸・葺漉 描鉢 錆紬 6 6 士坑 204 881 231 B A下 大窯 I期(後) 欠書官

101 310 瀬戸・聾糠 描鉢 錆糊 7 7 3741 232 B B 大窯 I期(桂)

101 311 瀬戸・美濃 摘鉢 錆紬 7 7 土坑 12 21 233 大黛 I期 (1量)

311 7 7 3461 233 B B 

101 312 瀬戸・美濃 播鉢 錆柚 8 8 1134 234 D D直上 大窯 I期(後)

312 8 12 331 234 

101 313 瀬戸・美濃 播鉢 錆紬 10 10 181 335 大窯 I期(後)

101 314 瀬戸・葺浪 揺鉢 錆軸 10 10 31 336 大窯 I期(後)

101 315 瀬戸・美濃 繍鉢 錆糊 12 12 1911 237 盛土上層 大窯 I期(後)

101 316 瀬戸・美浪 嬬鉢 錆軸 14 14 1971 238 A A 大窯 I期(後)

101 317 瓶戸美濃 揺鉢 錆軸 14 14 初81239 A A 大窯 I期(後)

101 318 瀬戸美濃 揺鉢 錆紬 1 I 215 A I 大窯 I期(前)

101 319 瀬戸美濃 揺鉢 錆糊 6 7 71 216 16 A I上 大窯 I期(前)

319 6 6 3261 216 

101 320 瀬戸美濃 描鉢 錯紬 6 6 1383 217 B B 大窯 I期(前)

101 321 瀬戸美濃 揺鉢 錆軸 6 6 土坑 125 81 218 BC I 大窯 I期(前)

101 322 瀬戸美濃 揺鉢 錆軸 6 6 土坑 166 21 219 A I 大窯 I期(前)

322 6 6 土坑 166 11 219 A I 

101 323 瀬戸・美濃 指鉢 錆紬 6 6 堀 F 114 321 220 A A直上 大窯 I期(前)

101 324 瀬戸・美濃 揺鉢 錆紬 6 6 堀 G 116 1641 221 A A直上 大黛 I期(前)

101 325 甑戸・美浪 摘鉢 錆軸 6 6 型泊 227 17 B A下 大窯 I期(前)

3お 6 6 1939 227 17 A A 

101 326 瀕戸・美濃 掘鉢 錆紬 8 8 621 222 B E下 大窯 I期(前)

101 327 瀬戸・美濃 指鉢 錆軸 8 8 1039 223 D D直上 大窯 I期(前)

327 8 8 8321 223 D C下

327 8 8 1118 223 

101 328 瀬戸美濃 摘鉢 錆紬 8 8 41 224 B E中 大窯 I期(前)

328 8 8 11 224 A I上

328 8 11 掴 N 堀B 291 224 上~中

328 8 12 掘 P 堀A 1291 224 下

328 8 14 1691 224 A A 

101 329 瀬戸美瀧 揺鉢 錆軸 14 14 1801 225 A A 大窯 I期(前)

101 330 瀬戸美濃 揺鉢 錆軸 14 14 1011 226 A A 大窯 I期(前)

101 331 猿戸・美漫 錨鉢 錆軸 6 6 士坑 240 101 206 BC I 大黛E期(前)

102 332 瀬戸美濃 揺鉢 錆軸 6 6 1088 加7 B B 大窯E期(前)

102 333 瀬戸美濃 揺鉢 錆軸 6 6 1854 208 BC 覆土 大窯E期(前)

お3 6 6 1853 208 

102 334 瀬戸・美浪 摘鉢 鏑軸 6 6 2983 209 C C 大窯E期(前)

334 6 6 士坑 127 21 209 

102 335 瀬戸・美濃 摺鉢 錆柚 14 14 11 210 A 表士下部一括 大窯E期(前)

102 336 瀬戸・圭波 揺鉢 錆紬 4 4 21 213 A A 大窯E期(前)

102 337 瀬戸田美濃 描鉢 錆軸 6 6 4731 211 A A直上 大窯皿期(前)

102 338 調戸・葺浪 揺鉢 錆紬 6 6 堀 F 114 781 212 B A下 大黛皿期(前)

102 1 339 瀬戸田美披 揺鉢 錆軸 8 8 1564 5 D D 古瀬戸後期W(新)
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掲艶載
追存度 単位 cm， ( )は復E値，現存値 掘り目 整形調整 胎士 焼成 色調 ( )は施紬部分

% 破片 口径 底径 器高ー残存高 (本/cm) 外面 内面 外面 内面 断面

294 

四4

294 

294 

294 

294 

294 

294 

却4

294 

却4

却4

294 

294 

却4

294 

麿り滅不明してお 普通 全面鉄紬 淡黄色
295 口縁部片

296 口縁部片 、明 ロクロ む白色粒を含 普通 全面鉄紬 淡黄褐色

296 

296 

296 

加6

296 

296 

お7 口縁部片 |不明 ロクロ む白色粒を含 普通 全面鉄軸 磨滅 淡黄褐色

297 

ド明
ロクロ 白む色粒を含 普通 全に糧面鉄色軸， 部分的 i直賀褐色

却8 口縁部片

5/1.2 
ロクロ 線密 普通 全に樟面鉄色紬， 部分的 淡灰白色

お9 日縁部片

ド明
ロクロ 綾密 普通 全に糧面鉄色軸， 部分的 i直灰白色

却。 口縁部破片

301 口縁部片 、明 ロクロ 綾密 普通 全面鉄軸 淡褐色

却I

302 口縁部片 何ミ明 ロクロ 綾密 普通 全面鉄軸 貰褐色

却3 口縁部片 、明 ロクロ 練密 普通 全面鉄軸 黄褐色

304 口縁部片 何二例 ロクロ 級密 普通 全面鉄軸 黄褐色

305 口縁部片 、明 ロクロ 綾密 普通 全面鉄軸 淡褐色

305 

初6 同車片 、明 ロクロ 徹密 普通 全面鉄紬 黄褐色

初7 口縁部片 、明 ロクロ 綾密 普通 全面鉄輪 貰褐色

308 口縁部片 、明 ロクロ 綾雷 普通 全面鉄紬 暗白褐色

初9 口縁部片 、明 ロクロ 級審 普通 全面鉄紬 責褐色

ド明
ロクロ 撤曹 普通 全に面櫨鉄色軸， 部分的 黄褐色

310 口縁部片

311 口縁部片 、明 ロクロ 級審 普通 全面鉄紬，部分的 貫褐色

311 に燈色

312 口縁部片 、明 ロクロ 級密 普通 全面鉄紬 暗灰白色

312 

313 口縁部片 、明 ロクロ 徹密 普通 全面鉄紬 暗灰白色

314 口縁部片 、明 ロクロ 級密 普通 全面鉄軸 黄褐色

315 口縁部片 、明 ロクロ 級密 普通 全面鉄紬 黄褐色

316 口縁部片 、明 ロクロ 鍛密 普通 全面鉄紬 暗灰白色

317 口縁部片 、明 ロクロ 織密 普通 全面鉄紬 黄褐色

318 口縁部片 、明 ロクロ 綴密 普通 全面鉄軸 黄褐色

319 口縁部片 、明 ロクロ 綴曹 普通 全面鉄軸 黄褐色

319 

320 口縁部片 、明 ロクロ 鍛密 普通 全面鉄紬 賀褐色

321 口縁部片 、明 ロクロ 綴密 普通 全面鉄紬 黄褐色

322 口縁部片 、明 ロクロ 綴密 普通 全面鉄紬 費褐色

322 

323 口縁部片 、明 ロクロ 綴曹 普通 全面鉄紬 責褐色

324 口縁部片 、明 ロクロ 融密 普通 全面鉄紬 時白褐色

325 阪 片 、明 ロクロ 綾密 普通 全面鉄糊，部分的 貫褐色

325 に樺色

326 口縁部片 杯明 ロクロ 級密 普通 全面鉄柑 貫褐色

327 口縁部片 (31.0) 2，8 、明 ロクロ 徹密 普通 全面鉄紬 黄褐色

3幻

327 

328 20 日縁部片 (31.0) 6，7 10/1.9 ロクロ 鰍密 普通 全面鉄職 黄褐色

328 

328 

328 

328 

329 口縁部片 、明 ロクロ 徹密 普通 全面鉄紬 貫褐色

ド明
ロクロ 般密 普通 全な面L鉄紬， てかり 貫褐色

330 口縁部片

331 口縁部片 6/1.5 ロクロ 級官 普通 全面鉄軸 灰白色

お2 口縁部片 、明 ロクロ 級密 普通 全面鉄糊 灰白色

333 口縁部片 、明 ロクロ 級官 普通 全面鉄軸 貫褐色

333 
334 口縁部片 、明 ロクロ 線密 普通 全面鉄紬 灰白色

334 

335 口縁部片 、明 ロクロ 融密 普通 全面鉄軸 黄褐色

336 口縁部片 、明 ロクロ 級官 普通 全面鉄軸 暗白色

お7 口縁部片 、明 ロクロ 綾密 普通 企画鉄紬 暗灰白色

お8 口縁部片 、明 ロクロ 績密 普通 全面鉄紬 灰白色

お9 20 (30，2) 5，9 7/1.4 ロクロ 普通鉄紬 浅黄色
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土器観察表 (1) 掲載遺物 (16)
楽 帰属複数片が別平場から出土した場合の原位置の平場番号

図番版号 掲鰐議
分 類 遺物 実iJlU 接合 接合 造物 造物台帳 時期編年 器形等の特徴

大分類 中分類 小分類 軍露 平出場土 遺構番号 調N査o時• も宅 番号 番号 のみ 所属面 記栽面 カワラケよはる築瀬氏に 印は藤樺氏による

102 34u 瀬戸・美濃 播鉢 錆紬 12 12 堀 期B 154 4 下 古瀬戸後期町(新) 摺鉢E類

102 341 瀬戸・美浪 播鉢 錆紬 12 12 堀 Q 堀B 151 5 底面直上 古瀬戸後期町(新) 摺鉢E類

102 担2 瀬戸美濃 揺鉢 錆紬 14 14 232 3 47 A A 後町新

担2 14 8 292 3 47 B E② 
342 14 8 1701 3 47 D D下

342 14 12 151 3 
102 343 甑戸美濃 揺鉢 錆紬 6 6 堀 F 114 173 25 お A 中 後町新~大黛E

担3 6 6 堀 F 114 143 25 23 A 中

102 344 瀬戸・美識 揺鉢 錆紬 B 8 士坑 39 1273 4 D 大窯 I期(後)

103 345 瀬戸田美披 その他 香炉 6 6 土坑 76 41 2 1 B 

345 6 6 土坑 127 111 2 1 A B 

345 6 6 土坑 128 281 2 I A 
345 6 6 671 2 l A A直上 袴腰形香炉

担5 6 6 1056 2 1 B B 
筒形香炉

103 346 瀬戸美浪 その他 香炉 6 6 構 l 31 1 A 下

103 347 瀬戸美濃 灰軸 双耳小壷 6 6 堀 G 116 150 3 2 A 上 桂m-町古

347 6 6 1440 3 2 B B 

347 6 6 1481 3 2 B B 

347 6 6 1482 3 2 B B 

347 6 6 1485 3 2 B B 

347 6 6 24ω 3 2 B B 
所在不明

103 348 瀬戸・美濃 その他 鉄軸小壷 6 6 2970 5 3 C C 

348 6 6 61 5 3 A I下

348 6 6 5羽 5 3 A A直上

103 349 瀬戸・美濃 その他 鉄紬小壷 6 7 堀 D 堀A 474 4 4 大窯

349 6 6 2950 4 4 B B 

103 3印 瀬戸・美濃 その他 鉄紬小壷 6 6 溝 18 21 103 A I 大窯

103 351 瀬戸・美漉 その他 盤類 6 6 士坑 38 11 7 BC 中 後 ll-m

103 352 瀬戸・美濃 その他 大皿 6 6 お8 9 B A下

103 353 瀬戸・美濃 その他 大皿 8 8 251 1 B E中

103 354 瀬戸美総 その他 大皿 12 12 堀 P 摺A 102 l 下

103 お5 瀬戸・美濃 その他 卸目付大皿 8 8 1319 3 B C上

お5 8 8 275 3 

103 356 瀬戸美濃 その他 卸目付大皿 6 6 制6 8 B A下 横町新

103 357 瀬戸美漉 その他 卸目付大皿 10 10 321 112 峰町新

103 358 瀬戸・美濃 その他 盤額 8 8 587 2 C C直上 後W新

103 359 猶戸美雄 その他 瓶子 6 6 2722 6 5 B B 後 ]-ll

359 6 6 土坑 27 21 6 5 A 中

359 6 6 士坑 27 41 6 5 A 中

359 6 6 61 6 5 A I 

359 6 6 土坑 27 71 6 5 A 中

359 6 6 土坑 27 111 6 5 A 下

359 6 6 土坑 27 121 6 5 A 下

359 6 6 961 6 5 A I下

359 6 6 1701 6 5 A A直上

359 6 6 285 6 5 A A直上

359 6 6 868 6 5 B A下

359 6 6 2220 6 5 日 B 

103 3曲 瀬戸・美識 その他 瓶子 6 6 同6 102 A A直上 後町

103 361 瀬戸・美濃 その他 鉄紬壷 8 8 981 104 D C下 古瀬戸後期

l白3 362 瀬戸・美濃 鉄紬 コ足盤 7 7 土坑 33 11 1 4 後町新

362 7 7 士坑 33 21 1 4 

104 363 常措 壷 10 10 11 1 お A 

363 10 10 21 1 23 A 

363 10 10 土坑 9 31 1 23 

363 10 10 土坑 9 31 1 23 

363 10 10 41 1 23 A 
363 10 10 51 1 幻 A 

363 10 10 土坑 9 81 1 23 

363 10 10 81 1 23 A 
お3 10 10 士坑 9 81 1 23 

363 10 10 91 1 23 A 
お3 10 10 111 1 23 A 
3日 10 10 131 1 23 A 
3日 10 10 151 1 23 A 

363 10 10 161 1 23 A 
3臼 10 10 181 1 23 A 

3ω 10 10 191 1 幻 A 

」ー 3臼 10 10 201 1 23 A 
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掲署警穂
遺存度 単位・岨， ( )は復元値.現存値 捕り目 整形・爾聾 胎土 焼成 色調 ( )は施細部分

% 破片 口径 底径 器高・残存高 (本Icm) 外面 内面 外面 内面 断面

3拍 却 口縁部残存 (30.4) 3.2 ロクロ 普通 鉄軸 淡黄色

341 10 口縁部残存 (却.0) 4.2 ロクロ 普通 鉄糊 灰白色

342 20 (却.0) 9.7 6/1 ロクロ 普通 鉄軸 淡黄色

342 

342 
342 
343 20 底部残存 (且0) 5.4 8/2.5 ロクロ 普通 鉄軸 灰白色

343 

344 10 (280) 3.7 9/2且 ロクロ 鉄軸 灰白色

345 ω 11.0 5.0 ま切部はり回転 密 良
草内外野れ面以色外と(はも灰軸灰軸色部)，は

やや灰褐色

345 

345 
345 

3岨

震足意る切部融か(獣)はしり脚回，て転いを3 l詰も:貧が富見伊性

且

事そ誕れ以外と(は弘明灰褐色!ま
灰褐色

346 100 ほぽ完形 虫4 5.5 6.2 

347 40 (3.6) (5.0) 5.4 
底切面部灰り柚回，転内串外

灰紬 密 普通
員色色)，~無暗紬緑部色は(灰灰

暗緑色(灰紬) 灰色~灰褐色

347 

347 

347 

347 

347 

胴残部存のみ 司E 普通 i2E字型需品 褐色~淡褐色
346 4.4 

348 

348 

349 初 胴部のみ残存 42 内外面鉄軸 司E 普通 まE鉄軸でこげ 全部面分鉄は紬褐.色軸のない 淡褐色

349 

破片
内外面鉄軸 密 普通 裏面色鉄軸で， こげ 淡褐色

350 

胸底ラら部部れケが回ズる転認リヘ， め

密 普通 端褐色~赤褐色 聖書E白色~暗褐色
営はが黒褐色か色でがり?か外やる黒面

351 

底ラ部ケ回ズ転リへ 司E
やっ感やl:rじ粉ぃ

暗灰白色 良褐糊色かり(うっすらと 白褐色

お2 座~片

脚残けので存はう貼.ちり32付個古
密 普通 淡褐色 淡草書E褐色.他は 書褐色~淡暗褐

お3 40 底部町一部残存 (7.6) 1.5 
内外商軸 密 普通 色内外面紬部は暗緑 機褐色

354 口縁部片

お5 ロ縁部片 緑内外紬面(灰と軸も 砂粒を含む 普通 色内舛，面そのと他も軸1:1庇部揖は暗色輯 被褐色

お5
塗面灰紬 司E 普通 臨Eとも灰紬で 白褐色

3弱 口縁部片 2.3 

破片
全面灰軸 密 普通 E外面軸部は暗緑 決褐色

富田

脚けは貼り付
まl皿E大2著町Z半' 

普通 機褐色 黒褐色 液褐色

3団 1日 底部片 9.4 2.8 
3回 35 胴部のみ残存 18.2 灰紬

?なるに指ナし頭デt 密
普通

得灰黒色色議~灰;褐i色i~灰i 
灰色色~灰褐色~灰黒 暗灰褐色

お9

お8

3国

3弱

お9

359 

359 

359 
359 
お9

359 
司且司E 良好 斑内状外面に黒黒茶色色で， 黒灰色

3ω 口縁部片 (7.5) 1.8 
361 ロ縁部片 (12.6) 5.1 全面鉄紬 極密 良好 鉄軸 白褐色

坦堅片
書粒むを少量 普通 胎紬部部はは機き褐び色色， 露

お3

お3
部沼 関 40 31.5 

明を赤含褐む色粒 良好 明赤褐色 褐色
百沼

現沼

お3

363 

お3

お3

軍泡

3臼

3臼

3回

3臼

363 
363 
指3

3回

3臼 L 
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土器観察表 (1) 掲載遺物 (17)
※ 帰属複数片が別平場から出土した場合の原位置の平場番号

図番版号 掲鰐載
分 類 遺物 実測 接合 接合 遺物 遺物台帳 時期編年 器形等の特徴

大分類 中分類 小分類 帰平場属 車毒 遺構番号 調査時 造番物号 番号 番号 のみ 所属面 記議面 カワラケよはる築瀬氏に 印は藤滞氏によるNo. 
3臼 10 10 241 1 23 A 
363 10 10 251 1 23 A 
3臼 10 10 261 1 幻 A 
363 10 10 451 1 23 A 

363 10 10 師 l 23 C 

363 10 10 671 1 23 C 

3臼 10 10 681 1 23 C 
3臼 10 10 691 1 23 C 
3臼 10 10 701 1 23 C 

363 10 10 711 1 23 C 
3臼 10 10 741 1 23 C 

363 10 10 791 1 23 C 

363 10 10 871 1 23 C 

363 10 10 100 l 23 C 

104 364 常滑 費 8 8 1813 1 19 D D下

364 8 3 臼7 I 19 

364 8 7 姻 D 掘A 197 l 19 B 
364 8 7 堀 D 姻A 210 I 19 B 堀 A (新)下層

364 8 8 126 l 19 B E② 

お4 8 8 174 I 19 B E③④⑥B直上

お4 8 8 521 l 19 D E⑦層下層

364 8 8 522 1 19 D E⑦層下層

お4 8 8 524 l 19 D E⑦層下層

364 8 8 5お l 19 D E⑦層下層

364 8 8 526 19 D E⑦層下層

お4 8 8 5幻 I 19 D E①層下層

持4 8 8 528 I 19 D E⑦層下層

3臼 8 8 529 1 19 D E⑦層下層

3臼 8 8 530 1 19 D E⑦層下層

3臼 8 8 542 I 19 D E⑦層下層

3臼 8 8 土坑 12bl12 671 I 19 D 
364 8 8 土坑 12bl12 677 1 19 D 
3臼 8 8 土坑 12.112 681 l 19 C 

364 8 8 土坑 12bl12 705 1 19 D 

364 8 8 士坑 12.112 7酷 19 C C下

3臼 8 8 1212 I 19 D D 
3倒 8 8 1266 19 D D 

3臼 8 8 1279 1 19 D D 
3臼 8 8 1333 19 D C下

3臼 8 8 1岨5 1 19 D D 
3臼 8 8 1岨9 I 19 D D 
3臼 8 8 1492 l 19 D D 
3臼 8 8 1493 l 19 D D 
3臼 8 8 1494 1 19 D D 

3制 8 8 1495 1 19 D D 
364 8 8 14師 l 19 D D 

364 8 8 1498 1 19 D D 
364 8 8 1556 l 19 D D 
お4 8 12 141 1 19 盛土上層

3制 8 12 391 1 19 盛土上層

3臼 8 12 姻 P 姻A 1061 1 19 下

364 8 12 掘 P 堀A 178 I 19 上

3制 8 13 31 1 19 B E①直上括

364 8 14 177 l 19 A A 

105 365 常滑 費 6 6 1181 I B B 

105 お6 常滑 建 11 11 掘 N 姻B I却 2 B 下

105 367 常滑 聾 12 12 1731 3 盛土上層

105 3同 常滑 翌 6 6 694 2 A A直上

105 369 常滑 聾 13 13 31 I 25 B E①直上一括

105 370 常滑 聾 12 12 堀 F 堀A 140 岨l 中

105 371 常滑 費 7 7 掘 D 掘A 206 402 下

105 372 常滑 聾 6 6 14 岨3 A I 

105 373 常滑 聾 6 6 841 404 16 A A直上

373 6 6 堀 G 116 29 胡4 16 A A直上

105 374 常滑 翠 11 11 姻 N 楓B 781 4 上~中
五輪塔と伴出

105 375 常滑 聾 12 12 堀 F 堀 A 1891 1 底面一括

l国 376 常滑 護 11 11 堀 N 堀B 501 1 B 上~中

106 377 常滑 費 11 11 掘 N 堀B 491 3 B 上~中

106 378 常滑 裂 8 12 7712 20 B s (盛土)上層

378 8 8 土坑 12bl12 675 2 20 D D 

378 8 8 開5 2 20 D C下

378 8 8 1297 2 20 B E直上

378 8 8 堀 I 堀 C 1826 2 20 C 上

378 8 12 31 2 20 A I下
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掲事警議
過存度 単位佃， ( )は復E値，現存値 揺り目 整形・調整 胎土 焼成 色調 ( )は施軸部分

% 破片 口径 底径 器高残存高 (本/cm) 外面 内面 外面 内面 断面

363 

363 

363 

363 

363 

お3

363 

363 

363 

363 

363 

3ω 

3臼

363 

3制 30 (16.0) 41.7 暗緑灰合色粒 普通 黒褐色 オリ プ黒色~暗褐

364 子をむ 色

3臼

364 

364 

お4

お4

364 

3臼

お4

3制

364 

お4

364 

お4

364 

364 

364 

お4

お4

部4

お4

364 

お4

3臼

3制

お4

お4

お4

お4

3臼

364 

3制

3臼

364 

3臼

364 

3臼

3臼 7.9 

3臼

褐を灰含色む粒子 普通 灰色赤褐色~暗赤灰
365 7.6 

明を事含褐む色粒 普通 明赤褐色 明赤褐色~黒褐色
3品 7.3 

車古事種灰む色色粒粒を
串にぷい事褐色 暗 にぷい赤褐色
灰色

367 9.8 

緑を含灰色む粒子 普通 褐色 にぷい赤褐色 にぷ
368 10.2 い糧色

暗を緑含灰む色粒 普通 暗赤灰色赤黒色 灰赤色暗串褐色
369 

緑を灰含色む粒子 普通 オリ プ灰色 にぷし‘赤褐色にぷ 暗灰黒色
370 口縁部片 7.0 い積色

色オ粒リを含プ黒む
普通 赤褐色 灰赤色暗事褐色 硝灰黒色

371 口縁部片 3.6 

皇オ粒リを含長プむ黒石
普通 赤褐色 灰赤色暗赤褐色 暗灰黒色

372 口縁部片 2.0 

373 胴下位片 7.8 長色石粒粒を，含黒む
普通 にぷい事褐色 灰立黒つ色， 白色粒が目 灰黒色

373 

色オ粒リを含プ黒む
普通 赤褐色 灰色

374 20 (11.4) 6.3 

灰赤含色褐む粒色粒明を
良好 暗色事灰色~暗赤褐

375 50 (13.2) 15.8 

赤含褐む色粒を 普通 赤褐色 灰事色
376 30 (18.2) 10.0 

Eオ粒リ子プを灰含 普通 にぷい赤褐色 オリ プ灰色

377 30 (17.4) 7.2 

378 
暗t粒オ子リーを合プ

普通
暗赤赤褐褐色色~灰~色にぷい 褐色灰色~灰オリープ

378 40 (15.4) 21.5 

378 

378 

378 

378 
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土器観察表 (1) 掲載遺物 (18)
'"' 'IP'"司

I'Jt.!It.<./IIJ ・ 司1R'1 11-..... J-.LI--'--"-'，..... 弓1R'1t:l "_n.五匹日ι~.，

図番版号 掲番韓号
分 類 遺物 実測接合接合造物 遺物台帳 時期編年 器形等の特徴

大分類 中分類 小分類 帰平属場 平出場土 遺構番号 調N査a時 遺番物号 番号 番号 のみ 所属面 記報面 カワラケよはる築瀬氏に 印は藤滞氏による

378 8 12 41 2 20 B E最上面括

378 8 12 151 2 初 上

378 8 12 姻 F 堀A 921 2 加 上

378 8 12 2 20 
378 8 12 ?I 2 初

378 8 14 212 2 20 A 排土中

107 379 瓦質土器 指鉢 6 6 土坑 165 2125 3 4 A 中

379 瓦質土器 揺鉢 6 6 土坑 l出 2556 3 4 

107 380 瓦質土器 揺鉢 12 12 71 1 盛土上層

107 381 瓦質土器 揺鉢 7 7 堀 D 堀A 205 I 下

107 382 瓦質土器 揺鉢 10 10 103 l 6 C C 

382 10 10 61 1 6 A A 

382 10 10 571 1 6 B B 

382 10 10 971 1 6 C C 

382 10 10 1121 1 6 D B 

107 お3 瓦賀土器 揺鉢 6 6 2423 4 I B A 

383 6 6 士坑 165 21 4 1 

107 お4 瓦質土器 香炉 筒形香炉 6 6 2910 2 B B 

3剖 6 6 121 2 A 下

384 6 6 制9 2 A A直上

外がの押面文上様圧位，施はスタン弁いプ状士る
下文位きれは蓮て

107 385 瓦質土器 香炉 袴腰形香炉 6 6 A A 

107 386 瓦質土器 香炉 袴腰形香炉 6 6 堀 F 114 1981 511 A A直上

108 387 カワラケ 皿 I I A I 

108 お8 カワラケ 皿 4 4 1061 1 A A 

108 389 カワラケ 皿 4 4 1011 2 A A 

108 390 カワラケ 皿 6 6 堀 F 114 229 I A 中

108 391 カワラケ 皿 6 6 姻 F 114 加7 2 A 中

108 392 カワラケ 皿 6 6 1416 3 B B 

108 393 カワラケ 皿 6 6 2078 4 B B2 

108 394 カワラケ 皿 6 6 403 5 A A直上

108 395 カワラケ 皿 6 6 282 6 A A直上

j(旭 396 カワラケ 皿 6 6 2071 7 C C 

108 397 カワラケ 皿 6 6 4031 8 A A直上

108 398 カワラケ 皿 6 6 1862 9 C C 

108 399 カワラケ 皿 6 6 堀 F 114 281 10 A 上

108 400 カワラケ 皿 6 6 掘 F 114 231 11 B 上

108 401 カワラケ 皿 6 6 1863 12 C C 

108 402 カワラケ 皿 6 6 1420 13 B B 

108 403 カワラケ 皿 6 6 堀 F 114 3691 14 A 中

108 4倒 カワラケ 皿 6 6 土坑 160 81 15 BC I 
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遺存度 単位 :CII. ( )は復z値，現存値 掘り目 整形・調整 胎土 焼成 色調 ( )は施細部分

% 破片 口径 底径 器商・残存高 (本10皿) 外面 内面 外面 内面 断面

378 
378 
378 
378 
378 
378 
379 目録20 (2制) 9.0 13/2.4 子)-を多1圃量のに畢官色b瞳 普通 オリ プ灰色

釘宮

6/1.6 霊E旨E英
普通 褐にぷ色い貫褐色~黒

380 5.7 

喜長石をむ多石量英に
オリ プ灰色

8/2 
381 口縁却 (却'2) 且0
調2 口縁30 (25.0) 5.5 陣滅している

長粒く石含をや，む石や英多
普通 褐オ色リープ黒色~黒

現2
調2

382 

話2
担問 20 障部片 (9.4) 2.3 7/1.5 艦量石をI多E量聾に，宮Zb母 オリ プ黒色 淡黄色

認3
お4 40 (14.8) 6.3 

舛下あ面位る上ilt聞世車はは#3雷宜単が文世， 
害苦を世量 普通 赤褐色， 部黒色 黒褐色

認4
指4

ヘ3脚り鵠付はラ状け3工単諮る位具， 

砂粒を含む

成けり不否てや良書やお
明け褐て色黒，い底部は煤 暗褐色黒褐色

認5 口の緑1本町一を部欠損と脚
(10.6) 7.9 

陸部と脚Z本残 磨滅 砂駐を含む 普通 暗黄禍色 暗黄褐色
3筋 3.5 

底切ロ部クり回ロ成転形品， 

黒位子む11 皿色皿のを粒以~赤少下子色量3皿桂町， 含

普通 にぷい樟色

百87 初 (7.1) (4.0) 2 

底切ロ部クり回ロ成転形品， 白色Eむ砂粒以粒下子， の
普通 にぷい橿色

含黒 を
3槌 70 7.3 4.6 2 

底切ロ部クり回ロ転成形車， Zむl圃EZほ富どの 普通

389 30 87.49 5 1.5 

底切ロ部クり回ロ成転形品， 
主れ筆る持号

良好 にぷい貫糧色

3卯 1∞ 7.4 4.4 1品

底切ロ部クり回ロ転成形品， iis賢官
良好 にぷい赤褐色

391 1∞ 6.8 旦9 2.0 

底切ロ部クり回ロ転成形品 黒見l皿色ら以粒れ子下るが町
良好 種色

却2 100 7.0 3.8 1.6 

底切ロ部ク句回ロ転成形串
見占離られZるZ 

良好 明赤褐色

393 I∞ 9.2 5.4 2.3 

底切ロ部クり回ロ転成形串， 品霊昔話 良好 糧色

お4 70 7.8 4.2 2.0 

底切ロ部クり回ロ成転形品. 砂1皿粒以を含下町む 良好 にぷい貴橿色

耳措 ω 9.0 5.0 2.1 

底切ロ部クり回ロ成転形舟. 砂見1皿位ら以がれ下少るの量
良好 橿色

3田 70 10.且 5.0 2.6 

底切ロ部クり回ロ成転形糸， iji;i 
且好 橿色

耳町 曲 7.8 4.6 2.1 

底切ロ部クり回ロ成転形串. 町を1黒少ミ色量リ砂以含下粧む
良好 にぷい黄橿色

耳蝿 100 6.8 4.0 1.8 

底切ロ部クり回ロ成転形皐 砂喜1曲粒のむ砂以と粒下，事町を
良好 黄櫨色

耳掃 70 7.4 5.0 1.6 

底切ロ部クり回ロ成転形品， 署1回粧む以を下少量町
良好 にぷい黄色橿色

4拍 ω 7.6 5.0 1.8 

底切ロ部クり回ロ成転形品， 2含1む??i 
良好 にぷい黄樟色

岨1 50 (7.4) 4.2 1.7 

底切ロ部クり回ロ成転形品， 黒雲む1 皿色母以砂粒粒下を含のと
良好 にぷい樟色

402 30 (10.0) (5.6) 2.5 

底切ロ部クり回ロ成転形品， 黒母1皿粒色粒以を下含と町雲む
良好 橿色

403 回 4.6 1.8 

底切ロ部クり回ロ転成形品， 某と1色~のZ皿粒皿母粒子の以
且好 樺色

4倒 ω (10.8) 5.4 2.3 
Zの含雲む
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土器観察表 (1) 掲載遺物 (19)
議 帰属・ 複数片が別平場から出土した場合の原位置の平場番号

害事
分 類 遺物 実測 接合 接合 遺物 遺物台帳 時期編年 器形等の特徹

大分類 中分類 小分類 帰平属場 車毒 遺構番号 調N査a時 害警 番号 番号 のみ 所属面 記識画 カワラケよはる集輔氏に -印は醸樺氏による

1曲 岨5 カワラケ 皿 6 6 1161 16 B B 

1ω 岨6 カワラケ 皿 6 6 土坑 127 101 17 A I 

1倒 岨7 カワラケ 皿 6 6 1741 18 B B 

l倒 408 カワラケ 皿 6 6 1726 19 B B 

l倒 4ω カワラケ 皿 6 6 ωm  A A直上

1伺 410 カワラケ 皿 6 6 1447 21 B B 

l側 411 カワラケ 皿 6 6 2274 22 A A 

1ω 412 カワラケ 皿 6 6 718 お A A直上

l偲 413 カワラケ 皿 6 6 堀 F 114 150 24 A 下

lω 414 カワラケ 皿 6 6 F 114 201 46 16 A 中

l凶 414 6 6 掴 F 114 置国 46 16 A 中

lω 414 6 6 F 114 214 46 16 A 上

108 415 カワラケ 皿 6 6 掘 F 114 231 47 18 B 上

108 415 6 6 楓 F 114 241 47 18 A 上

108 416 カワラケ 皿 6 6 掴 F 114 111 45 13 A 上

108 416 6 6 幅 F 114 71 45 13 A 上

108 417 カワラケ 皿 6 6 順 F 114 326 48 20 A 中

lω 417 6 6 掴 F 114 282 48 却 A 

1ω 417 6 6 帽 F 114 却5 48 加 A 中

lω 417 6 6 掴 F 114 318 48 m A 中

l回 418 カワラケ 皿 6 6 瞳 F 114 226 49 21 A 中

1田 418 6 6 楓 F 114 225 49 21 A 中

Iω 419 カワラケ 皿 6 6 2115 51 23 B B 

Iω 419 6 6 比坑 161 11 51 お A 上

109 419 6 6 2129 51 n B B 

109 4却 カワラケ 皿 6 6 帽 F 114 314 関 22 A 中

109 420 6 6 掴 F 114 313 E品 22 A 中

109 421 カワラケ 皿 6 6 型掃7 52 25 B 

109 421 6 6 初鈎 52 25 A 

lω 421 6 6 却 14 52 25 B 

lω 422 カワラケ 皿 6 6 l飴l 回 27 C C 

109 422 6 6 l酷5 53 27 c c 
1田 423 カワラケ 皿 6 6 宮間 54 28 B B 

1ω 423 6 6 耳)74 54 28 E E 

1ω 424 カワラケ 皿 6 6 Z叫O 55 29 C C 

109 424 6 6 2112 55 29 B B 

lω 425 カワラケ 皿 6 6 1354 56 初 D 地山商

lω 425 6 6 鉛2 56 30 B A下

1ω 426 カワラケ 皿 6 6 16!渇 57 31 B B 

1ω 426 6 6 431 57 31 A A直上

1ω 427 カワラケ 血 6 6 回3 59 33 A A直上

1ω 427 6 6 1527 開 認 A A 
てカ出ワ土ラケが数枚重なっ

lω 428 カワラケ 皿 6 6 7邸 曲 35 A A直上

1ω 428 6 6 日8 ω 35 A A直上

109 428 6 6 7回 曲 35 A A直上

lω 428 6 6 789 ω 35 A A直上

1ω 429 カワラケ 皿 6 6 2205 弱 32 B B 

1ω 429 6 6 2204 58 32 B B 

Iω 430 カワラケ 皿 6 6 1日3 回 103 B B 

Iω 4却 6 6 1日2 63 103 B B 

lω 431 カワラケ 皿 6 6 F 114 208 64 l倒 A 中

1ω 431 6 6 F 114 却6 制 104 A 中

1ω 432 カワラケ 皿 6 6 掴 F 114 お9 61 37 A A直上

l【周 432 6 6 F 114 3ω 61 主1 A A直上

lω 433 カワラケ 皿 6 6 塑 F 114 216 邸 105 A 上

1ω 433 6 6 F 114 2131 65 105 A 上

1ω 必4 カワラケ 皿 6 6 2930 62 39 C C 

1ω 434 6 6 2盟諸 62 39 c C 

lω 434 6 6 2931 62 39 C c 

lω 435 カワラケ 皿 7 7 堀 D 陶A 2831 I C 上

1凹 436 カワラケ 皿 7 7 103 2 A A直上
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書草
追存度 単位 c血， ( )は復冗値，現存値 掘り目 整形・調整 胎土 焼成 色調 ( )は施紬部分

% 破片 口径 底径 器高・残存高 (本Icm) 外面 内面 外面 内蘭 断面

底切ロ部クり回ロ成転形糸 空1-と3凹の1 良鮮 明事褐色

白ミ澗色粒リ以・下某を町

の子喜
む

405 60 7.6 3.6 2.2 

切底ロ部クり回ロ成転形糸 量白1皿含色粒以む下を少の
普通 明赤褐色

406 40 (8.6) 5.0 2.4 

底切ロ部クり回ロ成転形糸 量白1凹色含粒以む下をの少
普通 明赤褐色

407 50 (6.8) 4.2 1.7 

底切ロ部クり回ロ成転形糸， ま1~E容2凹のを
良好 明赤褐色

4岨 70 7.0 4.0 1.8 

底切ロ部クり回ロ転成形糸 空れl洞~るが2聞見のら
普通 にぷい黄樟色

岨9 40 (9.8) 6.0 2.3 

底切ロ部クり回ロ成転形糸， 
茶霊むl 色~母粒粒3聞子をの含と

普通 明事褐色

410 回 (7.2) 3.8 1.9 

底切ロ部クり回ロ転成形糸， 
の1白ミ色洞るリリ 以粒以が下

普通 栂色 暗灰黄色

のらl空れミ 下見

411 40 (9.0) (4.4) 2.8 

底切ロ部クり回ロ転成形品 空れ洞るが見ら 普通 黒・樺色 褐灰色

412 60 6.8 4 2.1 

底切ロ部クり回ロ成転形糸， の含1雲むミ母リ粒以下を
普通 明費褐色

413 関 00.0) 6.2 2.3 

414 卯 7.0 4.2 3.0 
底切ロ部クり回ロ成転形来， 

l皿ほどの 良好 明赤褐色

414 粒黒色を含雲む母

414 

415 70 10.4 6.6 2.5 ロクロ肱1目。底 l皿以下の婁 良好 黄樺色

415 部回転来切句 母粒を含む

416 20 (8.4) (5.0) 2.9 ロクロ直IIJ，底 霊母粒を古 良好 明黄褐色 黄樟色

416 部回転来切り む

417 回 (9.0) 4.2 2.3 ロクロ成形， 1皿以下の 普通 明赤褐色

417 底切部り回転糸 空れ洞るが見ら

417 

417 

418 70 7.8 3.8 1.9 車陸時軍司Lているが目問 ]-2皿の某色白 良好 明事褐色

418 師回転車切り 乳白色置を青む

419 30 (10.6) (6.0) 2.5 
底切ロ部クり回ロ成転形糸， 

1-2四の 普通 樺褐色色， 口縁部は灰

419 茶色色粒を乳古白む

419 

420 50 (9.6) 5.6 2.2 ロク転ロ庇糸形切。底 色1-粗を2皿含のむ灰 普通 糧色

420 部回 り

421 同 (11.0) 6.4 2.9 
切底ロ部クり回ロ転成形糸

lmm以下の雲母 良好 費樺色

421 粒乳白と色l粒~を2皿含のむ
421 

422 60 7.2 4.2 1.8 ロクロ1II1fj，底 ]-3皿ほどの 良好 黄樺色

422 部囲転糸切り 事色粒を含む

423 日 (7.2) 4.2 1.8 ロク転ロ成来切躍。 底 ト1園のlMit1. 良好 貴校色

423 車田 町 肝保随時t

424 30 (9.6) (4.6) 2.4 ロク口昌弘底部 ]，皿以下の雲母 良好 橿色

424 は車曲して平明 粧を少量含む

425 30 (10.6) (6.2) 2.0 ロクロ底思底 ]mm前植の雲母 良好 責糧色

425 部回転糸切り 粒を少量含む

426 60 (7.2) 4.0 2.1 ロタロ庇1切1旬底 富母粒を少 良好 明赤褐色

426 部回転糸 量含む

427 40 10.0 (6.0) 2.5 ロクロ成形， 1皿ほどの 良好

427 
底切部り回転糸 む白色粒を含

428 40 (9.0) 5.2 2.3 
底切ロ部クり回ロ成転形糸

1回以下の 良好 灰褐色 明事褐色

428 量白色含粒むを少

428 

428 

429 50 (9.8) 6.2 2.4 ロ部圃ク転ロ嘩糸1切~，り底 ]，雲B前骨量置の事色む世 良好 明褐色~明黄褐色 黄褐色~明事褐色

429 と を古

430 60 7.4 4.0 1.5 部ロ回ク転ロ鹿糸1切~，り底 ]~ほどの事色粒 普通 横色

430 t白色lltt含む

431 80 6.8 (3.8) 2.0 ロクロ庇糸Ifj，り底 1-2皿の事色粒 良蜂 明事褐色

431 部回転切 t白色監を含む

432 60 6.6 4.0 1.0 
底切ロ部クり回ロ成転形糸， 

i園町時靴t1' 良好 糧色

432 1四時世千!~沿

433 60 10.4 6.8 ]-2を四含のむ白 且貯 積色~黒褐色 糧色

4日33 色粒

434 60 00.0) 5.0 3.0 ロクロ成形，
母某l阻色粒前粒を含挫・雲のむ

普通 明責褐色

434 底切部り回転品

434 

底切ロ部クり回ロ成転形糸
某む色粒を含 良好 樺色

435 80 6.5 4.4 1.6 

底切ロ部クり回ロ成転形糸， 
良好 樺色

436 80 8.7 4.9 2.5 

Q
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土器観察表(1) 掲載遺物 (20)
※ 帰属 複数片が別平場から出土した場合の原位置の平場番号

番図版号 理番話号

分 類 遺物 実測 接合 接合 遺物 遺物台帳 時期編年 器形等の特徴

大分類 中分類 小分類 帰平属場 車高 遺構番号 調N査a時 害警 番号 番号 のみ 所属面 記載面 カワラケよはる襲瀬氏に 印は藤滞氏による

109 437 カワラケ 皿 7 7 品。 3 C C 
109 438 カワラケ 皿 7 7 土坑 4 21 4 50 A 上

109 438 7 7 1011 4 50 A A直上

109 438 7 7 1111 4 50 A A直上

109 439 カワラケ 皿 8 8 土坑 67 1798 l D 

109 440 カワラケ 皿 8 8 764 2 C C 

109 441 カワラケ 血 8 8 士坑 49 1595 3 D D 

109 442 カワラケ 皿 8 8 下 4

109 443 カワラケ 皿 8 8 士坑 49 1596 5 D D 

I回 444 カワラケ 皿 8 8 士坑 67 1803 6 D 

109 445 カワラケ 皿 8 8 2岨 7 A B直上

110 446 カワラケ 皿 8 8 765 8 C C 

110 叫7 カワラケ 皿 8 8 961 9 D C下

110 叫8 カワラケ 皿 8 8 土坑 12bl12 578 10 D 

110 449 カワラケ 皿 8 8 766 11 C C 

110 450 カワラケ 皿 8 8 735 12 C C 

110 451 カワラケ 皿 8 8 1632 13 A B直上

110 452 カワラケ 皿 8 8 岨 14 C E直上

110 453 カワラケ 皿 8 8 986 15 D C下

110 454 カワラケ 皿 8 8 439 16 C C直上

110 455 カワラケ 皿 8 8 812 17 74 D C下

110 455 8 8 740 17 74 C C 
110 455 8 8 741 17 74 C C 
110 4日 8 8 742 17 74 C C 
110 455 8 8 744 17 74 C C 
110 455 8 8 746 17 74 C C 
110 455 8 8 747 17 74 C C 
110 455 8 8 748 17 74 C C 

110 455 8 8 756 17 74 C C 
110 455 8 8 759 17 74 C C 
110 455 8 8 761 17 74 C C 
110 456 カワラケ 皿 8 8 士坑 67 1792 19 63 D D下

110 456 8 8 1342 19 63 D C下

110 456 8 8 1443 19 63 D D 

110 456 8 8 1458 19 63 D D 

110 456 8 8 1609 19 日 D D下

110 456 8 8 1636 19 日 D D下

110 456 8 8 1649 19 63 D D下

110 456 8 8 1713 19 63 D D下

110 457 カワラケ 皿 8 8 構 62 l曲9 18 56 D D下

110 457 8 8 構 62 1680 18 56 D D下

110 457 8 8 構 62 l鎚l 18 56 D D下

110 457 8 8 土坑 65 1737 18 56 C D下

110 4:珂 カワフケ 皿 8 8 762 初 65 C C 

110 458 8 8 246 却 65 A B直上

110 458 8 8 404 20 65 C C直上

110 459 カワラケ 皿 8 8 土坑 67 17'ω 24 66 D D下

110 459 8 8 16お 24 66 D D下

110 459 8 8 1634 24 66 D D下

110 4ω カワフケ 皿 8 8 828 21 71 D C下

110 岨0 8 8 222 21 71 A B直上

110 4印 8 8 255 21 71 A B直上

110 4回 8 8 728 21 71 C C 

110 4曲 8 8 729 21 71 C C 

110 4印 8 8 736 21 71 C C 

110 岨0 8 8 743 21 71 

110 岨l カワラケ 血 8 8 7回 22 78 C C 

110 461 8 8 218 22 78 A B直上
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掲鰐載
遺存度 単位 cm， ( )は復耳値，現存値 揺り目 整形調整 胎土 焼成 色調 ( )は施紬部分

。ん 破片 口径 底径 器高・残存高 (本Ic皿) 外面 内面 外商 内面 断面

底切ロ部クり回ロ成転形糸
白む色粒を含 良好 にぷい糧色

437 3日 (8.6) 5.0 2.0 

438 団 (虫6) 5.5 2.6 
底切ロ部クり回ロ転成形糸 粒白色を含・茶む色 良好

438 

438 

底切ロ部クり回ロ成転形糸， 
白む色粒を青 普通 明黄赤櫨褐色色~にぷい 明赤褐色

439 100 7.2 4.8 1.7 

底切ロ部クり回ロ成転形糸， 
茶む色粒を含 普通 明貰樺色

440 100 7.0 4.1 2.1 

底切ロ部クり回ロ成転形糸， をど1含の茶む2阻色粒ほ
普通 檀色

441 80 9.3 5.4 2.8 

切底ロ部クり回ロ成転形糸 茶むl皿色粒ほをど含の
普通 樺色

442 90 9.3 4.5 2.5 

切底ロ部クり回ロ成転形糸 茶色粒色粒を含・白む
普通 櫨色

443 100 9.3 5.5 2.5 

底切ロ部クり回ロ転成形糸， 
む白色粒を含 普通 樺色

444 80 9.4 5.0 2.4 

底切ロ部クり回ロ転成形糸， 茶色色粒粒を含黒む
良好

445 95 7.3 4.0 2.0 

底切ロ部クり回ロ成転形糸， 茶む1色粒3凹をの含
良好

446 70 6.9 3.9 1.9 

底切ロ部クり回ロ成転形品， 
茶む色粒を含 良好

447 80 10.8 6.7 2.9 

底切ロ部クり回ロ成転形糸， 
白む色粒を含 良好

448 70 9.4 5.1 2.2 

底切ロ部クり回ロ成転形品， 
茶む色粒を含 良好 糧色

449 叩 7.0 3.6 2.2 

切底ロ部クり回ロ成転形車， 
某皿色2粒~色ほ粒をど3皿の含と黒のむI 

良好 燈色

450 70 6.9 4.2 2.4 

底切ロ部クり回ロ成転形糸， 茶色色粒粒を含白む
良好 樺色

451 同 7.0 4.3 1.9 

切底ロ部クり回ロ成転形糸
1m色m粒ほどの 普通 にぷい黄種色

452 30 (9.4) 5.7 2.2 
某む を含

底切ロ部クり回ロ転成形品， む白l回色粒以下を含の
普通 権色

453 30 (9.0) (5.2) 2.5 

底切ロ部クり回ロ転成形糸， 黒く1醐色含粒ほむをどの多
普通 樫色 明黄樺色

454 25 (7.7) 3.8 2.2 

455 95 9.2 5.4 2.5 
底切ロ部クり回ロ転成形糸， 

I皿ほどの 普通 糧色

455 某む色粒を含

455 

455 

455 

455 

455 

455 

455 

455 

455 

456 95 9.2 5.2 2.2 ロクロ成形。
をどl含~の茶む2皿色粒ほ

普通 程色

456 底切部り回転糸

456 

456 

456 

456 

456 

456 

457 90 9.4 5.3 2.7 
底切ロ部クり回ロ成転形糸， 色白l粒醐色粒以を下含との茶む

普通 樺色

457 

457 

457 
4部 100 7.1 3.9 2.2 

切底ロ部クり回ロ成転形晶
続をどの含?黒むZ色t粒

普通 樟色

458 
4日

459 70 9.3 5.4 2.5 
底切ロ部クり回ロ成転形糸， 子ど1-のを某含2皿色む粒ほ

普通 樺色

459 

459 

4曲 70 9.2 5.0 2.6 
底切ロ部クり回ロ成転形糸， 赤I岨色粒ほ子凹色ど粒のほと

普通 樺色

4曲

4同 をど1-の含事む2 
460 

460 
4印

460 

461 80 9.3 5.0 2.5 ロクロh糸t払底 l皿ほどの事 普通 にぷい糧色

461 部圃i証明り 色粒子を含む
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土器観察表 (1) 掲載遺物 (21)
m 内曹畢司 世毘費出'h司事1jIJ-'fム噌茸刀ーり田工しに揖置をfVJ}.鳳 1"-1単 V)-r咽官す

草壁 掲善積害
分 類 造物 実測 接合 接合 造物 造物台帳 時期編年 器形等の特徴

大分類 中分類 小分類 帰平場属 事事 遺構番号
調査時 害警 番号 番号 のみ 所属面 記識面 カワラケよはる築瀬氏に -印は藤揮氏による
No. 

110 461 8 8 438 22 78 C C直上

110 461 8 8 738 22 78 C C 

110 461 8 8 750 22 78 C C 

110 461 8 8 757 22 78 C C 
110 462 カワラケ 皿 8 8 土坑 12bl12 679 23 75 D C直上

110 462 8 8 1315 23 75 C C上

110 462 8 8 1316 23 75 C C上

110 4臼 カワラケ 皿 8 8 989 25 69 D C下

110 4臼 8 8 980 25 69 D C下

110 4臼 カワラケ 皿 自 8 753 26 57 C C 

110 4制 8 8 372 26 57 C C直上

110 464 自 8 374 26 57 C C直上

110 岨S カワラケ 血 8 8 1622 27 55 D D下

110 465 8 8 l岨2 27 55 D D 

110 465 8 8 l胡3 27 55 D D 

110 466 カワラケ 皿 8 8 10田 29 58 D D下

110 466 8 8 1796 29 58 D D下

110 467 カワラケ 皿 8 8 岨1 28 59 C C直上

110 467 8 8 403 28 59 C C直上

110 466 カワラケ 皿 8 8 l日3 31 曲 D D 

110 466 8 8 1473 31 68 D D 

110 468 8 8 1475 31 曲 D D 

110 468 8 8 1476 31 曲 D D 

110 468 8 8 1519 31 68 D D 

110 岨9 カワラケ 皿 B 8 土坑 67 1790 32 77 D D下

110 岨9 8 8 958 32 77 D C下

110 469 8 8 1438 32 77 D D 

110 469 8 8 1440 32 77 D D 

110 469 8 8 1491 32 77 D D 

110 469 8 8 1629 32 77 D D下

110 469 8 8 溝 62 1687 32 77 D D下

110 469 8 8 溝 62 l曲8 32 77 D D下

110 470 カワラケ 皿 8 8 824 30 54 D B直上

110 470 8 8 281 30 54 A 日直上

110 471 カワラケ 皿 8 8 土坑 67 1793 33 73 D D下

110 471 8 8 1627 33 73 D D下

110 471 8 8 1628 33 73 D D下

110 471 8 自 1630 33 73 D D下

110 472 カワラケ 皿 8 8 13叩 34 76 C C上

110 472 8 8 370 34 76 C C直上

110 473 カワラケ 皿 8 8 土坑 12al12 631 35 81 D C直上

110 473 8 8 3891 35 81 C C直上

110 473 8 8 6131 35 81 C C直上

110 473 8 8 6161 35 81 C C直上

110 473 8 8 土坑 12al12 63日 35 81 D C直上

110 474 カワラケ 皿 8 8 位21 36 53 D C下

110 474 8 8 1821 36 53 A B直上

110 474 8 8 お51 36 53 A B直上

110 475 カワラケ 皿 8 8 7521 37 79 C C 

110 475 8 8 2271 37 79 A B直上

110 475 8 8 2301 37 79 A B直上

110 475 8 8 3801 37 79 C C直上

110 475 8 8 4581 37 79 C C直上

110 475 8 8 7101 37 79 C C 

110 475 8 8 7121 37 79 C C 

110 475 8 8 7161 37 79 C C 

110 475 8 8 7181 37 79 C C 

110 475 8 8 7191 37 79 C C 

110 475 8 8 7211 37 79 C C 

110 475 8 8 7221 37 79 C C 

110 475 8 8 7261 37 79 C C 

110 475 8 8 7271 37 79 C C 

110 475 8 8 7印 37 79 C C 

110 476 カワラケ 皿 10 10 日 I

110 477 カワラケ 皿 10 10 231 2 

110 478 カワラケ 皿 10 10 951 3 100 C C 

110 478 10 10 961 3 100 C C 

110 479 カワラケ 皿 12 12 姻 P 姻A 1231 2 日 中

111 480 カワラケ 皿 12 12 堀 F 嫡A 1791 1 B 上

III 481 カワラケ 皿 12 12 堀 P 堀A 1561 3 B 下

III 482 カワラケ 皿 12 12 101 4 101 D 盛士上層

III 482 12 12 41 4 101 B E最上面一括

III 482 12 12 91 4 101 D 上

111 品3 カワラケ 皿 6 6 士坑 222 81 34 C I I 
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掲鰐載
遺存度 単位 cm， ( )は復冗値，現存値 掘り目 整形調整 胎土 焼成 色調 ( )は施紬部分

% 破片 口径 底径 器高・残存高 (本Ic皿) 外商 内面 外面 内面 断面

461 
461 

461 

461 

岨2 80 6.8 3.5 1.7 
切底ロ部クり回ロ成転形糸， 

1-3阻はどの事E 普通 鐙色

462 色の粒事子色1粒子1mをd古iむ

462 

463 40 (9.8) 5.4 2.5 車車1量1L底て部い占目仰駄目向。 自どtのi~茶色t世l 寸子t四青ほむ 普通 糧色

463 

464 印 7.2 3.8 1.9 ロクロ成形 1-3剛1どの車色 普通 にふ;ぃ樺色

464 世茶干色!世子1時~1)以b下の
4臼

465 60 (10.9) 5.4 2.6 
底切ロ部クり回ロ転成形車 子ど1-のを茶含3凹色む粒ほ

普通 樟色

岨5

岨5

岨6 50 (10.0) 5.6 2.6 ロクロ肱晶砿切り底 邑1粒~子1回を程青のむ某
普通 横色

4飴 部回転

467 30 (9.8) (5.2) 2.2 部ロ回ク転ロ庇糸1切~，り底 色l四粒子以下を含の茶む 普通 にぷい鐙色

467 
4曲 曲 (7.0) 4.0 1.9 

底切ロ部クり回ロ成転形糸 含白色む粒子を 普通 明赤樫褐色色~にぷい にぷい樺色から黒褐

468 黄 ~黒褐色 色

品8

岨8

岨8

469 40 9.8 (5.0) 2.5 
底切ロ部クり回ロ転成形糸。 茶含l皿色む粒以子下のを

普通 樺色

469 
岨9

469 

469 

469 

469 

469 

470 40 (10.2) 5.6 2.3 ロクロ車晶切問り底 色l回桂以子下を含の某む
普通 樺色

470 師回転

471 日 (9.4) 5.0 2.4 
底切ロ部クり回ロ成転形品， 欝1皿粒以子下のを 普通 栂色

471 

471 

471 

472 30 (10.6) 6.2 2.1 ロクロ底払切り底 色l粧ミリ以下台の某 普通 にふ品、控色

472 部回転糸 子をむ

473 30 (9.9) 5.0 2.6 ロクロ成形， 1-2皿ほ 普通 にぷい樫色

473 底切部り回転糸 子どのを茶含色む粒

473 

473 

473 

474 30 (9.7) 5.0 2.4 
切底ロ部クり回ロ成転形糸， 瞳事l子掴、'ltJ干の某色 普通 樺色

474 色晶2四骨ほ骨むどの

474 

475 70 10.0 (5.6) 2.3 
切底ロ部クり回ロ成転形品， 某含1皿色む粒ほど子のを

普通 樺色

475 

475 

475 

475 

475 

475 

475 

475 

475 

475 

475 

475 

475 

475 

底切ロ部クり回ロ成転形糸， 
亀多むリ量以粒色粒の下子のをと1某喜ミ

普通 にぷい樺色

476 50 9.8 6.2 2.3 

底切ロ部クり回ロ成転形品， 白色粒宮む粒，ほ I 
普通 樺色から黒色 黒色

~2喜2 子ど

477 30 (6.8) 2.5 

478 80 10.4 5.8 2.7 ロクロ正糸也り底 色1-担千2剛世含1むどの某 程色

478 部回転切

底切ロ部クり回ロ転成形糸， 茶含I皿色む粒ほ子どのを
普通 樺色

479 20 (6.8) (3.3) 1.6 

底切ロ部クり回ロ成転形糸 をど1-の多黒く2岨色含粒ほむ
普通 にぷい貰褐糧色色~に

ぷい貫

岨日 25 (14.3) (8.4) 3.3 

底切ロ部クり回ロ成転形糸， 
白む色粒を含 普通 にぷい糧色 紬がかかっている?

481 25 (7.6) 3.8 1.7 

482 30 (11.7) (7.0) 2.5 
底切ロ部クり回ロ成転形糸

黒く色含粒むを多

普通 色にぷい樟色~黒褐

胡2

482 

底切ロ部クり回ロ成転形糸 茶むl 色~粒3皿を含の
良好 檀色

胡3 胡 (14.0) (7.6) 3.6 
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土器観察表(1) 掲載遺物 (22)
※ 帰属 複数片が別平場から出土した場合の原位置の平場番号

図番版号
掲鰐載

分 類 造物 実測 接合 接合 遺物 遺物台帳 時期編年 器形等の特徴

大分類 中分額 小分類 帰平場属 平出場土 遺構番号 調N査o時， 事耳 番号 番号 のみ 所属面 記載面 カワラケよはる築瀬氏に ー印は藤揮氏による

III 484 カワラケ 皿 6 6 ピァト 4日 31 41 5 BC I rr -1 

III 484 6 6 ピット 4日 11 41 5 BC I 

111 485 カワラケ 皿 6 6 土坑 25 61 30 A 中 ill -1 

111 岨6 カワラケ 皿 6 6 1817 31 C C ill-l 

111 岨7 カワラケ 皿 6 6 1661 37 I B B ill -1 

111 岨7 6 6 1695 37 I B B 

111 487 6 6 1696 37 l B B 

111 488 カワラケ 皿 6 6 357 39 3 A A直上 ill -1 

111 488 6 6 堀 F 114 210 39 3 A A直上

III 488 6 6 掴 F 114 211 39 3 A A直上

111 岨9 カワラケ 皿 6 6 1181 40 4 B B 田一 1

III 胡9 6 6 土坑 144 11 40 4 A 中

111 489 6 6 1034 40 4 A A 

111 489 6 6 1035 40 4 A A 

111 490 カワラケ 血 6 6 却93 29 B 日 ill-2 

111 491 カワラケ 皿 6 6 堀 F 114 151 32 A 中 ill-2 

111 492 カワラケ 皿 6 6 1548 33 B B ill-2 

111 493 カワラケ 皿 6 6 6四 38 2 A A直上 皿-2 

III 493 6 6 121 38 2 A 下

III 49司 6 6 428 38 2 A A直上

III 494 カワラケ 皿 6 6 1550 28 B 日 ill-3 

111 495 カワラケ 皿 6 6 2192 44 8 B B N-l 
111 495 6 6 2176 44 8 B B 

III 496 カワラケ 皿 6 6 堀 F 114 341 36 A 中 N-2 
111 497 カワラケ 皿 6 6 1505 43 7 C B干 特殊

111 497 6 6 1419 43 7 B B 

III 497 6 6 1509 43 7 

111 498 カワラケ 皿 6 6 堀 F 114 363 27 A 中 町 3

III 499 カワラケ 皿 6 6 堀 F 114 2日5 26 A 中 町 4

111 印。 カワラケ 皿 6 6 掘 F 114 2佃 42 6 A 中 町一 4

111 5∞ 6 6 堀 F 114 2ω 42 6 A 中

柱状高台

111 501 カワラケ 皿 6 6 土坑 41 11 35 A 上 古代末~中世初頭

111 502 カワラケ 皿 6 6 姻 G 116 2261 25 A 中 特殊

III 503 カワラケ 皿耳カワラケ 6 6 1602 66 B B 

112 504 東海系羽韮 羽韮 6 6 堀 F 114 3771 1 6 A A直上

504 6 7 3511 1 6 

112 回5 東海系羽韮 羽華 6 6 1652 2 5 B B 

112 回5 6 6 1597 2 5 B B 

112 506 東海系羽韮 羽韮 6 6 土坑 160 却 4 11 BC A直上

112 関7 東海系羽蓋 某韮 某蓋肩 P 6 6 堀 G 116 2281 3 4 A A直上

112 507 6 6 堀 G 116 41 3 4 A I 

112 印8 東海系羽華 羽韮 6 6 1591 6 3 B 日

112 日8 6 6 土坑 165 11 6 3 A I 

112 508 6 6 9団 6 3 B A下

112 509 東海系羽韮 羽華 6 6 1958 5 10 B B 1 

112 509 6 6 1595 5 10 B 日

112 510 東海系羽韮 羽韮 12 12 堀 P 堀A 1371 504 12 ι 
112 510 12 12 堀 P 堀A 8δ504 12 上

112 511 東海系羽韮 羽華 14 14 1591 1 

113 512 内耳鍋 鍋 13 13 11 1 A I①一括 中世

113 513 内耳鍋 鍋 6 6 土坑 29 21 51ω A I 

113 514 内耳鍋 鍋 6 6 構 I 21 510 A I 

113 515 内耳鍋 鍋 12 12 堀 P 堀A 1171 501 上

113 516 内耳鍋 鍋 12 12 651 502 B rr (盛土)上層
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掲事議専
温存度 単位 cm， ( )は復冗値，現存値 揺り目 整形・調整 胎土 焼成 色調 ( )は施軸部分

% 破片 口径 底径 器高残存高 (本/cm) 外面 内面 外面 内面 断面

底切ロ部クり嗣ロ成転形糸。 雲色むl 回母粒粒以子下をの某含
良好 黄檀色

岨4 30 (11.0) (6.0) 3.5 

品4

底切ロ部クり回ロ成転形品1 雲色1皿粒母粒以を含下とのむ白
良師 糧色

485 30 (11.4) (6.0) 2.7 

底切ロ部クり回ロ成転形糸， 1ミワ粒以下を 普通 糧色

486 50 (12.4) 7.6 2.9 
含の雲む母

487 100 9.2 5.4 2.5 
切底ロ部クり回ロ成転形糸， 1 ミ色をリ以灰下む

普通 樟色

岨7 の色粒黒 含
487 

488 70 9.8 5.8 2.6 
底切ロ部クり回ロ転成形糸， 某むl 色~粒2皿を含の

普通 糧色 樺色から褐灰色

488 

岨8

489 70 10.2 5.4 2.6 
底切ロ部クり回ロ成転形糸 む灰1皿色粒ほをど含の

良野 明黄褐色

岨9

489 

胡9

底切ロ部クり回ロ転成形糸。 雲むI回母粒以下を含の
良好 櫨色

4ω 35 (7.0) (4.0) 1.5 

底切ロ部クり回ロ成転形糸， 母白1皿粒色以粒を含とF雲のむ
良好 lこぶし、黄栂色

491 45 (8.0) 6.0 1.5 

底切ロ部クり回ロ成転形糸， 含火l凹雲む以母粒下のを
良貯 にぷい糧色

492 45 (7.6) (4.0) 1.5 

493 70 10.4 6.6 2.7 
底切ロ部クり回ロ成転形糸 2粒色t粒l3皿をm含前のむ挫乳の白灰色

普通 横色

493 

493 

底切ロ部クり回ロ成転形糸， 粒茶をl 回色以・灰母下の
良好 檀色

含霊む 色粒

494 80 7.6 4.0 1.9 

495 60 (9.4) 5.0 3.0 部ロ回ク転ロ凪糸1切~，り底 母l回粒以を下含のむ雲 良釘 暗褐色 明赤褐色

495 

底切ロ部クり回ロ成転形糸， 灰むl皿色粒ほをどの含
良好 明車褐色

496 40 (10.6) (6.0) 2.7 

497 70 8.8 4.0 1.8 
摩F聞滅形転[J糸し底切てク部いロり 某含l皿色む粒ほ子どのを

普通 樺色

497 

497 

底切ロ部クり回ロ転成形糸， 黒むl凹色粒以下をの含
良好 明事褐色

498 100 8.4 4.4 2.6 

底切ロ部クり回ロ転成形糸， 灰色むl 阻色粒粒前子挫をとの茶青
良好 明事褐色

499 I∞ 且8 4.3 2.1 
関日 100 7.2 4.0 1.9 部ロ回ク転ロ庇来1切tり底 粒1-子2を凹含のむ某色 良好 明事褐色

500 

底切ロ部クり凶ロ成転形品， 雲む1，母m粒以下を含の
良好 置色 灰黄褐色

501 5.0 3.1 

底切ロ部クり回ロ成転形糸 1醐粒ほ含どの 普通 樺色
砂をむ

日2 60 (6.8) 4.2 2.0 

切底ロ部クり回ロ成転形舟， 白む1醐色前粒後をの含
良好 黄樺色 極色

503 50 4.5 
504 25 破片 6.1 耳t目3l3Off337十R18F品目U押ハEヤ 指頭押!ie 粧雲母を轍少掴量粒青。む砂 普通 す淡す褐色けてだが黒全い体に 淡褐色 淡褐色

504 
505 破片 指頭押圧 砂含粒むを少量 普通

淡す暗す褐け色て，黒褐上部色は 暗褐色黒褐色
淡色は暗黒，褐鍔色色部の暗芯褐部

505 

鍔上ヨコナ 上位頭1) ヘラケ 砂雲含母粒む微を細少流量， 
普通

淡す褐け色て，黒上褐部色はす 暗褐色~黒褐色
色施淡暗，は褐鍔黒色色部~の芯暗褐部

破片

デ，下ナデ 指/:1)，ナ下デ位
506 鍔部片

印7 20 口縁部片 (14.4) 4.0 日醐品目3333付ナlデ日自目川目ハ融晴 ナデ 堅苦を世量 普通
油部開す色す~け暗て褐黒色褐色

淡褐色~淡暗褐色 機の褐芯色部，は黒口縁色部
507 

508 口縁部片 (17.0) 4.4 口縁部ヨコ 頭ケ部陸以ナデFハ 砂含粒むをうレ量 普通
淡若褐干色すす，口け縁て部いはる i斑褐色 芯側部は淡は黒褐色色， 外

508 ナプデは，ナ火デタ

508 

印9 15 鍔部部残存 障下の上下I!ヨコ十デl 位上位ltitナデ!中砂含粒むを少量 普通
書~黒面以蝿下色I!上すす部けI!て槙暗褐蝿色色 淡褐色 耳側部は淡は黒褐色色， 外

5四 世I!ヘラケ1リ ヘラナデ

510 鍔部部残存 4.0 書下の上I!ヘ下日ヨコナデl
上位はナデ 署管を少量 普通

関~黒部以縄色下!は上すす部けIて出暗褐掴色色 淡褐色 淡褐色

510 世 ヲヶ1リ

鍔の ιドは 上位はナデ 害苦を少量 普通
全褐体色に~黒すす褐色けて暗 淡褐色 淡は褐黒色色， 中央部

ヨコナデ，

51! 2日 陸部他を欠損 (21.6) (22.7) 6.0 
ケF位ズはリヘラ

粒長含石をむ，多石量英に
普通 黄褐色 淡黄色

512 阪片

阪片
石粒英を粒青，む砂 普通 黒茶色 時灰白色 暗褐色

513 

石粒英を粒含，む砂 普通 黒茶色 暗茶色 暗褐色
514 日縁部片

粒石英を粒含，む砂
普通 黒茶色，すす付着 暗茶色 暗赤褐色

515 口縁部片

粒石英を粒含，む砂 普通 黒茶色 暗黒茶色 暗事褐色
516 口縁部片



土器観察表 (1) 掲載遺物 (23)
刻K 月世棺司.，冒邑寓且f司柑唱J1~T弓師M唱つ μJ ...L. '-'f~ 口 VJI.局、日LIaV..I一「弓開-

図番版号 掲鰐載
分 類 遺物 実測接合接骨造物 造物台帳 時期編年 器形等の特徴

大分類 中分類 小分類 軍量 事事 遺構番号 調N査o時， 事宅 番号 番号 のみ 所属商 記載薗 カワラケよはる築瀬氏に -印は藤滞氏による

113 517 内耳鍋 鍋 12 12 411 503 盛土上層

113 518 内耳鏑 鍋 14 14 1071 508 A A 

113 519 近世陶器 内耳鍋 11 11 堀 N 堀B 21 1 A I上 近世

113 520 近世陶器 内耳鍋 16 16 11 1 近世

113 521 近世陶器 内耳鍋 16 16 21 2 近世

113 522 近世陶器 内耳鍋 9 12 12 1 3 A I①一括

114 523 近世陶器 瀬戸・美濃 鉄軸小壷 13 13 11 5 A I①一括

織部向付

114 524 近世陶器 織部向付 12 12 堀 P 掴A 1151 1 A 上 近世

常滑 担鉢 実測図なし 6 6 姻 G 116 132 15 A A直上 担鉢

賞揖 握鉢 実測図なL 6 6 2120 15 B B 提鉢



掲書事積
遺存度 単位.岨. ( )は復元値，現存値 捕り目 整形・調盤 胎土 焼成 色調 ( )は施臓部分

% 破片 口径 底径 器商残存高 (本/cm) 外面 内面 外面 内面 断面

粒石英を粒青，む砂 普通 黒幕色 暗幕色 暗赤褐色
517 ロ縁部片

粒石英を雄含，む砂 普通 黒茶色 暗灰黒色 暗灰白色
518 口縁部片

桂石英を粒含，む砂
普通 暗灰黄色 浅黄色

519 破片

粧石宮英むを艦多量，砂に
普通 オリ プ黒色 にぷい貴禍色

520 破片

毘1 破片

喜長石をむ多石量英に
普通 暗灰黄色 灰オリ プ色

522 口縁部片

底削デ部りのはヘ後ナラ 半圃むを透大多量明の桂のに子含1 
普通

常色喜富25f重量・ 肌色

523 回 口辺以上を矢損 5.0 10.2 

客告を少量 普通
糊文町様」軸部は褐分色は漉.緑「緑色

白褐色 白褐色

524 一部残存 3.6 

-199-



第 9表土器観察表 (2) 接合遺物 (1)

帰属:複数片が別平場から出土した場合の原位置の平場番号

接合 分 類 遺 物 実測 接合 遺物 遺物帳台 時期編年

帰平属場

出
調査時 遺番物号

カワラケ
のみ 大分類 中分類 小分類

土 遺構番号 番号 番号 所属面 記載面 は築瀬氏
場平 No. による

1 白磁 皿 6 6 6 6 A I B群

2 青磁 皿 端反皿 6 6 1738 23 C B下

3 青磁 皿 稜花皿 6 7堀 D 堀A 211 19 18 3 下

4 青磁 皿 6 6 8 14 A I 

6 6 201 14 A A直上

6 6 1907 14 A A 

6 6 2101 14 B B 

5 青磁 皿 8 8 1403 16 C C 

8 8 1405 16 C C 

6 青磁 皿 6 6 44 23 A A直上

6 6 1335 23 E 地山面

6 6 1716 23 B B 

7 染付 皿 7 6 1117 l 6 B B B 1 

7 6 2106 1 6 B B B 1 

7 6 2110 I 6 B B B 1 

8 染付 皿 71 12 4 1 9 B E最上面一括 B 1 

9 染付 皿 8 8 970 I 10 D B 1 

10 染付 レンツ・碗 8 8 12 6 69 A I下

11 瀬戸・美濃 灰紬 皿 6 6 560 4 A A直上

6 6 576 4 A A直上

6 6 765 4 A A直上

12 瀬戸・美濃 灰紬 皿 6 6 2735 5 B B 

6 6 2740 5 B B 

13 瀬戸・美濃 灰粕 皿 6 6 274 10 A A直上

6 6 973 10 B A下

6 6 2563 10 B B 

6 6 2562 10 B B 

14 瀬戸・美濃 灰紬 皿 6 6 244 14 B A下

6 6 2755 14 B A 

6 6 2762 14 B A 

6 7堀 D 堀A 481 14 14 上

15 瀬戸・美濃 灰紬 皿 6 6 372 18 A A直上

6 6堀 F 14 164 18 A 上

6 6堀 F 14 175 18 A 中

6 6堀 G 16 105 18 B 下

16 瀬戸・美濃 灰粕 皿 6 6 882 23 B A下

6 6 886 23 B B 

6 6 1294 23 B A 

17 瀬戸・美濃 灰粕 皿 6 6 1049 25 B A 

6 6 2089 25 B B 

18 瀬戸・美濃 灰紬 皿 6 6 1587 38 B B 

6 6 1899 38 A A 

6 6 1959 38 B B 

6 6ピット 52 l 38 B B 

19 瀬戸・美濃 灰粕 皿 6 6土坑 125 1 40 

6 6土坑 125 6 40 b c 

20 瀬戸・美濃 灰粕 皿 8 8 4 44 B E中

8 8士坑 2 85 44 20 上

21 瀬戸・美濃 灰紬 皿 8 8 1502 47 D D 

8 8 1714 47 D D下

8 8 1810 47 D D下
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土器観察表 (2) 接合遺物 (2)

帰属:複数片が別平場から出土した場合の原位置の平場番号

接合 分 類 遺 物 実測 接合 遺物 遺物帳台 時期編年

帰平場属

出
調査時 遺番物号

カワラケ
のみ 大分類 中分類 小分類 場土平 遺構番号 番号 番号 所属面 記載面 は築瀬氏

No. による

22 瀬戸・美濃 灰紬 皿 8 8 847 63 C C 

8 8 1021 63 D D 

8 8 1281 63 D D 
8 8 1283 63 D A 

8 8土坑 12 791 63 D 
8 8土坑 25 797 63 C C下

8 8土坑 39 1014 63 D 
8 8土坑 51 1666 63 D 

23 瀬戸・美濃 灰糊 皿 6 6 1776 69 C C 

6 6 3072 69 E E 

24 瀬戸・美濃 灰紬 皿 6 6土坑 78 19 70 24 

6 6土坑 105 5 70 24 

25 瀬戸・美濃 灰紬 皿 14 14 194 71 A A 

14 14 227 71 A A 

26 瀬戸・美濃 灰紬 皿 6 6 1424 76 B B 

6 6ピット 117 76 b c 

6 6士坑 36 2 76 bc 

27 瀬戸・美濃 灰粘 皿 6 6 16 77 A 下

6 6 1581 77 B B 

6 6 1879 77 B B 

6 6土坑 75 77 A 

6 6堀 F 14 31 77 A 上

6 6堀 F 14 174 77 A 中

28 瀬戸・美濃 灰粕 皿 6 6 314 78 A A直上

6 6 880 78 B A下

6 6 1305 78 B A下

6 6 1364 78 E 地山面

29 瀬戸・美濃 灰粕 皿 6 6 2654 79 C B 

6 6ピット 24 1 79 b c 

6 6土坑 176 4 79 b 

30 瀬戸・美濃 灰紬 皿 6 6 949 81 B A下

6 6 960 81 B A下

6 6土坑 225 2 81 b 

6 6土坑 225 3 81 b 

31 瀬戸・美濃 灰紬 皿 6 6 198 82 A A直上

6 6 223 82 A A直上

6 6堀 F 14 115 82 A A直下

32 瀬戸・美濃 灰紬 皿 6 6 791 83 A A直上

6 6士坑 125 1 83 b c 

33 瀬戸・美濃 灰粕 皿 6 6 1302 84 B A下

6 6土坑 27 5 84 A 中

34 瀬戸・美濃 灰紬 皿 6 6 1758 85 C C 

6 6堀 F 14 110 85 A 中

6 6堀 G 16 112 85 A 下

35 瀬戸・美濃 灰紬 皿 6 6 732 86 A A直上

6 6 757 86 A A直上

36 瀬戸・美濃 灰粕 皿 6 6 2984 87 C C 

6 6土坑 125 9 87 b c 

37 瀬戸・美濃 灰紬 皿 6 6 618 88 A A直上

6 6堀 G 16 179 88 A 中

38 瀬戸・美濃 灰紬 皿 6 6 12 89 A I下

61 6 堀 F 14 5 89 A 上
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土器観察表 (2) 接合遺物 (3)

帰属:複数片が別平場から出土した場合の原位置の平場番号

接合 分 類 遺 物 実測 接合 遺物 遺物帳台 時期編年

帰平属場 芸土 調査時 書写
カ築ワラケ

のみ 大分類 中分類 小分類 遺構番号 番号 番号 所属面 記載面 は瀬氏No. 
による

39 瀬戸・美濃 灰粕 皿 6 6 1105 91 B B 
6 6堀 F 14 198 91 A 中

40 瀬戸・美濃 灰紬 皿 6 6 1122 92 B B 

6 6 1774 92 C C 
41 瀬戸・美濃 灰粕 皿 6 6 271 93 A A直上

6 6 828 93 B A下

42 瀬戸・美濃 灰粕 皿 6 6堀 F 14 64 94 A 中

6 6堀 F 14 129 94 A 下

43 瀬戸・美浪 灰紬 皿 6 6 229 95 A A直上

6 6 2217 95 B B 
44 瀬戸・美濃 灰紬 皿 8 8 1 96 A I上

8 8 453 96 C C直上

45 瀬戸・美濃 灰粕 皿 8 8 890 97 D C下

8 8 930 97 D D直上

8 8土坑 12 788 97 D C 
46 瀬戸・美濃 灰勅 皿 8 8 878 98 D C下

8 8 1臼8 98 D D下

47 瀬戸・美濃 灰粕 皿 8 8 111 99 B E② 

8 8土坑 12 659 99 D 

48 瀬戸・美濃 灰粕 皿 7 7 361 1∞ B B 
7 7 371 100 B B 
7 7 377 100 B B 

7 7堀 D 堀A 317 1∞ 48 中

49 瀬戸・美濃 灰粕 皿 10 10 73 101 C C 
10 10 88 101 C C 

50 瀬戸・美濃 灰粕 皿 10 10 49 102 B B 

10 10 土坑 14 1 102 50 

10 10 土坑 14 2 102 50 

51 瀬戸・美濃 灰紬 皿 10 10 43 103 A A 

10 10 23 103 A A 

52 瀬戸・美浪 灰粕 皿 10 10 24 104 A A 

53 瀬戸・美濃 灰紬 皿 12 12 4 107 B E最上面一拒
12 12 107 A 表採

54 瀬戸・美濃 灰糊 皿 12 12 1 109 A I①一括

12 12 15 109 54 盛土上層

55 瀬戸・美濃 灰紬 皿 12 12 堀 P 堀A 121 110 55 中

12 12 堀 P 堀A 171 110 55 上

56 瀬戸・美濃 その他 節目付大皿 8 8 275 3 A 中 後W新

57 瀬戸・美濃 灰糊 腰折皿 6 6 95 23 23 B 

58 瀬戸・美浪 灰粕 灯明皿? 6 6 1900 80 A A下

59 瀬戸・美濃 灰粕 縁粕小皿 12 12 l 108 59 

12 12 6 108 59 

60 瀬戸・美浪 灰粕 丸碗 6 6堀 F 堀A 184 3 C 底面直上

61 瀬戸・美濃 指鉢 錆粕 6 6土坑 127 21 209 A I 大窯E期(前)

62 瀬戸・美渡 指鉢 錆糊 10 10 土坑 1 21 2⑪5 62 大窯I期

63 瀬戸・美浪 播鉢 錆粕 12 12 33 334 63 峰土上層大窯I期(後)

64 瀬戸・美濃 提鉢 錆紬 6 7 332 20 2 B B 大窯I期(後)

6 7 396 20 2 B B 大窯I期(後)

6 7堀 D 堀A 255 20 2 B 上 大窯I期(後)

6 7堀 D 堀A 265 20 2 B 上 大黛I期(後)

65 瀬戸・美濃 播鉢 錆糊 6 6 326 216 16 A A直上 大窯I期(前)

66 瀬戸・美濃 播鉢 錆紬 8 8 1208 6 48 D D 古調戸後期町(新)
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土器観察表 (2) 接合遺物 (4)

帰属:複数片が別平場から出土した場合の原位置の平場番号

接合 分 類 遺 物 実測 接合 遺物 遺物帳台 時期編年

帰平属場
土出 調査時 書写

カワラケ
のみ 大分類 中分類 小分類

平場
遺構番号 No. 番号 番号 所属面 記載面 は築瀬氏

による

67 瀬戸・美濃 揺鉢 6 6土坑 70 l 7 b c I 大窯I期(後)

6 6土坑 130 4 7 bc I 大窯I期(後)

68 瀬戸・美濃 揺鉢 6 6 1286 9 B A下 古瀬戸後期1V(新)

6 6 3076 9 E E 古瀬戸後期町(新)

69 瀬戸・美濃 揺鉢 6 6堀 F 14 180 10 A 上

6 6堀 G 16 165 10 A 中

70 瀬戸・美濃 播鉢 6 6 472 14 A A直上

6 6 496 14 A A直上

71 瀬戸・美濃 揺鉢 6 6 95 15 A A直上 古瀬戸後期1V(新)

6 6 764 15 A A直上 古瀬戸後期1V(新)

6 6 2047 15 B B 古瀬戸後期1V(新)

72 瀬戸・美濃 揺鉢 6 6 850 17 B A下 大窯I期(前)

73 瀬戸・美濃 揺鉢 6 6 1283 18 B A下 古瀬戸後期町(新)

6 6 1577 18 B B 古瀬戸後期1V(新)

6 6 1590 18 B B 古瀬戸後期1V(新)

6 6 1711 18 B B 古瀬戸後期1V(新)

6 6 2410 18 B B 古瀬戸後期1V(新)

74 瀬戸・美濃 播鉢 6 6堀 F 14 73 19 B 中

6 6堀 F 14 120 19 A 下

75 瀬戸・美濃 揺鉢 6 6 384 20 A 

6 6 2890 20 A A 

6 6 3294 20 E E 

76 瀬戸・美濃 揺鉢 6 6 1339 21 E 地山面

6 6 2272 21 A A 

77 瀬戸・美濃 揺鉢 6 6 2098 22 B B 

6 6 2252 22 A A 

78 瀬戸・美濃 播鉢 6 6 9 30 A I 大窯I期(後)

6 6 625 30 A A直上 大窯I期(後)

6 6 671 30 A A直上 大窯I期(後)

6 6 678 30 A A直上 大窯I期(後)

6 6 983 30 B B 大窯I期(後)

6 6土坑 18 2 30 A I 大窯I期(後)

6 6土坑 20 2 30 A I 大窯I期(後)

6 6堀 G 16 182 30 A 中 大窯I期(後)

79 瀬戸・美濃 揺鉢 6 6 721 31 A A直上 古瀬戸後期1V(新)

6 6 1203 31 B B 古瀬戸後期1V(新)

6 6 1704 31 B B 古瀬戸後期1V(新)

6 6 1740 31 B B 古瀬戸後期1V(新)

6 6 1744 31 B B 古瀬戸後期1V(新)

6 6土坑 79 2 31 b 古瀬戸後期1V(新)

6 6土坑 104 3 31 b 古瀬戸後期1V(新)

6 6堀 F 14 190 31 A 中 古瀬戸後期1V(新)

80 瀬戸・美濃 播鉢 6 6 27 40 A A直上

6 6 2156 40 B B 

6 6 2741 40 B B 

81 瀬戸・美濃 播鉢 6 6 197 41 A A直上

6 6 216 41 A A直上

82 瀬戸・美濃 播鉢 6 6 6 42 A I 

6 6 136 42 A A直上

83 瀬戸・美濃 播鉢 6 6 6 43 A I 

6 6 192 43 A A直上

84 瀬戸・美濃 掻鉢 7 7 346 45 B B L大窒I塑(璽)
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土器観察表 (2) 接合遺物 (5)

帰属:複数片が別平場から出土した場合の原位置の平場番号

接合 分 類 遺 物 実測 接合 遺物 遺物帳台 時期編年

帰平属場

出
調査時 カワラケ

のみ 大分類 中分類 小分類 土
遺構番号 番遺物号 番号 番号 所属面 記載面 は築瀬氏

平場 No. 
による

7 7士坑 12 2 45 84 上 大窯I期(前)

85 瀬戸・美濃 播鉢 8 7土坑 3 14 46 A 大窯E期(前)

8 8 61 46 B E下 大窯E期(前)

8 8 67 46 85 中 大窯E期(前)

8 8 303 46 B E② 大窯E期(前)

8 8 325 46 A B直上 大窯E期(前)

8 8 857 46 D C下 大窯E期(前)

8 8 885 46 D C下 大窯E期(前)

8 8 892 46 D C下 大窯E期(前)

8 8 901 46 D C下 大窯E期(前)

8 8 923 46 D C下 大窯E期(前)

8 8 941 46 D D直上 大窯E期(前)

8 8 945 46 D D直上 大窯E期(前)

8 8 947 46 D C下 大窯E期(前)

8 8 1022 46 D C下 大窯E期(前)

8 8 1023 46 D C下 大窯E期(前)

8 8 1051 46 D C下 大窯E期(前)

8 8 1199 46 D D 大窯E期(前)

8 8 1282 46 D D 大窯E期(前)

8 8 1376 46 D B 大窯E期(前)

8 8 1379 46 D D直上 大窯H期(前)

8 8 1612 46 D D下 大窯E期(前)

8 8土坑 5 73 46 85 上 大窯E期(前)

8 8土坑 12 795 46 D 大窯E期(前)

8 8士坑 12 807 46 D 大窯E期(前)

81 10 土坑 I 10 46 85 大窯E期(前)

81 11 堀 N 堀B 131 46 B 下 大窯E期(前)

81 12 3 46 B E①直上一括大窯E期(前)

86 瀬戸・美濃 揺鉢 81 12 15 3 47 86 上 後N新

81 12 292 3 47 E② 

81 12 1701 3 47 D 

81 14 232 3 47 A 
87 瀬戸・美濃 揺鉢 8 8 2 51 A I下

8 8 121 51 B E② 

88 瀬戸・美濃 揺鉢 8 8土坑 49 1583 52 D D 

81 10 34 52 A A 
89 瀬戸・美濃 播鉢 8 8 852 53 D C下

8 8 1566 53 D D 

90 瀬戸・美濃 播鉢 8 8 293 54 B H② 

91 瀬戸・美濃 揺鉢 8 8 2 57 A I下

8 8 668 57 C C直上

8 8 869 57 C C直上

8 8 919 57 D C下

8 8 1637 57 D D下

8 8 665 57 C C直上

8 8土坑 51 1671 57 D 

92 瀬戸・美濃 播鉢 8 8 1035 58 D D直上 古瀬戸後期N(新)

8 8 1326 58 C C 古顔戸後期N(新)

8 8 1633 54 D D下

93 瀬戸・美濃 擦鉢 8 8 1265 59 D D 

8 8 1394 59 C C 

81 10 10 59 A A 
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土器観察表 (2) 接合遺物 (6)

帰属:複数片が別平場から出土した場合の原位置の平場番号

接合 分 類 遺 物 実測 接合 遺物 遺物帳台 時期編年

帰平属場

出
調査時 遺番物号

カワラケ
のみ 大分類 中分類 小分類 土 遺構番号 番号 番号 所属面 記載面 は築、瀬氏

平場 No. による

81 10 52 59 B B 

81 10 127 59 B B 

81 10 128 59 B B 

94 瀬戸・美濃 揺鉢 10 8堀 L 堀D 2 1 60 D 上

95 瀬戸・美濃 播鉢 10 10 53 61 B B 

10 10 114 61 B B 

10 10 9 61 A A 

96 瀬戸・美濃 播鉢 10 10 7 63 A A 

10 10 57 63 B B 

97 瀬戸・美濃 揺鉢 10 10 22 64 A A 

10 10 125 64 B B 

98 瀬戸・美濃 揺鉢 11 11 堀 N 堀B 63 65 98 上~中

11 11 堀 N 堀B 68 65 98 下

11 11 堀 N 堀B 133 65 98 下

99 瀬戸・美濃 揺鉢 8 6 220 3 67 A A直上 大窯I期(前)

8 6 835 3 67 B A下 大窯I期(前)

8 6 861 3 67 B A下 大窯I期(前)

81 10 72 3 67 C C 大窯I期(前)

81 11 堀 。堀A 29 3 67 99 上~中 大窯I期(前)

81 14 16 3 67 A A 大窯I期(前)

81 14 169 3 67 A A 大窯I期(前)

100 瀬戸・美濃 揺鉢 12 12 3 71 100 

12 12 ? 71 B E申直上ー拒
12 12 堀 P 堀A 89 71 100 中

12 12 堀 P 堀A 119 71 100 上

101 瀬戸・美濃 播鉢 12 12 3 72 B E①直上ー拒

12 12 4 72 B E最上面一括
102 瀬戸・美濃 揺鉢 14 12 19 73 102 盛土上層大窯I期(前)

103 瀬戸・美濃 揺鉢 14 14 l 75 A 表土下部一括大窯I期(前)

14 14 73 75 A A 大窯I期(前)

14 14 180 75 A A 大窯I期(前)

104 瀬戸・美濃 指鉢 14 14 1 76 A 院土下部一括古瀬戸後期町(新)

14 14 75 76 A A 古瀬戸後期N(新)

105 瀬戸・美濃 播鉢 14 14 193 77 A A 

14 14 205 77 A A 

106 瀬戸・美濃 播鉢 6 6 696 78 A A直上

6 6 1110 78 B B 

107 瀬戸・美濃 揺鉢 6 6 16 79 A 下 大窯I期(前)

6 6 2892 79 A A 大窯I期(前)

108 瀬戸・美濃 播鉢 6 6 16 80 A I 古瀬戸後期N(新)

109 瀬戸・美濃 揺鉢 6 6 2983 81 C C 

6 6土坑 127 2 81 A 

6 6堀 F 14 105 81 B 下

110 瀬戸・美濃 播鉢 6 6 6 82 A 下

6 6 3119 82 C C 

111 瀬戸・美濃 播鉢 6 6 344 83 A A直上 大窯I期(後)

6 6 844 83 B A下 大窯I期(後)

6 6 1279 83 B A下 大窯I期(後)

6 6 2116 83 B B 大窯I期(後)

112 瀬戸・美濃 揺鉢 8 6 3294 84 E E 

8 6土坑 5 2 84 A 中

8 8 42 84 B E下
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土器観察表 (2) 接合遺物 (7)

帰属:複数片が別平場から出土した場合の原位置の平場番号

接合 分 類 遺 物 実測 接合 遺物 遺物帳台 時期編年

平帰属場

出
調査時 番遺物号

カワラケ
のみ 大分類 中分類 小分類 土 遺構番号 番号 番号 所属面 記載面 は築瀬氏

場平 No. 
による

8 8 1722 84 C C~D 

113 常滑 壷・? 6 6 1036 17 A A 

6 6 1422 17 B B 

6 6堀 G 16 84 16 A 下

114 常滑 斐 6 4 10 2 B A下

6 4 28 2 A A 

6 6 127 2 A B 

6 6 282 2 A 上

6 6 493 2 A A直上

6 6 569 2 A A直上

6 6 745 2 A A直上

6 6 796 2 A A直上

6 6 1102 2 B B 

6 6 1218 2 B B 

6 6 1306 2 B A下

6 6 1563 2 B A直上

6 6 1743 2 B B 

6 6 1780 2 C C 

6 6 1977 2 B B 

6 6 2386 2 B B 

6 6 2387 2 B B 

6 6溝 113 4 2 bc 中

6 6堀 F 14 100 2 B 下

6 6堀 F 14 106 2 B 下

6 6堀 G 16 46 2 A 中

6 6堀 G 16 47 2 A 中

6 6堀 G 16 49 2 A 中

6 6堀 G 16 51 2 A 中

6 6堀 G 16 57 2 A 中

6 6堀 G 16 75 2 B 中

6 6堀 G 16 81 2 A 中

6 6堀 G 16 100 2 B 下

6 6堀 G 16 110 2 A 中

6 6堀 G 16 162 2 A 中

6 6堀 G 16 169 2 A 中

6 6堀 G 16 174 2 A 中

6 6堀 G 16 176 2 A 中

6 6堀 G 16 186 2 A 中

6 6堀 G 16 208 2 A 中

6 6堀 G 16 217 2 A 中

6 6堀 G 16 245 2 B 中

6 6堀 G 16 247 2 A 中

6 7堀 D 堀A 259 2 114 上

6 7堀 E 堀B 125 2 A 自脚輔最上目

6 8 132 2 B E③④⑥ 

6 8 161 2 B E③④⑥ 

6 8 181 2 A B 

6 8 234 2 A B直上

6 8 236 2 A B直上

6 8 237 2 A B直上

6 8 358 2 C C直上

6 8 688 2 D C下
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土器観察表 (2) 接合遺物 (8)

帰属:複数片が別平場から出土した場合の原位置の平場番号

接合 分 類 遺 物 実測 接合 遺物 遺寝台 時期編年

帰平属場
言

調査時 カ築ワラケ
のみ 大分類 中分類 小分類 遺構番号 番号 番号 所属面 記載面 は瀬氏

No. による

6 8 820 2 D C下

6 8 863 2 C C 
6 8 1312 2 B C上

6 8 1313 2 B C上

6 8 1339 2 D C下

115 常滑 費 8 8 2 3 A I下

8 8 23 3 B E中

8 8 430 3 C C直上

81 12 3 3 B E①直上ー括

81 12 4 3 B E最上i画一括
81 12 堀 P 堀A 102 3 115 下

81 12 堀 P 堀A 146 3 115 上

116 常滑 蔓 6 6 15 4 A I 

6 6 117 4 A A直上

6 6 202 4 A A直上

6 6 926 4 B A下

6 6 1636 4 E 地山面

6 6 3294 4 E E 

6 6土坑 l∞ 1 4 bc 

117 常滑 費 6 6 12 5 A I 

6 6 521 5 A A直上

6 6 712 5 A A直上

6 6 847 5 B A下

6 6 1423 5 B B 

6 6 1612 5 B B 

6 6堀 G 16 122 5 A 中

118 常滑 吏 6 6堀 G 16 1∞ 6 B 下

6 6堀 G 16 237 6 A 中

6 6堀 G 16 254 6 A 中

6 6堀 G 16 264 6 A 中

119 常滑 菱 6 6 950 7 B A下

6 6 2361 7 B B 

6 6土坑 23 1 7 A 上

6 6土坑 63 l 7 A 中

6 6土坑 63 2 7 A 中

6 6土坑 63 3 7 A 中

6 6土坑 174 22 7 c 中

120 常滑 受 6 6 6 8 A I下

6 6 63 8 A A直上

6 6 411 8 A A直上

6 6 778 8 A A直上

6 6 1693 8 B B 

6 6 2134 8 B B 

6 6 2869 8 B B 

6 6土坑 174 30 8 c 上

6 6堀 F 14 94 8 B 上

6 6堀 F 14 140 8 A 中

6 6堀 F 14 145 8 A 下

6 6堀 F 14 154 8 A 下

8 8 594 8 B E③ 

8 8土坑 25 799 8 120 
121 常滑 要 6 6 2072 9 C C 
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土器観察表 (2) 接合遺物 (9)

帰属:複数片が別平場から出土した場合の原位置の平場番号

接合 分 類 遺 物 実測 接合 遺物 遺物帳台 時期編年

帰平属場
土出 調査時 遺番物号

カワラケ
のみ 大分類 中分類 小分類

平場
遺構番号 No. 番号 番号 所属面 記載面 は築瀬氏

による

6 6 2238 9 A A 

6 6 2714 9 C C 

6 6 2747 9 B B 

122 常滑 斐 6 6 14 10 A 上

6 6 95 10 A I下

6 6 101 10 A A直上

6 6 104 10 A A直上

6 6 848 10 B A下

6 6 1129 10 B B 

6 6 1285 10 B A下

6 6 1678 10 B B 
6 6 1874 10 C C 

6 6 2821 10 B B 

6 6 2958 10 B B 

6 6土坑 130 2 10 bc 

6 6堀 G 16 118 10 A 上

123 常滑 費 4 4 52 11 A A 

6 6 6 11 A I下

6 6 14 11 A I下

6 6 16 11 A I下

6 6 20 11 A I上

6 6 255 11 A A直上

6 6 418 11 A A直上

6 6 873 11 B A下

6 6 1296 11 B A下

6 6 1324 11 E 地山面

6 6 1658 11 B B 

6 6 1745 11 B B 

6 6 1888 11 B B 

6 6 3294 11 E E 

6 6堀 F 14 332 11 A 下

6 6堀 G 16 24 11 A 上

6 6堀 G 16 63 11 A 下

6 6堀 G 16 73 11 B 

6 6堀 G 16 207 11 A 中

6 6堀 G 16 231 11 A 中

7 7 200 11 A A直上

7 7 370 11 B B 

7 7堀 D 堀A 197 11 A A直上

7 7堀 D 堀A 239 11 A A直上

7 7堀 D 堀A 247 11 123 上

8 8 52 11 B E中

8 8 125 11 B E② 
? ? 11 123 

124 常滑 斐 6 6堀 F 14 114 12 B 中

6 6堀 G 16 137 12 A 中

125 常滑 斐 6 6 470 13 A A直上

6 6 575 13 A A直上

6 6 762 13 A A直上

126 常滑 斐 6 6 2344 14 C C 

6 6 2438 14 C C 

127 常滑 受 8 6 80 18 A A直上
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土器観察表 (2) 接合遺物 (10)

帰属:複数片が別平場から出土した場合の原位置の平場番号

接合 分 類 遺 物 実測 接合 遺物 遺物帳台 時期編年

帰平属場 出土平場 調査時 遺番物号
カワラケ

のみ 大分類 中分類 小分類 遺構番号 番号 番号 所属面 記載面 は築瀬氏
No. による

8 6 1116 18 B B 

8 6 1484 18 B B 

8 6 1314 18 B A下

8 6土坑 156 3 18 A 上

8 7 131 18 A A 

8 7 148 18 B B 

8 7 171 18 B B 

8 7 146 18 B B 

8 7 197 18 127 

8 7堀 D 堀A 22 18 127 上

8 7堀 D 堀A 116 18 A 上

8 7堀 D 堀A 119 18 B 上

8 7堀 D 堀A 121 18 B 上

8 7堀 D 堀A 215 18 127 堀A(新)下層

8 7堀 D 堀A 293 18 127 中

8 7堀 D 堀A 465 18 127 上

8 7堀 D 堀A 467 18 127 上

8 7堀 E 堀B 458 18 127 自騨積層最上自

8 8 395 18 C C直上

81 12 堀 P 堀A 120 18 127 上

128 常滑 壷・蔓 6 2 2 1 128 盛土層

129 常滑 壷・蔓 6 6 488 I A A直上

130 常滑 壷・斐 6 6 637 l 19 A A直上

131 常滑 壷・蔓 8 8 1 21 A I上

8 8 2 21 A I下

8 8 4 21 B E中

8 8 29 21 B H中

8 8 53 21 B E上

8 8 154 21 A B直上

8 8 201 21 A B直上

8 8 268 21 A B直上

8 8 321 21 A B直上

8 8 406 21 C C直上

8 8 425 21 C C直上

8 8 469 21 B E⑨ 

8 8 493 21 A I⑨ 

8 8 862 21 C C下

8 8 865 21 C C下

8 8 1601 21 D D下

8 8土坑 12 642 21 D 

8 8土坑 12 650 21 D 
8 8土坑 12 731 21 D C 

8 8土坑 12 732 21 D C 

8 8土坑 12 733 21 D C 

8 8土坑 12 734 21 D C 

8 8堀 K 堀A 551 21 131 

10 10 土坑 1 9 21 131 

132 常滑 壷・蔓 8 8 22 22 B E中

8 8 26 22 B E中

8 8 68 22 B E中

8 8 478 22 B E⑦ 

8 8 599 22 B E③ 
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土器観察表 (2) 接合遺物 (11)

帰属:複数片が別平場から出土した場合の原位置の平場番号

接合 分 類 遺 物 実測 接合 遺物 遺物帳台 時期編年

帰平場属

出
調査時 書写

カワラケ
のみ 大分類 中分類 小分類 土 遺構番号 番号 番号 所属面 記載面 は築瀬氏

平場 No. による

8 8 858 22 D C下

8 8 956 22 D C下

8 8 1261 22 D D直上

8 8 1262 22 D D直上

8 8土坑 12 796 22 D C下

133 常滑 壷・斐 11 11 堀 N 堀B 38 24 133 上~中

11 11 堀 N 堀B 49 24 133 上~中

11 11 堀 N 堀B 80 24 133 上~中

11 11 堀 。堀A 92 24 A I 

134 常滑 査・斐 8 8 1620 25 D D下

81 10 1 25 A A 

81 10 11 25 A A 

81 10 13 25 A A 

81 12 1 25 A I①一括

81 12 1 25 A I①一括

81 12 3 25 B E①直上一括
81 12 4 25 B E最上面一括
81 12 4 25 B E最上面一括
81 12 15 25 134 盛土上層

81 12 75 25 B U(盛土)上層

81 12 ? 25 134 

81 12 堀 P 堀A 102 25 134 下

81 12 堀 P 堀A 136 25 134 上

81 12 堀 P 堀A 140 25 134 中

81 14 132 25 A A 

81 14 209 25 A A 

81 14 40 25 B A下

135 瓦質土器 指鉢 6 6 2582 2 C C 

6 6 2591 2 C C 

136 瓦質土器 播鉢 6 6 1638 3 B B 

6 6 2571 3 B B 

137 瓦質土器 播鉢 6 6 2125 3 4 B B 

6 6 2556 3 4 A A 

138 瓦質土器 揺鉢 6 6 10 5 A 下

8 8土坑 18 660 5 138 

139 瓦質土器 香炉 筒形香炉 6 139 

140 カワラケ 皿 6 6土坑 25 2 9 A 上

6 6土坑 25 4 9 A 中

141 カワフケ 皿 6 6堀 F 14 252 10 A 中

6 6堀 F 14 273 10 A 中

142 カワラケ 皿 6 6堀 F 14 203 11 A 中

6 6堀 F 14 219 11 A 中

143 カワフケ 皿 6 6堀 F 14 281 12 A 上

6 6堀 F 14 387 12 A A直上

144 カワラケ 皿 6 6 889 14 B A下

6 6 2329 14 B B 

145 カワフケ 皿 6 6ピット 14 l 15 bc 中

6 6ピット 14 2 15 bc 

146 カワラケ 皿 6 6堀 F 14 200 17 A 中

6 6堀 F 14 250 17 A 中

147 カワフケ 皿 6 6堀 F 14 146 19 A 下

6 6堀 F 14 147 19 A 下
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土器観察表 (2) 接合遺物 (12)

帰属複数片が別平場から出土した場合の原位置の平場番号

接合 分 類 遺 物 実測 接合 遺物 遺露台 時期編年

帰平属場
出土 調査時

カワラケ
のみ 大分類 中分類 小分類

言
遺構番号 No. 番号 番号 所属面 記載面 は築瀬氏

による

148 カワラケ 皿 6 6 2933 24 C C 

6 6 2934 24 C C 

149 カワラケ 皿 6 6 1628 26 B B 
6 6 1631 26 B B 

150 カワラケ 皿 6 6 1554 34 B B 

6 6 1632 34 B B 

151 カワラケ 皿 6 6 75 36 B A下

6 6 1386 36 B B 

152 カワラケ 皿 6 6堀 F 14 2ゆ1 38 A A直上

6 6堀 F 14 208 38 A A直上

153 カワラケ 皿 6 6 487 40 A A直上

6 6 1275 40 B A下

154 カワラケ 皿 6 6 622 41 A A直上

6 6 1527 41 A A 

6 6 3294 41 E E 
155 カワラケ 皿 6 6堀 F 14 2 42 A 中

6 6堀 F 14 3 42 A 中

156 カワフケ 皿 6 6 108 43 A A直上

6 6 109 43 A A直上

157 カワラケ 皿 6 6 109 44 A A直上

6 6 423 44 A A直上

158 カワラケ 皿 6 6 2266 45 A A 
6 6 2269 45 A A 

159 カワラケ 皿 6 6 1725 46 C B下

6 6 2456 46 B B 
160 カワラケ 皿 6 6 2436 47 C C 

6 6 2520 47 C C 
161 カワフケ 皿 6 6 69 48 A A直上

6 6 93 48 B A下

162 カワラケ 皿 7 7 439 49 C C 
7 7 443 49 C C 

163 カワラケ 皿 7 7 18 51 163 
7 7 97 51 A A直上

7 7 152 51 A A 
164 カワフケ 皿 8 8 2准O 52 A B直上

8 8 245 52 A B直上

8 8 256 52 A B直上
165 カワラケ 皿 8 8 1 60 A I上

8 8 413 60 C C直上
166 カワラケ 皿 8 8 221 61 A B直上

8 8 850 61 D C下
167 カワフケ 皿 8 8 229 64 A D直上

8 8 380 64 167 
8 8 7ω 64 C C下
8 8 720 64 C C 
8 8土坑 5 74 64 167 中

168 カワフケ 皿 8 8 443 67 C C直上
8 8 叫5 67 C C直上
8 8土坑 14 628 67 C 

169 カワフケ 皿 8 8 968 70 D C下
8 8 1159 70 D D直上

170 カワラケ 皿 8 8 1294 72 D D 

-211-



土器観察表 (2) 接合遺物 (13)

帰属:複数片が別平場から出土した場合の原位置の平場番号

接合 分 類 遺 物 実測 接合 遺物 遺物帳台 時期編年

のみ 大分類 中分類 小分類 帰平属場 土平場出 遺構番号
調査時 遺番物号

カワラケ

No. 番号 番号 所属面 記載面 は築瀬氏
による

8 8 1644 72 D D下

8 8 1645 72 D D下

8 8土坑 67 1801 72 D D下

171 カワラケ 皿 8 8 1402 82 C C 

8 8 l必4 82 C C 

8 8土坑 47 1424 82 C C 

172 カワラケ 血 8 8 1105 83 D C下

8 8 1349 83 D D直上

8 8土坑 62 1689 83 D D下

173 カワラケ 皿 8 8 40 84 B E下

8 8 70 84 B E中

174 カワラケ 皿 8 8 279 85 A B直上

8 8 423 85 C C直上

8 8土坑 5 76 85 174 中

8 8土坑 5 102 85 174 中

175 カワラケ 皿 8 8 685 86 D C下

8 8 1392 86 C C 

176 カワラケ 皿 8 8土坑 51 1651 87 D C下

8 8土坑 56 1657 87 D C下

8 8土坑 56 1663 87 D C下

177 カワフケ 皿 8 8 l 88 A I上

8 8土坑 2 91 88 177 上

178 カワラケ 皿 8 8 128 89 A E③④@層

8 8 4印 89 C C直上

179 カワラケ 皿 8 8 778 90 D C下

8 8 844 90 D C下

180 カワラケ 皿 8 8 983 91 D C下

8 8 1470 91 D D 

181 カワラケ 皿 8 8土坑 67 1794 92 D D下

8 8土坑 67 1800 92 D D下

182 カワラケ 皿 8 8 1351 93 D D直上

8 8土坑 40 1325 93 d C上

183 カワラケ 皿 8 8 160 94 A B直上

8 8 227 94 A B直上

8 8土坑 2 84 94 183 上

184 カワラケ 皿 8 8 537 95 D E⑦層下層

8 8土坑 56 1661 95 D D下

185 カワラケ 皿 8 8 1456 96 D D 

8 8 15∞ 96 D D 

186 カワラケ 皿 8 8 173 97 A B直上

8 8 378 97 C C直上

187 カワラケ 皿 8 8 177 98 A B直上

8 8 179 98 A B直上

188 カワラケ 皿 8 8 1340 99 D C下

8 8土坑 12 1299 99 D D 

189 カワラケ 皿 14 14 170 102 A A 

141 14 171 102 A A 

190 東海系羽釜 羽釜 6 6ピット 61 1 l bc I 

6 6堀 F 14 254 1 A A直上

191 東海系羽釜 羽釜 6 6 1586 2 B B 

6 6 1878 2 B B 

1<<:)宮東海系羽毛長 羽釜 6 6 4 3 4 192 
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土器観察表 (2) 接合遺物 (14)

帰属:複数片が別平場から出土した場合の原位置の平場番号

接合 分 類 遺 物 実測 接合 遺物 遺物帳台 時期編年

帰平場属
土出 調査時 遺番物号

カワラケ
のみ 大分類 中分類 小分類 遺構番号 番号 番号 所属面 記載面 は築瀬氏

場平 No. による

6 6堀 G 16 22泡 3 4 192 

193 東海系羽釜 羽釜 6 7 351 6 B B 

194 東海系羽釜 羽釜 10 10 119 7 B 

10 10 111 7 B 

195 東海系羽釜 羽釜 12 12 堀 P 堀A 110 8 195 下

12 12 堀 P 堀A 138 8 195 上

196 東海系羽釜 羽釜 6 6 1958 9 B B 1 

6 6士坑 102 6 9 b I 

197 内耳鍋 鍋 12 12 1 197 中世?

198 近世陶器 大皿 7 7 l 4 A I上

7 7 2 4 A I下

199 近世陶器 宝τ缶E 12 12 3 199 

12 12 堀 P 堀A 102 3 199 下

200 近世陶器 6 6 509 l A A直上

6 6 535 1 A A直上

201 近世陶器 6 6 6 2 A I 

6 6 877 2 B A下

202 近世陶器 14 14 48 5 B A下

14 14 51 5 B A下

14 14 52 5 B A下

14 14 102 5 A A 

203 近世陶器 14 14 1 6 A 表土下部一括

14 14 46 6 B A下

14 14 47 6 B A下

14 14 48 6 B A下

14 14 50 6 B A下

14 14 51 6 B A下

14 14 62 6 B A下

14 14 100 6 A A 
204 近世陶器 14 14 10 7 A A 

14 14 29 7 B B 
205 近世陶器 14 14 82 8 A A 

14 14 117 8 A A 
206 近世陶器 14 14 12 9 A A 

14 14 31 9 B B 
14 14 122 9 A A 
14 14 122 9 A A 

207 近世陶器 11 11 堀 N 堀 B 2 10 A I上

11 11 堀 N 堀 B 7 10 A I中
208 近世陶器 11 11 堀 N 堀B 64 11 208 上~中

11 11 堀 N 堀B 65 11 208 上~中
209 近世陶器 11 11 堀 。堀A 98 12 A I 

11 11 堀 。堀A 113 12 209 中
210 近世陶器 11 11 I 13 A I一括

11 11 堀 N 堀B 2 13 A I上
211 近世陶器 11 11 堀 N 堀 B 2 14 A I上

11 11 堀 N 堀 B 6 14 211 中
212 近世陶器 11 11 堀 N 堀B 20 15 A I下

11 11 堀 N 堀 B 21 15 A I下
213 近世陶器 11 11 1 16 A I 括

11 11 ? 16 213 
11 11 堀 N 堀B 12 16 A I下
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土器観察表 (2) 接合遺物 (15)

帰属:複数片が別平場から出土した場合の原位置の平場番号

接合 分 類 遺 物 実測 接合 遺物 遺物帳台 時期編年

帰平属場
土出 調査時 遺番物号

カワラケ
のみ 大分類 中分類 小分類

平場
遺構番号 No. 番号 番号 所属面 記載面 は築瀬氏

による

11 11 堀 N 堀B 27 16 213 上~中

11 11 堀 N 堀B 87 16 213 中

214 近世陶器 16 16 l 17 214 

16 16 2 17 214 

215 近世陶器 16 14 56 18 B A下

16 16 2 18 215 

216 近世陶器 16 16 I 19 216 

16 16 2 19 216 

217 近世陶器 16 8 1 20 A I上

16 13 ? 20 217 

16 16 2 20 217 

218 近世磁器 茶碗 13 12 22 5 218 

13 13 1 5 A I①一括

13 13 8 5 218 

219 近世磁器 6 6 13 I A I 

6 6 91 l A A直上

220 近世磁器 6 6 6 2 A I 

6 6 815 2 B A下

221 近世磁器 6 6 14 3 A I 

6 6 804 3 A A直上

222 近世磁器 6 6 1141 4 B B 

6 6溝 1 3 4 A I 

223 近世磁器 11 11 堀 N 堀B 42 6 223 上~中

224 近世磁器 11 11 堀 N 堀B 46 6 224 上~中

11 11 堀 N 堀B 50 6 224 上~中

11 11 堀 N 堀B 55 6 224 上~中

225 近世磁器 11 11 堀 N 堀B 18 7 A I下

11 11 堀 N 堀B 30 7 225 上~中

11 11堀 N 堀B 39 7 225 上~中

226 近世磁器 染付 I 1 5 A I 
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第 10表土錘計測表 (1)

[ ]現存値・( )復元値，単位皿

挿図 掲載 実現u 元遺
出土

重量
平場 遺構番号 層位 遺物番号 全長 長径 短径 備考

番号 番号 番号 構
函

(g) 

115 1 1 平場 6 I 8 68 37 36 61.5 
115 2 2 平場 6 D 3101 58 26 24 30.2 
115 3 3 平場 6 C 1811 49 25 23 23 
115 4 4 平場 6 B 2906 45 24 23 20.4 
115 5 5 平場 6 A 2772 45 15 15 7.6 
115 6 6 平場 6 C 2473 36 10 10 2.5 
115 7 I 平場 8 土坑 65 1766 55 23 23 21.2 
115 8 2 平場 8 土坑 65 1760 55 23 22 21.6 
115 9 3 平場 8 土坑 65 1755 52 24 22 22.3 
115 10 4 平場 8 士坑 65 1785 56 22 22 22 
115 11 5 平場 8 H 64 60 24 23 24.9 
115 12 6 平場 8 土坑 65 1752 62 24 23 25.2 
115 13 7 平場 8 土坑 60 、 1 60 25 23 26.4 
115 14 8 平場 8 士坑 65 1782 56 25 24 24.9 
115 15 9 平場 8 E 38 58 23 23 20.7 
115 16 10 平場 8 土坑 65 1781 53 23 22 20.9 
115 17 11 平場 8 B 295 52 24 23 20.5 
115 18 12 平場 8 D 1729 59 24 22 20.6 
115 19 13 平場 8 C 784 54 23 23 21.7 
115 20 14 平場 8 土坑 65 1754 55 23 23 21.3 
115 21 15 平場 8 D 1731 55 25 25 24.3 
115 22 16 平場 8 D 1733 52 25 23 21.9 
115 23 17 平場 8 土坑 65 1780 56 24 23 24.8 
115 24 18 平場 8 D 1725 52 20 20 15.6 
115 25 19 平場 8 土坑 65 1743 52 24 21 21.3 
115 26 20 平場 8 土坑 65 1739 51 23 23 20.3 
115 27 21 平場 8 土坑 65 1762 55 21 20 17 
115 28 22 平場 8 土坑 65 1778 52 23 22 20.8 
115 29 23 平場 8 E 41 52 22 20 16.6 
115 30 24 平場 8 士坑 65 1769 50 25 24 23.6 
115 31 25 平場 8 土坑 65 1738 49 22 22 19.5 
115 32 26 平場 8 I 1 49 22 20 16.4 
115 33 27 平場 8 土坑 65 1770 50 23 22 17.5 
115 34 28 平場 8 土坑 65 1756 50 23 22 19.2 
115 35 29 平場 8 土坑 65 1761 52 24 23 19.8 
115 36 30 平場 8 土坑 65 1747 49 23 23 20.8 
115 37 31 平場 8 土坑 65 1740 52 22 21 17.3 
115 38 32 平場 8 D 1732 54 21 20 16.5 
115 39 33 平場 8 土坑 65 1744 52 20 20 14.9 
115 40 34 平場 8 E 94 47 22 22 17.3 
115 41 35 平場 8 E 3 48 22 22 17.4 
115 42 36 平場 8 C 782 50 22 21 17.1 
115 43 37 平場 8 D 1735 49 24 21 17.5 
115 44 38 平場 8 E 31 48 22 22 16.1 
115 45 39 平場 8 I 50 24 23 19.7 
115 46 40 平場 8 D 1727 48 23 21 17.6 
115 47 41 平場 8 E 97 45 23 22 17.2 
115 48 42 平場 8 土坑 65 1746 47 24 23 18.7 
115 49 43 平場 8 E 4 48 22 20 16.6 
115 50 44 平場 8 土坑 65 1764 51 22 21 16.3 
115 51 45 平場 8 土坑 65 1737 48 23 22 17.6 
115 52 46 平場 8 土坑 65 1767 48 21 22 15.4 
115 53 47 平場 8 I l 45 26 24 20.2 
115 54 48 平場 8 I 2 50 20 20 16.2 
115 55 49 平場 8 C 783 46 24 22 16.6 
115 56 50 平場 8 E 37 47 20 20 14.3 
115 57 51 平場 8 E 38 50 21 21 15.6 
115 58 52 平場 8 E 74 52 21 21 15.4 
115 59 53 平場 8 皿 95 48 21 21 14.9 
115 60 54 平場 8 C 96 42 22 21 13.9 
115 61 55 平場 8 D 1364 47 24 23 15.2 
115 62 56 平場 8 D 1724 47 23 21 16.4 
115 63 57 平場 8 D 1726 47 23 23 18 
115 64 58 平場 8 D 1734 43 22 21 14.9 
115 65 59 平場 8 D 1736 [50J 23 23 16.2 
115 66 60 平場 8 土坑 65 1742 47 22 21 12.9 
115 67 61 平場 8 土坑 65 1745 48 22 21 15.1 
115 68 62 平場 8 土坑 65 1757 47 23 23 19.6 
115 69 63 平場 8 士坑 65 1759 45 22 21 15 
115 70 64 平場 8 土坑 65 1763 45 22 21 13.7 
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土錘計測表 (2)

]現存値・( )復元値，単位皿

挿図 掲載 実視u 元遺
出土

重量
番号 番号 番号

平場 遺構番号
構

層位 遺物番号 全長 長径 短径 (g) 
備考

面

115 71 65 平場 8 土坑 65 1765 38 22 21 12.7 
115 72 66 平場 8 土坑 65 1768 40 22 22 14.4 
115 73 67 平場 8 土坑 65 1771 43 21 20 13 
115 74 68 平場 8 土坑 65 1776 45 22 22 15.5 
115 75 69 平場 8 土坑 65 1777 49 22 20 14.1 
115 76 70 平場 8 土坑 65 1779 47 20 20 14.1 
115 77 71 平場 8 士坑 65 1784 43 21 20 12.3 
115 78 72 平場 8 土坑 65 1783 47 22 21 11.7 
115 79 73 平場 8 E 32 45 21 20 13.4 
115 80 74 平場 8 E 35 39 22 21 11.4 
115 81 75 平場 8 E 4 39 20 19 9.8 
116 82 76 平場 8 B 263 43 14 14 6.3 
116 83 77 平場 8 B 264 47 13 13 6.3 
116 84 78 平場 8 B 265 47 12 12 5.5 
116 85 79 平場 8 C 811 48 13 13 6.1 
116 86 80 平場 8 C 839 49 15 14 6.5 
116 87 81 平場 8 D 1233 49 15 15 7.9 
116 88 82 平場 8 土坑 39 1139 50 16 15 9.6 
116 89 83 平場 8 中 1821 52 16 15 6.3 
116 90 84 平場 8 土坑 39 1224 52 14 14 8.2 
116 91 85 平場 8 D 926 48 14 14 8.4 
116 92 86 平場 8 C 835 49 15 14 7.3 
116 93 87 平場 8 D 937 48 14 14 6.8 
116 94 88 平場 8 D 1157 47 14 13 6.4 
116 95 89 平場 8 土坑 39 1228 47 14 14 7.2 
116 96 90 平場 8 土坑 39 1226 49 14 14 5.8 
116 97 91 平 8 D 1203 46 14 13 5.9 
116 98 92 平 8 D 1292 [46J 15 15 7.4 

116 99 93 平 8 D 927 45 13 12 6.1 
116 100 94 平 8 D 940 46 14 14 7.2 

116 101 95 平場 8 D 931 47 12 12 5.4 
116 102 96 平場 8 士坑 26 909 48 13 12 6.1 
116 103 97 平場 8 D 928 48 12 12 5.5 
116 104 98 平場 8 D 950 48 12 12 5 

116 105 99 平場 8 D 940 46 13 13 5.8 

116 106 100 平場 8 C 883 [48J 13 13 6.3 

116 107 101 平場 8 土坑 12 703 42 13 12 4.8 

116 108 102 平場 8 D 937 45 13 12 5.3 

116 109 103 平場 8 D 927 45 12 12 4.9 

116 110 104 平場 8 C 687 45 13 13 5.7 

116 111 105 平 8 C 842 45 12 11 4.4 

116 112 106 平 8 土坑 22 692 45 11 11 4.4 

116 113 107 平 8 C 422 46 13 11 5 

116 114 108 平 8 C 843 43 14 13 6.3 

116 115 109 平場 8 C 854 42 15 14 6.9 

116 116 110 平場 8 士坑 26 907 45 13 13 5.3 

116 117 III 平場 8 937 45 14 14 6.1 

116 118 112 平場 8 D 936 55 13 12 5.5 

116 119 113 平場 8 D 1217 44 14 13 6.1 

116 120 114 平場 8 土坑 39 1221 46 12 11 4.9 

116 121 115 平場 8 土坑 39 1223 46 12 11 4.6 

116 122 116 平場 8 土坑 39 1227 46 12 11 4.5 

116 123 117 平場 8 土坑 39 1012 44 12 12 5 

116 124 118 平場 8 D 1202 42 13 12 5.2 

116 125 119 平場 8 土坑 39 1231 45 13 12 4.8 

116 126 120 平場 8 D 936 42 12 12 4.9 

116 127 121 平場 8 D 935 42 11 10 4.2 

116 128 122 平場 8 C 818 45 14 13 6.5 

116 129 123 平場 8 D 1607 43 13 13 5.4 

116 130 124 平場 8 C 893 43 12 12 5.1 

116 131 125 平場 8 C 836 40 13 13 5.4 

116 132 126 平 8 C 348 43 13 12 5.1 

116 133 127 平 8 B 308 42 11 11 4.2 

116 134 128 平 8 土坑 21 689 42 14 12 5.1 

116 135 129 平1 8 C 840 43 12 12 4.1 

116 136 130 平 8 土坑 39 1214 41 12 12 4.4 

116 137 131 平皆 8 C 886 43 11 10 3.8 
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土錘計測表 (3)

[ ]現存値・( )復元値，単位皿

挿図 掲載 実視u 元遺
出土

重量
平場 遺構番号 層位 遺物番号 全長 長径 短径 備考

番号 番号 番号 構
面

(g) 

116 138 132 平場 8 C 817 41 10 10 3.4 
116 139 133 平場 8 C 881 40 12 11 4 
116 140 134 平場 8 D 544 41 12 12 2.8 
116 141 135 平場 8 C 736 37 12 12 3.5 J 
116 142 136 平場 8 土坑 39 1215 39 12 11 4.1 
116 143 137 平場 8 土坑 39 1213 41 11 11 4.1 」
116 144 138 平場 8 C 809 [ 41J 13 13 5.2 
116 145 139 平場 8 C 800 38 12 12 4.5 
116 146 140 平場 8 D 931 41 11 11 4.5 
116 147 141 平場 8 D 1133 43 12 11 4 
116 148 142 平場 8 D 1150 40 12 11 4 
116 149 143 平場 8 D 1151 40 12 12 4.1 
116 150 144 平場 8 土坑 39 1216 42 12 12 5.4 
116 151 145 平場 8 土坑 39 1222 42 12 11 4.1 
116 152 146 平場 8 土坑 39 1229 [39J 12 12 4.1 
116 153 147 平場 8 D 1528 40 12 12 4.3 
116 154 148 平場 8 D 1045 41 12 12 3.7 
116 155 149 平場 8 D 1128 41 12 12 2.5 
116 156 150 平場 8 士坑 39 1015 41 11 11 4 
116 157 151 平場 8 土坑 39 1010 40 13 13 4.8 
116 158 152 平場 8 D 925 41 11 11 3.8 
116 159 153 平場 8 D 927 41 12 11 3.8 
116 160 154 平場 8 D 931 39 12 12 4.9 
116 161 155 平場 8 土坑 39 1138 40 12 12 3.9 
116 162 156 平場 8 土坑 41 1185 39 12 12 2.3 
116 163 157 平場 8 E中 1301 36 12 12 3.7 
116 164 158 平場 8 中 1821 35 13 12 4.4 
116 165 159 平場 8 D 1576 36 13 13 4 
116 166 160 平場 8 D 1430 36 12 12 4 
116 167 161 平場 8 B 266 37 14 13 4.1 
116 168 162 平場 8 D 1287 37 12 12 3.4 
116 169 163 平場 8 土坑 39 1220 36 13 12 4.4 
116 170 164 平場 8 D 1204 35 11 11 3.3 
116 171 165 平場 8 C 894 37 15 14 6.3 
116 172 166 平場 8 C 838 39 12 11 3 
116 173 167 平場 8 C 888 37 11 10 2.8 
116 174 168 平場 8 D 1058 36 13 12 3.9 
116 175 169 平場 8 D 1086 38 12 12 2.5 
116 176 170 平場 8 D 933 38 14 14 5.6 
116 177 171 平場 8 C 915 40 11 10 2.8 
116 178 172 平場 8 D 935 [38J 11 11 3.2 
116 179 173 平場 8 D 1044 41 11 11 2.4 
116 180 174 平場 8 C 805 41 11 10 2.5 
116 181 175 平場 8 E⑨ 511 42 11 10 2.8 
116 182 176 平場 8 D 1073 41 11 11 2.7 
116 183 177 平場 8 D 1035 40 10 10 2.6 
116 184 178 平場 8 D 1085 41 11 10 2.7 
116 185 179 平場 8 D 541 39 10 10 2.6 
116 186 180 平場 8 D 1116 41 11 10 2.8 
116 187 181 平場 8 D 1062 41 10 10 2.9 
116 188 182 平場 8 D 1053 41 10 10 2.5 
116 189 183 平場 8 E⑦ 471 39 11 11 2.8 
116 190 184 平場 8 D 1040 39 12 10 2.6 
116 191 185 平場 8 D 1693 40 11 11 2.8 
116 192 186 平場 8 土坑 41 1187 37 10 10 2.6 
116 193 187 平場 8 D 1108 38 11 10 2.3 
116 194 188 平場 8 D 535 38 12 10 2.3 
116 195 189 平場 8 D 1074 42 11 11 2.9 
116 196 190 平場 8 D 1115 41 10 10 2.3 
116 197 191 平場 8 D 1190 41 10 10 2.4 
116 198 192 平場 8 D 534 39 10 10 2.5 
116 199 193 平場 8 D 1069 41 11 11 2.7 
116 200 194 平場 8 土坑 41 1183 38 10 10 2.3 
116 201 195 平場 8 土坑 10 604 39 11 10 2.6 
116 202 196 平場 8 E⑨ 492 40 11 10 2.6 
116 203 197 平場 8 H⑨ 517 40 10 10 2.3 
117 204 198 平場 8 D 1101 37 10 10 21 
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土錘計測表 (4)

]現存値・( )復元値，単位凹

挿図 掲載 実測 元遺
出土

重量
番号 番号 番号

平場 遺構番号
構

層位 遺物番号 全長 長径 短径 (g) 備考
面

117 205 199 平場 8 E⑨ 494 [41J 12 10 2.6 
117 206 200 平場 8 D 1702 39 10 10 2.3 
117 207 201 平場 8 D 1191 38 10 10 2.4 
117 208 202 平場 8 E⑨ 495 37 10 10 2.4 
117 209 203 平場 8 D 1081 36 10 10 2 
117 210 204 平場 8 E⑦ 484 37 11 11 2.6 
117 211 205 平場 8 D 1033 39 10 10 2.4 
117 212 206 平場 8 D 1078 38 10 10 2.4 
117 213 207 平場 8 C 802 39 10 10 2.2 
117 214 208 平場 8 D 1029 37 11 10 3.1 
117 215 209 平場 8 D 1088 38 10 10 2.2 
117 216 210 平場 8 土坑 41 1181 39 11 10 2.6 
117 217 211 平場 8 D 532 38 10 10 2.2 
117 218 212 平場 8 D 1087 38 10 10 2.2 
117 219 213 平場 8 D 1107 38 12 9 2.5 
117 220 214 平場 8 D 1290 36 11 11 2.1 
117 221 215 平場 8 D 533 38 10 9 2.2 
117 222 216 平場 8 D 1032 36 10 10 2.1 
117 223 217 平場 8 D 1095 36 10 9 2.2 
117 224 218 平場 8 D 1079 37 11 10 2.3 
117 225 219 平場 8 D 1435 39 10 10 2.3 
117 226 220 平場 8 D 545 37 11 10 2.9 
117 227 221 平場 8 D 539 39 12 11 2.9 
117 228 222 平場 8 D 546 41 10 10 2.8 
117 229 223 平場 8 D 1694 38 10 10 2.5 
117 230 224 平場 8 E⑨ 496 40 10 10 2.7 
117 231 225 平場 8 D 1077 39 10 10 2.4 
117 232 226 平場 8 D 1194 40 10 10 2.6 
117 233 227 平場 8 E⑦ 485 39 10 10 2.6 
117 234 228 平場 8 D 536 39 10 10 2.6 
117 235 229 平場 8 C 691 39 10 10 2.5 
117 236 230 平場 8 D 1054 37 10 10 2.5 
117 237 231 平場 8 D 1047 37 10 10 2.3 
117 238 232 平場 8 D 1057 39 10 10 2.6 
117 239 233 平場 8 B 299 40 10 10 2.5 
117 240 234 平場 8 E⑨ 518 37 10 10 2.1 
117 241 235 平場 8 D 1090 40 11 11 2.6 

117 242 236 平場 8 D 1037 39 12 11 2.7 

117 243 237 平場 8 D 1075 39 11 10 2.3 

117 244 238 平場 8 D 1063 39 10 10 2.2 

117 245 239 平場 8 D 1109 38 11 10 2.2 

117 246 240 平場 8 D 1109 38 10 9 1.9 

117 247 241 平場 8 E⑨ 505 40 10 10 2.4 

117 248 242 平場 8 D 1080 38 10 9 2.2 

117 249 243 平場 8 D 1027 38 10 10 2.3 

117 250 244 平場 8 D 1131 37 10 10 2.4 

117 251 245 平場 8 D 929 39 11 11 3.3 

117 252 246 平場 8 C 895 37 11 10 3.1 

117 253 247 平場 8 D 1694 37 11 10 2.4 

117 254 248 平場 8 D 1122 37 11 10 2.4 

117 255 249 平場 8 D 523 36 10 11 2.1 

117 256 250 平場 8 D 1197 37 10 10 2.3 

117 257 251 平場 8 B 290 35 10 9 2.3 

117 258 252 平場 8 E⑨ 503 35 10 10 2.5 

117 259 253 平場 8 D 1031 37 11 10 2.4 

117 260 254 平場 8 B 199 38 10 10 2.3 

117 261 255 平場 8 B 304 37 10 9 2.2 

117 262 256 平場 8 B 170 33 11 11 3.5 

117 263 257 平場 8 C 1389 35 13 12 4 

117 264 258 平場 8 D 1083 36 11 10 2.6 

117 265 259 平場 8 B 245 [35J 12 12 3.5 

117 266 260 平場 8 C 886 [32J 11 11 3.6 

117 267 261 平場 8 C 966 35 11 11 2.4 

117 268 262 平場 8 C 1388 [35J 10 10 3 

117 269 263 平場 8 E⑨ 490 [35J 11 10 2.3 

117 270 264 平場 8 C 787 [36J 10 10 1.9 
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土錘計測表 (5)

[ ]現存値・( )復元値，単位凹

挿図 掲載 実測 元遺
出土

重量
平場 遺構番号 層位 遺物番号 全長 長径 短径 備考

番号 番号 番号 構 面
(g) 

117 271 265 平場 8 II(あ 474 [33J 10 10 1.9 
117 272 266 平場 8 D 1140 39 11 10 2.7 
117 273 267 平場 8 E⑦ 476 40 10 10 2.6 
117 274 268 平場 8 D 1043 37 11 11 2.2 
117 275 269 平場 8 C 576 37 10 10 2.7 
117 276 270 平場 8 D 1060 36 11 10 2 
117 277 271 平場 8 D 1066 38 10 10 2.4 
117 278 272 平場 8 D 1242 38 10 10 2.2 
117 279 273 平場 8 D 1126 37 10 10 2.2 
117 280 274 平場 8 D 1196 39 10 10 1.9 
117 281 275 平場 8 D 1189 [34J 10 10 2 
117 282 276 平場 8 D 1111 35 10 10 2.2 
117 283 277 平場 8 E⑨ 513 [36J 10 10 2.6 
117 284 278 平場 8 E⑨ 515 [34J 10 10 2.5 
117 285 279 平場 8 D 1097 [37J 12 11 2.3 
117 286 280 平場 8 C 1412 [36J 12 12 3.3 
117 287 281 平場 8 D 1193 [35J 10 10 2.1 
117 288 282 平場 8 E⑦ 472 [37J 10 10 1.9 
117 289 283 平場 8 C 916 [35J 10 10 2.3 
117 290 284 平場 8 土坑 41 1182 [34J 11 10 2.4 
117 291 285 平場 8 D 1094 36 10 10 1.9 
117 292 286 平場 8 士坑 41 1180 [32J 10 9 1.8 
117 293 287 平場 8 E⑨ 577 36 11 11 2.3 
117 294 288 平場 8 E⑦ 481 38 10 10 2.3 
117 295 289 平場 8 ピット 578 [39J 11 10 2.6 
117 296 290 平場 8 土坑 41 1188 36 10 10 2 
117 297 291 平場 8 D 1110 38 10 9 2.1 
117 298 292 平場 8 D 1125 36 10 9 1.7 
117 299 293 平場 8 土坑 41 1175 35 12 11 2 
117 300 294 平場 8 D 1127 37 10 9 2 
117 301 295 平場 8 E 37 37 10 10 2.3 
117 302 296 平場 8 土坑 41 1178 37 10 10 2.2 
117 303 297 平場 8 D 1434 35 10 10 2.1 
117 304 298 平場 8 D 1123 37 10 10 2.3 
117 305 299 平場 8 D 1093 38 10 10 2.4 
117 306 300 平場 8 D 1070 34 10 10 2.2 
117 307 301 平場 8 E⑨ 504 36 10 10 2.2 
117 308 302 平場 8 D 1158 36 10 10 2.3 
117 309 303 平場 8 D 1097 36 10 10 2.2 
117 310 304 平場 8 D 1130 39 10 10 2.4 
117 311 305 平場 8 C 819 [36J 10 10 2.1 
117 312 306 平場 8 E⑨ 508 38 10 10 2.3 
117 313 307 平場 8 D 1124 37 10 10 2.2 
117 314 308 平場 8 E⑦ 483 34 10 10 2.1 
117 315 309 平場 8 D 1033 39 9 9 1.7 
117 316 310 平場 8 D 1241 36 9 9 2 
117 317 311 平場 8 D 1099 36 10 10 1.9 
117 318 312 平場 8 D 1050 35 10 9 2 
117 319 313 平場 8 D 1036 37 10 10 2.3 
117 320 314 平場 8 E⑦ 480 37 10 10 1.8 
117 321 315 平場 8 D 1048 [36J 11 11 2.3 
117 322 316 平場 8 C 878 36 11 11 2 
117 323 317 平場 8 D 950 35 10 10 2.1 
117 324 318 平場 8 D 1114 37 10 9 2.3 
117 325 319 平場 8 D 1141 36 10 10 1.8 
117 326 320 平場 8 E⑦ 482 38 11 10 2.3 
117 327 321 平場 8 D 1129 [37J 10 10 2.2 
117 328 322 平場 8 D 1241 36 10 10 2.1 
117 329 323 平場 8 E⑦ 477 34 10 10 1.9 
117 330 324 平場 8 D 1025 37 10 10 1.9 
117 331 325 平場 8 D 1076 [37J 10 9 1.7 
117 332 326 平場 8 D 1041 34 10 10 1.9 
117 333 327 平場 8 D 944 34 10 10 2 
117 334 328 平場 8 E⑦ 479 33 10 10 2 117 335 329 平場 8 D 1071 34 10 9 1.7 117 336 330 平場 8 D 1113 34 10 9 2.1 117 337 331 平場 8 D 1104 35 10 9 11< 
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土錘計測表 (6)

]現存値・( )復元値，単位阻

挿図 掲載 実測 元遺 出土
重量

番号 番号 番号
平場 遺構番号

構
層位 遺物番号 全長 長径 短径 (g) 備考
面

117 338 332 平場 8 D 1072 37 10 9 2.1 
117 339 333 三F場 8 D 1065 34 11 10 2.4 
117 340 334 平場 8 D 1096 [38J 10 10 2 
117 341 335 平場 8 土坑 41 1177 35 10 9 2 
117 342 336 平場 8 E⑨ 514 34 10 9 2.2 
117 343 337 平場 8 E⑨ 499 37 10 10 2.1 
117 344 338 平場 8 D 1030 35 10 10 1.9 
117 345 339 平場 8 E⑦ 487 35 10 9 1.8 
117 346 340 A塩 8 D 1068 36 10 10 2 
117 347 341 平場 8 D 1117 39 10 10 2.1 
118 348 342 平場 8 C 1401 34 10 9 2.1 
118 349 343 平場 8 D 1042 35 9 9 1.7 
118 350 344 平場 8 D 1235 [33J 10 10 1.8 
118 351 345 平場 8 D 1195 [29J 10 10 1.7 
118 352 346 平場 8 D 1098 33 10 9 1.8 
118 353 347 平場 8 D 1144 33 10 10 1.9 
118 354 348 平場 8 E⑨ 497 32 10 10 1.7 
118 355 349 平場 8 E⑦ 486 35 10 9 1.8 
118 356 350 平場 8 D 1169 34 10 9 1.7 
118 357 351 平場 8 D 1236 33 10 10 2 
118 358 352 平場 8 C 918 [34J 10 9 1.9 
118 359 353 平場 8 C 345 32 9 9 1.6 
118 360 354 平場 8 士坑 64 1706 [33J 11 10 2.3 
118 361 355 平場 8 予 不明 48 15 14 6.1 
118 362 356 平場 8 土坑 65 1751 45 22 20 14.2 
118 363 357 平場 8 E 43 47 22 21 13.9 

118 364 358 平場 8 I 2 45 21 20 12.5 

118 365 359 平場 8 C 394 [40J 21 [2QJ 10.5 
118 366 360 平場 8 E 72 [42J 22 22 11.7 

118 367 361 平場 8 E 4 [34J 20 [18J 7.5 

118 368 1 平場 12 E 3 [51J 25 25 17.9 

118 369 2 平場 12 E 4 45 24 24 18.9 中世盛土層

118 370 3 平場 12 上層 13 41 22 20 13.6 盛土層

118 371 4 平場 12 上層 26 [31J 20 20 8.2 盛土層

118 372 5 平場 12 上層 40 [36J 13 11 3.6 |盛土層

第11表金属製品計測表万子

[ ]現存値・ ( )復元値，単位cm

挿図 掲載 実測 遺構
出土

遺物 現存重量

番号 番号 番号
平場

番号
層位

番号
全長 万身長 茎長 刀身幅/背厚 茎幅/厚

(g) 
面

120 I 14 平場 8 D 1812 [38.5J 29.1 [9.4J 2.5/0.65 1.5/0.65 190 

120 2 22 平場 6 B 2沼22 23.4 14.65 8.7 3.1/0.4 1.6/0.3 69.2 

120 3 2平場 6 士坑 124 9 [12.5J 9.3 [3.15J 1.0/0.27 1.15/0.35 16.6 

120 4 6平場 6 B 2738 [4.25J 1.1/0.28 4.4 

120 5 5平場 6 土坑 132 1 [9.7J 1.4/0.28 11.8 

120 6 l平場 6 B 2327 [12.4J 11.3 [1.05J 1.1/0.3 1.15/0.27 15.7 

120 7 8平場 6 堀 F 中 218 [5.6J 1.25/0.25 2目9

120 8 9平場 6ピット 13 中 2 [6.4J 1.65/0.36 12.7 

120 9 4平場 6 堀 F 下 121 [14.95J [6.6J 6.35 1.0/0.28 1.1/0.27 14.1 I 

120 10 1平場 7 B 399 [14.5J [8.5J [6.1J 1.4/0.3 1.1/0.25 18.3 

120 11 6平場 8 上 1832 [14.35J [5.55J 8.85 1.5/0.45 1.15/0.3 

120 12 3平場 6 B 2339 [6.8J 0.95/0.28 6.2 

120 13 I平場 8 C 383 [4.5J 0.75/0.45 3.1 

120 14 2平場 8 B 262 [5.3J 1.3/0.51 8.4 

120 15 7平場 6 堀 G 上 19 [6.1J 1.15/0.21 8.9 

120 16 3平場 8 士坑 11 607 [6.1J [1.6J 4.5 1.5/0.51 1.05/0.2泡 8 

120 17 9平場 8 D 1293 [5.3J 2.1/0.4 10.1 

120 18 4平場 8 C 1314 [4.0J 1.25/0.35 6.1 
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o (1/2) 10cm 

類例鹿島前遺跡出土

一部改変

o (1/6) 20cm 
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挿図 掲載 実測
平場

番号 番号 番号

120 1 25 平場 6 

120 2 不明

120 3 23 平場 6 

120 4 24 平場 6 

120 5 15 平場 6

120 6 26 平場 6 

120 7 27 平場 6 

120 8 5 平場 8 

120 9 12 平場 6 

120 10 11 平場 6

120 11 13 平場 6 

120 12 15 平場 6 

120 13 14 平場 6 

120 14 2 平場 7 

120 15 7 平場 8 

120 16 8 平場 8 

120 17 I 平場 1 

120 18 16 平場 6 

120 19 32 平場 6 

120 20 31 平場 6 

120 21 10 平場 6 
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第130図 銭貨 (7)

第12表 金属製品計測表 鉄製品

7c 
出土層 遺物

遺構番号 遺 製品名 長さ 幅 厚さ
構

位面 番号

C 1870 小札 [2.6J 2.05 0.15 
つ 小札 [3.3J 2.15 0.1 

A 225 馬具 [10.35J [7.25J [1.65J 
B 1564 馬具 5.2 [6.4J 0.45 

中 1525 鎌 26.1 4.9 0.45 

B 2909 鉄鉱

土坑 149 上 2 鉄鎌

B 1653 鉄鉱

A 1005 火打金 [9.85J 3.45 0.6 

B 1604 火打金 [8.9J [2.5J 0.53 

B 2174 火打金 [8目05J [2.8J 0.41 

C 2964 火打金 [7.9J 2.65 0.55 

土坑 128 18 火打金 [9.95J 3.1 0.69 

B 334 火打金 [6.4J [1.55J 0.25 

C 974 火打金 [9.1J 3.4 0.33 

D 1615 火打金 [9.2J [3.2J 0.32 
I~II 2 不明 6.35 1.5 0.25 

地山面 1355 不明 [3.9J 2 0.45 

地山面 1374 不明 [5.9J 0.8 0.35 

B 2736 不明 [8.2J 0.85 0.25 

堀 G 16 中 206 不明 [8.4J 5.5 0.28 

-235-

重量
(g) 

2.6 

3.4 

94 

33.4 

250 

34.1 

21.1 

27.9 

15.4 

26目7

9.3 

2日~.8

19.6 

4.6 

7 

8.7 

7目3

7.7 
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第132図銅製品 (2)

第13表金属製品計測表環状製品・鉄鍋

挿図 掲載 実測 遺構 元遺
出土

重量

番号 番号 番号
平場

番号 構
層位 遺物番号 外径 内径 断面径

(g) 
備考

面

122 1 30 平場 6 A 2781 4.6 1.95 0.33 30.1 

122 2 21 平場 6 A 1282 [ 4.3J [3.55J 0.4 11.3 

122 3 29 平場 6 B 1480 [3.05J 2.3 0.75 6.8 

122 4 20 平場 6 2684 2.3 1.75 0.8 11 
122 5 17 平場 6 B 2739 5.1 2.5 0.7 13 

122 6 28 平場 6 A 2780 3.05 1.8 0.45 14 
122 7 19 平場 6 堀 G 16 32 2.9 2.2 0.5 5.5 
122 8 3 平場 7 上 264 3.05 2.3 0.55 5.4 
122 9 10 平場 8 B 318 3 2.45 0.75 8.8 
122 10 13 平場 8 D 1464 2.85 2 0.55 8.1 
122 11 12 平場 8 D 1490 3.3 2.55 0.85 16.9 
122 12 11 平場 8土坑 62 1676 [2.95J 2.25 0.58 5.6 
122 13 4 平場 7 B 363 5.5 4.7 0.45 11.8 
122 14 18 平場 6士坑 243 7 4.85 [3.4J [0.9J 33.6 
122 15 平場 6 A 223 鉄鍋
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第14表金属製品計測表鉄釘 単位

挿図 掲載 実測 遺構 元遺
出土

遺物枝 平場 層位 現存長 重量 (g) 備考番号 番号 番号 番号 構
面

番号

123 l 15 平場 6 堀 F 14 上 99 5.1 3.1 
123 2 7 平場 6 堀 F 14 下 138 2.8 1.8 
123 3 21 平場 6 堀 F 14 下 171 5 6.6 
123 4 5 平場 6 堀 F 14 中 204 8.1 9.9 
123 5 22 平場 6 堀 G 16 上 30 7.7 7.1 
123 6 6 平場 6 堀 G 16 下 35 5.4 2.7 
123 7 1 平場 6 堀 G 16 中 288 2.9 2 
123 8 3 平場 6 溝 51 51 140 4.4 1.7 
123 9 11 平場 6 士坑 76 76 7 4.3 3.8 
123 10 27 平場 6 士坑 109 109 4 3.1 1.5 
123 11 25 平場 6 土坑 129 129 上 14 3.4 1.5 
123 12 23 平場 6 土坑 140 140 上 5 5.3 3.3 
123 13 14 平場 6 士坑 172 172 B 2 3.2 1.1 
123 14 9 平場 6 土坑 172 172 B 4 3.3 1.9 
123 15 24 平場 6 土坑 224 224 2 4.2 5.7 
123 16 10 -2 平場 6 土坑 243 243 2 3.5 1 
123 17 10 -1 平場 6 土坑 243 243 2 4.2 1.9 
123 18 18 平場 6 土坑 243 243 3 3 1.9 
123 19 28 平場 6 C 1778 3.4 2.7 
123 20 16 平場 6 士坑 251 251 下 15 3.5 2.2 
123 21 12 平場 6 土坑 254 254 上 5 6 3.3 
123 22 8 平場 6 ピット 83 83 I 2.6 2.2 
123 23 4 平場 6 ピット 104 104 C I 4.7 4.1 
123 24 31 平場 6 A 1318 5.8 8.1 
123 25 2 平場 6 B 1450 5 3.9 
123 26 33 平場 6 B 1542 3.6 3.7 
123 27 17 平場 6 土坑 243 243 6 2.4 1.3 
123 28 34 平場 6 上 1847 4 6.1 L字形に曲がる
123 29 13 平場 6 B 2189 5.9 5.5 
123 30 29 平場 6 B 2234 4.9 6.6 
123 31 19 平場 6 A 2257 5 4.5 
123 32 30 平場 6 C 2509 4.2 2.9 
123 33 20 平場 6 C 2583 6.1 4.4 
123 34 26 平場 6 C 2643 3.6 2.9 
123 35 32 平場 6 C 2927 3.3 1 

第15表金属製品計測表銭貨 (1)

挿図 掲載番号 拓影番号 平場 遺構 構I遺E 出土層 遺物番号枝番 銭種 書体 読み 鋳造地 初鋳年 材質 縁外径 縁内径郭外長郭内長 縁厚 肌厚 重量 備考
番号 位面

元号 西暦

124 11 29 平場 6土坑 28 28 中 1 -3 関冗通宝 対読 唐 武徳4 621 銅 24.49 18.52 6.7 5.12 1.13 0.8 4.1 
124 21 75 平場 6 A 2251 -1 開冗通宝 対読 唐 武徳4 621 銅 23.81 19.61 8.13 6.58 1.03 0.85 2.2 

124 31 79 平場 6 B 2458 開冗通宝 対読 唐 武徳4 621 銅 24.57 20.39 8.55 7.08 1.32 0.8 2.6 

124 41 82 平場 6 B 2466 開冗通宝 対読 唐 武徳4 621 銅 23.13 20.12 8.85 6.92 1.39 1.1 2.3 

124 51 15 平場 6土坑 91ωl l 関7c通宝 対読 唐 武徳4 621 銅 24.59 21.15 8.23 6.67 1.21 0.65 2 

124 61 10 平場 6 堀 G016 上 144 -2 開7c通玄 対読 唐 武徳4 621 銅 25.15 21.16 9.31 6.96 1.22 0.85 2.5 

124 71 97 平場 7 B 381 -2 開冗通宝 対読 唐 武徳4 621 銅 23.62 18.73 8.54 6.35 1.15 0.7 2.5 

124 81 105 平場 7 B 381 -10 開冗通宝 対読 唐 武徳4 621 銅 24.19 19.48 8.66 6.81 1.11 0.55 2.8 

124 91 108 平場 7 B 381 -13 開7c通宝 対読 唐 武徳4 621 銅 23.17 18.97 9.4 6.91 1.09 0.65 2.7 

124 101 110 平場 7 B 381 -15 開冗通宝 対読 唐 武徳4 621 銅 23.11 19.13 8.8 6.95 1.23 0.85 3.2 

124 111 1ll 平場 7 B 381 -16 開花通宝 対読 唐 武徳4 621 銅 23.67 20.12 8.83 7.36 0.75 0.55 2.2 

124 121 142 平場 8 D 1171 -1 関元通宝 対読 唐 武徳4 621 銅 23.5 20.42 8.16 6.83 1.36 0.85 3.2 

124 131 164 平場 11 I 1 -1 開7c通宝 対読 唐 武徳4 621 銅 23.37 19.76 8.32 6.37 1.17 0.85 2.5 

124 141 176 平場 12 中 159 -3 開7c通宝 対読 唐 武徳4 621 銅 24.46 21.28 8.16 6.82 1.25 0.65 3.1 

124 151 192 平場 12 中 161 -7 開7c通宝 対読 唐 武徳4 621 銅 24.68 20.51 8.37 7.15 1.04 0.5 2.2 

124 16 149 平場 8 D 1171 -8 天福冗宝 家書 順読 938 銅 24.93 20.2 7.35 6.51 1.03 0.75 3.1 

124 171 98 平場 7 B 381 -3 宋通冗宝 順読 北宋 建隆冗 960 銅 22.01 18.23 7.69 5.97 1.05 0.6 2.4 

124 181 187 平場 12 中 161 -2 太平通宝 対読 北宋 I干鯛t 976 銅 23.19 20.07 7.53 6.56 0.87 0.5 2.6 

124 191 20 平場 6土坑 235お51 ? 2 淳化冗宝 行書 順読 北宋 淳化元 990 銅 24.24 18.61 6.71 5.57 1.32 0.8 2.9 
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第15表金属製品計測表銭貨 (2)

挿図 掲載番号 拓影番号
遺構 7G 出土層遺物番号枝番 銭種 書体読み 鋳造 初鋳年 材質 縁外径縁内径郭外長 郭内長 縁厚 肌厚 重量 備考平場

構遺番号 位面 地

元号 西暦

124 20 173 平場 12 E 3 -4 至道冗宝 草書 順読 北宋 至道苅 995 銅 24.84 19.17 7.05 6.02 1.05 0.7 2.3 欠損

124 21 35 平場 6土坑 28 28 中 1 -9 成平冗宝 順読 北宋 成平冗 998 銅 25.47 18.73 7.64 5.73 1.16 0.6 3.4 

124 22 191 平場 12 中 161 -6 成平冗宝 順読 北宋 成平冗 998 銅 24.35 18.95 7.78 6.43 1.25 0.7 3.2 

124 23 83 平場 6 E 3052 景徳冗宝 順読 北宋 景徳元 1004 銅 24.37 19.69 7.32 6.15 1.37 0.7 2.6 

124 24 17 平場 6土坑 111III 上 1 -1 祥符克宝 順読 北宋 土中間l1009 銅 25.24 19.7 8.05 6.51 1.24 0.65 2.4 

124 25 196 平場 12 中 161 -11 祥符冗宝 順読 北宋 I中目骨元 1009 鋼 24.79 19.5 7.34 6.57 1.33 0.75 3.5 

124 26 8平場 6 堀 F 14下 331 天稽通宝 順読 北宋 五語年間 1017 銅 23.51 19.33 8.56 6.44 1.32 0.65 1.8 

124 27 66 平場 6 B 1960 -1 天聖:n;宝 真書 順読 北宋 天聖冗 1023 鍋 24.62 21.35 8.27 7.45 1.49 0.85 2.5 

124 28 107 平場 7 B 381 -12 天聖冗宝 家書 順読 北宋 天聖冗 1023 銅 24.78 21.86 8.7 7.36 1.02 0.5 2.3 

124 29 124 平場 7 上 425 -3 天聖冗宝 真書 順読 北宋 天聖:n; 1023 銅 24.58 21.63 8.74 71 1.09 0.9 2.5 

124 30 125 平場 7 上 425 -4 天聖冗宝 真書 順読 北宋 天聖冗 1023 銅 25.07 20.95 9目14 7.45 1.13 0.65 2.8 

124 31 154 平場 8 C 1357 -1 天聖冗宝 家書 順読 北宋 天聖克 1023 銅 24目720.49 8.3 6.94 11 0.5 2.7 

124 321 156 平場 8 C 1357 -3 天聖克宝 真書 順読 北宋 天聖克 1023 銅 25.18 21.22 8.36 71 1.11 0.7 2.9 

124 331 159 平場 8 D 1360 天聖冗宝 家書 )眠読 北宋 天聖冗 1023 銅 24.1 19必 8.02 6.15 1.09 0.8 3.1 

124 341 146 平場 8 D 1171 -5 明道冗宝 真書 順読 北宋 明道克 1032 鋼 25.25 20.32 8.1 6.33 1.3 0.6 3.9 

124 351 161 平場 8 D 1431 明道冗宝 築書 順読 北宋 明道克 1032 銅 24.81 21.05 7.12 6.44 1.16 0.5 1.9 欠損

125 361 183 平場 12 中 160 -4 景祐冗宝 真書 順読 北宋 景祐瓦 1034 銅 24.73 19.94 7.49 6.3 1.1 0.7 2.7 

125 371 206 不明 5 皇宋通宝 対読 北宋 宝克冗 1038 銅 20.48 16.58 8.19 6.56 0.92 0.7 1.3 

125 381 210 不明 9 皇宋通宝 真書 対読 北宋 宝冗冗 1038 銅 24.77 19.18 8.56 7.32 1.08 11 2.3 

125 391 62 平場 6 古 1715 -4 皇宋通宝 真書 対読 北宋 宝瓦苅 1038 銅 22.91 19.47 9.09 7.41 1.34 0.8 2.7 

125 401 57 平場 6 古 1665 皇宋通宝 真書 対読 北宋 宝瓦元 1038 銅 24.59 19.48 9.15 7.38 1.03 0.75 2.5 

125 41 13平場 6土坑 22022 上 3 皇宋通宝 真書 対読 北宋 宝克冗 1038 銅 23.06 19.52 7.89 6.1 1.33 1.1 2.2 欠損

125 42 16平場 6土坑 IIIIII 上 1 -3 皇宋通宝 2ま書 対読 北宋 宝克冗 1038 銅 23.79 18.87 7.75 6.92 1.2 0.6 3.4 

125 431 19 平場 6士坑 128128下 34 皇宋通宝 真書 対読 北宋 宝克元 1038 銅 24.71 20.01 8.01 6.74 1.11 0.8 2.5 

125 441 11 平場 6 堀 G016上 159 皇宋通宝 真書 順読 北宋 宝克:n; 1038 銅 24.81 20.03 8.16 6.05 1.47 1.25 4.1 

125 451 114 平場 7 B 381 -19 皇宋通宝 2証書 対読 北宋 宝元:n; 1038 銅 24.05 20.38 8.83 7.56 11 0.9 2.2 

125 461 144 平場 8 D 1171 -3 皇宋通宝 築書 対読 北宋 宝克冗 1038 銅 24.4 21.2 8.63 7.4 1.04 0.75 1.9 

125 471 145 平場 8 D 1171 -4 皇宋通宝 真書 対読 北宋 宝:n;克 1038 銅 25.4 19.84 8.51 6.91 1.36 0.7 3.8 

125 481 150 平場 8 D 1171 -9 皇宋通宝 真書 対読 北宋 宝瓦冗 1038 銅 24.62 20.44 8.36 7.18 1.13 0.8 2.4 

125 491 63 平場 6 B 1715 -5 嘉祐通宝 真書 対読 北宋 嘉祐克 1056 銅 23.92 20.59 9.36 7.71 1.34 1.05 3.3 

125 501 38 平場 6 A 182 嘉祐冗宝 2ま書 順読 北宋 嘉祐克 1056 銅 24.26 19.55 9.12 7.36 0.94 0.9 1.9 

125 511 117 平場 7 B 379 -2 嘉祐通宝 真書 対読 北宋 嘉祐瓦 1056 銅 24.69 19.31 8.65 7.18 0.92 0.65 1.9 

125 521 152 平場 8 D 1171-11 嘉祐冗宝 家書 順読 北宋 嘉祐瓦 1056 鋼 24.08 20.35 8.95 7.42 1.24 1.05 3.8 

125 531 64 平場 6 C 1772 治平冗宝 真書 順読 北宋 治平元 1064 銅 24.06 19.44 7.92 6.42 1.32 0.95 2.8 

125 541 116 平場 7 B 379 -1 治平元宝 iま書 順読 北宋 治平瓦 1064 銅 23.28 19.43 7.5 6.2 1.4 0.8 2.7 

125 551 120 平場 7 B 393 治平冗宝 真書 順読 北宋 治平元 1064 銅 23.78 17.85 6.86 5.97 1.32 0.8 2.5 欠損

125 561 211 不明 10 照寧冗宝 真書 順読 北宋 照寧元 1068 銅 22.54 19.08 8.79 7.36 1.12 0.55 1.3 欠損

125 571 31 平場 6士坑 28 28 中 1 -5 !聴寧冗宝 真書 順読 北宋 照寧元 1068 銅 23.94 18.44 8.04 6.95 1.39 0.9 2.7 

125 581 32 平場 6土坑 28 28 中 1 -6 照寧冗宝 真書 順読 北宋 照寧瓦 1068 銅 23.74 20.2 8.32 6.87 1.04 0.6 2.6 

125 591 36 平場 6士坑 28 28 中 1 -10 !開寧克宝 家書 順読 北宋 照寧冗 1068 鍋 24.29 19.05 7.48 5.86 1.1 0.65 3 

125 601 43 平場 6 A 483 -1 !開寧瓦宝 真書 順読 北宋 熊寧瓦 1068 銅 24.95 20.76 7.35 5.98 1.13 0.85 3 
125 611 48 平場 6 B 1029 !照寧冗宝 真書 順読 北宋 照寧冗 1068 銅 23.88 20.72 8.71 7.47 1.19 0.85 2 

125 621 49 平場 6 B 1176 !照寧冗宝 家書 順読 北宋 照寧冗 1068 銅 23.73 20.62 8.55 6.98 1.2 0.8 2.1 
125 631 45 平場 6 A 566 !開寧:n;宝 真書 順読 北宋 照寧冗 1068 銅 23.47 20.16 7.82 6.42 1.12 0.9 2.6 
125 641 112 平場 7 B 381 -17 !県寧冗宝 11頂読 北宋 照寧π 1068 銅 24.17 21.38 7.76 5.95 1.22 0.9 3.9 
125 651 189 平場 12 中 161 -4 !照寧瓦宝 真書 順読 北宋 照寧苅 1068 鋼 24.11 20.17 8.33 7.26 1.31 0.8 3.5 
125 661 190 平場 12 中 161 -5 !開寧克宝 真書 !順読 北宋 照寧五 1068 銅 24.31 20.12 8.26 6.69 1.14 0.8 3.6 
125 671 194 平場 12 中 161 -9 !照寧冗宝 家書 順読 北宋 照寧元 1068 銅 24.74 19.81 7.53 6.14 1.26 0.8 4欠損

125 681 202 不明 I 万豊通宝 行書 順読 北宋 冗豊苅 1078 銅 24.88 19.86 8.28 6.35 1.2 0.85 2.8 
125 691 204 不明 3 克豊通宝 家書 順読 北宋 冗豊:n; 1078 銅 22.95 18.2 6.98 5.96 1.23 0.75 2.7 
125 701 205 不明 4 克豊通宝 真書 順読 北宋 冗豊克 1078 銅 24.04 18.09 7.52 5.84 0.89 0.6 1.8 
126 711 27 平場 6土坑 28 28 中 1 -1 冗豊通宝 行書 )順読 北宋 :n;豊克 1078 銅 24.54 19.34 8.52 6.94 1.49 0.9 3.4 
126 721 28 平場 6土坑 2温 28 中 1 -2 冗豊通宝 行書 順読 北宋 瓦豊瓦 1078 銅 24.85 20.81 8.55 7.19 1.2 0.75 2.7 
126 731 34 平場 6土坑 28 28 中 1 -8 冗豊通宝 行書 I~買読 北宋 冗豊冗 1078 銅 25.56 18.65 7.95 6.35 1.17 0.9 3.4 
126 741 54 平場 6 B 1567 冗豊通宝 行書 !順読 jヒ宋 冗豊冗 1078 銅 24.93 20.87 7.97 6.64 1.21 0.9 3 
126 751 26 平場 6 下 16 元豊通宝 家書 順読 北宋 冗豊冗 1078 銅 23.73 19.46 8.71 7.42 1.06 0.6 1.1 欠損

126 761 71 平場 6 B 2157 克豊通宝 行書 順読 北宋 冗豊克 1078 銅 24.96 21.16 7.75 6.28 1.54 1.15 2.7 欠損

126 77 2平場 6士坑 11 11 中 4 冗豊通宝 行書 順読 北宋 冗豊冗 1078 鍋 23.48 18.79 8.09 6.37 1.25 。目62.2 
126 781 14 平場 6土坑 82ω2 4 冗豊通宝 行書 順読 北宋 克豊冗 1078 銅 23.98 17.54 8.04 6.58 1.43 0.9 3 
126 79 3平場 6 堀 F 14 中 12 克豊通宝 家書 順読 北宋 冗豊冗 1078 銅 24.55 19.78 8.8 7.63 0.89 0.65 1.8 
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第15表金属製品計測表銭貨 (3)

挿
掲載番号 拓号影番 平場 遺構 I遺じ出土層

遺物番号枝番 銭種 書体読み 鋳造 初鋳年 材質 縁外径縁内径郭外長 郭内長 縁厚 肌厚 重量 備考図 番号 構 位面 地

元号 西暦
126 80 4平場 6 堀 F 14 上 37 瓦豊通宝 行書 順読 北宋 元豊克 1078 銅 23.29 19.25 8.53 6.52 1.06 0.7 1.5 欠損
126 81 5平場 6 堀 F 14上 56 克豊通宝 行書 !眠読 北宋 冗豊克 1078 銅 24.61 20.09 8.66 7.l3 1.27 0.95 2.l 欠t員
126 821 118 平場 7 B 385 -1 冗豊通宝 行書 順読 北宋 冗豊元 1078 銅 23.84 19.66 8.57 7.22 1.17 0.65 2.2 欠損
126 831 119 平場 7 B 385 -2 冗豊通宝 家書 順読 北宋 元豊克 1078 銅 23.37 20.18 8.65 7.18 1.24 0.85 3.2 
126 84 123 平場 7 上 425 -2 克豊通宝 家書 順読 北宋 冗豊克 1078 銅 24.31 18.32 7.67 6.2 1.22 0.9 3.2 欠損
126 85 95 平場 7 B 375 :n;豊通宝 行書 順読 北宋 克豊元 1078 銅 24.57 21.46 8.36 7.23 1.21 0.75 2.2 
126 86 135 平場 8 C 972 -1 冗豊通宝 築書 順読 北宋 克豊元 1078 銅 24.58 20 8.39 7.13 1.07 0.8 2 
126 87 136 平場 8 C 972 -2 :n;豊通宝 行書 順読 北宋 苅豊冗 1078 銅 23.99 19.35 8.2泡 6.87 1.05 0.7 1.6 欠損
126 88 137 平場 8 C 973 -1 苅豊通宝 行書 順読 北宋 克豊元 1078 銅 25.39 19.59 8.5 6.62 1.12 0.7 2.4 
126 89 158 平場 8 D 1359 :n;豊通宝 行書 順読 北宋 克豊元 1078 銅 25.09 17.87 7.46 6.66 0.94 0.6 2.6 
126 90 165 平場 11 I 1 -2 冗豊通宝 家書 順読 北宋 冗豊克 1078 鋼 24.l4 18.37 7.8 6.11 1.31 11 2.4 欠損
126 91 174 平場 12 中 159 -1 克豊通宝 行書 順読 北宋 克豊冗 1078 銅 24.l3 20.26 8.24 6.92 1.12 0.7 3.1 
126 92 186 平場 12 中 161 -1 克豊通宝 家書 順読 北宋 元豊克 1078 銅 23.82 18.6 8.55 7.46 1.13 0.65 3.2 
126 93 188 平場 12 中 161 -3 冗豊通宝 家書 順読 北宋 元豊冗 1078 銅 24.04 21.22 8.23 7.17 0.95 0.7 2.6 
126 94 59 平場 6 B 1715 -1 冗祐通宝 行書 順読 北宋 元祐冗 1086 銅 24.75 21.37 8.71 7.02 1.24 0.7 2.9 
126 95 74 平場 6 B 2206 冗祐通宝 築書 順読 北宋 元祐元 1086 銅 24.33 18.44 7.09 5.82 1.25 0.8 1.9 欠損
126 96 21 平場 6土坑 242242 上 4 冗祐通宝 家書 順読 北宋 冗祐元 1086 銅 21.07 17.18 7.l7 5.82 1.19 0.8 2.1 
126 97 22 平場 6土坑 243243 11 冗祐通宝 家書 順読 北宋 冗祐冗 1086 銅 23.86 19.33 7.74 6.22 1.47 0.9 3.2 
126 98 102 平場 7 B 381 -7 冗祐通宝 行書 順読 北宋 元祐7G 1086 銅 24.61 21.43 8.58 6.67 1.17 0.8 3.3 
126 99 104 平場 7 B 381 -9 元祐通宝 築書 順読 北宋 元祐元 1086 銅 24.22 19.75 7.75 6.58 1.5 1.15 4.4 
126 100 109 平場 7 B 381 -14 克祐通宝 行書 順読 北宋 元祐克 1086 銅 23.48 18.78 7.65 5.95 1.44 0.85 3.4 
126 101 113 平場 7 B 381 -18 苅祐通宝 行書 順読 北宋 元祐克 1086 銅 24.35 19.48 8.3 7.46 1.38 0.9 2.9 
126 102 126 平場 7 上 425 -5 克祐通宝 行書 順読 北宋 苅祐克 1086 銅 24.19 20.22 8.88 7.36 1.12 11 2.9 
126 103 90 平場 7 上 236 苅祐通宝 行書 順読 北宋 苅祐冗 1086 銅 23.78 19.37 8.04 6.81 1.32 0.8 2.5 
126 104 93 平場 7 中 309 冗祐通宝 家書 順読 北宋 苅祐冗 1086 銅 23.98 20.48 8.61 6.92 1.17 0.85 1.9 
126 105 140 平場 8土坑 39 1008 -2 冗祐通宝 行書 順読 北宋 元祐元 1086 銅 24.16 19.42 8.26 6.7 1.43 0.9 3.5 欠損

127 106 148 平場 8 D 1171 -7 冗祐通宝 家書 順読 北宋 冗祐元 1086 銅 24.31 20.09 8.83 6.92 1.25 0.9 3.5 
127 107 155 平場 8 D 1357 -2 冗祐通宝 行書 順読 北宋 元祐克 1086 銅 24.33 21.02 8.46 6.97 1.22 11 3.3 
127 108 162 平場 8 中 1825 冗祐通宝 家書 順読 北宋 克祐元 1086 銅 24.52 19.15 7.93 7.17 11 0.85 1.6 欠損

127 109 170 平場 12 E 3 -1 冗祐通宝 行書 順読 北宋 冗祐克 1086 銅 23.7 18.47 7.16 6.41 1.15 0.9 2.2 
127 110 195 平場 12 中 161 -10 冗祐通宝 行書 順読 jじ宋 冗祐冗 1086 銅 24.65 19.03 7.55 6.45 1.37 0.85 3.9 
127 111 197 平場 12 中 161 -12 瓦祐通宝 2証書 順読 北宋 冗祐克 1086 銅 24.53 20.57 8.88 7.43 1.16 0.7 3.4 
127 112 30 平場 6土坑 28 28 中 1 -4 紹聖冗宝 家書 順読 北宋 紹聖克 1094 銅 24.9 20.11 8.76 7.39 1.29 0.75 2.9 
127 113 12平場 6 溝 18018 中 17 紹聖冗宝 築書 順読 北宋 紹聖7G 1094 銅 24.13 20.35 8.17 6.72 1.18 0.9 2.7 
127 114 9平場 6 堀 G016 上 144 -1 紹聖元宝 築書 対読 北宋 紹聖冗 1094 銅 23.88 19.77 8.76 7.06 1.25 0.7 1.7 欠損

127 115 147 平場 8 D 1171 -6 紹聖克宝 家書 順読 北宋 紹聖冗 1094 銅 24.3 20.04 8.69 6.62 1.08 0.7 2.6 欠損

127 116 178 平場 12 中 159 -5 紹聖苅宝 行書 順読 北宋 紹聖冗 1094 銅 23.72 18.89 7.48 6.46 1.15 0.7 2.4 

127 117 94 平場 7 B 357 苅符通宝 署撞 対読 北宋 冗符冗 1098 銅 24.65 19.75 8.83 7.16 0.99 0.7 2欠損

127 118 24 平場 6ピットωω下 2 -1 聖宋冗宝 行書 順読 北宋 聖宋元 1101 銅 23.7 19.19 7.89 6.62 1.29 0.75 2.9 
127 119 100 平場 7 B 381 -5 聖宋冗宝 行書 順読 北宋 E中骨目元 1101 銅 24.66 191 7.03 5.68 1.3 0.9 3.7 
127 120 157 平場 8 D 1358 聖宋冗宝 行書 順読 北宋 E中講目元 1101 銅 23.75 18.82 8.14 6.44 1.27 11 2.9 

127 121 168 平場 11 上 25 -2 聖宋冗宝 行書 順読 北宋 E中南目元 1101 銅 26.36 22.78 9.66 7.54 1.13 0.95 2.8 欠損

127 122 177 平場 12 中 159 -4 聖宋冗宝 行書 対読 北宋 E中崎OO~ 1101 銅 23.83 20.19 9.75 8.67 0.91 0.85 2.2 欠損

127 123 51 平場 6 B 1205 大観通宝 対読 北宋 大観冗 1107 鍋 25.15 21.53 8.27 6.72 1.39 0.7 2.2 

127 124 151 平場 8 D 117l-1O 大観通宝 対読 北宋 大観苅 1107 銅 24.39 21.08 7.29 6.l2 1.48 0.8 3.3 

127 125 163 平場 8 上 1828 大観通宝 対読 北宋 大観元 1107 銅 24.01 21.75 7.5 5.91 1.28 0.7 2.2 

127 126 33平場 6土坑 28 28 中 1 -7 政和通宝 隷書 対読 北宋 政和苅 1111 銅 23.38 19.47 7.66 6.21 1.08 0.9 2.6 

127 127 1ω 平場 8 C 1396 政和通宝 家書 対読 北宋 政和苅 1111 銅 23.43 20.51 7.76 6.49 1.22 0.85 2欠損

127 128 199 平場 12 中 161 -14 政和通宝 対読 北宋 政和元 1111 銅 24.78 21.2 7.75 6.86 0.81 0.5 2.2 

127 129 61平場 6 B l7l5 -3 官和通宝 家書 対読 北宋 官和冗 1119 銅 23.14 20.57 7.54 6.38 1.28 0.75 2.8 文字推定

127 130 25平場 6ピット ωP印 下 2 -2 宣和通宝 隷書 対読 北宋 重和21119 銅 27.35 21.72 8.34 7.01 1.44 11 4.7 

127 131 179 平場 12 中 159 -6 宣和通宝 隷書 対読 北宋 重和21119 鍋 23.61 21.43 7.05 6.27 1.18 0.8 3 

127 132 67平場 6 B 1960 -2 正隆冗宝 順読 金 正隆元 1157 銅 24.94 21.51 7.93 5.84 1.21 0.8 2.8 

127 133 185 平場 12 中 160 -6 大定通宝 対読 金 大定18 1178 銅 24.91 21.9 7.18 6.32 1.34 0.65 2.4 欠損

127 134 6平場 6 堀 F 14下 122 至克通宝 対読 7G 12泡5銅 24.49 19.12 7.61 6.4 1.21 0.8 3.4 

127 135 134 平場 8 12 672 至大通宝 対読 7G 至大31310 銅 22.88 19.37 7.46 5.58 1.65 0.95 2.4 

127 136 212 不明 11 洪武通宝 対読 明 洪武苅 1368 銅 22.42 18.31 7.34 5.8 1.3 0.6 1.7 欠損

127 137 203 不明 2 洪武通宝 対読 明 洪武元 1368 銅 22.55 18.57 7.41 6.03 1.84 1.2 3.2 

127 138 207 不明 6 洪武通宝 対読 明 洪武冗 1368 銅 24.4 20.05 7.25 5.29 1.45 0.75 2.7 

127 139 41平場 6 A 266 -2 洪武通宝 対読 明 洪武冗 1368 銅 23.36 18.76 7.58 5.9 1.56 0.75 3.7 
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第15表金属製品計測表銭貨 (4)

挿図 掲載番号 拓影番号 平場 遺構

議
出土層 遺物番号枝番 銭種 書体 読み 鋳造 初鋳年 材質 縁外径縁内径郭外長郭内長 縁厚 肌厚 重量 備考

番号 位面 地

元号 西暦

127 140 52 平場 6 地山ilii1356 洪武通宝 対読 明 洪武元 1368 銅 22.93 19.27 6.66 5.32 1.25 0.7 2.5 無背・重点過・7蹴

128 141 39 平場 6 A 232 洪武通宝 対読 明 洪武克 1368 銅 23.8 19.61 7.1 5.87 1.26 0.55 2.7 語背，重点通・7踊

128 142 81 平場 6 C 2691 洪武通宝 対読 明 洪武克 1368 銅 23.48 19.38 7.27 5.74 1.9 0.75 3.1 欠損

12泡143 86 平場 6 C 3124 洪武通宝 対読 明 洪武冗 1368 銅 22.71 19.04 7.23 6.03 1.51 0.65 2 

12渇144 47 平場 6 A 704 洪武通宝 対読 明 洪武元 1368 銅 24.18 19.43 7.26 5.19 1.18 0.75 3.3 

128 145 23 平場 6土坑 253253 下 3 j共武通宝 対読 明 洪武克 1368 銅 23.29 20.47 7.67 6.41 1.48 0.7 2.8 

128 146 7平場 6 堀 F 14 中 232 洪武通宝 対読 明 洪武冗 1368 銅 23.19 20.24 9.01 5.87 1.35 0.5 2.1 梢・郵)-J踊焔

128 147 101 平場 7 B 381 -6 洪武通宝 対読 明 洪武冗 1368 銅 24.09 20.32 7.4 5.69 1.71 1.3 4.4 蛸I重点通.，1過

128 148 91 平場 7土坑 39 中 291 洪武通宝 対読 明 洪武元 1368 鍋 21.99 19.12 6.93 5.59 1.22 0.9 1.9 

128 149 139 平場 8 1008 -1 洪武通宝 対読 明 洪武元 1368 銅 21.13 16.89 6.56 5.28 1.44 0.7 2.6 鮪19通。コ蹴

128 150 143 平場 8 D 1171 -2 洪武通宝 対読 明 洪武冗 1368 銅 23.75 20.22 7.53 5.52 1.48 0.65 3.4 

128 151 40 平場 6 A 266 -1 永楽通宝 対読 明 永楽6 1408 銅 24.97 21.16 6.72 5.3 1.31 0.6 3 

128 152 60 平場 6 B 1715 -2 永楽通宝 対読 明 永楽6 1408 銅 24.66 20.89 7.73 5.94 1.01 0.75 2.5 

128 153 53平場 6 B 1376 永楽通宝 対読 明 永楽6 1408 銅 25.01 21.68 7.08 6.06 1.39 0.6 2.5 

128 154 55平場 6 B 1568 永楽通宝 対読 明 永楽6 1408 銅 25.14 20.25 71 5.38 1.35 0.6 3.4 

128 155 58平場 6 B 1666 永楽通宝 対読 明 永楽6 1408 銅 24.61 20.42 7.5 5.95 0.98 0.45 2.5 

128 156 65平場 6 C 1812 永楽通宝 対読 明 永楽6 1408 銅 24.82 20.76 7.09 5.72 1.28 0.7 2.3 

128 157 68平場 6 C 1951 永楽通宝 対読 明 永楽6 1408 銅 25.1 21.04 6.72 5.61 1.47 0.9 3.4 醐附着(破片)

128 158 69平場 6 B 1982 永楽通宝 対読 明 永楽6 1408 銅 24.67 21.22 7.14 5.86 1.18 0.7 2.5 

128 159 70平場 6 B 2123 永楽通宝 対読 明 永楽6 1408 銅 24.77 21.74 6.7 6.07 1.06 0.4 1.3 欠損

128 160 80平場 6 C 2623 永楽通宝 対読 明 永楽6 1408 銅 24.93 21.8 6.86 5.63 1.5 0.95 3欠損

128 161 84平場 6 D層 3104 永楽通宝 対読 明 永楽6 1408 銅 24.93 21.73 6.84 5.82 1.29 0.9 3.2 

128 162 87平場 6 C 3149 永楽通宝 対読 明 永楽6 1408 銅 23.41 19.92 6.97 5.56 1.07 0.6 2.5 

128 163 88平場 6 E層 3165 永楽通宝 対読 明 永楽6 1408 銅 25.03 21.02 6.79 5.71 1.71 0.9 2.6 

128 164 42平場 6 A 352 永楽通宝 対読 明 永楽6 1408 銅 24.83 21.09 6.97 5.8 1.12 0.65 2.5 

128 165 18平場 6土坑 111山上 1 -2 永楽通宝 対読 明 永楽6 1408 銅 24.31 21.21 7.64 6.1 1.35 0.4 2.4 

128 166 96平場 7 B 381 -1 永楽通宝 対読 明 永楽6 1408 銅 251 21.02 7.35 5.52 1.14 0.6 3 

128 167 99平場 7 B 381 -4 永楽通宝 対読 明 永楽6 1408 銅 24.52 21.23 6.91 5.87 1.34 0.75 3.5 

128 168 106 平場 7 B 381 -11 永楽通宝 対読 明 永楽6 1408 銅 25.29 21.68 6.75 5.43 1.42 0.45 3.4 

128 169 122 平場 7 上 425 -1 永楽通宝 対読 明 永楽6 1408 銅 24.92 21.4 7.07 5.71 1.32 0.7 2.6 欠損

128 170 121 平場 7 C 421 永楽通宝 対読 明 永楽6 1408 銅 25.21 21.33 7.31 5.66 1.57 0.85 1.9 欠損

128 171 153 平場 8 C 1327 永楽通宝 対読 明 永楽6 1408 銅 24.91 21.19 6.74 5.94 1.28 0.7 2.6 

128 172 172 平場 12 E 3 -3 永楽通宝 対読 明 永楽6 1408 銅 24.77 21.35 6.72 5.94 1.3 0.9 1.9 欠損

128 173 175 平場 12 中 159 -2 永楽通宝 対読 明 永楽6 1408 銅 24.79 21.04 7.02 5.48 1.24 0.6 3.3 

128 174 180 平場 12 中 160 -1 永楽通宝 対読 明 永楽6 1408 銅 25.24 21.42 7.1 5.44 1.28 0.85 4.1 

128 175 181 平場 12 中 160 -2 永楽通宝 対読 明 永楽6 1408 銅 25.16 21.44 7.03 5.44 1.65 0.95 4.3 

129 176 193 平場 12 中 161 -8 永楽通宝 対読 明 永楽6 1408 銅 24.64 21.08 7.3 5.66 1.21 0.4 3.6 

129 177 198 平場 12 中 161 -13 永楽通宝 対読 明 永楽6 1408 銅 24.94 21.39 6.81 5.6 1.24 0.7 3.4 

129 178 103 平場 7 B 381 -8 朝鮮通宝 対読 朝鮮 世宗5 1423 銅 24.33 20.67 7.92 6.4 1.24 0.65 3.3 
129 179 167 平場 11 上 25 -1 和銅開称 順読 日本 和銅克 708 銅 24.46 21.54 7.42 6.59 0.97 0.45 1.5 

129 180 169 平場 11 上 25 -3 和銅開称 順読 日本 和銀冗 708 銅 24.46 21.27 8.11 6.83 1.27 0.55 1.5 
129 181 209 不明 8 寛永通宝 対読 江戸 9000 銅 23.97 19.58 6.89 5.69 1.09 0.7 2.5 

129 182 85平場 6 E 3118 寛永通宝 対読 江戸 9000 銅 23.53 19.14 6.8 5.5 1.19 0.8 2.7 

129 183 46平場 6 A 680 寛永通宝 対読 江戸 9000 銅 23.62 19.29 7.97 6.37 1.11 0.75 2.7 

129 184 l平場 6土坑 l l下 3 寛永通宝 対読 江戸 9000 銅 24.68 19.77 7.25 5.84 1.26 0.45 2.6 
129 185 128 平場 8 I 9 -1 寛永通宝 対読 江戸 9000 銅 24.45 19.95 7.33 6.21 1.43 1.05 3.7 
129 186 129 平場 8 I 9 -2 寛永通宝 対読 江戸 9000 銅 23.57 19.06 7.46 61 1.02 11 2.5 

129 187 130 平場 8 I 9 -3 寛永通宝 対読 江戸 9000 銅 23.61 20.21 9.16 6.43 1.5 1.2 3.4 

129 188 131 平場 8 I 10 -1 寛永通宝 対読 江戸 9000 銅 25.86 21.68 7.01 5.93 1.48 0.65 4 
129 189 132 平場 8 I 10 -2 寛永通宝 対読 江戸 9000 銅 22.89 18.87 81 6.29 1.1 0.85 2.3 
129 190 133 平場 8 I 12 寛永通宝 対読 江戸 9000 銅 23.51 19.57 7.53 6.33 1.06 0.8 2.6 
129 191 166 平場 11 I 1 -3 寛永通宝 対読 江戸 9000 銅 24.43 19.82 7.45 5.94 1.3 0.85 3.6 
129 192 171 平場 12 E 3 -2 寛永通宝 対読 江戸 9000 銅 22.51 18.69 7.2 6.09 。目920.95 1.7 欠損

129 193 200 平場 14 A 67 -1 寛永通宝 対読 江戸 9000 鋼 24.75 19.56 6.97 5.43 1.28 0.65 2.9 

129 194 201 平場 14 A 67 -2 寛永通宝 対読 江戸 9000 銅 23.91 19.97 7.11 6.01 1.05 0.7 1.8 欠損

129 195 213 不明 12 不明 10000 鋼 22.03 7.56 0.95 1.1 1.3 欠損

129 196 208 不明 7 不明 10000 銅 24.58 21.03 8.48 6.68 0.99 0.55 2.5 
129 197 76平場 6 A 2251 -2 不明 10000 銅 24.81 20.46 8.22 6.97 1.21 0.9 1.4 欠損

129 198 50平場 6 B 1172 不明 10000 銅 24.49 20.62 7.76 6.34 1.27 1.05 2.6 
129 199 37平場 6 A 150 不明 10000 銅 23.89 20.62 9.52 8.41 1.1 0.95 2.2 
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第15表金属製品計測表銭貨 (5)

挿 掲号載番
拓影

平場 遺構 選出土層遺物番号枝番 銭種 書体 読み 鋳造 初鋳年 材質縁外径縁内径郭外長 郭内長 縁厚 肌厚 重量 備考図
号番 番号 構位面 地

元号 西暦
129 200 56 平場 6 B 1601 不明 10000 銅 21.66 7.52 6.59 1.12 0.85 1.9 
129 201 72 平場 6 B 2185 不明 10000 銅 23.98 19.15 8.26 6.66 1.22 0.8 2.3 欠損
129 202 73 平場 6 B 2195 不明 10000 銅 25.38 21.44 8.29 6.47 1.29 0.95 3 
129 203 115 平場 7 B 381 -20 不明 10000 銅 23.64 21.05 8.42 6.91 0.7 0.55 1.1 欠損
129 204 127 平場 7 上 425 -6 不明 10000 銅 24.94 20.49 9.11 8.34 1.22 0.9 2.5 
129 205 89 平場 7 中 201 不明 10000 銅 22.86 19.68 8.66 7.03 1.06 0.7 1.4 欠損

129 206 92 平場 7 中 294 不明 10000 銅 24.63 21.84 9.04 6.74 1.07 0.8 1.4 欠損
129 207 138 平場 8 C 973 -2 不明 100ω 銅 22.24 18.97 9.72 8.58 0.75 0.5 0.9 背六欠損
129 208 141 平場 8土坑 39 1008 -3 不明 10000 銅 24.62 19.57 8.17 7.54 1.07 0.7 2欠損

129 209 182 平場 12 中 160 -3 不明 10000 銅 24.84 17.91 7.08 5.74 1.17 0.85 3.7 
129 210 184 平場 12 中 160 -5 不明 10000 銅 24.04 19.67 8.2 7.63 0.93 0.6 1.9 欠損

130 211 44 平場 6 裏 A 483 -2 洪武通宝 対読 明 洪武元 1368 銅 24.2 20.77 9.29 7.11 1.24 0.8 3背一銭
130 212 77 平場 6 裏 C 2360 洪武通宝 対読 明 洪武元 1368 銅 21.92 16.78 6.8 5.35 1.47 0.85 2.6 背一銭
130 213 78平場 6 裏 B 2392 洪武通宝 対読 明 洪武元 1368 銅 23.01 17.96 7.39 6.01 1.7 0.8 3.3 背一銭
130 214 214 不明 裏 13 不明 10000 銅 0.9 0.9 節調不能欠損

第16表金属製品計測表銅製品 [ ]現存値，単位cm

喜号 掲番号載 番実測号 平場 No，遺構番号 |日 層出面土位 遺物番号 製品名 長さ 。面 厚さ 重(g量) 備考

131 1 1平場 6 B 1145 金剛杵 15.3 1.65 1.6 96.1 独鈷杵

131 2 2平場 6土坑 125 125 12 分銅

131 3 5平場 8 D 1295 鈴形銅製品 [2.6J 2.25 0.07 5.7 
131 4 7平場 6土坑 2 2 15 万装具 5.4 4.05 0.13 34.6 
131 5 16 平場 6 B 1433 不明 [4.15J 1.9 0.1 7.4 
131 6 5平場 6土坑 127 127 8 切羽 4.8 2.4 0.1 5.7 
131 7 6平場 6 A 2264 切羽 3.9 2.3 0.15 3.1 
131 8 8平場 8土坑 39 1009 切羽 [3.5J [2.25J 0.15 2.5 毛のようなもの付着

131 9 8平場 6 C 2619 万装具 3.8 2.75 0.1 9.2 
131 10 1平場 7 B 408 小柄 8.85 1.55 0.18 8.7 
131 11 9平場 6 A 940 不明 3.7 2.35 0.37 11.9 はばき?

131 12 1平場 12 E 3 不明 [2.85J [1.8J [2.5J 4.6 はl;rき?

131 13 27 平場 6 堀 F 14 上 96 板状銅製品 6.25 2.8 0.17 6.5 
131 14 15 平場 6 2703 板状銅製品 [4.3J 1.55 0.08 4.9 
131 15 28 平場 6 堀 F 14 中 10 板状銅製品 [4.25J [2.25J 0.16 2.2 
131 16 23 平場 6 B 2398 目貫金具 4.4 1.35 0.05 3.3 
131 17 26 平場 6 C 1796 銅製飾金具 [0.85J 0.1 0.3 
131 18 17 平場 6 B 2399 不明 4.95 0.18 6.3 
131 19 6平場 8 E 47 筒状銅製品 [2.55J 1.28 0.1 6.2 
131 20 3平場 6 堀 G 16 中 67 金銅製環

131 21 7平場 8 E中 4 笠状銅製品

131 22 22 平場 6土坑 252 252 上 5 猿手金具 4.65 1.15 0.4 15.4 
131 23 2平場 8 D 1132 銅製品

131 24 11 平場 6ピット 119 I 鋲金具 0.85 0.9 0.5 
131 25 4平場 8 E 49 鋲金具 [0.6J [0.95J 0.8 
131 26 3平場 8 E 49 鋲金具 [0.85J 0.9 0.5 
131 27 l不明 鋲金具 [1.4J 0.9 0.6 
131 28 18平場 6 A' 834 キセル [7.0J 0.08 6.3 
131 29 19平場 6 A 212 キセル [3.0J 0.45 0.08 1.4 

132 30 4平場 6 替か? 12.1 1.4 0.1 9.2 

132 31 10平場 8 D 1384 銅製飾金具 2.4 1.8 0.2 0.6 耳飾様・鎧の部

132 32 12平場 6 C 3147 ボタン状銅製品 1.3 [1.28J 0.1 0.4 
132 33 24 平場 6 B 1233 銅製金具 [3.35J 0.95 0.15 1.2 
132 34 25 平場 6 C 1796 銅製金具 [4.15J [1.15J 0.1 3.2 
132 35 2平場 12 上 108 不明 2.78 0.82 0.08 2.6 
132 36 10平場 6 E 2926 華争 3.1 0.8 0.28 2.6 こはぜ?

132 37 1平場 8 D 1174 華字 [4.8J 0.9 0.2 1.6 こはぜ?

132 38 20 平場 6 D 2569 ひも状銅製品 3.3 0.95 0.12 1.8 
132 39 21 平場 6 B 2569 ひも状銅製品 3.3 0.95 0.2 0.9 
132 40 14平場 6 B 1408 筒状銅製品 [1.8J 0.65 0.08 1.2 

132 41 13平場 6 B 1226 筒状銅製品 [1.8J 0.7 0.08 1.1 

132 42 9平場 8 E 157 筒状銅製品 [1.55J [0.75J 0.18 1.1 
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第17表石製品計測表硯・磨製石斧・紡錘車・水晶製五輪塔 (1)

挿番号図 掲番号載 実番測号 平場 遺番構号 !日 出層位土
遺物番号校番 製品名 石質 長さ 申面 厚さ 重量 備考

面

133 1平場 6 堀 G 16 下 102 司 23硯 12.35 7.35 2.1 288.8 
133 2 3平場 6 堀 G 16 中 128 硯 [4.95J [4.25J 0.88 24.7 
133 3 2平場 6 B 2873 硯 [7.75J [6.07J 1.09 212.6 
133 4 4平場 8 C 765 硯 8.15 4.28 1.1 62.7 
133 5 5平場 11 I 硯 [l1.7J 6.7 2.3 230.3 
133 6 6平場 14 表土 硯 [6.0J [6.45J 1.35 70.6 
133 7 7平場 14 A 112 硯 [3.8J [3.25J 0.7 9.3 
134 8 21 平場 6 痢 F 14 下 160 茶臼 [13.5J [10.6J [l1.5J 1640 
134 9 23 平場 6 堀 F 14 中 178 茶臼 [14.55J [16.5J [10.7J 2450 
134 10 22 平場 6土坑 146 146 上 茶臼 [12.4J [8.6J [12.0J 1290 
134 11 1平場 6 I 16 茶臼 [4.8J [5.73J [2.85J 110 
134 12 2平場 6 I 16 茶臼 [8.1J [3.0J [2.5J 80 
134 13 15平場 6 B 2451 茶臼 [34.5J [12.05J [15.35J 3260 
134 14 16平場 7 B 174 茶臼 [11.85J [17.3J [6.75J 1420 
134 15 19平場 7 B 331 茶臼 [12.75J [19.9J [9.95J 2030 
134 16 8平場 7 下 488 茶臼 [l1.8J [6.2J [3.8J 300 
134 17 10平場 8土坑 68 68 ? 4 茶臼 [21.45J [9.1J [2.95J 630 
134 18 7平場 8 I 1 茶臼 [5.65J [7.5J [3.28J 140 
134 19 17平場 8 E 110 茶臼 [l1.5J [10.5J [9.1J 870 
134 20 14平場 8 B 272 茶臼 [9.65J [12.5J [9.3J 1260 
134 21 13平場 8 D 396 茶臼 [l1.7J [9.9J [5.45J 420 
134 22 12平場 8 D 1205 茶臼 Ll8.5J L3.3J L2.85J 240 

135 23 24 平場 10井戸 I 1 D 15 茶臼 [19.7J [1O.0J [l1.05J 2680 
135 24 5平場 11 I 21 茶臼 [lO.15J [8.75J [2.45J 270 
135 25 3平場 11 189 茶臼 [6.95J [8.65J [4.0J 310 
135 26 4平場 12 E 3 茶臼 [6.3J [3.5J [2.1J 60 
135 27 18平場 12 堀 R 阻D 底面 190 茶臼 [15.25J [19.8J [12.7J 2840 
135 28 6平場 12 中 88 茶臼 [l1.4J [8.25J [2.2J 230 
135 29 11平場 12 中 90 茶臼 [9.3J [6.35J [3.0J 230 
135 30 20平場 12 堀 P 陶A 底面 189 茶臼 [27.4J [15.45J [12.0J 4630 
135 31 9平場 14 A 213 茶臼 [14.5J [6.9J [3.8J 400 
136 32 27平場 6堀 G 16 下 79 挽き臼 [7.65J [8.15J [5.35J 390 
136 33 25平場 6土坑 130 130 6 挽き臼 [12.15J [6.25J [12.5J 1180 
136 34 28平場 7 B 169 挽き臼 I L22.85J I L11.25J Ll2.85J 4510 
136 35 29平場 7 B 170 挽き臼 [31.3J [16.4J [14.55J 9370 
136 36 30平場 7 194 挽き臼 [23.25J [15.4J [12.0J 5930 
136 37 26平場 11 上~中 77 挽き臼 [8.9J [3.0J [6.9J 240 
137 38 1平場 4 A l 砥石 [12.45J 3.5 1.9 145.5 
137 39 8平場 6 堀 G 16 下 66 砥石 [4.55J [7.45J [2.55J 124.8 
137 40 12平場 6 堀 G 16 中 269 砥石 11.45 2.6 2.05 79.3 
137 41 23平場 6土坑 47 47 中 2 砥石 [4.2J 3.15 1.9 25.3 
137 42 33平場 6土坑 94 94 中 3 砥石 [6.25J [3.2J [2.0J 67.6 
137 43 28平場 6土坑 98 98 上 砥石 [7.5J 3.18 2.25 80.5 
137 44 38平場 6土坑 110 110 砥石 5.9 2.4 [1.9J 21.2 
137 45 25平場 6土坑 172 172 B 5 砥石 6.09 2.2 1.65 31.7 
137 46 44平場 6ピット 26 26 中 1 砥石 [9.1J 4 2.95 102.1 
137 47 6平場 6 I 7 砥石 [9.45J [ 4.1J 4.95 331.6 
137 48 46平場 6 I 8 砥石 [14.3J 5.1 [4.0J 370.3 
138 49 30平場 6 I 12 砥石 [3.1J 1.75 1.38 13.6 
138 50 31平場 6 A 374 砥石 [5.0J 2.3 1.32 25.6 
138 50 10平場 6 I 20 砥石 [8.55J 3.55 1.44 82.8 
138 51 13平場 6 I 12 砥石 [7.7J 2.55 [2.25J 61 
138 53 40平場 6 A 50 砥石 [8.5J [4.2J [2.15J 82.2 
138 54 7平場 6 A 241 砥石 [10.8J [5.2J [3.55J 219.4 
138 55 42 平場 6 A 264 砥石 10 3.45 2目95 115.6 
138 56 37 平場 6 A 343 砥石 [6.55J [3.5J 2.1 52.6 
138 57 22 平場 6 A 462 砥石 [5.0J 2.9 [1.65J 27.6 
138 58 5平場 6 A 383 砥石 [9.35J [7.5J [3.2J 202.8 
138 59 47 平場 6 A 469 砥石 [16.9J 4.95 3.15 414.2 
139 60 2平場 6 A 480 砥石 [9.7J [3.55J [2.7J 104.3 
139 61 29 平場 6 A 484 砥石 [4.2J 1.6 1.35 14.9 
139 62 41 平場 6 A 497 砥石 7.7 4.45 2.65 74.3 
139 63 18平場 6 B 998 砥石 9.35 3.1 2.9S 日1S 
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石製品計測表硯・磨製石斧・紡錘車・水晶製五輪塔 (2)

害専 害警 実番測号 平場 害警 !日 層出面土位 遺物番号枝番 製品名 石質 長き 幅 厚さ 重量 備考

139 64 11 平場 6 A I∞2 砥石 [4.9] 3.25 0.6 18.6 
139 65 19 平場 6 A 1037 砥石 [7.2] 3.8 [2.85] 65.2 
139 66 17 平場 6 B 1063 砥石 [4.95] [3.9] 2.35 49.6 
139 67 43 平場 6 B 1120 砥石 [9.2] [4.75] [3.4] 147.3 
139 68 21 平場 6 B 1141 砥石 [5.95] 2.7 [2.15] 23.6 

139 69 I平場 6 B 1247 砥石 [5.28] [4.15] [1.2] 27.5 

139 70 36 平場 6 A 1313 砥石 [6.7] [3.8] 1.35 62.9 
139 71 2渇平場 6 地山面 1350 砥石 [7.25] 2.05 1.95 ω.3 
139 72 24 平場 6 B 14ω 砥石 6.05 2.35 2.2 33.6 
139 73 3平場 6 B 1467 砥石 [8.9] 6.2 [2.1] 151.7 
140 74 27 平場 6 B 1545 砥石 [6.09] [2.5] [2.2] 40.8 
140 75 20 平場 6 B 1584 砥石 [5.6] [3.88] 2.05 62.6 
140 76 4平場 6 B 1616 砥石 [10.85] [4.7] [3.1] 131.5 

140 77 35 平場 6 C 1872 砥石 7.3 3.4 1.95 72 
140 78 15 平場 6 A 2545 砥石 3.2 3.35 1.05 22.8 

140 79 48 平場 6 B 2149 砥石 14.05 5.5 3.95 310.9 

140 80 34 平場 6 A 2544 砥石 [7.0] [3.55] 2.55 59.9 
140 81 45 平場 6 B 2215 砥石 [9.2] [5.25] [3.5] 158.8 

140 82 39 平場 6 C 2935 砥石 8.65 2.75 2.4 63.6 

140 83 9平場 6 E層 3284 砥石 6.3 3.9 1.75 74.7 

140 84 32 平場 6 D層 3097 砥石 [3.4] [2.2] 1.4 17.3 

140 85 16 平場 6 E層 3lll 砥石 [4.3] 3.45 1.1 27.9 

140 86 14 平場 6 E層 3294 砥石 [3.2] 2.7 2.05 23.7 

141 87 2平場 7 A 114 砥石 7.3 2.15 2.65 39.7 

141 88 1平場 7 上 484 砥石 [3.8] 2.2 1.82 29.5 

141 89 7平場 8ピット 3 3 105 砥石 7.15 3.35 1.95 39.3 

141 90 12 平場 8 E 21 砥石 [11] 3.25 1.95 115.7 

141 91 6平場 8 E 86 砥石 [6.5] 3.85 2.35 70.6 

141 92 8平場 8 E 99 砥石 8.15 3.95 [22] 75.1 

141 93 13 平場 8 E 134 砥石 [8.85] 5 3.25 164.4 

141 94 5平場 8 E 238 砥石 [7.15] 3.55 [1.85] 55.8 

141 95 14 平場 8土坑 12 657 砥石 [lO.05] [5.4] [3.05] 158.7 

141 96 9平場 8土坑 25 793 砥石 [9.0] [2.25] 1.5 43.5 

141 97 2平場 8土坑 26 卯8 砥石 [5.2] 2.9 1.45 31.7 

141 98 3平場 8 C 957 砥石 [4.5] 2.65 [1.0] 12.3 

142 99 11 平場 8 D 1466 砥石 [8.2] 5.9 1.5 129 

142 100 1平場 8土坑 66 1786 砥石 [5.1] [1.7] 0.95 9.9 

142 101 4平場 8土坑 69 1804 砥石 7.1 2.05 2.15 36.9 

142 102 10 平場 8 溝 62 1675 砥石 [6.1] 3.45 1.65 49 

142 103 15 平場 8土坑 56 1655 砥石 [12.1] 3.6 2.8 131.1 

142 104 3平場 9 E 2 砥石 [7.7] 2.8 3.1 61.1 

142 105 2平場 9 E 3 砥石 [5.0] [2.65] 2.6 46.6 

142 106 l平場 9 E 3 砥石 [5.4] 3.45 1.45 39.3 

142 107 1平場 11 I l 砥石 [3.6] 5.05 1.1 26.7 

142 108 3平場 11 I 1 砥石 [9.0] 3.35 3.4 201.5 

142 109 2平場 11 I 2 砥石 [5.35] 4 2.15 94.1 

142 110 6平場 12土坑 2 l 砥石 [9.35] [4.5] [2.65] 105.6 

142 111 l平場 12 E 4 砥石 [7.8] 2.95 [2.85] 45.4 

142 112 3平場 12 中 12 砥石 [5.5] 2.9 1.15 34.2 

143 113 5平場 12 上 15 ・ 砥石 5 2.45 1.05 20 

143 114 4平場 12 上 53 ・ 砥石 6.05 3.3 2.1 46.2 

143 115 2平場 12 上 171 砥石 [6.9] [4.1] [1.1] 44 

143 116 2平場 16 1 砥石 [9.75] 3.75 2.45 118.2 

143 117 3平場 16 2 砥石 10.2 3.4 1.45 84.5 

143 118 1平場 16 2 砥石 [4.65] 3.55 [0.75] 20.1 

143 119 l平場不明 砥石 4.95 2.9 [2.55] 32.1 

143 120 2平場不明 砥石 9 4.2 2.65 100.7 

133 121 8平場 6 B 1054 紡錘車 [4.4] 5.5 2.28 85.9 

133 122 9平場 6 A 205 ・ 磨製石斧 5.15 2.75 0.9 26.1 

1~~ 12~ 平場 8 45 水品製五輪塔l水晶 3.2 1.8 1.6 
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第18表石製品計測表五輪塔・宝陸印塔計測表

望号 署号 実番測号 平場 書号
元構遺 層出面位土 書写 製品名 石質 高き佃 幅cm厚き佃重量g 備考

144 1 2 平場 6 堀 F 14 中 334 宝陸印塔 相輪 14.4 9.6 

144 2 7 平場 7 上 468 宝陸印塔 笠 15.0 19.7 (18.8) 

144 3 8 平場 7 A 93 宝医印塔 笠 14.3 19.4 19.9 

144 4 6 平場 12 堀 R 堀D 宝鑑印塔 塔身 14.9 11.4 11.8 

144 5 7 平場 8 B 816 宝僅印塔 塔身 14.2 11.2 11.4 

144 61 9 平場 7 宝箆印塔 基礎 14.5 17.5 17.4 

144 71 10 平場 7 土坑 3 19 宝僅印塔 基礎 14.4 17.8 17.6 

144 8 2 平場 11 下 134 宝僅印塔 基礎 12.7 17.6 (10.6) 

144 9 1 平場 6 姻 G 16 下 99 五輪塔 空輸 17.5 11.4 

144 10 1 平場 7 上 486 五輪塔 空輸 21.1 12.7 

144 11 平場 8 E上 1302 五輪塔 空輸 21.9 12.9 

144 12 2 平場 8 C 1707 五輪塔 空輸 16.1 10.0 

144 13 3 平場 8 C 総6 五輪塔 空輸 17.0 10.6 

145 14 l 平場 11 下 147 五輪塔 空輸 18.6 11.5 

145 15 l - 1 平場 12 堀 R 堀D 五輪塔 空輸 20.8 12.3 

145 161 2 - 2 平場 12 堀 R 堀D 五輪塔 空輸 21.1 12.6 

145 17 3 - 3 平場 12 堀 R 場D 五輪塔 空輸 19.4 10.7 

145 18 3 平場 6 堀 D 堀A 五輪塔 火輪 12.7 212 21.8 

145 19 5 平場 6 B 3014 五輪塔 火輸 11.6 18.1 17.9 

145 20 2 平場 7 五輪塔 火輪 12.5 18.1 17.5 

145 21 3 平場 7 B 516 五輪塔 火輪 11.5 18.0 17.6 

145 22 5 平場 7 上 477 五輪塔 火輪 11.6 19.0 19.6 

145 23 6 平場 7 B 168 五輪塔 火輸 16.0 22.5 25.4 

145 241 4 平場 7 土坑 3 20 五輪塔 火輪 9.6 15.6 16.0 

145 25 5 平場 12 堀 R 掘D 五輪塔 火輪 11.6 17.2 16.4 

146 2温 16 平場 7 五輪塔 水輪 13.0 20.4 19.8 

146 271 17 平場 7 B 182 五輪塔 水輪 13.4 20.0 18.9 

146 281 18 平場 7 上 476 五輪塔 水輪 11.5 17.2 16.6 

146 291 19 平場 7 B 175 五輪塔 水輪 15.0 20.0 22.6 

146 30 1 平場 10 土坑 1 中 7 五輪塔 水輪 12.5 17.6 17.5 

146 311 10 平場 12 堀 R 堀D 五輪塔 水輪 11.7 18.3 18.0 

146 32 1 平場 14 表土層 4 五輪塔 水輪 14.2 21.4 22.0 

146 331 4 平場 6 B 3011 五輪塔 地輪 10.6 17.5 17.4 
147 341 12 平場 7 B 165 五輪塔 地輪 11.3 17.9 16.4 
147 351 14 平場 7 五輪塔 地輪 10.8 17.1 15.1 
147 361 11 平場 7 土坑 11 上 7 五輪塔 地輪 12.1 17.0 17.8 
147 371 15 平場 7 土坑 11 上 3 五輪塔 地輪 9.4 14.5 15.2 
147 381 13 平場 7 堀 D 堀A 191 五輪塔 地輪 11.2 16.8 15.4 
147 391 4 平場 8 E 106 五輪塔 地輪 11.7 17.0 18.1 
147 40 5 平場 8 E 447 五輪塔 地輪 9.7 15.4 14.7 
147 41 6 平場 8 C 374 五輪塔 地輪 8.8 15.6 12.2 
147 42 7 平場 12 下 144 五輪塔 地輪 11.8 17.6 16.9 
147 43 8 平場 12 掘 P 掘A束 底面 189 五輪塔 地輪 11.3 16.4 16.2 
147 44 9 平場 12 堀 R 堀D 五輪塔 地輪 10.3 14.5 10.1 
147 45 l 平場不明 ? 五輪塔 地輪 10.6 16.6 16目6
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第四表木製品計測表

喜号 掲番号載 番実測号 書号 元構遺
出土

書写枝番平場 層位 製品名 長さ 幅 厚さ 備考
面

長方形の薄板で，径2.5cmの孔

が 2個あり，全体に黒漆の塗

148 1 3平場 10井戸 1 A 17 板状木製品 (12.6) 5.6 1.4 布が認められる

148 2 2平場 10井戸 I A 19 曲げ物底板 (16.1) (7.4) I 内面に黒漆の塗布あり

148 3 I平場 10井戸 I A 16 定規? (15.9) 3.9 1 目盛り状の刻線がある

148 4 4平場 10井戸 I A 20 不明 15.8 4.4 2.5 中央に柄穴状の孔がある

148 5 5平場 10井戸 I A 3 杭状木製品 (22.9) 11 11 杭状で在るが両端を加工施す。

樹皮がみられる

148 6 6平場 12 堀 P 堀A 底面 189 - 6 角状製品 44.1 2.7 1.5 中位より上に径4mmの孔がある

148 7 10 平場 12 堀 P 堀A 底面 189 -10 不明 (46.1) 20.7 20.7 

149 8 3平場 12 堀 P 堀A 底面 189 - 3 不明 (16.4) 7.2 1.8 

149 9 8平場 12 堀 P 堀A 底面 189 - 8 丸太状製品 17.1 7.1 7.1 
149 10 1平場 12 堀 P 堀A 底面 189 - 1 木筒状木製品 20.3 1.9 8 

149 11 7平場 12 堀 P 掘A 底面 189 - 7 角状製品 20.3 1.6-3.4 2.7 

149 12 4平場 12 堀 P 堀A 底面 189 - 4 板状木製品 31.5 10.1 1.4 1.5皿 x1.9皿の木釘の穴がある

149 13 5平場 12 堀 P 堀A 底面 189 - 5 板状木製品 31.6 7.2 1.8 3.5mmx 2凹の木釘の穴がある

149 14 2平場 12 堀 P 堀A 底面 189 - 2 木筒状木製品 28 2.3 9 

150 15 6平場 10井戸 l 下 24 杭状木製品 131.3 10.2 10.2 先端部は焦げているが，反対

側は浅く細かい加工を施す

150 16 9平場 12 堀 P 堀A 189 - 9 日F明 112.7 5 10.5 
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第4章まとめ

1 笹子城について(第3表)

笹子城跡は，調査段階でA面， B面， c面， D面と 4面の遺構検出面を把握し，遺物の取り上げおよび

遺構の調査を実施している。遺物の取り上げ・記録はこの面を所属面(帰属面)として調査を実施した。ま

た，笹子城跡は大規模な整地作業を実施しており，堀を全面的に埋め戻したり，新たに掘削したりして，

平場，堀，土坑などを造成している。その結果，別々の平場や堀から出土した遺物が接合している場合が

多く発生した。このような場合には遺物一覧に記載したように，個々の遺物の出土平場，遺構，所属面を

記載し，最もさかのぼる所属面をその遺物の本来の帰属面とした。この場合，遺物の出土位置が「帰属面」

か「帰属文化層」かで，笹子城跡の存続時期の把握に影響が生ずるが，表3のとおりに遺物の時期と遺構

の時期，出土面の時期が考えられる。

「障子堀り jについては井上哲朗氏の分類による「堀底内に障壁が単独或いはー列に連続するもので障

壁が単独或いは二ケ所に存在する物」に該当し， IB 1類jに分類される。県内の障子堀の調査例から，

このような障子堀は 115世紀第二四半期~第四四半期末まで」に構築されていたとされている。このこと

から笹子城跡から検出された堀H，堀Pの障子堀も 15世紀第 2四半期から第 4四半期頃に構築されたもの

と考えられる。

研究連絡誌では，笹子城跡の各整地面および先述したA面からD面までの遺構検出面をもとに，各平場

毎に時期をわけている。これらの各平場の変遷と発掘成果を元に，次のように笹子城跡の全体の時期変遷

を考える事が出来る。

堀Dの中位から五輪塔が廃棄された状態で出土したことや，堀Pの覆土からも同じく五輪塔が廃棄され

た状況で出土している。このことから両者の存続期は同時期とすることが推定され，かつ五輪塔などの出

土状況から，堀Dと堀Pは覆土の下位(古)と中位(新)に 2分される。つまり，五輪塔などを廃棄する行為

(城わり・城却)を境いにして堀Dと堀PのE期は 2時期に分けられる。また，平場12・13のE期と同時期

とすることが出来る。一方，堀Hから堀E，堀Dと時代が下がるにしたがって平場 1に向かつて堀が新た

に掘られることから，堀K，堀J，堀 Iは同様にこの順序で変遷をたどる事ができる。これらを整理した

ものが表25と第165図~第170図である。

2 出土遺物について

各遺物の出土状況を示したのが第151図から第163図である。この図からは平場を越えて遺物が接合する

ことが分かる。遺物の分離が平場の造成によって生じたものであれば，平場を越えて土砂を移動したこと

になり，その造成工事は大規模なものであったことを示している。第152図18の白磁は，平場 6と平場12

から出土した破片が接合したことを示している。第153図65の青磁は平場 6と平場12から出土した破片が

接合したことを示している。このことからも平場の造成作業は大規模かつ計画的にされたことが伺われる。

笹子城跡から出土した遺構別の出土数量を第20・21表に掲載し，第23表にその割合を掲載した。第20表

の数量は笹子城跡出土の遺物のうち「実測図を掲載した遺物と接合を行った破片数」で5.036片が対象と

なる。第21表の数量は「接合作業のみおこない，図化しなかった破片数Jで， 5.036個に2.192個は含まれ

ている事になる。この集計数から，笹子城跡の遺物の生産地における遺物の組成表を作成したものが第24

戸
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“
 



表である。笹子城に関するこのような分析は既に研究連絡誌等において発掘担当者も行っており，山谷遺

跡の報告書の「小植川流域中世遺跡陶磁器組成比較」で行っている。今回で 3回目の集計となる。前 2者

が整理作業途中での集計であったのに対して今回はすべての遺物を対象とした。

陶磁器の中で最も出土量の多い瀬戸美濃窯製品は， 5.036片中l.944片で約39%を占め最も多量に出土し

ている。その大部分は古瀬戸後期様式町期と大窯 I期に属しており，大窯E期(古)と唯一 1点出土した大

窯E期に属すると推定される第85図235の初山窯製品が出土している。このことからも，笹子城跡の存続

年代は15世紀中葉から16世紀前葉を主体とし， 16世紀中葉には廃城となったと推定される。

貿易陶磁では，白磁D群の割高台小皿が15世紀中葉から中央を中心とした年代を示すほかは，いずれも

15世紀後葉から16世紀前葉の年代が与えられる。染付(第81図130-133)は樟州窯産で， c群， C 3に属す

る。この年代も16世紀前半から見られ後半期に増加することから，笹子城跡の存続年代とほぼ一致する。

このことから，瀬戸美濃窯製品と貿易陶磁器は年代的にもほぼ一致する事がいえる。笹子城跡に先行す

る芝野遺跡，荒久遺跡，山谷遺跡と比較すると，渥美製品は出土していなし」常滑製品は10型式から11型

式で15世紀後半-16世紀前半が多い。今回の集計は，先述したとおりすべての土器片を集計したが，前 2

者の集計が同一遺構内出土遺物で接合したものについては 1個として集計したのに対して，本書では破片

数すべてを集計している。その意味では，単純に比較する事は出来ない。

出土銭貨については， 214枚33種の銭貨が出土している。和同開弥が2枚出土している事は先にふれた

が，これら出土銭の性格については不明である。土坑から出土したものもあるが，整地された土層中から

の出土が多い。銭種の多きや永楽通宝が27枚も出土していることからも，中国銭の流通が頻繁に行われて

いた事が伺われる。 214枚の銭貨のうち，最も多く同一場所から出土したのは平場 7で20枚がある。次に

平場12で14枚，平場8で11枚，平場6で10枚の出土がある。このような10枚以上の銭貨の出土は銭差によ

って蓄銭されていた可能性がある。一方，これらの銭貨が墓に埋葬された六道銭であるとすれば，笹子城

跡E期に行われた廃棄にともなう破壊によって撹乱されたものとも考えられる。ちなみに，同一場所から

6枚前後の出土は平場 6で5枚で 1か所，平場 7で6枚が3か所，平場12で6枚が2か所等が見られる。

特に平場12に多く見られる傾向がある。出土遺構が明らかなのは平場 6の土坑28の10枚，土坑111で3枚

の出土があり，平場8の土坑39で4枚等がある。それ以外でも土坑からの出土の銭貨もあり，これらも墓

に埋葬されたものと考える事も出来る。六道銭として銭貨 6枚が墓に副葬されるの15世紀後半以降であり，

16世紀になると銭種に永楽通宝が加わる傾向があることを考慮すると，笹子城跡の存続時期も大まかに15

世紀後半から16世紀代におくことができょうか。

平場 6からは寛永通宝のみが近接して 5枚，平場12から寛永通宝を含む銭貨が4枚出土している。これ

は近世に入ってからの墓跡などと思われる。近世に入ると笹子城跡はその機能を完全に失ったものの，耕

作地として利用されていたものと推定され，遺構は検出されていないが，近世陶器が出土している。

3 笹子城の存続年代

笹子城跡に関する直接的な文献および第一資料は存在していない。後世の軍記物などに見られるだけで

ある。その中で， 1群書類従」合戦部に収録されている「ささごおちぞうしJ(1笹子落草子J)は唯一のも

のである。それによると，笹子城は真里谷武田氏一族であった武田信茂が城主であったが，天文12年

(1543)の一族の内紛にまきこまれ滅亡した事が描かれている。
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発掘調査によってえられた成果からは明確に時期を示すものはない。しかし，堀K，堀Pなどで調査さ

れた障子堀がBI類に分類され，この障子堀が15世紀第 2四半期から第 4四半期頃に盛行すると考えられ

ること，出土した白磁D群の割高台小皿が15世紀中葉から中央を中心とした年代を示すこと。瀬戸・美濃

窯産の灰軸平碗が瀬戸・美濃後期W(新)段階のものであること。カワラケによる分類からは， 1類は15世

紀中葉以前， II類は古瀬戸後期町期新段階で15世紀後半に位置ずけることがわかった。このことから笹子

城跡の初現は遅くとも15世紀前葉と考えられ，先に時期区分した笹子城の第V期は15世紀前葉頃とするこ

とができる。また，堀P下層出土遺物に大窯 2期と思われる灰粕底部片(第84図227)があり，また，平場

6の土坑38から大窯 2-3期の砥石か硯に転用された盤類(第103図351)が出土している。この土坑38は検

出面がA面であり，この土坑と遺物が出土したA面が有機的なものとすることができれば，これらA面の

時期を16世紀中葉頃に比定する事が出来る。

今回の笹子城跡の調査結果から堀の変遷をたどることができ， 5期6段階が確認された。 V期 .w期-

E期・ H期(古) ・E期(新) ・I期である。堀全体からの大まかな変遷は，調査担当者がふれたように外

側カミら内側へ堀を新規に掘削する事実が見られる。最も堀の完備されるのはE期(第167図)で，内析形虎

口が造られるのがこの時期である。 E期になると，この間に堀D，堀Pの堀が再掘削され，平場 1方向か

ら五輪塔などが廃棄されたことがわかった。この行為を「城わりJI城却j と考えれば，笹子城の E期の

段階において， II期(古)の主とは別にする勢力が入城したか，あるいは在城者の性格・系統を異にする必

要が生じ， II期(新)の段階を迎えたことが分かる。 E期においては，平場11で堀Oが埋められ堀Nが掘削

されている。このことは，基本的には従前の笹子城を利用して城域を構成したことがわかる。

そこで，今回調査を実施した「笹子城」は，その初現を14世紀末-15世紀前葉に，廃城を16世紀中葉か

ら末とすることが考えられる。
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第20表遺構別実測・接合遺物破片総数一覧 (1)

貿易陶磁 瀬戸・美浪 常滑 瓦質土器 土器
瀬戸

平場 所属
そ 美漫
の

糊碗灰 灰粕皿 紬鉄
天

粕鉄盤
そ 壷 そ

カ

誌 近世磁器 近世器陶 近世土器
近世

磁白 青磁 付染
他

碗茶目
捕鉢 提鉢 摺鉢 ワ d言口十h 合計の の

ラ そ皿 他 実 他
テ' 入茶 ケ 他 の

他

タ の

直 訳内

1 平場 l 51 2 8 1 1 2 2 3 27 51 221 7 6 35 

2 平場 2 I 1 21 2 3 5 

3 平場 3 l 。
4 平場 4 1 l 3 2 3 21 31 1 1 

5 平場 5 1 I 。
灰柚小壷5.
鉄紬小壷4.
花旗1.香
炉2.旗子.
卸目付大皿
1.茶入3.

6 平場 6 22 521 56 41 2 206 161 23 429 20 11 81 271 18 928 10 1895 81 131 3 215 双耳小壷

6 ピット 1 2 2 。
6 ピット 12 B'C l 2 。
6 ピット 13 B'C 1 1 。
6 ピット 14 B'C 9 11 2 22 。
6 ピット 16 B'C 35 35 。
6 ピット 17 B'C 1 。
6 ピット 18 A 1 6 7 。
6 ピット 19 B'C 1 。
6 ピット 21 B'C 1 。
6 ピット 22 B'C l 。
6 ピット 23 B'C 1 2 。
6 ピット 24 B'C 2 2 。
6 ピット 27 B'C 1 。
6 ピット 28 B'C l 。
6 ピット 30 B'C 4 5 。
6 ピット 32 B'C 1 。
6 ピット 39 A l 。
6 ピット 40 B'C 9 9 。
6 ピット 41 B'C 2 2 。
6 ピット 52 B'C 1 1 。
6 ピット 53 B'C 1 。
6 ピット 54欠番? I l 。
6 ピット 61 B'C l l 。
6 ピット 117 B'C 1 。
6 ピット 118 B'C l 。
6 ピット 119 A I l 。
6 ピット 122 A 。 1 1 

6 溝 1 A l 2 1 10 11 17 3 4骨炉1

6 溝 1 a 9 5 14 。
6 溝 18 B'C 3 l 1 1 6 o除紬小壷l

6 溝 19 A 1 1 。
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遺構別 実測・接合遺物破片総数一覧 (2)

貿易陶磁 瀬戸・美濃 常滑 瓦質土器 土器 瀬

平場 書遺
遺構号番

所属
戸

そ

東海系
美渡の

灰車碗曲 灰粕 鉄紬
天

鉄糊盤
そ 壷 そ

カ
内

磁近世器

近
世近

近

磁白 磁青 付染
他 目

播鉢 担鉢 摺鉢 ワ l言口十h 
世陶器

世 A計口. 

碗茶
の の

フ 耳鍋 土 そ皿 皿 他 聾 他
羽釜デ 茶入

ケ 器 他 の
他

タ の

ぽf 訳内

6 溝 44 A 1 1 。
6 溝 51 B'C 1 I 。
6 溝 113 B'C 1 1 I 3 。
6 溝 118 B'C I 。
6 溝 168 B'C 1 l 。
6 溝 206 A I 2 。
6 土坑 2 B 9 9 。
6 土坑 5 A I 2 。
6 土坑 9 A 。
6 土坑 11 A 1 1 。
6 土坑 18 l l 。
6 土坑 20 A I 9 2 15 271 9 3 12 

6 土坑 22 A I 。
6 土坑 24 A 2 。
6 土坑 23 A 3 4 。
6 土坑 25 A 3 5 。
6 土坑 26 A I 2 。
6 士坑 27 A 1 l 5 2 9 o国王子5

6 士坑 28 A 2 2 。
6 土坑 29 A l 。
6 土坑 33 A 。
6 土坑 36 B'C 。
6 土坑 38 B'C I 2 。
6 土坑 40 A 5 5 。
6 土坑 41 A 6 7 。
6 土坑 42 A 1 1 。
6 土坑 45 A l 。
6 土坑 63 A 3 3 。
6 土坑 68 B'C l 2 。
6 土坑 69 B'C l 2 。
6 土坑 70 B'C 1 。
6 土坑 71 B'C 1 1 。
6 土坑 74 B 1 。
6 土坑 75 B 2 2 4 。
6 土坑 76 B I 1 l 4 。障害炉1

6 土坑 78 B 3 l 3 7 。
6 土坑 79 B 3 2 5 。
6 土坑 80 A 1 l 。
6 土坑 82 B'C 1 I 。
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遺構別 実測・接合遺物破片総数一覧 (3)

貿易陶磁 瀬戸・美濃 常滑 瓦質土器 土器 瀬

場平
構種遺

構遺番号
属所

戸

そ 美漉
の

灰紬碗 灰粕 紬鉄
天

粕鉄盤
そ 軍 そ

カ

鍋耳内 近磁器世 近器世陶
近世 近世

磁白 青磁 染付
他

碗茶目
揺鉢 担鉢 摺鉢 ワ i言Eb十r d言ロ十h‘ の の

フ 土器
そ

茶入
皿 皿 他 楚 他

ケ 他 の
デ

他

タ
の

市 訳内

6 土坑 98欠番? l 。
6 土坑 99 A 。
6 土坑 100 B'C 1 。
6 土坑 102 B 4 1 3 11 。
6 土坑 104 B 3 3 。
6 土坑 105 B 1 2 3 。
6 土坑 106 B I 。
6 土坑 108 A 。
6 土坑 109 B I 3 4 。
6 士坑 111 B'C 2 2 。
6 土坑 112 B'C l 6 7 。
6 土坑 116 B'C 1 2 。
6 土坑 119 B'C 1 l 。
6 土坑 124 A 5 6 。
6 土坑 125 B'C 5 2 4 11 。
6 土坑 126 A 1 1 2 。
6 土坑 127 A 2 3 3 9 0香炉 1

6 土坑 128 A 3 I 2 7 l 1香炉 1

6 土坑 129 A 1 2 3 。
6 土坑 130 B'C l 1 I 3 。
6 土坑 131 B'C I 14 15 。
6 土坑 140 A l I 。
6 土坑 141 A 4 4 。
6 土坑 142 A I I 。
6 土坑 143 A I 。
6 土坑 144 A 。
6 土坑 145 A I l 。
6 土坑 146欠番 I I 。
6 土坑 149 A 。
6 土坑 l印 B'C 3 3 。
6 土坑 152 B'C 。 。
6 土坑 153 B'C 3 4 8 。
6 土坑 154欠番 I 。
6 土坑 155欠番 2 2 。
6 土坑 156 A I 。
6 土坑 158 B'C I 。
6 土坑 160 B'C I 3 6 I 11 。
6 土坑 161 A 2 2 。
6 土坑 162 B'C 3 2 5 。
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遺構別 実測・接合遺物破片総数一覧 (4)

貿易陶磁 瀬戸・美濃 常滑 瓦質土器 土器 瀬

場平
構種遺 構遺号番

所属
戸

そ

系羽東海

美濃
の

灰 灰 鉄
天

鉄 そ 宜宜 そ
カ

鍋耳内 磁近世器 近世器陶 近世土
近世白 青 染 他

糊碗 紬 紬
目 揺

紬盤 の
握

摺鉢 の ワ d言口十h d計ロh 

磁 磁 付 皿 皿 茶 鉢
他

鉢
賓 他

フ そ

デ 茶 碗 ケ
釜 器 他 の

入 他

タ の

南 訳内

6 土坑 165 A 2 3 6 。
6 土坑 166 A 4 4 。
6 土坑 169 B'C I 2 3 。
6 土坑 174 C 3 9 13 1 

6 土坑 176 B 2 3 6 。
6 土坑 177 B'C 2 2 。
6 土坑 182 A l 1 。
6 土坑 184 A I 。
6 土坑 186 B'C 1 。
6 土坑 203 B'C I I 。
6 土坑 204 1 I I 3 。
6 土坑 207 B'C I 1 。
6 土坑 213 C I 。
6 土坑 216 C 1 。
6 土坑 222 C 1 。
6 土坑 224 B l 。
6 士坑 225 B 21 2 4 。
6 土坑 226 D 3 3 。
6 土坑 233 C 2 2 。
6 士坑 235 C 1 I 。
6 土坑 240 B'C 2 。
6 土坑 241 。
6 土坑 242 B'C 。
6 土坑 251 B'C 5 5 。
6 土坑 257 B'C 1 。

片口碗2.
6 堀D 1 3 2 3 21 10 2 15 I 2 41 1鉄紬小壷1

6 堀E 2 2 。
6 堀F 14 A 81 5 11 19 2 30 8 21140 2 11218 。
6 堀G 16 A 4 2 I 13 37 2 11 33 11 21 3 120 oIUI(Jt/J、壷l

6 堀H l 。
7 平場 7 41 5 8 11 20 I 41 38 4 7 132 2 226 91 3 12除11，蜜粕3小壷

7 土坑 3 A 3 I 4 。
7 士坑 4 A 2 3 。
7 土坑 11 2 l 3 。
7 土坑 12 2 2 。
7 士坑 14 1 l 。
7 土坑 25 l 。
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遺構別 実測・接合遺物破片総数一覧 (5)

貿易陶磁 瀬戸・美濃 常滑 瓦質土器 土器 瀬

平場

建 構号遺番
所属

戸

そ

葉
美濃

の

灰糊碗 灰糊 事鉄由
天 鉄 そ 壷

カ
内 近 近 近 近

磁白 青磁 付染
他

茶碗日 鉢揺 担鉢 摺鉢
そ

ワ A言仁十1 世磁
世陶器

世 世 合計粕盤 の の
耳鍋皿 皿 他 蔓 f也 フ 羽 土 そ

茶入 ケ 器 器 他 の
フー 釜 他

タ
の

紬鉄
内
訳

7 土坑 27 1 I 。
7 土坑 33 2 2 2 2 

請%11ト童1，盤L

8 平場 8 29 131 27 l 175 24 111160 2 11 74 6 11602 1126 71 27 34 開目付大血l

8 i茸 62 2 5 7 。
8 土坑 1 1 。
8 土坑 2 l 2 4 。
8 土坑 3 2 2 。
8 土坑 5 I 3 4 。
8 土坑 10 C 6 4 11 。
8 土坑 12 a C l 7 12 13 5 39 。
8 土坑 12 b D 2 3 I 7 4 2 19 。
8 土坑 14 C 1 1 。
8 土坑 18 1 I 。
8 土坑 25欠番? l 1 2 。
8 土坑 36 D 12 13 。
8 土坑 38 D 2 2 。
8 土坑 39 D l 3 。
8 土坑 40 D I I 。
8 土坑 41 2 2 。
8 土坑 42 D 。 。
8 土坑 47 C 2 2 4 。
8 士坑 49 D 4 2 6 。
8 土坑 51 D 3 。
8 土坑 52 D I 3 。
8 土坑 54 D 。
8 土坑 56 D 2 3 6 。
8 土坑 61欠番 2 5 7 。
8 士坑 62 2 3 。
8 土坑 64 l I 。
8 土坑 65 A-C 3 。
8 土坑 67 9 9 。
8 堀 I 。
8 堀K 1 。
8 堀L 2 l 5 。
9 平場 9 2 l I 4 l l 2 

10 平場 10 4 11 37 I 11 54 1 371 5 101 2 154 4 4大皿 1

10 井戸 A 4 l 7 。
10 溝 6 A 。
10 溝! 12 A 1 。
10 溝 16 A 1 。
10 土坑 I 5 I 7 。
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遺構別 実測・接合遺物破片総数一覧 (6)

貿易陶磁 瀬戸・美濃 常滑 瓦質土器 土器 瀬
戸

平場 構種遺
選番号

所属
そ

東海系

濃美
の

灰紬碗
灰紬 鉄紬

天

紬鉄盤
そ 壷 そ

カ

鍋耳内

近 近 近 近

磁白 磁青 付染
他

碗茶目
播鉢 担鉢 摺鉢

ワ b計ロ. 磁世
世器陶

世 世
A 計'" の の

フ 土 そ

茶入
皿 皿 他 斐 他

ケ
羽

器 器 他 の
ア 釜 他

タ
の

rI 
内
訳

10 土坑 9 A 6 4 10 。
10 土坑 14 A 3 3 。
10 堀 M 3 3 。
11 平場 11 I 1 I I 2 22 I 2 3 2 36 33 44 77 深皿 I

近世土器は

11 堀N 13 7 20 71 12 1 20 内耳鍋1

11 堀0 1 4 3 3 

12 平場 12 21 10 3 l 21 28 8 60 241 2 31 51 31198 45 36 l 82 
大血l

12 土坑 4 。1 

12 土坑 10 l 1 。
12 土坑 13 I 1 。
12 堀 P 61 4 22 l 11 31 4 11 52 2 2 

12 堀Q 2 2 。
12 堀 R 1 。
13 平場 13 4 4 2 3 2 l 11 18 761 42 3 121 

14 平場 14 61 2 I 27 I 41 67 5 14 11130 251 58 84鉄柚碗 1

14 堀U I 。
16 平場 16 2 1 I I 3 81 24 48 2 

74断件韓器揮li内皿耳1，近摘世1 

合計 951126 118 111 19 649 721 49 1106 31 47 61410 491 29 2207 281 12 日36348 429 181 0 795 

平場別集計 中世遺物 近世遺物

平場 l 51 2 81 0 1 I 21 0 21 0 。。 31 0 01 27 。。 51 221 7 61 0 35 

2 平場 2 。。 。。 。1 。。 。。 。。 I 。。 。。 01 2 21 3 。。 5 

3 平場 3 01 0 。。 。。 。。 。。 。。 1 。。 。。 。1 。。 。。 。
4 平場 4 1 。I 。。 31 0 01 2 。。 01 3 。。 21 01 0 31 。1 01 0 1 

5 平場 5 1 。。 01 0 。。 。。 。。 。。 。。 。。 。l 。。 。。 。
6 平場 6 34 851 67 51 13 297 231 27 596 01 35 51203 351 21 1285 191 3 2753 961137 31 0 236 

7 平場 7 41 5 81 0 11 22 21 4 441 2 41 0 71 0 01138 21 0 243 9 51 0 01 14 

8 平場 8 35 171 28 1 01217 311 11 197 01 2 11 95 7 11648 。。 1291 71 27 。。 34 

9 平場 9 01 0 。。 。。 。。 21 0 。。 1 。。 1 。。4 。 01 2 

10 平場 10 6 。。 11 40 I 11 69 。 01 43 51 0 171 2 01187 01 4 。。 4 

11 平場 11 2 21 0 21 0 01 36 。。 101 0 31 2 01 0 60 401 59 01100 

12 平場 12 21 10 3 l 21 34 121 0 861 0 21 0 361 2 31 54 41 4 255 461 38 I 01 85 

13 平場 13 。。 。41 0 41 0 21 3 。1 01 2 。l 。。 11 18 761 42 31 0 121 

14 平場 14 61 2 1 01 0 27 I 41 68 。 01 5 。。 14 I 11131 251 58 I 01 84 

16 平場 16 01 2 。。 。 。。 。 。。 。。 01 0 31 8 241 48 21 0 74 

17 出土平場不明 。。 。。 。。 。。 。。 。。 。。 。。 01 0 01 0 。。 01 0 

合計 95 126 118 111 19 649 721 49 1106 31 47 61410 49 29日~207 28 1215036 348 429 181 0 795 

全体数に対する%

数量/総破片数1.9 2.5 2.3 0.2 0.4 12.9 1.4 1.0 22.0 0.1 0.9 0.1 8.1 1.0 0.6 43.8 0.6 0.2 100.0 
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第21表平場別実測・接合遺物破片数一覧
貿易陶磁 瀬戸・美浪 常滑 瓦質土器 土器

そ
の

碗灰粕
灰粕 鉄粕

天

霊鉄 そ 壷 そ
カ

耳鍋内 磁近世 近世陶 近世土 近世
磁白 磁青 付染

他
碗茶目 播鉢 の 担鉢 摺鉢 の ワ 合計 合計

皿 皿 他 曹色 他
ラ

茶入 ケ
釜

器 器 器 他

平場 原扇
1 平場 l 5 2 61 0 1 l 。2 。1 1 20 1 。。。1 

2 平場 2 。。。。 。1 。。。。。 I 2 。。。。。
3 平場 3 。。。。 。。。。。。。 I l 。。。。。
4 平場 4 1 。11 0 。1 。。2 。。 3 2 10 。。。。。
6 平場 6 271 67 471 4 91214 291 19 346 01 36 21148 12 61153 19 211140 8 4 。01 12 

7 平場 7 3 4 61 0 。6 1 21 21 2 。 7 10 2 64 。2 。。2 

8 平場 8 301 13 141 1 01116 31 71121 。5 90 180 ω9 。I 。。l 

10 平場 1 0 4 。01 0 11 16 1 11 46 。l 35 5 4 2 116 。。。。。
11 平場 1 1 。l 11 0 1 。。01 15 。。 8 26 71 17 l 01 25 

12 平場 1 2 1 9 31 1 2 81 12 01 49 。1 30 6 4 41131 1 3 1 。5 

13 平場 1 3 。。。。 。。。。。。。 2 1 3 2 2 。。4 

14 平場 1 4 5 2 11 0 。7 。31 43 。。 5 2 1 11 70 01 21 。01 21 

16 平場 1 6 。。。。 。。。。。。。 。。6 2 。8 

17 出土平場不明 。。。。 。。。。。。。 。。。。。。
合計 761 981 791 61 141 3701 751 321 645 21 44 213301 19 61 358 28 812192 191 56 4 01 79 
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第23表出土遺物組成表
貿易陶磁 瀬戸美濃 常滑 瓦質土器 土器

そ

系東海
の

碗灰粕 灰粕 鉄粕
天

粕鉄盤
そ 壷 そ

カ

耳鍋内磁白 磁青 染付
他

碗茶目
揺鉢 狸鉢 摺鉢 ワ メ言ロL 十の の

7 

茶入
血 血 他 斐 他

ケ ~~ 
釜

鉄勅

総破片数 95 126 118 11 19 649 72 49 1106 3 47 6 410 49 291 2207 28 121 5036 

1.9 2.5 2.3 0.2 0.4 12.9 1.4 1.0 22.0 0.1 0.9 0.1 8.1 1.0 0.6 43.8 0.6 0.2 100.0 

実測 ・接合破片数 76 98 79 6 141 370 75 321 645 2 44 2 330 19 6 358 28 81 2192 

1 3.51 4.51 3.61 0.31 0.61 1691 3.41 1.51 29.41 0.11 2.01 0.11 15.11 ω1 U.3I 16.31 1.31 0.41100.0 

数量 % |遺物総数 (5036点)1 
貿易陶磁 350 6.95 6.9拍

瀬戸美濃 1944 38.60 

志戸呂 11 0.02 43.8% 

常滑 416 8.26 

瓦質・土器 118 2.34 38.6特

カワラケ 2207 43.82 

5036 100 2.3特 8.3拓 0.0%

口貿易問磁ロ瀬戸葉揖 .志戸日
図常滑 日瓦質・土器ロカワラケ

数量 % I蚕面r蚕吾面青(亙92)ぽ)l 
貿易陶磁 259 11.82 

瀬戸美濃 1181 53.88 

志戸呂 11 0.05 

常滑 332 15.15 

瓦質・土器 611 2.78 
2.8拍

カワラケ 358 16.33 

2192 100 15.1% 

築瀬氏作成 第24表 カワラケ集計表

I類 E類 E類 W類

l類 2類 3類 4類 細片 1類 2類 3類 4類 細片 l類 2類 3類

平場 l l 

平場 4 2 2 2 

平場 6 I 2 5 2 16 6 5 4 I 3 1 

平場 6・7 38 229 

平場 7 1 3 

平場 8 3 3 2 6 11 7 5 61 94 

平場 9

平場10 1 5 

平場11

平場12 I 1 2 6 

平場14 1 1 

合計 I 6 4 7 2 49 27 15 15 71 341 l 3 I 

一 296

4類

9 

9 

直亙園

貿易胸磁

瀬戸美i塵防/77/7/初初方ヌヲ~1ト

雪 τ:bJ:::::t::::J:::::t:二JIOr-?AI 
瓦置土器V.I-一一 司

カワラケ

0 日)() 1α)() 15叩 2α)() 25叩

Y軸

|実測・接合破片数|

貿易問磁

輔戸美濃 r/////

雪志;;防:;:::j::::j:::r:r:1Ior-? AI 
瓦置・土器V.I-ートー

カワラケ

5類 6類

I 2 

I 2 

o 2凶 4回以)() 8回以)()12曲 14回

Y軸

特殊 耳カ 細片

ワラケ

7類 細片

26 

13 

I 4 I 

99 10 I 988 

35 332 

I 

5 I 

l 

48 

l 10 

11 188 15 2 1371 

合計

27 

19 

64 

1365 

4 

504 

I 

12 

I 

581 

13 

2068 
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第25表平場別関連図

平場6・7 平場8 平場12・13 平場14

自然地形を生かした城 百期

築造段階 VI期
V 堀H 堀K・掘L

自然地形蘭 (平場 6・7のN-V期)

D面(地山を含

む)
縁辺部に盛り土を行い，広い平

坦面を作る 掘KとHを版築状に埋める V期

W 堀は伴わない 期は伴わない

堀Hを版築状に埋め戻した 下位整地面と地山

遺構が多い 空堀は伴わない・堀はない

日常空間として機能が強い (平場 6・7のW期)

地山整地面・縁辺部盛り土整地

面

土坑・ピット多い W期

出土遺物多い C面

堀E.F・Gが機能していた 居住性の高い空間 W期

E 堀Eは虎口・三脚門 中位盛土整地面 堀Eと姻 Jは向時期

堀Eは堀Dに切られる (平場 6・7の皿かN)

日常空間として機能が強い

堀Eから階段状の虎口 堀Pは埋められる前

下位盛土整地面 掘 Jが機能していた時 E期 姻 Pの下層は大窯 1 (前)が多い

古期上位盛土整地面 堀Pは大窯 I前後

(平場 6・7のEかill)

堀Dが機能している E期 B面

E 堀Dは堀Eを埋めて作る 掘 Iが機能している時期 E期 掘Sが機能していた 掘U
姻Dの外側に高さ 1mの士塁あ IはJを切る

り 堀以外の遺構は検出きれない

堀D覆土に下中上位がある 新規上位整地面 掘P (五輪塔出土)

(平場 6・7のH期)

堀D中・上位の聞から五輪塔・ 掘Dの中位と同時期

宝ぎょう印塔出土 堀Pの下層は大
ーーーーーーーーーーーーーー・ーーーーーーーーーーーーーーーーー 窯 1 (前)

堀Dを埋めて平場 7を造成 埋め戻す前と埋

土坑・ピットは散漫 土も大窯 1(前)

中位盛土整地面

堀Dが人為的に埋められる 掘 Iを人為的に埋めた I期 E期 掘T (Uを切る) 堀A.Bは大窯

I 士坑が若干あるのみ 城郭としての機能は停止 掘Pは通路として機能 1 (前)が主

城郭としての機能停止 平場 6・7の I期 掘Q.Rが機能していた 掘V (Uを切る)

上位盛り土整地面 堀Qは堀Sをうめた

平場14出土遺物

I期 H2・5の堀A.B は殆どが大窯 I
掘P.Q.N.Oが人為的に埋めら は大窯 1 (前)が主 (前)

れた(通路・排水溝として使用?) A面

土坑10基あり

宝永火山灰検出

298 



I層 上位
下位 E 大窯E

A A面
A面下

A面下層

E 大窯E 17世紀

B B面

B面下

I 大窯 I 16世紀

C C面

C面下

古瀬戸町(新) E層(旧表士層，地山に近い層)

D D面 中世地山面

l日表面

旧表土黒色土=E層(旧表土層，地山に近い層)

第172図 平場面及び陶磁器関連図
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第173図 東関東自動車道(千葉・富津線)調査遺跡位置図
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第26表東関東自動車道調査遺跡一覧

No. 遺跡名 規模 調査期間 遺 跡 (J) 内 容 備 考

1 古市場 (1) 18.700rri H2.1-H4.5 古墳時代及び中世の遺構・遺物を検出。

2 古市場 (2) 6.800rri H 2 .10-H 2 .11 奈良・平安時代から中世の遺構・遺物を検出。木材集中個所を検出。

3 市原条里制 294.750rri S63.1-H5.9 河川の低位段丘面に所在する遺跡で，縄文時代から中世までの遺構・

遺物を検出。特に縄文時代中期後半から後期前半の貝塚，弥生時代の

水田跡，奈良・平安時代の官道と考えられる古道跡の検出。下駄，曲

物など多数の木製品の出土は注目される。

4 村 上 135.500rri H2.4-H6.5 河川の低位段丘面に所在する遺跡で，古墳時代から奈良・平安時代ま 3遺跡合わせて

5 村上 山 王 前
での遺構・遺物を検出。特に奈良・平安時代の堀立柱建物跡が多数発 『市原市村上遺跡

見され，遺跡の立地条件や出土遺物から当時の役所的な性格をもった 群』として平成 8
6 廿五里十三割 遺跡と考えられる。 年度に報告書刊行

7 メ7入 富 25.100凶 H元 2-H3.2 古墳時代から奈良・平安時代の遺構・遺物を検出。特に古墳時代後期

から平安時代までの住居跡，掘立柱建物跡を多数検出。

8 今 富新山 5.500rri H元 5-H2.2 旧石器時代から古墳時代までの遺構・遺物を検出。特に弥生時代後期

から古墳時代前期の住居跡を多数検出。

9 大 作 頭 46.700rri H元 3-H2.11 旧石器時代から奈良・平安時代までの遺構・遺物を検出。特に縄文時

代早期の炉穴跡を多数検出。焼磯も多量に出土。

10 海保野口 21.900rri S63.5-H2.3 旧石器時代から奈良・平安時代までの遺構・遺物を検出。特に縄文時

代早期の炉穴跡，中期の住居跡を多数検出。

11 中 伊 沢 6.000rri H 2.4-H 2.5 縄文時代早期の土坑及び遺物を検出。

12 百 目 木 12.700rri H3.4-H3.7 縄文時代早期の遺構・遺物を検出。

13 下 椎 木 3.800ぱ H3.1-H3.2 旧石器時代から縄文時代早期の遺構・遺物を検出。

14 志 保 地 7.000ぱ H2.11-H3.1 !日石器時代から縄文時代早期の遺構・遺物を検出。

15 ヤ ン 山 17.700ぱ H 2.1 -H 3.12 旧石器時代から縄文時代早期の遺構・遺物を検出。特に旧石器時代の

石器集中地点，縄文時代早期の炉穴跡を多数検出。

16 細 山 (1) 3.800凶 日2.11-H 3.1 旧石器時代の遺構・遺物を検出。

17 細 山 (2) 8.0oorri H2.11-H3.3 旧石器時代から縄文時代の遺構・遺物を検出。

18 台 山 9.800rri H 4.11-H 5.3 旧石器時代から古墳時代の機構・造物を検出。特に弥生時代終末から

古墳時代前期の住居跡を多数検出。

19 山 谷 20.loorri H4.1-H6.6 旧石器時代から中世の遺構・遺物を検出。特に14世紀から15世紀の街

道跡と市跡は注目される。

20 関 畑 43.7oorri H 3.4-H 5.3 旧石器時代から奈良・平安時代までの遺構・遺物を検出。特に旧石器

時代の石器集中地点を多数検出。

21 芝 野 8.loorri H元 4-H 3.11 小植川北岸の自然堤防上に所在する遺跡で，弥生時代から中世の遺構

-遺物を検出。特に弥生時代の小区画水回跡は注目される。

22 椿古 墳群 4.0∞rri H3.1-H4.7 弥生時代後期から古墳時代の遺構・遺物を検出。古墳の主体部はすべ
古墳11基 て木棺直葬。直万，万子，銅鎌，鉄鎌，耳環，玉類が出土。

23 笹子城 跡 9.900rri H 3.4-H 5.2 中世城郭に関係する遺構・遺物を検出。特に空場跡，掘立柱建物跡，

虎口跡，曲輪，土坑等を多数検出。中世陶磁器も多量に出土。

24 金二矢台 7.800rri H3.7-H4.7 旧石器時代から中世の遺構・遺物を検出。特に縄文時代前期の土坑を

伴う集石群を検出。

25 掘ノ内 台 1.300ぱ H4.2-H4.3 旧石器時代から奈良・平安時代の遺構・遺物を検出。奈良・平安時代
堀ノ内台 (2) 1.200ぱ H 5.3 -H 5.18 には火葬墓を主体とした墓域と考えられる。

26 山 神 8.200凶 H 5.3 -H 5.10 旧石器時代から奈良・平安時代の遺構・遺物を検出。弥生時代の集落

跡と墓域跡が明確に分離して検出。

27 中 越 3.500凶 H6.1-H6.5 旧石器時代から奈良・平安時代までの遺構・遺物を検出。古墳時代前
期の住居跡地、ら小銅鐸が出土。
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第27表 東関東自動車道(千葉~木更津) 調査遺跡一覧・報告書一覧

No. 遺跡名 市町 コード (財)千葉県文化財センタ一報告書名

I古市場(1)遺跡 201 - 090 東関東自動車道(千葉・富津線)埋蔵文化財調査報告書4 第 356 集

2古市場 (2)遺跡 219 - 094 東関東自動車道(千葉・富津線)埋蔵文化財調査報告書4 第 356 集

3市原条里制遺跡 東関東自動車道(千葉・富津線)，市原市道80号線埋蔵文化財調査報告書 第 354 集

4村上遺跡 村上遺跡群埋蔵文化財調査報告書 第 309 集

5村上山王前遺跡 今 第 309 集

6廿五里十三割遺跡 ~ 第 309 集

7今富遺跡 219 - 042 東関東自動車道(千葉・富津線)埋蔵文化財調査報告書2 第 336 集

8今富新山遺跡 219 - 044 東関東自動車道(千葉・富港線)埋蔵文化財調査報告書4 第 356 集

9大作頭遺跡 219 - 043 東関東自動車道(千葉・富津線)埋蔵文化財調査報告書3 第 355 集

10 海保野口遺跡 219 一 038東関東自動車道(千葉・富津線)埋蔵文化財調査報告書 1 第 335 集

11 中伊沢遺跡 219 - 049 東関東自動車道(千葉・富津線)埋蔵文化財調査報告書5 第 383 集

12 百目木遺跡 219 - 057 東関東自動車道(千葉・富津線)埋蔵文化財調査報告書5 第 383 集

13 下椎木遺跡 219 - 056 東関東自動車道(千葉・富津線)埋蔵文化財調査報告書5 第 383 集

14 志保知遺跡 219 - 055 東関東自動車道(千葉・富津線)埋蔵文化財調査報告書5 第 383 集

15 ヤジ山遺跡 219 - 046 東関東自動車道(千葉・富津線)埋蔵文化財調査報告書5 第 383 集

16 細山(1)遺跡 219 - 053 東関東自動車道(千葉・富津線)埋蔵文化財調査報告書5 第 383 集

17 細山 (2)遺跡 219 - 054 東関東自動車道(千葉・富津線)埋蔵文化財調査報告書5 第 383 集

18 台山遺跡 481 - 014 東関東自動車道(千葉・富津線)埋蔵文化財調査報告書10 第 435 集

19 山谷遺跡 481 一 012東関東自動車道(千葉・富津線)埋蔵文化財調査報告書9 第 411 集

20 関畑遺跡 481 - 010 東関東自動車道(千葉・富津線)埋蔵文化財調査報告書13 第 485 集

21 芝野遺跡 206 - 002 東関東自動車道(千葉・富津線)埋蔵文化財調査報告書7 第 409 集

22 椿古墳群 481 - 008 東関東自動車道(千葉・富津線)埋蔵文化財調査報告書8 第 410 集

23 笹子城跡 206 - 005 東関東自動車道(千葉・富津線)埋蔵文化財調査報告書14 第 486 集

24 金二谷台遺跡 206 - 006 東関東自動車道(千葉・富津線)埋蔵文化財調査報告書6 第 384 集

25 堀ノ内台遺跡 206 - 008 東関東自動車道(千葉・富津線)埋蔵文化財調査報告書6 第 384 集

25 堀ノ内台遺跡 (2) 206 - 008 東関東自動車道(千葉・富津線)埋蔵文化財調査報告書12 第 456 集

26 山神遺跡 206 - 010 東関東自動車道(千葉・富津線)埋蔵文化財調査報告書12 第 456 集

27 中越遺跡 206 - 011 東関東自動車道(千葉・富津線)埋蔵文化財調査報告書11 第 436 集
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遺跡周辺航空写真(平成 5年.1993年撮影) 1: 10.000 



遺跡周辺航空写真(昭和42年・ 1967年撮影) 1: 13.000 





l 調査区全景(北から)

2 調査区全景(北西から)

3 調査区全景(北西から)



1 平場 1 全景(東から)

2 平場 1 近景(北西から)
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1 平場 2・3 調査前現況

(北東から)
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1 平場 6・7 調査開始時現況

(北東から)

2 平場 6・7 西側

調査開始時現況(南東から)

3 平場 6・7東側

調査開始時現況(南西から)
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全景(北西から)
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全景(真上から)
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1 平場 6・7 竪穴状遺構
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2 平場 6・7 竪穴状遺構
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3 平場6・7 竪穴状遺構
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1 平場 6・7

階段状虎口完掘状況

(南西から)

2 平場 6・7

階段状虎口完掘状況

(西から)

3 平場 6・7

階段状虎口完掘状況

(東から)
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五輪塔出土状況(北西から)

2 平場 6・7 堀D.E

土層断面(南東から)

3 平場 6. 7 堀D'E

土層断面近景(南東から)
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土層断面(北西から)
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3 平場 6・7
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1 平場 6・7 鉄鍋出土状況
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3 平場 6・7 瓦質蓋香炉出土状況

4 平場 6・7 瓦質蓋香炉出土状況
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1 平場 8 調査状況 (東から)

2 平場 8 B.C面完掘状況

(東から)

3 平場 8 最終時完掘状況

(東から)
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(北から)

2 平場 8 堀 I土層断面

(北西から)
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1 平場 8 D面遺物出土状況

(北東から)

2 平場 8 D面遺物出土状況

(西から)

3 平場 8 SK049 

遺物出土状況
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1 平場 9・10 調査前現況

(北西から)

2 平場 9・10 完掘状況

(北西から)

3 平場10

西側調査前現況 (北から)
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1 平場12・13

調査開始時現況 (西から)

2 平場12・13

西側完掘状況 (北西から)

3 平場12・13

西側完掘状況 (西から)



1 平場12

西側調査開始時現況
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2 平場12 西側調査現況

(北西から)

3 平場12 西側完掘状況

(北西から)
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1 平場12

堀Q.S土層断面(西から)

2 平場12 完掘状況

(北東から)

3 平場12 東端部完掘状況

(北西から)
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1 平場 6・8・12

接合部完掘状況(南西より)
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書 名 東関東自動車道(千葉・富津線)埋蔵文化財調査報告書14

副 書 名 木更津市笹子城跡

巻 次 14 

ン 一 ズ名 財団法人千葉県文化財センター調査報告

シリーズ番号 第486集

編 著 者 名 相京邦彦

編 集 機 関 千葉県文化財センター

所 在 地 干284-0003 千葉県四街道市鹿渡809-2 TEL 043 -422 -8811 

発行年月 日 西暦2004年3月25日

ふ りがな ふりがな コード

所収遺跡名 所在地 市町村遺跡番号
北緯 東経 調査期間 調査面積 調査原因

ち I iけんきさら 'J しささご 35度 140度 19910401-
千葉県木更津市笹子 19930226 

さきごじよ弓あと あざうらきたさく 206 005 
23分 3分

道路建設笹子城跡 字裏北作409-1 9，900ぱ
50秒 8秒

ほか

所収遺跡名 種 別 主な時代 主な 遺 構 主 な 遺 物 特記事項

集落跡 縄文時代 縄文土器

集落跡 弥生時代 弥生土器

集落跡 古墳時代 土師器

笹子城跡
城跡 中・近世 堀 陶磁器(白磁，青磁， 銭貨(和同開弥2枚)

土坑 瀬戸美濃，常滑)，土 水品製五輪塔ミニチュア
ピット 器(東海系羽釜，カワ
i審 ラケ).石製品(五輪

塔，茶臼，砥石).金
属製品(釘，金具，銭
貨)
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一木更津市笹子城跡一

平成16年 3月25日発行

編 集 財団法人千葉県文化財センター

発 fj 日 本 道 路 公 団

東京都港区虎ノ門1-18-1

財団法人千葉県文化財センター

四街道市鹿渡 809-2 

正P 席。 大和美術印刷株式会社

木更津市潮浜 2-1-10
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